;;;; -；, 一；. 二 . -: い し- に ：  ー\?5?5こし.：*^;^,-.:ーに，.：7.--た--： -ノ ふ;； つズ. ゾ V-V ヒ w:v\-y-  一-  .>--.-.-._>-.-...--.---c.^,--,_ 

； ノーが》 一： つ？：.： に：：： に ク》： お： ク；， ふ： も 

ケ； 〈お； - ふに-. ぃン》 パ ；-;-J^: ぶ〉：^,:;.;,)；^^ 

ぺ-ノ ふ， ノ -----  -ノ- ぺ ： ；.; v> つ に.： -y?:-:, ゾリ： 〈つつ、 人 .パ. パノ^^  ： ： …にやに， に-力- 

ン,, - リノ, ベ-つ V.V-V, ベ..： --  一 ： ：vV.v 一 V" にく-,》 乂 人^^^  .  -  ？：  ノバ-》 X 一 

つ v\ ；パ -Av つへ，；》： お 一") つ P 巧，：》： に-べ^^^  .-〉：(，》》 

- し- へ-ベ" VV つ… 一 にご？ - ケア モ. -; -; へ-;.; --, ；ゥ； 〈へ ヒ. べ^^  一 '- 

一お も 一： お； に；》 へ 安，？ へ" えき^^ 

- , -,' . -  -  -  -  -,. -,. -  -L^^  . -.. -., -ヒ， 一，. い \ く；， \:- ノ -ヒ， くに-ベお つ A^^^ 

ノーに- \ 一. ヌ -A*. ほ. -ち A 一，, つ ヒ^^ 

- 一- ベ 一， につ- V- つ 一 V 一 V--.V-VV: :  - ： :v_ ノ ベ-ノーン つ-ベー -  --- ペた 一一 ーノ- 一一へ-一へ 一 一- 々バー,：. 一 -  一. 一一.. -- ノー-, -V- くに-に- ----- ：: 

〉〈^)パ：.！，：ゃ乂〈~,火〈〈^クノ.ノ〈ケバんゥ-,-?ボ》：^)》》ズふズふ)にふ〉1^ーふ-ジ ノ に V  V  ノウ：：：/:  ,  .\ジ 

一 v-v:;.s さ 一三- ラー 33 リ： ノー-, 一 ほ， f) リ-パ ，1〉 に. 一^^^^^^  ベ  一 ーノ： ： 一  - ベ に 

一、 ，，，-,.- ノ つ，； つ v*v-v-v-.-v-:--  -  二 に-一一に ノー 一一. 一にに に ： ノ y ： - 一, ー,ノべーべーべ1 ノノ V -  ，  ： 二  - 一：  -  - ベーん 二 

- ■ ： - - -ン た -I  1-: 一-, -チ r 一一  ； つ, ノバ-. ベ-一 ジ 一一，  ノノ  w ヘン ノー- --  ：  二：  -  ：  二 I  二： 二-ニーて  一二 

::..,に々，；ニ〈.；みゾソゃ；ゥ；^〈^^ーゥぶンに，ンバゾー* パーべ へ ふ y-) に- ジ〉 ヒ， 一 ヒー. 一-一 ウー-一， 一一 ウス^ 

- ： . つ, つつ V----- ノノ つ- ,v-v-\--v-v-, 一  - 一-: 1 -  二： 一：：  二  -  ニー  \  一  v--> た-一- -.\ー へ  一 一二  二：  二：  ーノ  二つ，. 

は》》 ふ》)； ふお)〉 リお も 一》〉； 7- たにた- ベ-ぶつつ H つつた ニウ^^^^ 


ご：：：： ニニ  *  ： 一一 さ： -三 - V.\V..A-,V-. べついに-つ.  一， ノ V  -.\\v-\v.-.v:-:- ベ V ふ， 一， \\,  ノ \\..-,v べ-ノ\ー.,-,ノ\べ 

,  -, -ノ， -ノ， Av- にノ 11ノ-  i … - 二-二 ョー --. -, 二つ： ：- v.v-ゾ に- ノ-,  -  ：  ：  -  '；  -  -  r 

； ノバ.； さに-:.;々^^^^^^ 

ゥ： 二-:: -バ： ：.) 一， 一 v>)),： ズ v"^^^^^^  _--  -V  ーノ  (ひ-- V -パ ノ く  一- ノノ  - - 

V- 一  y-vv ニー-一. 一-一 ,く，\-\ノノ.，---.ー.ノ,-?た，ノゾ^^^ 

,ノ\ノー  ベ， \\ にへ-く .  ：  一. -  - ノべ つ バ に- -'  --  . -  ■  -  -  -  -  --  -.^ --.  -^'  -  -  二… 二， 二 さ にヒ， 一な ヒ， --\ーヒヒ， 一つた- -に， 一-一 

： -ノ -ノノ  vlv>v---v---,- くつ-:, ノち ：.- ベ-ベ- た^  一一 ニニ  二 ヌズ, 一 \\\\\,v ン 一一 一- V たつべ， 一へ ヒ^ 


- ニー- 一 - 一一-て 一 i ： ； ち 

-「*  'r 一 l:y 一一へ 二-  ノづ」 V,- 

i 三 U,  ニーつ.：  一： ニー 一一- - 


I  -- … r  -t  t つ- 


二-二： 一一-:  ニー 

：  一-二 ：-  ニー  ： - 

クふ 一-ユー-一- V 


■  一  一 V 一 V- 二-  -ー  二-一 

y- 二：  一一,  ー_ 二- U た-一， 


B  Yoshida,  Norikata 

52^4-  Yoshida  Shoin  zenshu 

Y67A1 

V. 1 

Asiatic 
Studies 

PLEASE  DO  NOT  REMOVE 
CARDS  OR  SLIPS  FROM  THIS  POCKET 


UNIVERSITY  OF  TORONTO  LIBRARY 


棚 


後 重 


奢 


p 

5-2 斗チ 

！ q 斗 V 
V.  I 


JAN 1 8 1957 


OF ず 


山ロ縣 敎育會 編纂 

編輯 校訂 委員 廣瀨  豊 

玖 村敏雄 

西 川平吉 


w 象  (東京 市 吉田茂 子 氏 蔵) 1 

安政 六 年 五月、 SSSQf る や、 f 小 田 2. 之 助き に久 II 主と なり、 I つて 獄中の 一 

師に乞 ひ、 門人の 畫家松 浦 松 洞 をして 肖像 を 描かし め、 これに 自 贊を附 して 賞った。 それが 全部で 八 一 

幅 ある。 諸 友の 乞に 應 じた. もの.. 一幅、 及び 久 坂の 希望に 應 じた ものが 今吉 田家に 藏 せられて ある。 兹」 

こ： S げた もの は その後 者で、 原 幅に はこの 圖の 上部に 次の 贊 及び 跋カ ある  一 

一一 一分お レ M 兮諸 舊矣 夫。 一身 入 レ洛兮 還 安在 哉。 心 師> -蔓ー 兮而 無-一 素 立 名 一 志 仰 = 魯連ー 兮遂 f 一 

釋 難才？ 讀書 無レ功 兮模學 一一 一十 年。 減贼失 レ計兮 猛氣廿 一 回. -人 譏-一 狂 頑 一 兮鄕黨 衆 不レ容 。身許 = 家國 一一 

兮 死生 吾久 齊。 至誠 不レ動 兮自レ 古 未-之 有？ 古人 難 レ及兮 聖賢 敢追 陪。  』 

實 甫使ァ 無窮 模， -唐狂 遺 像 1 佘贊 i 。成。 又 欲 下作 > 一 吾像黉 一， 之。 重 煩 n 無窮 及 吾？ 夫 癀狂馆 巳 蓋 一 

矣。 論已 定矣。 吾大 難在レ 前。 利鈍 未 レ覩。 安遽 得レ爲 "淸狂 封-乎。 然吾名 節 有 レ站。 歿負 n 亡友？ 生 一 

愧こ存 友？ 以レ曰 t 邁レ. 我。 激レ我 深矣。 我不 U 得而辭 一也。 已未 五月 二十 一 回 猛士藤 寅 (印) ： 

(第 十 一 卷 一 八 〇 頁 • 一  九 八頁參 照) 一 
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刊行の 辭 

吉田松 陰 先生 は 時代 を 超えて い つまで も皇國 臣民の 行く ベ き 道 を 指示す る英 

靈的 存在で ある。 其の 精神 氣魄 は繼 ぎて 起る 後輩の 血脈に 鼓動して 永劫に 死せ 

す、 其の 思想 信念 は釋 ぬろ 者の 胸奥に 息吹して 萬 世に 滅びない。 當時 維新 囘天 

の 偉業 を 翼贊し 奉った 防 長の 才 俊が、 其の 膝下に 學んで 躍々 たる 生命力 を 育ま 

れた 如く、 今日 新しき 世界史の 展開 を 完遂すべき 一億 臣民 は、 其の 精神に 參入 

して、 逞しき 雄 魂 を 涵養し なければ ならぬ。 此の 意味に 於て、 先生の 遺著 はま さ 

に國 民の 書、 特に 靑 年の 書た るべき ものである。 曩に本 會が吉 田 松 陰 全集 を 公 

刊 する や、 十卷 六干餘 頁の 龙大 且つ 相當 難解の 書籍た る， にも 拘ら す、 絕大 なる 

讚 辭と歡 迎とを 蒙り、 忽ちに して 肆 上に 其の 影を沒 する に 至った こと は、 以て 

先生の 偉大 さと 江湖 I ま 仰の 蛾烈 さと を證 する ものと 謂 ふべ く、 刊行の 事に 當っ 

刊行の 辭  1 


刊行の 辭  二 

た本會 としても 誠に 欣快に 堪 へ ざる 所で ある。 

然るに 前の 全集 は 其の 大部分が 漢文で あり、 文中 又 漢土の 典據 故事 を 引用せ 

る 語句 多き が爲 めに、 一 般 人士と して は 訓讀の 困難 を 歎す る ことが くない。 

かくて は 折角の 金玉の 大文字 も、 一部の 學者 有識者に 獨 占せられ て、 其の 內に 

含蓄 包 擁す る傑然 たる 光 鋩 を遍く 後世に 發揚 する に 由 な く 、 舊 全集 の 荷へ る 眞 

價と 意義と は 自ら 別と して、 亦 聊か 诚 みなき を 得 ざ る 次第で ある。 

本 會は茲 に 鑑みる 所 あり、 定本と しての 舊 全集と 並行して、 別に 普及版 全集 

の發刊 を企圖 し、 前の 全集 編纂 委員 廣湘 . 玖村兩 先生に 重ねて 之が 編纂 を 委^ 

し、 更に 西 川 先生の 協力 を 請うて、 共に 其の 快諾 を 得た ので ある。 乃ち 本 全集 

に 於て は、 漢文 は 凡て 國 文に 書 流し、 和文 も讀み 易き に從 つて 送 假名、 句讀點 

等 を 加へ、 必要の 筒 所に は 簡明なる 註解 を 施す 等、 訓讀の 平易化 を圆 り、 以て 

內容 形式 共に 國 民の 書と しての 普及版 n 口田 松 陰 全集 全 十二 卷の 完成 をみ るに 至 

つた。 其の 出版 發賣 に關 する 一 切の 事務 は 前； II と； 51 じく 岩波 書店の 奉仕 的盡カ 


による も の で あ る 。 

斯くて 松 陰 先生 は 其の 死せ す 滅びざる 永遠の 思想 精神 を 我が 國 民の 前に 遍く 

露： したので ある。 時 恰も 皇紀 二 千 六 百年、 肇 國の大 理想 を 高く 掲げて、 我が 

國は今 縢 古の 時 艱と戰 ひつ つ ある。 本 全集の 完成が 圖らす も 此の 意義深き 時期 

に際會 した こと は、 果して 單 なる 偶然で あらう か、 抑-先生 在天の 威靈 の然ら 

しむる 所 か、 我等 ひとし ほの 感激 を 禁じ 得 ざ る 所以で ある。 

、 昭和 十五 年 一月 

山ロ縣 敎育會 


編纂 總則井 凡例 

本 全集 は 刊行の 辭 にも 明かな やうに 昭和 十 一年 四月に 完成せ る 山 ロ縣敎 育會編 募、 岩波 書 

店發ー マの 吉田松 陰 全集 十 卷本を 底本と し、 舊 全集に 收 載せられた 他人の 關係 文書 及び 抄錄類 

の 一部 を 除外して 松 陰 先生の 遣 著 遣 文の み を 主として 集めて 全 十二 卷に 分載した もので、 廣 

く國 民の 書と して 普及せ しめる ために、 平易に 通讀 出来る こと を 第一 の 目的と して、 漢文 を 

書 流し 國 文に 改め、 漢文 交りの 書簡文 その他の 和文 も 一 切讀 下しに 便なる やうに 改めた もの 

である。 從 つて 厳密な 意味に 於て 松 陰 先生の 書殘 された 原文 そのままの 姿で は 勿論ない が、 

ヒ述の 相違 を 除いて は舊 全集が 採 揮した 原本が 卽ち本 全集の 原本と なった ものであるから、 

一 應舊 全集 編 » の 時の 原本 決定 及び 資料 1 集に ついて 概略 を 述べ て 置く ことにする。 - 

一 、 原本の 決定  . . 

全集の 內容を 大別して 松 陰 自作の ものと 關 係文獻 とに し、 モの 資料と して は、 夫々 眞摄 

編 寡 總則幷 凡例  五 


編， i% 總则并 例  六 

本. 寫本 及び 旣刊 本と 區^ じた。 このうち 眞^ 本が ある 場合 はこれ を 本 とし、 Ml の 

書に 二種 以上の 眞路 ある 場合 は 概ね 後期の もの を 採用した。 眞 13 本が なく、 又あって も 

未整理の 初 稿で、 成 稿は寫 本と して 存 する 場合 は、 寫本を 原本と し、 二種 以上の 寫本 あ. 

る 場合 は、 調 の 上 何れ か 一方 を 採った。 眞踏 *寫 本 何れも 存 せず、 义寫本 ある も 1;^ を 

措き 難い 場合に は旣刊 本に 據 つた。 何し 結果と して はこの 場合 は 極めて 稀であった。 

かくして 決定され た 原本 は， 擔當 委員が 所定の 用紙に 轉寫 し、 更に 他の 眞踏本 ある 場合 

はこれ と 照合の 結果 を 傍 記 义は爛 外に 註記し、 漢文に は：？ 讀 返 點を附 し、 書簡文 及び 候 

文 使用の 上書 等 を 除く 以外の 和文に は 句 讃點を 加 へ た。 但し 本に そわが ある 場合 は そ 

の 3;: を：： 礼し、 ない 場合に は句點 と讀點 との 別 を 設けず、 總 ベて 「ヽ」 であら はした。 人 

名 略稱、 特殊な 事件 關係、 參照 文獻、 方言 等に 必要 あるとき は 註 を 加へ た。 成 書の 場合 

は 一 々解 题幷 凡例 を 作り、 原本に HI 次な き 場合 は 必要に 應 じて 新たに 作製 補 加し、 かく 

L て 出來上 つた"： S 稿 を 順次 各 に 廻送して 閱 を經、 最後 に各卷 編^ 主任の 委 M の 手許 

で^めた。 


なほ 成 書の 題名 は 原本に ある ものに 據り、 その 結果 從來の 刊行物と は 名 を 異にする もの 

(例へば 武敎 講錄が 武教 全書 講錄と 改められ たが 如き) も 二三 ある。 叉 書名な き 場合 は 

從來行 はれた 名稱 あれば、 それ を斛 酌して 新たに 命名し、 詩文 書簡の 標題 中には 編者の 

附け たもの も 少なくな かつ た。 

、 資料の 蒐集 

資料 は 全國に 散在して 居る から、 先 づ所藏 者の 調査 を 行 ひ、 三人の 委員が 地方 別に 分擔 

區域を 定めた。 故 安藤 ゃュ 員は获 市松 陰 神社 及び 获市， e:、 廣瀬 委員 は 東京 市 及び 全國 各地、 

A 村 委員 は获市 以外の 山ロ縣 及び 全國 各地 を擔當 した。 各 委員 は 概ね 現地に 出張して 鑑 

定 の 結果 採否 を 定めた が、 やむ を 得ない 特別の 場合 は寫眞 に 依る こと と し た 。 

資料が 前條に 述べ た條 件に 照して 原本と なり、 叉參照 本と なる 價 値の ある 時 は これ を寫 

し 取り、 原本との 校合 は 必ず 委員が これに 當づ た。 參照本 は單に 原本の 原稿と 對照 する 

1: とどめた 場合 も 多い。 轉寫 について は 慮 本の 様式の 文字 を 用 ひ、 行間 欄外 書、 抹消 訂 

正の 文字な ども 原形の ままの 位置に 寫 し.' やむな 得な ；：， 場合 は その 3s を 註記 し た 。 

編 »總 則幷 凡例  七 


編^ 總则井 凡例  八 

原本の 筆 踏に 疑點 あり * 又は 讀 みとりが たい 文字 あるとき は、 寫 Hi: をと つて 各 委員に 55^ 

り、 その 意見 を徵 した。 寫し 取りの 責任 は擔當 委員が 負 ふべき であるから、 夫々 文末に 

所 藏者名 を 附 し 、 そ の 下に 校合 濟 として 委員の 姓 略 を 符號を 以て 明示した。 

右の 規定に 從 つて 舊 全集 十卷は 次 の 如く 分類 排列 せられた。 

述作 篇 第 一 卷 -— 第四卷 

書簡 篇 第五 卷. 第六卷 

B 記篇 第 七径 

杪鋒篇 第 八 、第 九 卷 前半 

關係 文書 篇 第九卷 後半. 第十卷 

扨て 上に 述べた 立場に 於て 編 暴され た舊 全集 は 一 に 角 學術的 定本た る 一 面に 於て、 難讀 

解の 苦痛 も 作 ひ、 時勢が 要求す る 一般 讀書 人に は 多大の 不便が あつたので、 今 ：3 は 先 づ敏み 

BS くす る こと を 編^の 第一 -!g 則と して、 次の やうに 葡 全集の 形 を 改める ことにした。 


1 、 原文が 漢文で ある 場合 は 述作 • 書簡 • 日記の 如何 を 問 はず、 すべ て 書 流し 國 文に 改めた。 

值し松 陰 先生の 漢詩の みは， 漢詩が もつ 特殊性 を 直ん じて 特に 原詩と 讀 下し 文 を 併 載した。 

漢文 を 書 流 文 に 改める について は、 簡潔な 文字の 間に 無限の 意味 を 含蓄す る 先生 特有 の 

文 體樣式 を 傷 はぬ やうに 周到な 用意と 苦心と を 以てした。 

原文の 漢字 は 助 字 (例へば 矣. 焉の 字の 如き もの) を 略し、 接績詞 (而 ♦ 則 等) を 前後 

の 文體上 時として 省略した 以外 は 概ね これ を 生かして 用 ひたが、 特に 左の 諸 字の 如き は 

假名に 改めた。  . 

也 (なり) 哉 (や • かな) 夫 (かな) 歟 (か) 乎. 邪. 耶 (や-か) 有 (あり) 無 (な 

し) 莫. 勿 • 罔. 无 (なし. なかれ) 爲 (たり. なる) 諸. 焉 (これ) 已. 耳 • 爾. 

而已 (のみ) 者 (特定の 人 を 指さざる 場合の もの) 之 (の) 自-從 (より) 與 (と) 

見 (ら る) 可 (べし) 

ffi し 漢詩 の 場合 は. 原文 を 並 載した から、 便宜 體裁上 漢字 を 假名に し た 場合 も あ る -" 

二、  L 小 文が 和文で ある 場合と 雖も、 文法的 誤り 及び 假名 造の 誤り は 正し、 略 ぼ 現行法 大 

編每 JI 則幷 凡例  九 


編 寡 總則幷 凡例  一 〇 

3^ に 於て 文部省 國 語調 茶 *^員 會 編纂 の 途 假名 法 によった. が、 飽く迄も それに 捉 はれる とい 

ふこと なく、 諫み 易き を 主と した —— に從 つて 送 假名 を 補 ひ、 濁點. 句 讀點等 を 施した。 

候文の 場合 も その 特有の 原形 を讀 下しの 儘に 改めた。 

この場合と 雖も、 前 條に揭 出した 如き 特種の 字 は 假名に 改める と共に、 左記の 如き 宛字 

乃至 特種 の 用字 は 便宜 現代 流に 改めた。 

玉 ふ— 給 ふ 惣— 總 云々 の義 —云々 の 儀 大 s— 大抵 然共 I 然れ ども 候 得 共— 候 

cor 

〈ども ^ — こそ r —こと ii! -I とも • ども it—. とき メ — して 

三、 原本の 變體 假名. 片 假名 は 全部 平 假名に 改め、 漢和 兩文を 通じて、 明かな 誤字 は 正し > 

略字 は 正字に、 俗字 も 特に 現今 正字 以上に 廣く用 ひられる 場合 を 除いて 正字に 改めた。 

S,  ^文に 加 へられた 他人の 批評 及び 添削 は 原則として 省略した。 

五、 ^文 稿の 原本 中には、 問 ~ その 內容の 各篇が 著作の 年月 順に 排列して ない ものが あるの 

で、 はすべ て 著作 年月日の 順序に 排列し かへ、 年月 不明の もので 推定の つかない もの 

を 最後に 置いた。 從 つて 原本に 固有の 目次 も、 新たに 補 加した 目次 も、 共に 本文 順序通り 


改變 した。 . 

六、 全卷を 通じて、 人名. 地名. 書名 及び 故事 古典の 引用 等に、 必要に 應 じて 簡明な 頭註 を 

施し、 本文 難讀の 文字に は 振 假名 を附 した。 

恨し 松 陰と 直接 交涉關 係の あった 師友 門人 等に 對 して は、 第 十二 卷に 「關係 人物 略傳ー 

を牧 載した から、 頭註に は その都度 〔關傳 ：，1 の 字 を 附記して 讀者參 照の 便に 供し、 註記 

を 簡略に した。  . 

七、 各卷の 首に 特に 重要た ロ繪を 一 葉宛收 め、 殊に 第 一 卷 頭に は 門人の 畫家松 浦 松 洞の 筆に 

成る 肖像 を 原色 刷に して 載せた。 

<、 备卷の 終りに 各收載 書に ついて 簡單な 解 說を附 し、 原木の 所在 及び 體裁、 原文 漢和の 區 

別 等 を 記し、 且つ 夫々 の擔當 委員 名 を 附記して 實任を 明示した。 

大體 右の やうな 立場で 編纂に 當 つたが、 本 全集 收載 內容 について は， 普及版の 性質 上 奮 全 

集の 如く 抄錄 及び 關係 書簡 並びに 文書の 一切 を 網羅 十る こと は出來 なかった が、 松 陰 先生 自 

らの 著作 は 全部 收め、 舊 全集 後に 發 見され た 書簡 も增 補し、 特に 重要な 抄錄 と關係 文書 を 撰 

編纂 總則幷 凡例  一 一 


編 寡 總则幷 凡例  1 二 

,ァ^ して 載せ、 全 十二 卷を 次の 如く 排列した。 

述作 第 一 卷 —-— 第 七 卷 

書簡 第八卷 • 第九卷 

日記 第 十卷. 第 十一 卷 前半 

關 係文耆 • 抄錄 第 十一 卷 後半 . 第 十二 卷 

最後に 印刷に 際しての 植字 形式 及び 諸種の 記號 について その 大耍を 記して S く。 

一、 松 陰 先生の 原文 は 原則として 九 ポイント 活字 を 使用した。 世し 原文の 割 註 及び 書簡 中 他 

人よ リ 贈られた ものの 行間に 返書が 認め て あ る 場合 は六ボ ィ ン ト 活字 を 使用した。 

二，  ^文に 附記 せられた 他人の 評 文で 特に 並 載の 必要 を 感じた もの は、 六猇 活字 を 以て 多く 

は 本文より 一 字 下げて 組 込んだ。 51 し 第三 卷講 孟餘 話の 孟子の 本文 及び 同じく 講孟 餘話附 

錄の松 陰 反 評 文 は、 その 性質 上 八 ポイント 活字 を 用 ひて 區 別した。 

全^ を 通じて、 頭註 及び 書簡 見出し * 詩文 題目 下の 年月日 等 を 除く 編者の 附記した 文 並 

びに 對應 記號 等に は、 何れも 括弧 ( ) を 以て 圍み、 原文が ( ) の中に3^ヒれてぁるせ^ 


合 は、 〔 〕 符號に 改めて その 區別を 示した。 

四、 ^文中 破損 又は 蟲喰 等で 判讀の 不可能な 字に つ いて は 口 符號を 以て 示した。 

五、 書簡 その他 文 稿 中の 題目 下の 年月日 は 勿論 編者の 附し たもので あるが * 推定の 結果 疑問 

ある 場合 は (力) の 符號を 以て あら はした。 

六、 頭註 はすべ て 六 ポイント 活字 を 使用し、 本文との 對應 符號は (一) (二) を 以て 示し、 稀 

に *  •》 を 用 ひた 場合が ある。  . 

かくの 如くに して 本 全集が 努め て 原文の 平易化 を企圖 したが た めに、 一部の 學究 的讀者 に 

とって は 多少の 不滿ぁ る こと は 當然豫 想 せら れる ことで あ るが、 眞の 意味に 於け る 普及版 の 

件 質 に 鑑み 實 に や む を 得な いこと として 諒解 を 仰ぐ ほか はない。 從 つて 篤志の 讀 者に 對 して 

は 本 全集 によって 把握せられ たもの を 基礎と して、 更に 舊 全集 を も 併せ 讀 まれん こと を 希望 

する 次第で ある。 

終りに 戰 時下 物資 統制の 折 柄 にも拘らず、 出版の 全責任 を 負うて、 ： 終始一貫. よく 本 全集 

編 募 總則幷 凡例  一 一 一一 


編 慕 總則幷 例  一四 

の 目的 を 達成せ しめられた 岩波 茂 雄 氏に 深甚の 謝意 を 表したい。 

昭和 十五 年 一 月  編纂 • ^員 廣瀬 豐 

同  玖 村敏雄 

同  西 川平吉 
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天 保 六 年 ゾ^ 紀元 二 四 九 五 (間 月 七月) 


六 歳 


四月 三日、 火 助 歿す、 享年 卄九。 

六 n^iz:::, 吉 E 〔豕 を嗣 ぐ、 而 して 尙ほ杉 家に 同居す。 

この 年、 大次郞 と改稱 十。 

幼少に：； I： き、 命に より 家學の 高？？ 渡邊六 兵衞. 林 

眞人 . 玉 木 文 之 進. 石 津平七 等 を 以て 家 學敎授 を 代 

现 せしめら る。 以後 代理者に 多少の 異動 ありて 天 保 


同 

右 


大 助の 妻久滿 は、 近村黑 

川 村 農、 森田賴 直の 第 四 

女に して、 名義 上 久保五 

都 左衞門 (^祿 R 十九 石 五斗) 

の 養女と して 吉田 家に 嫁 

す。 大 助の 死後 森 田 (水に 

寄寓して 世 を 終 ふ。 松 

の睿 に、 黑川北 堂と 見 ゆ 

る はこ の 人な リ 0 


吉田松 陰 年譜 

天 保 五 年 1: 紀元 二 四 九 四  五 歳 

仲 父 吉田大 助 賢 良の 假 養子と なる。 吉 田家 は 世々 山 

鹿 流兵學 師範 を 以て 毛 利 氏に 仕へ 大 番組たり、 家祿 

五十 七 石 六 斗を受 く。 
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父 百合 之 助 天 保 三年よ リ 

記錄所 御次番 役、 この 年 

吳服 方と なる。 妹 千代 三 

歳。 
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.. —fe は 年譜 


天 保 十三 年 .^ 紀元 二 五 〇 二  十三 歲 

六月、 淺野小 源 太家學 後見 を 免ぜら る。 

八月、 木 文 之 進家學 後見 を 命ぜら る。 


行 ふ。 長 藩 藤 井 平 左 衞門. 

藤佐ヌ 、衞等 をして 見學 

せし む。 秋 帆 門弟 中に 支 

藩 岩 國の家 K ぁリ。 

ん月 i" 七 H、 藩主 麋親 "肘 

の 儒 者 林 家に 人 門す。 

十二月 十 一 日、 ：：dC 櫻 田 藩 

邶 に有備 館を設 く。  0 廿 

八 n=、  ^0Gi0  , 

川 太 郎左衞 門 をして；：！！ 相 

13 &總を 巡視せ しむ。 

、一の 年、 從弟玉木^4!-介生る。 


七月 廿 四：！；、 截.： W 文政 八 年 

の 異國船 打 拂八" を 停め、 

文化 一一 一年の 和親 令に 據ら 

しむ 0 
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模、 今 治 藩に 房總 S 沿岸 

蒈衞を 命ず" 

- 一の 年、 唐國 にて 阿片 戰爭 

終る 0 

淸人魏 源、 聖武 ：；s- 及び 海 

國圖志 を 著 はす。 松 陰 愛 

讀 書の 一な り。 


四月  一 H、 藩主 一林 郊外 羽賀 

臺 にて 大演習 を擧 行す。 

六月 十七 日、 慕 府新潟 奉行 

を 置く。 

九月 サ四 rn、 妹艷 歿す。 0 

廿 九日、 祖母 岸 田 氏， 52 す。 

十月、 玉 木 文 之 進 八 組證人 

役 仰 付けら る、 勤 縫 約 二 
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(道 新) 家 木 玉 (宅 山) 家 杉 


吉 田 松 陰 年譜  一 〇 

ケ年。 

この 年、 妹 文 生る。 0 周 布 

政 之 助 等 嚶鳴肚 を 創設し、 

文學を 練る。 


：大保 十五 年 十二月 二  H:、 弘 

化と 改元す。 

三月、 佛艦琉 球に 來る。 

四月 八 H、 藩主 江 戶を發 

し、 六月  一 H 萩に ^15 す。 

0 四月 九 H、 劍客會^!;; 

藩士 志お 小太郎 •  I ^一河. S 

傳 五郎 • 原 w-.^ 機 三 郎. 

松 本 友 一一 一郎 を 萩に 招く、 

弘化ニ 年 國す。 この 中 

に 後年 松 陰 東北 旅行の^、 

訪問せ し 人々 ぁリ。 

五月 六！！；、 せ I 府德川 齊昭に 
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(道 新) 家 木 玉 家 林 


吉田松 陰 年譜 

この 年、 松 下 村 塾 (sa に 入 込み、 松 村文祥 等と 共に 勉學 

す。 


弘化 三年^ 紀元 二 五 〇 六 (閏月 五月) 十七 歳 

この 春、 涨 士林眞 人の 家 SJ) に寓 す。 偶-火災に 罹り、 携 

ふる 所の 書籍 衣服 等 概ね 燒 失す。 

三月 三日、 山 田 亦 介より 長 沼 流 兵學の 免許 を 受け、 家傳 

の兵耍 錄を受 く。 (lii*) まな 佐 藤 寛 作に 兵要錄 を、 

銀 田^ 之 助 に 西洋！； 法 を 學 ぶ . 

十 一 月、 川 千 藏家學 後見 を 免ぜら る。 

この 年、 守永彌右衞門ょり荻野流^！術の傳投を受く。 

の 年、 涨 主の 親 試 あり。 

この 年、 松 下 村 おに 入 込み 勉學 す。 


十一月 サ七 n、 學習院 を 京 

都 建 春 門外に 5^/ て 給 ふ。 


正 Hi" 六 =、 仁 孝大 皇-; S じ 

二月 十；  一一 n、 孝 明. 大皇 (5S 

铳仁)踐^^し給ふ。 

三月 サニ  R、 江川 太 郎左衞 

門^ 命に より 諸.！ W を 

巡 す。 

sllfl サ三 Ht、 幕府 長 藩の 治 

^を {A し 藩主に 鞍 澄 を 贈 

る 0 

五月 二  H、 藩主 江-い を發 し、 

問五月ニ：1:1^^に^5す。 

閏 五月 廿七 《;、 米 使節 浦お 

に 來リ、 通商 を 求む。 

八月 サ； 一一 H、 英船琉 球に 來 
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吉田 松： S 年譜 


(道 新) 家 木 玉 （口 水涛) 家 杉 


吉田松 陰 年譜  - 

嘉 一水 元年 I 紀元 二 五 〇 八  十九 歳 

正月より 組 並の 諸 役に 就く。 また 林. 山 田 • 井 上等の 家 

學 後見 を 解かる。 これより 始めて 獨 立の 師範と なる。 

六月 四日、 藩主 松 陰 並びに 門人 を 城 中に 召して 家 學の作 

業を觀 る。 

この 秋、 親 試 あり。 

十月 四 日、 明 倫 館 再興に 關 する 意見書 を 上り、 賞罰. 風 

俗 • 規則 • 試 法. 選舉 等の こ と を 切論す。 上) 

この 年、 杉 家 松 本村淸 水口に 轉 宅し、 兄 梅 太 郞明倫 館に 

入 込む。 


惠永ニ 年 .^ 紀ー兀 二 五 〇 九 (閑 月 四月) 二十歳 


一 四 


弘化五 年 二月 サ八 ：H、 嘉永 

と 改元す。 

正月 十四日、 玉 木 文 之 進^ 

近 方記錄 取調 方 |a 役に iH 

ぜらる 0 

四月 サ 四日、 藩主 江戸 を發 

し、 五月 サ七曰 萩に 着す。 

八月 五日、 光格： 大皇 (御 説 兼 

仁 -師 仁)， 仁 孝大皇 (御- 51 

§  . 今上； 大皇 (御 統仁) 

の 御諱字 を缺釗 せしめら . 

る 0 

十二月 七 H、 玉 木 文 之逛明 

倫 前 都講に 任ぜら る。 


(原 土) 家 木 玉 （口 水 it) 家 杉 


二月、 明 倫 館 新築 成る。 事に 與るを 以て 章 服 並びに 金 を 

賜 ふ。 〇 兵 學寮挂 書 及び 門弟 等級 之 次第 を定 む。 

三月 十七 日、 水陸 戰略を 著 はして 外寇 御手 當 方に 呈す。 

上) 尊いで 御手 當御內 用掛を 命ぜら る。 

五月 十五 日、 書 を 平戶 藩士 葉 山佐內 に 贈りて 從學の 志 を 

陳ぶ。 

六月 四日、 藩主の 親 試 あり、 武敎 全書 用 士篇を 講ず。 〇 

この 月、 命 を 奉じて 須佐. 大津. 畳 浦. 赤 馬 ケ關等 

の 海岸 を 巡視す。 (gif™) 

九月 一 日、 藩主 學 館に 臨みて 家學の 作業 を觀 る。 〇 三日、 

館內 神器 陣の 始業に 當り、 孫子 兵 勢篇を 講ず。 

十月 十日、 門人 を 率 ゐて城 東 羽 賀薹に 演習 を 行 ふ。 門人 

• にして 藩の 重臣た る 益 田彈正 これが 將 たり。 (I に 

吉田 松， お 年譜 


正月、 兄 梅 太 郎明倫 館 居 

生と なる。 二月 明 倫 館 面 

着 方と なる。 

n 一月 十八：！！、 將 軍家慶 小金 

原に 狩し 士氣を 鼓舞す。 

六月 一 1 一日、 玉 木 文 之 進 遠近 

方 助役に 任ぜ らる。 この 

ひぢ は.. I- なしの 3 

居 宅 を 萩 土 原 梨 木 町に 

移す。 

九月 十  一 ：！：、 藩主 萩を發 し、 

十月 十 一 日 江戸 に ^15 す。 

0 九月、 恭府 諸國に 令し 

て 沿海の 里程 及び 海深 を 

測量せ しむ。 
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(原 土；) 家 木 玉 


於て 譯官鄭 幹輔に 支那 語 を 問 ひ、 店 館. 蘭 前に 遊び、 

蘭 艦に 上り、 熊 本に 於て 宮部 ij^ 藏等、 佐賀に 於て 草 

場 to 川 • 武富5^^南等に交はり、 その他 至る所 文武 知 

名の 士を訪 ひ、 また 海外の 事情に 得る 所 多く、 或は 

又啞弟 敏三郞 のために 熊 本淸正 公廟に 祈願せ り = (ぜ 

誘 日 )o 右 旅行 中より 義 卿の 字、 文書に 見 はる。 

〔著述〕 西遊 日記 • 未 忍 焚 稿. 上 覽控. 公事 記 


嘉 I 水 四 年 § 紀元 二 五  一 一  二十 二 歳 

正月. 初 句、 林眞 人より 三重 傳の印 可 返 傳を受 く。 〇 十五 

日、 藩主 松 陰に 就きて 山 鹿 流 兵學の 皆傳を 受け、 章 

服 並びに 金 を 賜 ふ。 〇 正月 及び 二月 頃、 土 原 梨 木 町 

の 玉 木 家に 寄寓せ り。 籙) 

吉田松 陰 年譜 


勤務す。  一 

この 年、 幕府 佐 渡 相 川に >Mi 

臺を 築く。  0 西國 飢饉、 

米惯 騰貴す。 0 安藝の 儒 一 

者 坂 井 虎山 歿す。 0 玉 木； 

文 之迎奧 阿武 郡 御 代官 御 一 

用に 任ぜら る。  一 


正月 三日、 土 佐の iffi 民 萬. 次 < 

郞米國 より：^ る。  j 

三月 五 n:;、 藩主 萩發、 四月 

九： H 江戸 着。 0 十五 曰、 

和氣淸 」#0« に 正 一 位 を. 贈 S 

.1 お  一 


房 相 


邸 藩戶江 


中 行 東 


吉田松 陰 年譜 

二月 トニ 日、 藩主に 謁して 孫子 を 講ず。 〇 二十日、 文武 

稽古 萬 世 不朽の 策 を 上り、 時弊 を 痛論す。 (gJJ 上) 

三月 五 s、 兵學 研究の ため 藩主に 從ひ 東行す。 〇 十八 日、 

始めて 楠 公の 墓を拜 し、 感激して 詩を賦 す" 

四月 九：：：、 江戶に 達す。 雨後 安積 及齋 . 古 賀茶溪 . 山 鹿 

素 水 . 佐 久間象 山 等に 從學 し、 また 劍を 藩士 平岡彌 

：: 一兵衛の 門下に 學び、 鳥 山 新 三 郞(^^©) . 宮部 藏 (g 

J . 長 原 武(§ 港) • 齋藤 新太郞 戶) 等と 交 はり 文武の 

0 Is,? 軒 が 用 名 ふ あは )o 卄 七日、 毎月 ニ囘 藩邸に 於 

て 兵書の 進講 を 命ぜら る。 

六 巧 十一："、 涨 主の 上聽 あり、 「當今 治 民の 急務 を 問 ふ 一 

一 

を fl ず。 〇 十三 日、 宮部 ii 藏 と共に 先づ餘 倉に 至り 一 


一 八 

り、 護 王 大明祌 の 號を賜 

ふ C 

五月 廿八 nl、 長 藩 內諸學 校 

をして 總べ て 明 倫 節の 敎 

則に 準ぜし む。 0 こ の 月、 

せ ^ 府浦 贺觀昔 崎の 砲 を 

it? 傲に 移し、 更に 烏ケ崎 

に^く。 

七月、 江戸の 劍客^ 藤 新 太 

郎、 江戸の 長藩邶 に來リ 

て 武技 を 試む。 これよ リ 

先、 嘉永 ニー 一一 年 S ；、 新 太 

郎長 州に 赴き 名聲 高し。 

松， に 來リて 交 を 結 


近 附戶水 


邸 藩戶江 


し 


吉田松 陰 年譜 


ぶ。 東北 旅行の 際、 こ の 

人の 紹介に よりて 訪問せ 

し 人 少なからず。 

八 iiR 十六 ：！！、 藩主 江戸 を發 

し、 九月 十九 H 萩 に^す。 

0 當時、 松 本 村 新道の 玉 

木 氏舊宅 を、 尙ほ松 下 村 

熟： 又は 舊 塾と 稱 せし 例 あ. 

り 0  (九 S  二十 七日 附松 |» より 

兄 宛. 書簡 參 照) 

十二月 廿七 H、 林眞人 歿す。 


て， 伯父 僧 竹 院を端 泉 寺に 訪ひ、 進んで 相 州 及び 房 

州の 沿岸 を 踏査し、 廿ー 一日 江戸に 歸る。 れ B 

. ！ i の： a 記 あり、 ン 

こわに 代るべし」 

七月 廿 三日、 東北 諸國の 遊歷を 許可 せらる" 

十二月 十四日、 故 あり、 過 書の 下付 を 待たず、 藩邸 を 亡 

命して 江 戶を發 す。 (If  l^Jgfs) 途中 姓名 を變 じて 松 

野 他 三 郞と云 ふ。 〇 十九 日、 先 づ水戶 に 至りて 永 井 

政 介の 家に 投ず。 〇 廿 四日、 宮部 鼎藏. 江 幡五郞 (j 

isKigIS き) 來り會 す。 こ れ 前約 を 履行した るな り 。 

〇 廿 九日、 宮部. 江幡 と共に 水 戶を發 し、 西 山 及び 

瑞龍 山に 遊ぶ。 

〔著述〕 武教 全書 講章 • 未 焚 稿. 東 遊 日記. 辛 貢 日記. 

费用錄 • 辛亥 歲雜抄 gg.li 年) • 上書 


戶江 


中 行旅 北東 


1;〇 


一一 月サ 六日、 藩主 北海 岸 を 

巡視し、 三月 二日-萩に 歸 

る 0 

五月 二日、 幕府 亲根藩 をし 

て西浦贺千代崎の砲^^を 

i ばせ しむ。 

六月 五：：！、 蘭人 キ ュ ルチュ 

ス 長： i- に來り IS 國を說 き、 

米 人 ペリ-の 來航 を豫教 

す C 

九月 初お、 劍客资 藤 新 太郎， 


士" 田 松 陰 年譜 

嘉 一水 五 年； 5： 紀元 二 五一 二  (閏月 二月) 二十 三 歳 

正月 二日、 水戶に^！る。 四日、 更に 宮部 • 江嵴 及び 永 井 

政 介の 子 i 方 之 助 を 作ひ姚 子に 遊ぶ。 途中 鹿 島 社を拜 

し、 宮本庄 一 郞を潮 來に訪 ふ。 十 一 日、 水 戶に歸 り、 

會澤ぉ 藏 • 璺 田 彥ニ郞 その他 知名の 士を訪 ひ、 頗る 

水 戶の學 風に 感ずる 所 あり。 〇 卄曰、 宮 部. 江^と 

共に 水戶を .，$5 し、 北行して 白 河に 至り、 江 と 別れ、 

會津に 赴き、 新； S より 出 雲 崎 を 經て佐 渡に 波り、 順 

德 1K 皇の 御陵 を拜 し、 哭 して 詩 を 作る。 再び 新.； に 

歸り、 更に 久保田 ($1) に 向 ひ、 弘前 • 靑森 • 盛 岡 • 

仙威！^  .米澤等を歷遊し、 四月 五日 江 戶に歸 り、 鳥 山 

新 三郞の 家に 投ず。 (liggj) 


(口 水 唐；) 家 杉 


四月 十日、 知友の 勸め により 藩邸に 入り 待 罪 書を呈 す。 

尊いで 歸國の 命 下る。 〇 十八 日、 江 戶を發 し、 五月 

十二 日 获に歸 り、 始め， 人 保 家 (力) に、 後 杉 家に 謹愼 

してん 叩 を 待つ。 歸來 盛んに 國史國 典を讀 む。 また こ 

の ST 近隣の子^*にして、 竊 かに 就きて 學ぶ もの あ 

ひ ミ第， 1- 卷 睡餘ン 

り Is 餘麥照 J 

九月 頃、 蓬 頭 子 (gf^) の 號を用 ふ。 

十一月 頃より 松 陰の 號を 常用す。  - 

十二月 九 S 、(lsss お"、 す) 亡命の 罪 を 以て 士籍を 削 

り、 世 祿を奪 はれ、 實父 百合 之 助 育と なる。 (Iglsi^ 

|減き い la&sssi) 〇 この 日、 通 稱を松 次郞に 

改む。 〇， 潘主、 松 陰の 亡命 を惜み 且つ 憐み、 特に 父 

百合 之 助に 內 論して 十 年間 諸 國遊學 を 請 はしむ (¥ 

吉田松 陰 年譜 


再び 萩に 來る。 0 サニ  H、 

皇子 (後の S 治. 大帛) 御 降誕、 

祐宫 と稱し 奉る。 


戶江 


中 行 東 （口 水涛) 家 杉 
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1 «sss 公) 

〔著述〕 東北 遊 H 記.； a 省錄. 睡餘 事錄. 業餘 漫錄. 

雜錄 . 舊鈔 •  It 居 讀書抄 . 辛亥 筆記 

嘉永六 年 £、 紀元 二 五 一 三  二十 四 歳 

正月 十六 日、 藩府松 陰の 遊學を 許す。 某日、($^;,§|1サ)寅 

次郞 と改稱 す。 〇 廿六 H、 萩を發 し、 讚岐 . 

攝津 • 河內. 大和 を經 て、 〇 五月 八 ：！：、 伊勢大廟 を 

拜し、 導い で 美 濃 • 信 濃 • 上野 を 過ぎ、 〇 五 si- 四 

日、 江戸に 入り、 鳥 山 新 三郞の 家に 投ず。 

この 行、 大阪の 坂 本 鼎 齋. 後藤 松 陰. 藤澤 東^ • 大和 

K 條の森 田 節齋. 同 八 木の 谷 三 山. 和 泉の 相 馬 九 方. 

伊勢の 足代 權. i< ^夫. 齋藤拙 堂. 水沼久 太夫. 桑 名の 森 


戶江 


倉 鎌 


近附其 及戶江 


甚鎌 


森 轡 衞の 命を受 く。  0 廿 

二日、 將軍 家慶薨 ず。 

七月  一 ：n、 慕府諸 大名 及び 

布 衣 以上に 開國の 意見 を 

徵す。 0 十八 日、 露國使 

節プ チヤ ー  ン 軍艦 四隻 

を 率 ゐて長 崎に 來リ、 和 

親 通商 を 求む。 十月 廿三 

rM 去る。 十二月 五 び 

來リ、 翌 安政 元年 正月 八 

H 遂に 去る。 0 七月 比 六 

日 5;、 妹 壽小田 村 伊之助 

に 嫁す。 

八月 四日、 品 川 裹場を 築く。 

二三 


仲 助 等 沿道 知名の 士十數 名を訪 ひ、 得る 所 頗る 多し。 

五月 卄 五日、 鎌 倉 端 泉 寺に 伯父 竹 院を訪 ひ、 六月 j 日、 

江 戶に歸 る。  . 

六月 四日、 米 艦の 浦 賀に來 る を 聞き" 直ちに 往 きて 事情 

を 荣 1-、 41 日、 ェョ： tw- る。 へ 第 十卷癸 i 遊 歷曰錄 あり-正 „«ン 

を il 日 れ戶に fra る 以後 六 H! 廿五： n 迄の 事き 記す J 

〇 某日、 將及私 言 を 著 はして 藩邸に 呈し 藩主の 覽に 

達す。 5t 人 その 越權を 誇り、 罪 を 問 はんとす る もの 

あり。 松陰敢 へて 意と なさず、 禍の 及ぶ を 顧みず、 

論議 益 ~ 力め、 尊いで 急務 條議. 急務 策 等を呈 し、 

また 接 夷 私議 を 作る。 (S ま は？ 猛) この間、 佐 久間象 

山 等 同志の 士 と共に 日夕 時事 を 討究す」 

九月 十三 日、 伯父 竹 院を鎌 倉に 訪ひ、 十五 日 江 戶に歸 る。 

〇 十八 日、 江 戶を發 し 長 崎に 向 ふ。 これ 豫め 佐久間 • 

吉田松 陰 年譜 


中 上 東 


(道 新) 家 杉. 


中 下 西 


士〕 田 松^ 年譜 

象 山 等と 謀り、 海外 視察の ため 當時長 崎に 來泊 中の 

-^^艦に投ぜんとするにぁり。 〇 十月 一 日、 京都に 着 

き 梁 川 星.：^ を訪 ひ、 〇 二日 朝、 鳳 闕を拜 し 奉る の 詩 

あり。 0 三日. 大 より 海路 豊 後に 至り •、 熊 本 (11, 

II) を經 て、 〇 廿 七日、 長 崎に， 至れば. 露 艦 己に 去れ 

り。 〇： 冉び熊 本を經 て、 〇 十 一 月 十三 日、 萩に 歸る。 

へ第ト おお 崎) 

1紀& き 照 ) 

十 一 月 廿 日頃、 宮部 ii^ 臧 . 野 口 直 之 允 萩に 來る。 廿 四日 

頃、 相携 へて 發 程し *  H 六日、 1^ 防國富 海より 乘船 

束 上す t 

十二 tr 三日、 大阪 着、 大久保 要し- 會十。 〇 四日、 京都に 

人る、 川星巌 . 森 田節齋 . 梅 田雲濱 . 賴飼 吉左衞 

門 等と 交 はる。 〇 五 ：《、 宮部 先づ發 す。 〇 八 曰、 野 


一： 四 

十 一 月 十四： n 成る。 

-十 一 月 十四 H、 長 藩 相 州 紫 

衞の 命を受 く。  0 廿三 》:、 

德川 家定將 軍に ぜ. りる。 

一十 二月 十五 H、  梅 太郎相 

一 州ゅ衞 として 東上し、 翌 

安政 元年 正月 元 H^n に 

着す。 
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戶江 


二  正 

嘉 

を I 

玄 

月 日 經に月 

政 水 

機 

サ 更て現 十 

と 七 

ぶ H 

歿 

七 に 小 は 四 

改 年 

す 

H 神 柴れ日 

元 十 

0 米 

、 佘 沖 、 、 

す 二 

九 國 

久 川 に 十 米 

° 月 

W と 

坂 沖 入 六 艦 

、 和 

P: 

七 

藩 親 

瑞 泊 、 浦 戸 

世 條 

のす 廿贺 m 

子 約 

兄 ° 七 を 口 

安 

戶江 


安政 

三 


吉 S 松 陰 年譜  二 五 


獄 山野 获 


中 下 西 戶江 


二 六 

定廣 (元 德) 從 四 位下 長 門 守 

に 任せん る。 0 十三 曰、 

米^ 神お 川 沖 を. m リ て 小 

柴沖 に HK 泊し、 t  一  H 下 

田に 入る。 w 月 十七 y 同 

虔を去 =、 五； m 十二  HJ« 

來リ、 六月  一 r: 遂に 去る。 

0 十五 nl、 長 藩に^ 根 藩 

の 相 州 is 衞と 交代の 命 下 

る。 0=!= 四：；！：、 下田 雍行 

を^く。  0 卄五 =、 益 田 

It 正 部下 を 率 ゐて相 州 

衞に 就く。  0 この 月、 >■ 

梅 太郎江 ょリ 相 州に 赴 

/、。  0 山 半 蔵 幕吏の 

お 地 巡視に 隨 行す。 (北！： 

msi 及び 哈 ssi- 吐 略； の *_ "あり) 

四月 廿-パ =、 藩主；： を SSi 

し、 五月 rt 七：：： 萩に す。 

七月  一：！：、 英緩長 崎に 入 


古田 松 陰 年譜 

ず。 遂に 米 艦 を 追うて 下田に 至り、 姓名 を變 じて 瓜 

中 萬 1 1(1? ム 3 と稱 し、 0 廿七ョ 0 夜 

艦に 上れば 米 人 拒みて 請 を納れ ず。 〇 廿 八日、 自首 

して 練に 就き、 〇 四 or 十五 日、 江 戶傳馬 町の 獄舍に 

拘 致せら る。 (i は 1) 

九月 十八 日、 蘇- W その 罪を斷 じ、 重 之 助と 共に 藤に 幽閉 

す。 この 日、 i| 獄 より 麻布の；^ 邸に 移さる。 〇 廿三 

日、 ^與江 戶を發 十。 

十月 サ ss、 获に 達し 藩獄 齄) に 人る。 幕 命 「父 

百合 之 助へ 引渡し、 在所に 於て 楚居申 付く」 と ある 

も、 涨府過 慮して ここに 至れるな り 。( お？ sgiisi) 

十一月 二日、 二十 一 Mis 士の說 を 作りて 發愤の 由 來を述 

ベ、 •  爾後 この 別^ を 使用す るの 意 を 明かに 十」 . 
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(道 新) 家 杉 


獄 山野 萩 


二 八 

正月 サ： I：、 玉 木 文之迎 及び 

^^介、 ^を發 して ffl 州^ 

衞に 赴く。 

二月 iz 三 w:、 外：？！^ 久保浩 太 

郎 i 秋を發 して 束 上す。 

三月 廿ニ  n::、 プ チヤ I チン 

造 艦 を 終. - wwiuL 田 村 を 

去る。 

五月 十九 II：、 ffi 小 五郎 * 行 

す。 0 サ 六 =、 村 田 清風 

歿す。 

七月 十五. H、 異船^ 海上 を 

過ぐ、 物情騒然た =。 0 

八！ H、  ^！：；^府英米-露と和 

親條約 締結の 事情 を^ 上 

す 0  0 サ九 H、  ^國ょ リ 

慕府に 汽船 を默 にす。 0 

幕府 長 崎に て 海： 水 W 傅 習，. 

を始 む。 

九月 二日、 藩主 を發 し、 

十月 一一 一 n:r;:dl^ に^^す。 

十月 二：：！、  }:dE 大地 戸 

田忠 太夫 . 藤 田 東 湖應死 


吉田松 陰 年譜 

安政 二 年に 紀元 二 五 一 五  二十 六 歳 

正 十一 日、 金子 重 之 助 病みて 獄中に 歿す。 松 陰 これ を 

哭す るの 詩 を 作り、 また その 行狀を 撰す。 

この 月、 士規 む 後) を 作る。 

三月 九日、 僧 月 性 获に來 り、 松 陰と 文通す。 

四月 二  H、 三 餘說を 作りて 自ら 警め、 書 を讀み 大いに 奮 

勵十。 〇 十二 日、 野 山獄闪 のために 孟子 を 講じ 始む。 

獄風 これより 漸く 善に 遷る。 

丸 e: 十三 曰、 僧默！ i 获に來 り 互に 文通 を始 む。 

十二 月 卜 五 3、 當時松 陰に 對 する 藩」 5； の 處置過 當の評 あ 

り。 この 日 遂に 獄を 免され て 杉 家に 鋼 L、 外人に 接- 

する 事 を 禁ぜら  る。  然れ ども 近隣の 子弟 中 密かに 就 

きて 學 ぶ 者 あり。 
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吉田松 陰 年譜 


(道 新) 家 杉 


三 〇 

江戸 を發 し、 三月 十八 H 

萩に 着す。 0  二月 廿五： H 

顷、 小 田 村 伊之助 相 州 戌 

衞に 赴く。 

三月 二十 一一 一 HI、  ^府 講武 所 

を 開く  0 

七月 廿  一 H、 米 使 ハリス 下 

田に 來る。 0 サ 九日、 友 

人 山 新三郎 歿す。 

八月 廿 五日、 關 地方 大暴 

風雨、 被害 多し。 

十一月 五 rr、 足代 權大 夫歿 

す。 

十二月 十七 ：《、  ^小 畑に て 

丙 K 丸 を 造る。 


行 相 浦^ 負 

0^  EC:- 迄 毛 利筑ぉ 

iti  後 less:. 正 


吉田松 陰 年譜 

塾 をな す 基と なる。 〇 この 月、 交友と 共に、 尊皇と 

接 夷の 本末 問題に 就きて 硏續 論究し、 大いに 悟る 所 

5  )  0 へ «ss 卷！ お * 室 文稿ン 

I  又 讀む七 則， s£i 」 

九 《Tg: 日， 久保 氏の ために 松 下 村 塾 記 を 作る。 これより 

先き、 外 叔久保 五郎左衛門 隣家に 在りて 子弟 を敎授 

し、 松 下 村 塾の 名 を 襲用す。 

ト月ト 四日、 野 山 獄滞囚 過半 放免 せらる。 これ 松 陰の 盡 

力 多き に 由るな り。 

卜 二  CT 十八 日、 梅 田雲濱 获に來 り、 翌 安政 四 年 正月 十四 

H 去る。 この間に 松 陰 雲 濱と會 見す。 

〔著述〕 講孟餘 話 (Is^is)  • 武敎 全書 講錄 • 丙 一;^ 幽室 文 

稿 • 左 氏 兵戰抄 • 明倫抄 • 宋元 明鑑紀 奉使抄 • 叢 棘 

隨筆 • 丙；： K 日記 . 借本錄 . 丙_ ぉ歲晚 大會計  . 


塾 村 下 松 は 叉 家 杉 


安政 四 年^ 紀元 二 五一 七 (E 月 五月) 二十 八歲 

四月^ 九日、 外 弟 久保淸 太 郞江戶 より 歸り、 松 陰と 共に 

ぉ學の 振興 を 謀る。 〇 時に 松 陰の 幽囚 室に 於け る敎 

學は 益. - 盛大に 赴き、 加 ふるに 松 下 村 塾 (gj の 門人 

屮、 密かに 來 りて 學ぶ者 亦 漸く 多くして、 兩 塾生 殆 

ど 一 體を爲 すに 至れり。 

七月 三日、 富 永 有 隣 野 山獄を 出で、 0 廿 五日、 松 下 村 塾 

の師 となる。 これ 全く 松 陰 及び その 父 • 叔父 並びに 

久保 等の 力に 由るな り。 

十 一 月 五日、 久保 氏と 力 を 協せ、 杉 氏の 宅地 內に 在る 小 

舍を 修補して 松 下 村 塾に 充て * この 曰 を 以て 開く。 

士" 田 松， は 年譜 


正月 十二 日、 來原良 蔵相 州 

戌衞に 赴く。  0 十八 H、 

慕 府赛書 調 所 を 開く。 

三月 十八 日、 玉 木 文 之 5^」 吉 

田 代せ を 命ぜら る。 0 某 

日、 池 內大學 • 南 摩 一一 一郎 

(綱紀) 获に來 る。 

四月 某 《!、 小 田 村 伊之助 相 

州 戌衞ょ り歸 る。 

五月 サ 六日、 慕府米 使ハリ 

ス と 新 和親 條 約に 調印す。 

閏 五月 十三：：；、 丙 K 丸大阪 

に廻航 し、 六月 廿 四日 获 

に る 0 

八月 四 H、 露 艦長 崎に 入る。 

三 一 


塾 村 下 松 は 又 家 杉 


吉田 松， 年譜 

塾 主 表面 は 尙ほ久 保 氏なる も、 事 實は松 陰の 主宰な 

) 0 へ 第 辰 幽 お-文お 「& 下 村お 記， r  r 巳 幽室 文" 保 ria^sf ク 0  - 1  L 

I  1窮 に與 ふ」. ？ S 五卷戊 午 幽室 文 稿 「中 村 MM. 一郎に 23 る」 *-g:/-G こ， „< 

より 塾生 日に 進み、 年末に 至りて その 數亦 十餘 名に 

及び、 漸く 人 H を惹 くに 至れり。 ここに 於て 松陰頗 

る 喜色 あり。 (ssi) 


〔著述〕 丁 じ 幽室 文 稿. 吉田語 略. 討賊 始末 .外_ ^通 

略 • 外^. M 材 ニー 十一 ：！： 叢書 • 吉日 錄 • 野 山 獄讀書 

記， 丁：： J 日乘 


1 一三 

九月 五 H、  1-;^ 主 を 5^ し、 

十月 五：！！ 江 n に^^^す。  +;:! 

E 榮 太郎從 ふ。 0 七 =、 

日- 谋條 約？；！ 加に，？！ 印す。 

0 十六 H:、 烈婦 登 波 松 本 

村に 來る。 

十月 サ  一 m 、ハリ ス^ ST 

將： 束に 謁して 國書を slf- す。 

十二月 W:I:、 妹文久 坂玄瑞 

に 嫁す。 0 十六 n、 藩主 

^四 位 上に 敍 せらる。 0 

廿九： H、 せ I 府 通商 條約締 

結の 可否に 就き 諸 大名に 

意見 を徵 す。 

この 年、 秋 良 敎之助 人車 船 

を發 明す。 0 同年 涛國英 

佛 と開戰 す。 萬 延元ハ 牛 和 

譌 成り 北京 條約 を絲裙 す。 


府 

藩 

國 

相 

行 
相 

塾 村 下 松 は 又冢杉 


正月 サ 一 ョ、 閣老堀 田正睦 

上京の 途に 就き、 二月 五 

日 着 京、 同 九 y 參内、 日 

米 通商 條 約の 勅許 を泰請 

す。 遂に 勅 允 を 得ず、 四 

月 五日 歸府 の途に 上る。 

二月 サョ、 久 坂玄瑞 東上す。 

0 同月、 周 布 政 之 助 遠近 

方 兼 右维唐 船方に 任ぜら 

る 0 

三月 一一 一 HI、 松 浦 松 洞 東上す。 

0 五 t!l、 來原良 蔵 逼窓を 

せらる。 0 十二 日、 八 

十八 卿 參朝勅 文 を 改めら 

れん 事 を 請 ふ。 0 サ曰、 

劬論 5€發 す。 

四 H 廿ー 一一 日、 井伊直弼 大老 

となる。 0 廿 五！！：、 せ称府 


安政 五 年 I 紀元 二 五 一 八  二十 九 歳 

正月 六日、 狂 夫 之 言 を 作る。 〇 この 月、 吉田 氏略敍 成る。 

二月 十九 日、 竹 島 開拓の 意見 を 書し、 これ を久 坂の 東行 

に 托して 江 戶の桂 小 五郎に 寄せ、 その 實現 を 謀ら し 

む。 〇 當時、 松 下 村 塾と 明 倫 館の 人士 間に 不和の 事 

あり、 サ 五日 僧 月 性と 會 見し、 廿 六日、 叉 書 を 寄せ 

て 和解 を 謀る。 

三月 十一 日、 これより 先き、 松 下 村 塾の 門人 日に 增 加し、 

塾舍狹 隨を吿 ぐる を 以て 增 築に 着手し、 この 日 工事 

Mf^J.  ； >- lJK>AO へ 第五 卷戊午 幽室 文 稿 「中 村理 一一 一郎 n 

t^^l  ffilM, 見 0J  〈贈る」. 第 九卷三 2 ハ號- 同 三 一 〇3g 

gi)〇 この 月、 松 下 村 塾生 十數 名、 須 佐の 育英 館に 

遊び" 大いに 志氣を 鼓舞す。 翌 四月、 須 佐の 塾生 七 

吉 田 松 陰 年譜 


塾 村 下 松 は 又 家 杉 


一一 一四 

諸 大名に 勅書 を 示して 條 

約 調印の 可否 を 問 ふ。 

五月 十一 日、 僧 H; 性 寂す。 

0 十二：^、 藩主 江戸 を發 

し、 六月 十五： W 荻に 翁す。 

0 五月 十四 H、 周 布 政 之 

上し、 5； 必中 藩主に？ g 

し、 六月 九日 莉に iw る。 

六月 十九！ 11、  R 米 通商 條約 

に 調印し、 i 一  日 宿次泰 

書 を 以て これ を 奏上し、 

二日 諸 大名に 土 crQ  0 

サ 一 日、 蓀府長 藩の W 州 

眷衞を 止め、 更に &-、 .11^ ie 

衞を <k ず。 o=^s!n、 

川齊昭 •^m.lg 恕^ 不 

時？！^：城して條約調印を^^ル 

る。 0サ 五 H、 れ l-sfc 州 

の德川 慶福 s< 茂) を 繼嗣 

におむ る ±！ を 市告 す。 0 


吉田 松^ 年譜 

名、 松 下 村 塾に 來 りて 盛んに 研 潜す。 歸 るに 及び 松 

下 村 塾生 四 名 また これに 從ふ。 

四月 十二 日、 勅 論： ま、 發の こと を 在京の 久 坂よりの 報に よ 

りて おり、 時事に 關 する 策 問 (f^ お iSf ま It) を鬥 

人に 與へ激 勵太だ 力む 、(に ま f.^^^f;!) 數日を 出で 

ずして 松 陰 も ら對策 一道 を 作る。 〇 中句より 肺 を 

病み、 (Isllf) 臥 I 沐十數 日に 及ぶ。 

五月 十二 日、 勅答に 關 する 慕 問、 获に 達す。 松 陰卽ち 5g 

論*  *9^噩利加人取极方の議のニ文を草す。 〇 十六 日、 

便に托して對策.-馭論を梁川星^^に贈る。 星 厳 これ 

を！ Kip〕 に 供す。 

六月 七 u、 中 谷 正 亮. 荻 野 時 行の 上京に 托し、 績 おな i を 

梁 川 に 贈る。 0 十五 曰、 當時 國 を ふること 益. - 


塾 村 下 松 


益 深く、 論策 謀議 皆 時 #: に 中る。 この 日、 藤 主江戶 

より：！ りて 松 陰の 著 はせ る 狂 夫の 言 等 を 見、 國相益 

田彈正 をして、 更に 上書 建言す る こ と を 得 るの il3 を 

傳 へしむ。 松 陰 藩主の 恩に 感激して 益. -計畫 謀議す 

る 所 あり。 

七月 十三 日、 大義 を議 す、 十六 日、 時 義略論 • 兵 庫の 海 

防を辭 せんこと を議す 等の 文 成り 、各-藩 當 局に 示 

す。 〇 廿日、 雜府 特に 家 學敎授 のために 門人 を 引見 

する 事 を 許す。 (l£』il§〇 廿三 曰、 當時 井伊 大老 

, 遷幸 を 請 ふ の 風說ぁ る を 聞き、 御 直目附 淸水圖 書に 

書を與 へて：：： く、 兵^ 警 衞と稱 して 兵 を 派し、 勇士 

二十 人 を 選んで 京都 附近に 密動 せしめ、 萬 一 に備へ 

よと" 〇 この頃、 松 下 村 塾の 極 盛期に して その 名 世 

吉田松 陰 年譜 


サ六 《!、 酒 井 忠義 京都 所 

司 代と なる 0 

七月 四日、 將軍 家定薨 ず。 

0 五 tn、 齊昭等 罪 を 蒙る。 

0 七日、 玉 木 文 之 逝 船 木 

代官に 任ぜら る。 震 冶 の 

玉 木 概略に 據る。 嚴囚紀 事 及が 

久保 日誌に は吉田 代官と あり〕 0 

十日、 ^s^ili:彬歿す。 0 

同日、 久保淸 太郞檢 使役 

とな リ、 同 廿日 山 鹿 流； 車 

學稳 場 頭取 役 を 免ぜら 

れ、 尾 寺 新之丞 これに 代 

る。 0 十 Hl、 日蘭條 約、 

十一 日、 日露 條約、 十八 

日、 日英 條 約に 各 調印す。 

0 十 一 日、 入江 杉藏、 十 

五日、 生 田 良 佐、 廿 01、 

高 杉晉作 東上す。 0 十一 一一 

日、 中 村道 太 郞狀況 視察 

三 五 


塾 村 下 松 


一一 一六 

のた め 上京し、 九月 五： H 

&る。 0 廿 一 =、 山 田 亦 

介. 冉び せ。 る。 0 サ 

六：；：、 ^脑；^ 之 杉 山 

松 介 • 伊藤 利輔 

千 吉 • 總！^ 悅之助 • 山縣 

小輔 (i;fs) 笠 上京す、 槪 

ね 八月 中下メ る。 

八月 八：：！、 水リ に、 所 戌 

午の 密^ 下る。 その ±： 正 

義の 十一 一一 藩に 俾達 せしめ 

、りる。 サ 四 日^ にも 達せ 

リ。 松， おは 十八 H 旣 にこ 

の 事 を 知る。 又 別に サ 一 

Hi 秋に 達した る 八ム. 卿の 密 

使 ぁリ。 0 十 一 =:、 長 藩 

の 兵 待 衞總^ 行 福 原 左 

近 之 允， す。 0 北 五 =、 

攻之 助む 京し、 十 月 

八 H 萩に：^ る。 事. お^ 密： 
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に 知ら る。 

八月 一 日、 これより 先き、 松 下 村 塾生 盛んに 兵 を 練る。 

この 日より 周 防 國戶田 村の 壯士 二十 六 名、 塾に 来り 

て 連日 銑 陣を學 ぶ。 〇 十八 n、 萩 郊外 大井濱 にて 流 

溢の 演習 を 行 ふ。 s§ 

九 Q: 九日、 書 を 在 江 戶の松 浦 松 洞に 贈り、 水 野 土 佐 守 暗 

殺の 策を授 く。 〇 廿 七日、 時勢 論 を 作りて、 天 勅の 

降下、 義士の 招集、 外 夷撻伐 等の 急務 を 論じ、 廿八 

日、 大原 三位に 畏 門下 向を勸 むる の 書 を 作り、 共に 

伊藤 傅 之輔の 上京に 托して 大 三位に 贈る。 (If ほ^ 

-•-ttw の 書 はャニ n. 廿 1 tu 迄 は 13 かすと 云 ふ。 卷 戊ン 

午幽ぉ 文お rjlras 事」 TO- び 第九卷 E 1 六 isilK 麥 Si  ^ 

十. 月、 赤 板 武人 を 亡命せ しめ、 伏 見の 獄を 毀つ の 策を授 一 クノ 

く  o,<»f 九せ.. 一六 九) 

く  (Ig 書 ) 


獄 山野 萩 


十 一 月 六日、 In: 志 十七 名と 血 Si して 老中 間 部.：： 旺勝 を耍擊 

せんと 謀り、 願書 案文 を 藩府耍 人に 示して 聲拨を 求 

め、 (f?s5SK 醫 3 且つ 父-叔父 • 兄に 宛て 永訣 

の 書 を 草す。 は？. S き ？ 一日、 更に 

己 未 御參府 の議を 草し、 來春 藩主 東 勤の 失 計 を 論ず „ 

中， ほ、 問 部 耍擊の 策 成り、 十二月 十五 日 を 以て 出發 

せんとす。 藩府 大いに- &へ、 〇 卄 九日、 ^を 諭して 

一室に 嚴 W せし む。 

十二月 五日、 遂に 借牢願 出の 形式に より、 投獄の 命 下る 

こ g し リ 0ぶ 陰 これ を 用： a ン コ 『た,^. S 、人 江. 佐 世 ふ nE 。岡 部 二 

に 31 ォり (第 £15 に數ふ ) CP- ノ/ 名 VSI 原. 作 問. 有吉. お 川. - 

師の 罪名 を 問 はんとし 藩の 要人に 迫り、 翌 六日、 舉 

動 不穏の 廉 により 幽 3 せしめら る 。(き？ &gt ほ 颇か洧 

0^s 〇 時に 父 百合 之 助」 J:^ 病に 罹り^だ 重き を 

松 陰 年譜 


使に 關 はる。 0 廿六 H;aJ、 

„^^寺新之丞東上す。 

九月 二：！ 1、 梁 川 As ^歿す。 

0 三日、 日 佛條約 調印。 

0 七日、 梅 田 雲濱捕 はる。 

0 十七 H、 老中 間 部 勝 

入京し、 十月 廿 四日 參. M、 

條約勅許を^！^請す。 0 十 

七日、 赤 根 武人 京都 發 

國の途 に 就く。 十月 亡命 

上京す。 0 十八 日、 ^飼 

吉左衞 門 父子 • 飯 泉 喜 内、 

サ 二日、 賴 一一 一樹 一一 一郎 . 小 

林 良 典、 サ 七日、 日 下部 

^三次 捕 はる。 0 廿八 H 

.m. 伊藤 • 總樂 • 野 村* 

飯 田 • 岡 (力) 等 上京す。 

十月 十八 日、 入江 杉 藏获に 

る。 0 廿 三日、 橋 本 左 

內捕 はる。 0 サ 五日、 德 

一一 一七 


獄 山野 获 


田 松， は 年譜 

以て、 ^護の ため 投獄 延期 を 願 出で 許さる。 〇 廿六 

n、 父の 病勢衰 ふる を 以て、 松 陰 遂に 獄に 入る。 齩 

W 紀事. 投獄 紀事 その他 時事に 關 する もの は、 概ね 

戊 午 幽室 文-; i にあり。 〇i- 九日、 所謂 水戶の 密使 關 

錢之助 ais;- 介). 矢 is 九郞 CUIK 允) 萩に 來る。 松 

陰獄屮 より 門人 をして これに 謀らし むれ ども 事 成ら 

ず。 翌年 正月 七日 遂に 萩 を.^ る。 


〔著述〕 戊 午 幽室 文 稿 • 幽窓 隨筆 • 讀 綱鑑錄 . 急務 四 


一一 一八 

川 家 茂將 軍に 任ぜ. りる。 

0 廿七 (乂は 八) ：！：、 長井雅 

樂歸 る。 

十一 月 五 H、 山 縣卞蔵 る。 

0 十五：：：、 長 井 雅樂柬 上 

す。 

十二月 八 ：！：、  5- 谷 5lf 熊、 正 

親 町 三條實 愛の ^匕= を受 

けて 萩に 來り、 十五 日 去 

• る。 0 十六 =1、 井上 與四 

郞 5^ 發 * 上す。 0 十七：！：、 

H 下部 伊一 一一 次 獄死す。 0 

十九 日、 桂 • 來な 江 1^ よ 

り る。 0 サー； 一 =:、 周 布 

政 之 助萩發 東上す。 of 

七 (又は A)  H、 伊藤 傅 之 

輔 • 野 村 和 作获に 歸リ、 

厳 S に 虚せら る。 0 晦 H、 

朝！ iji 間 部 を 召し 做 港 ^豫 

の 勑を賜 ふ。 
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政 
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の 
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EL 
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け' 

免 

7> 

り 
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友 
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丘 

ノ  、 

ザ 

せ 

取 

て 

門 

を 

人 

五 

名 

と 

ら 
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を 

去 

人 

畫 

大 

九 

J-TT 

る 

絕 

る 

を 

す 

0 

と 

〇 

卄 

ち 

し 

又 

聞 

し 

0 
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松 

ネ 

詩 
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の' 

さ 

も' 

廿 
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陰 

良 [5 

月 

/ ヽ 

曰 

四 

走 

大 

a 

せ 

い 

備 

同 

び 

入 

江 

H 

し 

に 

中 

下 

囚 

て 

父 

時 

む 

人 

安 

に-1 

母 

事 

び 

平 

塾 

智 

闺 

< 

野 

叔 

に 

〇 

島 

食 

物 

村 

父 

憤 

廿 

料 

輔 

以 

士 
田 

の 

慨 

す 

月 
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後 
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し 

曰 

所 

歳 

計 

發 

酒 

に 

て 

あ 

案 

肉 

よ 

ら 

に 

松 

- の年コ レ ラ病 流行す。 

0 岸御鬧 歿す。 


行 W 浦 紋 負 力，， 廿六ー 

國相 益 田 彈正旦 父 代 一 


正月 t 五日、 伊藤 傅之輔 21 

に 投 ぜ ら る 。 (松 陰 の 書に 正 « 

七日と 記せし もの あり) 

二月 十五 ：！：、 久坂玄 東國 

ょリ 获に歸 る。 0 十七： w、 

慕府の 内奏に より 靑蓮院 

宫 • 一  條内大 E 等に 讓愼 

を 命ず。 0 サ： H、 間 部 マ： 肚 

. 勝 京都 を 去る。 0 サ 二日、 

玉 木 文 之 進 郡 用 方に 任ぜ 

らる。 0 同日、 土 佐 侯 致 

化す。 0 サ五 H、 佐 世 八 

一 一 一九 


+:= 田 松^ 年譜 
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g:o  一 

十郎^^- を？^ し 長 S- に 赴 

三月、 兄：^ 太郎 一一 一円- ん维者 

化に iH ぎ .U る 0  J 

四月 4=  一一 H、 せ ^ 府の 內奏に 

よ リ膽： W  . 近衞 •  一一！ 條 

^坊狨 等 の 公卿 を虚 1^ 

す"  一 

六月 廿六 》1、  世子 定廣； j 

戸發、 七月： b 七日 莉着。 

八月 十一 H、 友人 n 羽德 if 

歿す。 o:!» 七 nl、 

川齊昭 . 慶篇 • S • 川 

1§^-^1-説*岩瀬忠！^:氷井 

-3 志 等 を し、 安.： t 帶 R 

を 切腹 に、 茅 根 伊彌之 

介 •  古 左 f 似 門 • 同 幸 

吉を 死刑 に、 鮎 伊 .K 

夫 • 小 林 良 愈； を f, 唞： i? に、 ： 


Itm 松 陰 年^ 

せる淸末策の货現を講じて亦成らず。(默謎£^-)  ■ 

二月 i:™::::, 要^ 策に 應 ずるた め 野 村 和 作 をして 脫走上 

京せ しむ。 この 時、 二月 十四日に 起草せ し大原 三位 

に 差 出す 書 及び 近著 墨 使 申立の 趣 論^ 條 件と 併せて 

三位に 贈る。 〇i: 七 H、 安富 愁輔獄 を 出で 大島に 流 

さる。 脫 して 和 作の 後 を 追 はんとす。 これ 亦 松 陰の 

指？ S によれる なり。 然れ ども 事 敗る 。(isi 親 0) 

〇 この 日、 要 驚 策 主意 上 成り、 三月 十九 日 同 下 成る。 

〇 二  廿 八：： ：！、 入江 杉藏、 松 陰と 策應 せし 廉を 以て 

3 お食^に 投ぜら る。 

三月 五日、 昨年 來涨 主の 參府を 止めん とせし も 事 遂に 成 

らず、 この 曰 主 東 勤の 途に 上る。 (IMg 口) 松 陰大ぃ 

にこれ を： 梵^ 十。 〇iz  二日、 野 村 和 作 捕 へられて 岩： 


獄 山野 萩 


池 内 大學を 近 放に、 村 岡 

を 押 込に 處す。 

九月 十三 H、 慕 府條約 批准 

のために 新 見 正 與等を 米 

國に 派遣す。 0 十四 《!、 

梅 田 雲 渲{ や 死す。 

十月 七 ：M、 賴 n 一樹 一 1 一郎 ，椅 

本左內 • 飯 泉喜內 死刑に 

處 せらる。 0 十七 H、 高 

杉- I" 作-. -! 一い を發 し、 歸適 

の途に 就く、 途中 松 P パの 

ん g によ リて、 京都なる 小 

林 良 典の 留守宅 を訪 ふ。 

0:b 七： H、 勝 野 森 之 介. 

HI 下部 祐之進 遠，；； r 勝 野 

保 三郎押 込、 モの他松^^ 

の 知人に して 處！ 剖せられ 

しもの は 長 谷 川 宗 右 衞 

門 • 同 速 水 • 大久 保耍等 

四 一  ， 


倉獄に 投ぜら る。 〇 什 六日 頃， 時事 を W りて 書 を 門 

人知 友に 送り、 賜死の周旋を^3ふ。 叉 一 方 入江 • 野 

村 等と 频 りに 死生の 問題に 就き 討究す。 その他の 門 

人 松 陰 を 敬遠す る 風 あり。 

ral 月 十 一 日、 當時 北山 安世 (fliii 久) 萩に 在りし が、 こ 

の 日夜 中竊 かに 面會 す。 二十 一日、 重ねて 面會 す。 

(i^isisi、)〇 十九 日、 幕府より 江戸 藩邸へ 松 陰 東 

送の 命 下る。 長 井雅樂 • 小 倉 源 五右衛門 令を傳 ふる 

ため、 廿ー 日頃 江 戶を發 し、 五月 十三 >  四日 頃获に 

ib-uo へ ™5 十一 -係ン 

〈公文書 類 

〇 廿 五日、 佐 久間象 山に 書 を 贈りて 時事 を 問 ふ。 

五月 二日、 知己 難 言 を、 六日、 席 書の 檄を 草す。 これ 亦 

時事 悲 -m の餘 に出づ るな り。 〇 十四日、 東 送の 報 至 

吉田松 陰 年譜 


戶江 


邸 藩戶江 


四 二 

なリ。 

にて 一 時危 Is- に^り、 後 

恢设 す。 

|#,  I 行^  Jlsl 田彈 f3 

府國相 浦 叙 負 一 


古田 松^ 年 15 

る。 松 陰 從來の 經緯と 決心と を 草して 藩 名 を 傷つけ 

ざらん こと を 明かに す。 〇 東 送の 報傳 はりて 以來、 

門 人知 友 獄に來 りて^れ を 惜しむ。 〇 廿 四日 東 送の 

へ 叩 下る。 司獄幅 川； t 之 助 特に 松 陰 をして 杉 家に： ^り_ 

父母 親戚に 訣^せ しむ。 〇 翌 五日、 一 日： 獄に 還り 

て檻舆 萩を發 す。 (gifig 〇 同日、 父 杉 百合 之 助 及 

び 杉 梅太郞 職を擬 はれ、 謹愼を 命ぜら る。 

六月： fzwzT 江戸に 達し 樱 田の 5^ 邸に W はる。 邸內 にて 

一 應潘史 の 取調べ を受 く。 asifti) 

七：！ T 九日、 蘇 吏の 訊問 を 受け 傅 馬 町の 獄に 下る。 雨後 丸 

H: 五日 及び 十月 五日 訊問 を 受け、 十月 十六 日に 口 書 

み 開かせ あり。 

十 nTfzH, 父 . 叔父 . 兄.； I？ 永訣 書を認 む。 〇 廿 六日、 留 


獄 町馬傳 
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魂錄を 作る。 〇 サ 七日 (ilT ヒ朝、 評定 所に 於て 罪 

狀 の 申 渡 あ り 、 四ッ時 又は 九ッ 時 頃 (§ け？、 は お IK 

の E 午. a- に る。 ffliL 前者 は當時 江戶に 在りし 松 陰の 門人 飯 田 正 伯 • 尾 寺 新 

之丞の 報； W に據る ものにして、 獄卒 父 は同獄 者よりの 傳聞 ならん。 後者 は當 

lil は iHt?s は 夫) 傳馬 町の 獄舍に 於て 死刑に 處 せら 

る。 〇±: 九日、 尾 寺 新 之 水 . 飯 田 正 伯 . 桂 小 五郎 . 

伊藤 利輔 等遣骸 受取に 奔走し、 こ の 日 渐く小 塚 原 

sjM 向院 下屋敷 常 行旅に 葬る。 

〔著述〕 己 未 文」， 《 .  氏 焚書 抄 •  ^氏續 藏書抄 • 東坡 

策 批評 . 鴻 棘1 志 . 孫子 評註 • ゆ" 獄日錄 . 照顏錄 • 東 

行 前日 記 . 讀 餘雜抄 . 汪文抄 . 縛 •  お 集 • 淚松集 • 留 

魂錄 

〇 拙抄 (fi) 


士 M 田 松 陰 年譜 


田 松^ 年譜  四 3 

殁後 略 

萬延 元年 t 紀元 二 五 二 0 

二月 七日、 松 陰；^ H 祭 を 杉 家に 行 ひ、 前 髮を團 子 岩 墓地に 葬る。 門？ S 知友 參拜 する もの 十 

餘名 なり。 

£ 三月 十三 日、 _ ^府父 "k:: 合 之 助 を 逼塞に 處し、 五月 四日 退隱を 命じ、 兄 梅 太 郞に家 を _i が 

しむ。 これ 松 陰の 生前、 監将不 行！：？ の 故 を 以てな り。 

七月 顷、 久坂玄 瑞江戶 に 在りて 小； 原の 墓碑 を 改修す。 

十一月 i  一  u、 藩 府玉木 文 之 進 • 久保 淸太郞 . 兒玉太 兵衞に 遠慮 申 付く。 これ 松 陰の ：！^ 前、 

親戚と して 監将不 行 25 の 故 を 以てな り。 〇M 日、 福川1^N助は松陰東行の前H> 獨斷 

にて 歸家を 許した る 版 を 以て 遠慮 甲 付けら る 。(1  か iiii) 

文久 元年 f 紀元 二 五 二 一 


十一 一月 一 日、 松 下 村 塾 同社 中の 一 燈錢申 合成る、 名 を 連ぬ る もの 二十 餘名。 

文 久ニ年 ：5 紀元 二 五 ニニ 

十月 十七 日、 在京の 久坂 • 寺 島 その他 松 陰 生前の 門人 知友 發起 にて、 松 陰 慰 靈祭を 京都 蹴 

上に 行 ふ、 參拜 する もの 約 二十 名。 

十一月 十七 日、 ； t 府父 百合 之 助の 懲罰 退隱を 免じ、 兄 杉 梅 太 郞を官 に 任ず。 (f^^iili) 〇 

卄 八日、 勅命に 依り 幕府 大赦 令を發 して 松 陰 等の 罪 を 免ず。 〇 この 月、 松 門の 志士 主 

となり 鎮夷血 Si 書 を 作る。  . 

文久 三年 紀元 二 五 二三 

正月 五日、 髙杉晉 作 . 伊藤 利輔 • 品 川彌ー 一郎 . 山 尾庸三 . 白 井 小 助 . 赤 根 武人 等 主と なり、 

小 塚 原に ある 松 陰の 墓 を 荏 原 郡 若 林 村 (ggg 關谷) に 移す。 〇 十七 日、 藩府父 百合 之 助 

を 起して 官に 任ず。 

四月 一 日、 府兄杉 梅 太郞に 命じ、 松 陰の 遣 書を蒐 めて 明 倫 館に 出さし め、 以て 生徒の； i 

讀に 供し、 大いに 尊皇の 志氣を 鼓舞す。 〇 二日、 涨 命に依り 吉 田家 再興 仰 付けら る。 

も ：！ 田 fe^ 年譜  四 五 


士 z 田 松 陰 年譜  四 六 

松 陰 終身 娶らず 子な し、 故に 兄 梅 太郞の 長子 小太郞 これ を相繽 す。 家 ft 故の 如し。 

この 年、 松 下 村 塾 出身の 輕卒人 江 t . 山縣き . 品 川麵 一一 • 杉 山脈 . 伊藤 J- . 野 村 飾 . 吉田 g 太 等、 

先年 松 陰に 師事し、 篤く 尊壤の 大義 を 遵奉す るの 故 を 以て 士籍に 列せ しめらる。 

元 治 元年!； 紀元 二 五 二 四 

五月 廿 五日- 出口 明 倫 is に 於て 楠 公 祭 を 行 ひ、 村 田淸風 . 吉田松 陰 . 來原 良藏等 を從祀 す。 

當 日 藩主 及び 五 卿參拜 す。 

七月、 松 門の 志士 主と なり 奇兵 隊血印 盟約 書 を 作る。 文中 先師 松 陰の 遣 志 を 奉ずる の 匕：： を 

せり。 

慶應 元年に 紀元 二 五 二 五 

八月^ 九日、 父 杉 百合 之 助 病歿す、 享年 六十 二。 

hue 卄五 s、 馬 關樱山 招魂 場に 於て、 高 杉. 山縣. ^藤 等 主と なり、 松 陰慰靈 祭 を 行 ふ。 

s 應四年 (明治 元年 )§ 紀元 二 五 二八 

： i 月 十七 日、 涨" 肘； $ 年 松 下 村？？ に iliijf^zsf 七 百 H を 給して 塾舍修 絡の 資と なさし，： ヒ 


松 下 村熟 は 松 陰の I、 門人 ii: 木 及び S 太 郎等に 主持せられ て、 明治 サ五 S に 及ぞ 

明治 九 年 I 紀元 二 五三 六 

十一月 一日、 吉田 小太郎 歿す。 

明治 十 年 紀元 二 五三 七  . 

三月 十二 日、 杉 民 治 (i 太) の 女 道、 吉 田家 を相續 す。 

五月 十二 日、 吉田道 歿す。 

r,- 月 十三 日、 松 陰の 妹壻兒 玉^ 之の 次男^ 三、 吉 田家 を相績 す。 

明治 十五 年 £ 紀元 二 五 四 二 

十 一 月、 若 林 墓 畔に松 陰 神社 を 建つ。 事 天. 聽に 達し 思 召 を 以て 金 壹封を 賜 はる 

十二月 三十日、 松 陰の 自赞 肖像. 留 魂錄. 遺書 ニ^. 鳳 闕を拜 し 奉る の 詩 幅、 天覽に 達す。 

明治 廿年妇 紀元 二 五 四 七  j 

三 nT、 門人 品 川 彌ニ郞 松 陰の 遣 志を紹 ぎて 尊 接 堂 を 京都 高 倉 通 錦 小路に 創設す。 後 京都 帝 

國大學 構內に 移す。 

.吉 田 松 陰 年譜-  四- 


IP 田お 年譜  ra 八 

明治 サ 一年；^ 紀元 二 五 四 八  ， 

五月 五 H、 刖格 官幣社 靖國 神社に 合祀 せらる。 

明治 廿ニ年 M 紀元 二 五 四 九. 

二月 十 一 日、 特 を 以て 正 四 位 を 贈らる。 

明治 廿 三年 g 紀元 二 五 五 〇 

六月け 三日、 有 衲川宮 熾 仁 親王 松 下 村 塾 並びに 杉 家に 台臨 あらせられ、 松 陰の 遗事を 問 は 

せ 給 ふ。 

八 n、 松 下 村 塾 改修 成る。 〇 廿 九日、 母 瀧 病歿す、 享年 八十 四。 

明治 四十 年 1；1 紀元 二 五六 七 

卜 nr 三日、 松 下 村 塾の 域 內に松 陰 神社 を 創建す、 縣 社に 列 せらる。 

明治 四十 一年 5 紀元 二 五六 八 

mMM, 大正 犬 皇 皇太子と して 山 a に 行啓 あらせられ、 その 十 一 日 御 使 あり、 松 下 村 熟 及び 

松 陰 神社 並びに 杉 家 に 就きて 遗著遗 物 を 視察せ しめ 給 ふ。 


十月 十五 日、 宮中より 特別の 1- 召 を 以て 東京 松 陰 神社に 祭祀料 を 賜 はり、 〇 翌 十六 日 皇 

太子よりも 亦 御 下賜 あり。 0 十八 日、 同 神社に 於て 松 陰殉節 五十年祭 を擧 ぐ。 

明治 四十 三年 I 紀元 二 五 七 〇 

十一月 十一 日、 松 陰の 兄 杉 民 治 病歿す、 享年 八十 三。 

大正 十一 年 I 紀元 二 五八 二 

. 六月 二日、 吉由 庫三 歿す。 未亡人 茂 (杉 山久ー 女) 當 主たり。 

大正 十五 年 S 和ー兀 年： 紀元 二 五八 六 

五月 三十日、 今上 IK 皇 iif. '皇太子殿下 として 荻に 行啓 あらせられ、 松 陰 神社に 御 會釋を 賜 

ひ、 松 下 村 塾. 幽囚 室 並びに 誕生 地 を 御 視察 遊ばさる。 

昭和 七 年 I 紀元 二 五 九 二. 

二月 十二 日、 東京 松 陰 神社 府 社に 列 せらる。 

四月 朴日、 翌廿ー 日 東京 松 陰 神社 昇格 報吿 執行の 趣 聞し 召され、 宮中より 特別の 恩 召を以 

て 祭 楽 料 を 賜 はる。 

吉田 陰 年譜  四 九 


田 松 陰 年譜  五 〇 

昭和 八 年 g 紀尤ニ 五 九 三 

八 nr い 九 =、 三 笠 宮殿 下 (3. 澄宫) 获巿に 御成り 遊ばされ、 松 陰 神社に 御 會釋を 賜 ひ、 

松 下 村 塾 • 幽 w 室 まびに. 誕生 地 を 御 視察 遊ばさる。 

十月 廿日、 山ロ縣 人杜彌 一、 故 品 川 彌ニ郞 の 遣 囑を果 し、 山 口 縣長府 町に 長 門 尊-： i 堂 を 建 

つ。 

昭和 十一 年 ™ 紀元 二 五 九 六 

0^^.^'0, 山 ロ縣敎 育會； i 暴 吉田松 陰 全集 十卷 完成す。 
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、 天 保 六 年 以前の 部 


二) 常 役 山 

内 K 通。 以下 

ヘム 文 e! 中に 出 

で來る 加判 老 

K の 姓氏の 中、 

V>i> はで 利、 淸 

は淸 水、 ^は 

戶、 盆 は. お 田、 

國 は 國ぱ、 兒 

は. せ 玉， は 

权來、 K は 

n は门 なり 


〇 

吉田友 之 允 病死に 付き、 跡 職の 事相： i ひ 候處、 米 五 拾 俵、 外に 銀 六 百 目 相違な く悴十 

郞左衞 門 へ 相繽仰 付けら， るべ き 旨に 候條、 家業の 軍法 斷絕 なき 樣 申し渡さ るべ く 候" 

恐 々 識言。 

ョ 

享保五 二月 十二 日  山 縫 殿廣通 (判) 

(外 封) 志 道太郎 右衛門 殿  毛 筑後廣 政 (判) 

〇  . 

吉 W 十郞左 衞門鸯 養子 妻 木 孫 七 弟 半 平 を 最前 御 許容 を 遂げられ 候。 然る 處、 業 筋 不器 

家系 參考書  五一 一一 


家系 参考書  五 四 

用に 付いて 先々 御用に 相 達し 難く 候。 之れ に 依り 雙方 納得の 上、 違變の 事相 说ひ 候處、 

願の 如く 仰 付けら るべ く 3:: に 候條、 此の 段 申し渡さるべく 候。 恐々 謹言。 

寶曆七 五月 二十 八日  淸 長 左 衞鬥元 周 (r> 

(外 封) 繁澤采 女 殿  毛 內 • は 廣定 (ち 

〇 

吉田 十郞左 衞鬥鸯 養子 最， 前 妻 木 孫 七 弟 半 平 を 仰 付けられ 候處、 家業 不器用に 付い て 違 

變の儀 御 許容 を 遂げられ 候に 付き、 彼の 者 作 仁 十 郞を摘 子に 成す の 儀 申出で 候。 然る 

處、 仁十郞 未だ 幼年に 付いて 取 立て 相 成り 難く 候 間、 村 上 權左衞 門弟 七 を中繼 養 

子 仰 付けられ、 仁 十 郞儀は 逢 七 相 績人仰 付けられ 下され t 樣 にと 御斷 りの 趣 相； I ひ 候 

處、 願の 如く 仰 付けら るべき 匕 U に 候條、 此の 段 申し渡さるべく 候。 恐々 謹 一 百 レ 

賓^ 十一 六月 晦曰  梨 頼 母廣首 (判) 

(外き 繁 澤采， ^殿  毛 織 部廣圓 「判) 


毛 毛- =6 盆 5J あ 人 本つ 

内 伊織 越備 連 は 
匠 勢 部 中前 名次以 
廣就廣 就 @^ 加の 下 
胖幀 圆 祥^ 判 五 原 


毛 あ S 宍ぁ 人 本"^ 

りのに^ 
内 蛾 越 外 速 は 

I/r. お； 中 記 名 次 ひ 

jsmi^m 加の 下 
定圓堯 © 判 原 


吉田十 郞左衞 門 老年に 及び、 摘 子 仁 十郞取 立て 相 成. り 難く 候に 付き、 村 上 權左衞 門弟 

彥 七を鸯 養子 仕り、 仁 十郞儀 は彥七 家績人 仕り： 度き 由 最前 申出で、 御 許容 を 遂げられ 

候。 然る 處" 彥七儀 家の 娘と 不緣 に付き、 《 方 納得の 上、 違變の 事相 伺 ひ 候處、 願の 

如く 仰 付けら るべき 3：： に候条 * 此の 段 申し渡さるべく- "お。 恐々 謹 1!*"。 

寶唇 十二 十月 十八 日  梨 賴母廣 言 (判) 

(外 封) 繁澤采 女 殿 

〇  ， ： 

吉田十 郞左衞 門 病死に 付いて 跡 職の 事相 伺 ひ 候處、 知行 高 八 拾 石 相違な く 摘 子 仁十郞 

相績仰 付けら るべき il= に 候條、 家業 斷絕 なき 樣 申し渡さるべく 候" 恐々 謹 首。 

二 一- 

明 和  四  十 一 月 七日  梨 頼 母廣言 (判) 

熊 谷圔書 殿. 

〇  . 

吉田 仁十郞 病死に 付き、 跡 職の 事相 伺 ひ 候處、 病中 河 野 九 郞左衞 門 次男 市：^ 假 養子 申 

家系 參考書  五 五 ■ 


ゆ 

ft; 中 H-'i 

就 >si  n  «! 
Ml ni  w 


► み , " 人 -V 
加 似のに 

な 5?  « 次 ダ人 

I 戶 力 I！ の 下 

"-' ' '-' n  W  H 


家系 參考書  五六 

W で 置き、 程なく 果て 候。 之れ に 依り 末 跡 御 法 を 以て 知行 髙八拾 石の. e:, 试拾武 石 四 

4 之れ を 減ぜられ、 殘 つて 高 五 拾 七 石 六 斗、 市 佑に 立て 遣 はさるべき 3：： に 候條、 家業 

斷絕 なき 樣申 し 渡さるべく 候。 恐々 謹言。 

明 和 六 十月 五日  梨 頼 母廣言 (判) 

熊 谷 圖書殿 ，  . 

〇 

士：： 田 市 佑 S 子 之れ なきに 付き、 ^屋瀬 兵 衞弟又 五郎 養子の 事相 佝ひ 候處、 願の 如く 仰 

付け ら る ベ き 3 いに 候條、 此 の 投 申し渡さ る ベ く 候。 恐 々 謹：！ 一 5。 

；大明 1^ 正月 十二 ョ.  國 備後就 相 Co 

山 內采女 殿  兒 淡路就 £:( 判) 

〇 

吉田市 佑心亂 せしめ 差 置き 難き に付き、 始末 仕り 置き、 摘 子 又 五郎へ 家繽仰 付けられ 

下され 候樣、 親類 共より 御斷 りの 趣 相 M ひ 候處、 願の 如く 御 許容 を 遂げられ、 知行 古 I 


.甞 能 の fll しで 宅 兒 あ 人 本つ 

し はきみ し  'J の に じ 

あ す ； JP  -, 兒 -T: 内 丹 a1 は 

りし 判 旅 玉 濃 匠 狭 後 江 名 次 n 
とす 役 iS  ：/Jt 就 就 就 加 の 下 
附 るに 江 年 任宣恭 判 五! K 


五 仏 U 七 石 六 斗 相違な く 义五郞 相績仰 付けら るべ き 32 に 候條、 家業 斷絕 たき 様 申し渡さ 

るべ く 候。 恐々 謹 首。 

夭 明 三 十一月 二十 八 d  根 主馬 就祐 「判) 

山 內采女 殿  毛 外 記 就 明 (判) 

〇  ， 

吉田 叉五郞 病死に 付き、 跡 職の 事相！ M ひ 候處、 知行 髙五拾 七 石 六 斗 相違な く 嫡子 他 三 

郞おま w 付けら る ベ き It に 候條、 家業 斷絕 なき 樣 申し渡さ る ベ く 候" 恐 々 ま 言。 

寬政八 十二月 二十 六日  堅 縫 殿 就 正 (判) 

志 道 伊織 殿  . 

〇 

吉田 他三郞 病死に 付き- 跡. 職の 事相 伺 ひ 候處、 知行 高 五 拾 七 石 六 斗 相違な く 病中 假養 

子 申出で 置き 候 杉 七兵衞 次男 熊 之 坊相績 仰 付けら るべ き 旨に 候條、 家業 斷結 なき 様 申 

し 度 さ る ベ く i:^。 恐 々 謹言。 

參考 *  . 五 七 


も' スミ ffiWr*^ 愛 S  >> 


家系き 考書  五 八 

文化 九 九月 晦日  兒 三郞 右衛門 親忠 (判) 

熊 谷 縫 殿 殿 

〇. 

吉田大 助 病死に 付き- 跡 職の 事相 伺 ひ 候處、 知行 高 五 拾 七 石 六 斗 相違な く 病中 假 養子 

申出で 置き 候 杉 百合 之 助 次男 虎之助 相績仰 付けら るべ き lb に 候條、 {豕 業斷絕 なき 樣申 

し 渡さる ベ く 候。 恐々 識言。 

1K 保 六 六月 二十日  梨 頼 母 熙！：！ (判) 

^水^ 濃 殿 

二、 吉 田家 再 與に關 する 文書 

ニー 一) 

一筆 啓 達せし め 候。 田 寅 次郞事 過ぐ る 未年 公儀に 於て 死罪に 行 はれ、 且つ 右に 付い 

て は も斷 絡に 及び 候處、 彼の 者 所行 御 法に 相觸れ 候へ ども、 畢竟 皇國め 御爲め 

を 思 ひ 詰め 候より 正義 を 抱き" 非命の 死 を 致し 候 次第に 候。 然る 處、 戊 午已來 降黜幽 


(-:) 以ドほ 

本に は 次 力. -；: 

人 SSn; 加判 あ 

(一 o 

未 六 年 


二) ひ 下 原 

木に はネ， 五 

\« 名 加 f- あ 

清 之 助 ae 

宇 右 >s 門 


記 * 毛す 候^ 毛す 候 御名 

し       るに 戶 乙 に あ 

ぁ右筑fig^t差fJ^■能付^：: り 

り ffi 前 は き 下 勢 はき 下 
裏 す 加 さ す 加 さ 
に      判れ 判れ 


次 さ 'ふ i サ、 ヒ 5, せ、 、！! 

に 伊 * !S なの  愛 後 
左 S 豆 ,"5 岐 り ：1 以 文 公の 毛 

の 本樣ぼ 'ほ 人 下 久元從 利 

速 こ  速！ S  二 德 一定 


閉 等の^ 御 赦免の 儀に 付き、 今般 叙 慮の 31 仰せ 出され、 右 御 書面 中國 事に 死し 候 輩 

それ/ \ 

風 魂 招集、 禮を 以て 牧 葬し 子孫 をして 祭祀せ しめ 候樣 遊ばされ 度く、 現存の 者 は 夫々 

舊の 如く 相 復し候 様との 叙 慮に 在らせられ 候 段、 委細の 趣 仰せ 出され、 幕府に 於て 

姓名 其の 向々 御 取調べ の 上 は， 寅 次 郞儀も 御 赦免の 御沙汰 仰せ 出さるべく 候へ ども、 

家筋 斷絕 せしめ 候に 付き、 只今の 形に て は禮を 以て 收葬 迄の 儀に 御座 候處、 右 勅へ お、 

若殿 樣關東 御 持 下り、 御 周旋 遊ばされ 候に 付き、 御內 輪に 於て は 有難き \欲 慮^して 

厚く 徹下 仕り 候 樣御處 置 在ら せ ら れ 度き の 思 召に 候に 付き、 寅次郞 家筋 御 取 立 て 仰 付 

けらる べきの 3：： 仰せ 出され 候。 右に 付き 親類 共へ、 血脈の 者 其の 外相 應の者 r^^Ji. を遂 

げ 申出で 候樣 沙汰 仰 付けら るべ しとの 御 事に 候條、 前の 趣 を 以て 御沙汰 成さるべく 1K。 

左 候て 申出で 候 はば、 御 仰せ 越され 候 様に と 存じ 候。 恐惶 謹言。  . 

十月 二十 九日  益 彈正親 施 

(六)  (七) 

宍 備前樣  0 越後 元僴 

文久ニ 戌年 御 當役中 御狀寫 

家系 參考き  Ifl 九 


く して IT:  く、 

「H_! 木 文 之 進 

お， S め は ほ A" 

SC  i なさん 內 

あり，， もの 

ift ゆ。 5： し 

!« に此 中 

止， 小 太郎れ 

W3e なり」 i 


家系 ノ考書  .一ハ〇 

〇  , 

覺 (文久 二 年) 

梅 太郞父 杉 百合 之 助 

右此 の 度 ffl^ 召 の 3= 在らせられ、 吉田 寅次郞 家筋 御 取 立 て 仰 付け ら る ベ き it 仰せ 出され 

候に 付き、 血脈の 者 其の 外相 應の者 申出で 候 様との 御 事、 難 有き 仕 合せに 存じ 奉り 候。 

之れ に 依り 種々 申合せ 候處、 右 百合 之 助事吉 田家 元祖 友 之 允 次男 杉 七 兵 衞以來 摘、  1 血 

脈 相 檳き候 玄孫に て、 次郞に 於て は實 父に 御座 候" 然る， 處、 此の度 百合 之 助 事 先年 

の 御^め 御免 じ 成され、 尋常の 隱居仰 付. t 置かれ 候に 付き、 彼の 者 御 詮議 仰 付けられ 

下され 候 様 願 ひ 奉り 候.」 此の 外 親族の 內、 相 應の者 御座な く 候。 以上。 

十一月 二十 七日  久保 淸太郞 g 

玉 木 文 之 進 

士；： W,:IW 次^ 忠死、 兼て 御 不便に ffl^< バ され、 先般 御 赦.； 一? の 叙】：：^ して はく 御 率 行 遊ば 


* IS 本 裏面 

貼 紙に 記し あ 


され 度し との 御 事に て、 家筋 御 取 建て 仰 付けられ 候に 就き、 杉 梅 太 郞悴小 太郞事 血脈 

の 者に 付き、 先知 高 五 拾 七 石 六 斗 立て 下げられ、 寅 次 郞跡職 相績仰 付けられ、 家業 を 

ば 御免 じ 成され 御手 前 組 へ 相 加 へられ 候條、 寅 次 郞志を 繼ぎ御 奉公 を 遂げ 候 様との 事。 

文久 一一 一 亥 四月 二日、 之れ を 仰せ 渡さる。  益 田 主 水 

〇  . 

覺 (文久 三年) 

吉田 寅次郞 家筋 御 取 立 て 仰 付け ら れ 、 杉 梅 太 郞俘小 太 郞相績 人 に 仰 付けら る る の 仰 

せ 渡され、 難 有き 仕 合せに 存じ 奉り 候。 然れば 家督 卽 日より 五十 日 十三 ヶ月の， お 服 を 

受け 申すべき の處、 小 太 郞事七 歲未滿 の 儀に 付き、 五十 日の 遠慮 仕り 然るべき 儀に て 

御座 候 や、 此の 段 御 問 ひ 申出で 候 間、 御 刎 紙 を 以て 仰せ 授， けられ 下さるべく 候。 以上。 

四月 二日 .  吉田 小太郞 親類 中 

字 野忠 右衛門 殿 

き 本書の？ リ (右端 裏に) 文久 一一 一 亥 四 H" 二 曰 問 出で。 

家系 參考書  六 一 


家系 參ネ I お 

米 拾 七 石 五 升 

右下 賜 候 事。 

明治 三 庚 午 八月 (mnw 印 あ ho 

本人 小太郞 死去に 付き、 願に 依り 相繽 免許 候 事 „ 

明治 十 年 三 IT 卜 二  U 

〇 

吉田道 子 病死に 付き. - 願に 依り 家督 免許 候 事。 

明治 十 年 八月 十三 日 


六ー； 


-: へ： 吉田 小太郞 


吉田道 子 

山 口お 令 關 ロ隆吉 (：.£) 

小 田 村^ 三 

山口^ 令 關 ロ隆吉 (&) 


三、 吉田 家系 略 草稿 (び肺£合) 安政 W 年頃 

松 野 平 助  , 

織 田 信 長 公に 仕 ふ。 濃 州 船 木 a: 久の 領主な り。 信 長 公、 明智 光秀の 爲め弑 せら 

る。 時に 平 介 報 仇の 志 ありと 雖も 得ず、 故に 洛 陽の 總見 寺に 於て 殉死 仕り 候。 

吉田玄 蕃重基 

松 野 を 改めて 吉 田と 號す。 慶長 年中 大坂 籠城に て 討死 仕り 候。 

吉田友 之 允重矩 

實は雲 州 松 平 出 羽 守樣御 家中 三 島 木工 兵 衞通種 三男に て 御座 候。 十 郞左衞 門 重 

賢 養子 仕り 候.。 然る 處、 浪人に て 御當地 罷り越し、 吉廣公 御代に；：；：： 出され、 § 钺 

御家人に 罷り 成り 候。 御 奉書、 類 燒の節 紛失 什り 候。 

1 キ. 知行 高 八 拾 石 

吉田十 郞左衞 門^ 行 

家系 參考書  六  一一！ 


美 女 

政 子 

母な n 仁 
渡 之 « 保 
助 さ庄 
氏 左 


右 
門 

m 

崎 

源 
七 
政 
良 
養 
子 

す 


孝 § 政 

之 之 
母 竹 母久 
ポ 之 赤 二 
穴 助 穴郞 
氏 氏 袋 
太 甫 
左 七 

門 兵 
m 

長 1 
谷 杉 
川 文 
太 左 
兵 《s 
m 門 

la 政 

政 常 

-f- -卜 

は n 


矩 
行 

後麥 ft 市 
妻 (>t  * 十 

中; 3 穴郞 
島 勝 氏 
十 左 十 


右 §；マ 
銜門 


二)  wa=k 

マー f3a^5 の 文 

*«と^ 文に つ 

き 《 略す 


家系 参考書  ブ ：- 

一 、 知行 高 右 同前 

ゾ 保 五、 二月 十二 日、 重矩 家督 仰 付けられ 候。 御奉書の^^^ 

吉田友 之ム儿 病死に 付き …… (W 下き 

g:、  5^ 系 (一： g お. *0  { 女 政 五 • 六 年ぱ 


吉田十 郞左衞 門 行， 家 姓 藤-股 


K.^.S-。 後出， 

■  V 六 九 


藤 行成 末葉と. S- し博ふ 

4,. ポ松 野. 平 助、： 名乘^ らす 重. 5,*: 田玄蕃 

】吉 田 友 之 允 


一 la 好 二 &木 工兵 ss 通 ml 一一 男 

ゆお 地少 « 九 ffiw 

赛 《 穴 次^ 右！ 正 女 

後妻 JBIart 左 i_JSS:« 房お 

*:«<ム 御代  奉仕  - 

ず skEU 亥十二  十八 日 死す、 七 ャパ歲 


1 女子 5SS 御 一!«中《0;| ト 


め. レ uw,.^ssjrL 


重 賢- 


吉田 十郞左 門 

母 s< 知らす 


-矩淸 城 、木工 § 

IK 庄助 

S  sift 

, 十 郞左衞 s 

-母中 dS 氏 

, 林久左 

"母 中島 氏 

K£ き 田 仁— 十，， 郞—  .  f  Is 

,.iH:1N§f 平  1 の 子、， 半 Ifl. 違變の 後、 十 郞左衞 門 娘 子と 爲す ^.waH は ti 

「女子 妻 


十郞左 門矩行 *! 子牛 平 妻と へ 3 し、 仁 十 郎を產 む。 其の後 半 平 ajs! 

, 女子^ 卷 £ 妻 


J 九 郎左衞 門 主 信 四 男 


赏は f 曰屋 平左衞 M  二 男  一 せ 大き 司 氏 

SISI 門 德卿*  r 某 ggs, 香 取皇衞門養子と 爲す 

i 泰山 n; 一一 之せ 大 g 司 高 橋 某 女  や 


IB^SMra^la; は 杉お ぶへ Ig 常 德ニ男 文化 ra 丁 卯 七 _« 十九 日 ssie 

母 岸 田 氏 女  文化 九 壬 申 九 S 晦日.：^ «- 

iS? ス保 五 郞右衞 門 女 

天 保 六 *四月 三日 死去， 行年 二十 九 歳 


五、 吉田氏 世 次 名稱略 (i 賴) 安政 五 年 (力) 

松 野 平 介 藤 原 行成 末葉と 中し 傳ふ 

家系 参考書  六 五 


家系 <f! 一考 書  六 六 

重 基 玄蕃 松 野と 改め、 吉 田と 號す 

女子 越 前 家中 藤 田 能 登 妻  . 

重 賢 下に 見 ゆ、  . 

重 賢 十 郎左衞 門 法名 宗林 善士、 命日 元祿六 年 癸 酉 四月 六日 

妻 妙 林 信女、 元 祿七年 一一 一月 二十 八日 歿。 何 氏 か 未詳 

重矩 下に 見 ゆ 初 名 重 次 

1 享保三 

重 友 之 允 一ー！島 木工 兵 衞通種 三男 

^有 地少 輔九郞 女、 案ずる に 母 は 通 種の 妻なる べし、 重 賢の 妻に は 非ざる べし 

妻 赤 穴次郞 右衛門 幸 正 女 後妻 渡邊庄 左 衞門繁 お 妹。 重 矩妻妙 信女、 寶永四 年 五月 

十八 HS5。 赤 穴 氏 か 渡さ 氏 か 未詳 

享保 四年已 亥十二 月 十八 日 歿、 七十 二 歳。 法名 法！^ 院素心 

炻 行 下に 見 ゆ 

政 之 久 一一 1 郞 慶^、  ^赤 穴 氏。 招 文 左 衛門政 常 子 

0 


孝 方 竹 之 介 太左衞 門、 母 赤 穴 氏。 長 谷川 太 兵 衞信政 養子 

女子 仁 保 庄左衞 門知繼 妻、 母 渡 逢 氏 

美 政 松 之 介 貞 右衛門、 母渡邊 氏。 槍 崎 源 七 政 良 養子 

ニ矩行 市十郞 十 郞左衞 門、 母 赤 穴 氏。 矩行妻 桃林院 花屋 淨心 大姊、 宽仁 一一 一年 廒午 一一 一 H 四 B 

妻 渡 邊勝左 衞門繁 敬 女、 後妻 中島 十 右 衞門女 

二) 矩；. ひの  明 和 四 年 丁亥 九月 十 H 法名是 證 

<w 年 s なり 

矩淸 友 之 介 木工 兵衞、 母 波邊氏 

法名 月宗 信士、 赍曆四 年 六 月 二十 七日 歿 

某 庄介 渡邊氏 

檢崎 良右衞 S5I^" 成り、 後心亂 に付き 寬延四 年 未の 八月 十四日 引受 始末 遠島す。 赘曆 

(二) 

0 一)  ー$ の 東  八 年 {贝 の 六月 櫃 島より 島 拔. - 

北 上に あり 

女子 妻 木 半 平矩忠 妻と なリ、 仁 十 郞を產 む、 其の後 半 平 違 返。 母 中島 氏 

.  法名 敎學 院釋 圓月自 光大 姊、 赘 六 年子 十一月 十五 日歿 

家系 參考書  ,  六 七  I 


家系 參考喾  六 八 

女子 林 久左衞 門 妻、 母 中 i« 氏 

1 一一 

矩之 仁十郞 半 平 矩忠の 子な リ、 明 和 六 年已丑 八月 四日 歿、 法名 智應 

四 

組 直 市 依、 河 野 九 郞左衞 門 主 信 四 男 

五  • 

矩定 又 五郎、 沓屋平 左 衞門ニ 男、 母 中 村、 妻 梠文左 衞門德 卿 女 

法名 潤 道、 寛 政 二 戌 六月 十二 日歿 

宽政 八丙展 九月 二十 九日 歿 

矩ず 

虎 春 平、 ^取の t 一子 

六 

矩建 他 11 一郎 文化 九 年 千： 申 七月 四 曰歿 

七 

賢 良 熊 之 允 大助、 實は杉 七 兵 衞常德 二 男、 ： 大保六 年 四月 三日 歿、 歸眞 -』 

八 

方 虎之助 大次郞 贫ニ郎 


六、 玉 木. 吉田 • 杉：：^ 玉 四 氏の 關係 略譜 §  .  0^ 


玉 木 氏 第三 代金 右衛門 春 行 妻 は 長 谷川 太 兵衞信 政の 女に して、 信 政の 養嗣子 は 吉田氏 

初代 友 之 允 重矩の 三男 太 左 衞門孝 方な り。 是れ玉 木. 吉田. 杉 三氏緣 族と なり、 且つ 

山 鹿 氏の 學兩 氏に 傳 はる 始めな り。 〔重 矩は山 鹿 素行 先生の 子 藤 助 高 基より 皆 傳を受 

けたる 人な り〕 


吉田友 之尤重 矩- 


—吉田 十 郞左衞 門矩行 

杉 氏 初代 文 左 衞門政 常 

「杉 七郞兵 f 之 f た 


杉 氏 第三 代 

-杉文 左 衞門德 卿， 


-長谷 川 太 左 衞門孝 方 長 谷川 太 兵 衞信政 養子 

11 齒崎貞 右衛門 美 政 檢崎源 七 政 IB: 養子 

玉 木 氏 第五 代 梅 之 助 秀德は 杉 氏 第二 代 七 郞兵衞 政 之の 長男 文 左 衞門德 卿の 次男に 

して、 吉田氏 第五 代 叉 五 郞矩定 の 妻の 弟な り。 


1 杉 七 兵 衞常德 _ 


杉 氏 第 四 代 


1 女 吉 E 叉 五 郞矩定 妻 

玉 木 梅 之 助秀德 
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杉 七 兵 衞常德 の 妻 は 岸 田與三 右衛門 春 道の 女に して、 是れ兒 玉 氏の 三 氏と 關係を 

生ずる 始めな り。 其の 略 系 左の 如し。 

岸 田 與三右 衞門春 道  P 女 杉 七 兵 衞常德 妻 1^  ； 

-岸 田彌市 郞守國 

-女 岸 田 吉右衞 門 妻 

-兒玉 太 兵 衞寬備 〔兒 玉芳 子の 舅〕 

—赤 川 重市郞 

■ 女 國 一一" ナま 右衞 B-_J 妻に してき， 介の 生母 

百合 三郞 早世 

厂女 早世 


の. 女 は玉沐 正？、 め 先〕 


了— 女 一;^ 洲乂 左衞門 盛之麥 〔涛 水口の 高洲〕 


i 杉 百合 之 助 常道， 第， te^ 1 1  

—— 吉田大 助 賢 良 初 熊 之 助、 吉田氏 第 六 代 他 一一 一郎 矩建 養子 

——玉 木 文 之 進 正 轘初正 一 、 玉 木 氏 第 六 代 十 右衞門 正路 養子 

—— 女 佐々 木 孫 左 衞門長 政 妻 〔卓 之 助 養母〕 

大助賢 良吉田 氏を嗣 ぎて 杉 氏と 同居せ しが、 天 保 三年 十月 久保 氏を娶 り、 新道の 

家を購 うて 之れ に 移る。  - 

初め 梅 之 助 秀德、 玉 木 氏を嗣 ぎて 杉 氏と 同居し、 文 之 進 正騸、 玉 木 氏を嗣 ぐに 及 

びて 亦 杉 氏と 同居せ しが、 天 保 八 年國司 氏を娶 り、 同 九 年 護國山 南なる 杉 氏の 宅 

地內に 新屋を 建て、 始めて^ 居し、 天 保 十 年の 頃、 吉田 氏の 家を增 築して 移 居せ 

しが、 明治 四 年 十月 二十 七日、 寅 次郞矩 方の 十三 囘 忌に 當り、 吉田 氏に 屬 する 土 

地 家屋 を 玉 木 氏に 讓贈 せり。 是れ は大助 • 寅次郞 • 小太郞 三代の 恩誼に 報いん が 

爲め にして、 卽ち 今の 新道の 玉 木 氏 宅な り。  ， 

一 I 杉 民 治 條道初 梅 太郞、 杉 氏 第 六 代 

家系 參考書 


七 一 


家系 參考睿 

口田 寅 次 郞矩方 初 虎之助 -大 次郎、 吉田氏 第 七代大 助^ 良 養子 

^r/^ 初 干 代、 百合 之 助 常道の 麥 流. f の義乂 兒玉太 兵！ i?sSSS の ほ. S 之に 適く 

||1«'1..7^.^〔跪子は5:田右中の第三女なれども兒玉氏の整女としてぉ氏に^^せり〕 

1^0 树取 素彥妻 

—女 艷 早世 

美 和 子 初 文、 初 久坂義 助 妻 55 取素彥 後妻 

—敏 三郞 (SS 郞) 

—璺子 玉 木 氏 八 代 ^人 正！ IS 妻 後 玉 木 氏 九 代の t:- 主と なる 

—吉田 小 太 郞竑士 "田 氏 第 八 代 寅 次郎矩 方の 後 を ST く 

i 礎 子 杉 氏 第 七 代 相次 郞妻 

1K 道 子 吉田氏 第 十代の 戸主と なリ 早世す 

1 小三郞 

一 1^ 四郞 早世 

i 梅 子 早世 

i 靜子 伊 痰 勘 作 妻  . 


七、 吉田 • 杉 • 玉 木. 兒玉 • 栂取 • 久坂家 近代 略 系 昭和 十五 年 


〇 吉 田家 


第 八 代 

吉田寅 次 郞矩方  

杉 百合 之 助 常道 次男、 天 保 六 年 

吉田大 助 8S おの 後 を 摸ぐ、 ？ぉ 永 

II 年 十：：：： SW を 以て 士籍も 削 

安政 六 年 十月 二十 七日 刑死 

三十、 贈 正 BIfu- 


年 


第 九 代 


杉£^治へ，初梅太郎)長男> 

文久 三年 藩^に より 再興、 

安政 五 年 二 B 九日 生、 明 

治 九お-十  一 H: 一  日 前 原の 

飢に戰 死， 年 十九 ； 


第 十代 

リ鎮： 


杉 民 治 三女、 M 

治 十 年 五 0- 十二 

日 ST 年 二 


. 第 十一 代 

-- 庫三 


.!、 兒玉蹄 之 次男、 la 應三 

一 日 生、 大正 十 一 年 六月 

にお、 年 五十六 

S.  ロ縣 杉山久 一 女 (當 主) 

治 八 年.： ハ H- 生 


家系 <|^\考 書 
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玉 木. 兒玉兩 氏の 關係 は、 太 兵 衞寬備 は 文 之 進 正 輟 の 叔父、 又 正 釅は芳 子の 叔父に し 

て、 畳 子は芳 子の 姪な り。 

お 梅 太 右 家系と 記憶と によりて 略譜 を 作り、 學圃 先生の 檢 閱を經 たり。 前年 之れ を 乃 木大叔 

の 內覽に 供せ しに、 一本 を寫 して 貴下に 贈らん こと を 求められ たれば、 宿 約 を 履み て 

之れ を 玉 木 氏 第 十代 文 之 進 正 之 君に 寄す。 

大正 元年 十月  吉田氏 第 十一 代 庫三 寬拜具 

. 大正 四 年 六月 


家系 { ^-考 書 
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〇 杉 家 

«s 六 代 

杉 民 治- 


始通稱 抱 太郞、 S は 修道、 

杉 百へ：； 之 助 常道 長男、 文政 

■ 十 一 年 牛； 明治 SI 十三 年 十 

一 M^^. 一  日 «、 年 八十 三 

特敍從 五位 

妻 趣 0^1. 

後妻 幸 一 ■ 一年 f 十五 


〇 玉 木 家 

玉 木 文 之 進 正 辍- 


道 助 (當 主) 


第 七 代 

中 村 牛 荘係、 政， 四 年 七 S 二十 七日 生， 

昭和 十 SI 年 十一 H:e; 日 ST 年 八十 三 

Is 玉 木 l»i に 嫁す 

安政 二 年 十 一 月 六日 生 

明治 E 十二 年 十二 H- 二十 五日 殁、 年 五十 五 

1^ 太郞 吉 wasj も 旗ぐ 

安政 五 年 二  Hr 九日 生、 朋治 九. 年戰 死、 年 十九 

文ス 三年 九 H; 十三 日 生、 g- 和 七 年 二 十五 日 ST 年 七十 

—道 吉 田家 も SS ぐ、 朋治十 年 五 g 十二 日殁、 年 二 

-ト 三^  g 治 三十 年 二 3 十 EBST 年 二十 

- 淸四郎 S 治 十七 年 十 M::r 十一 日 年 五 

—レ！^  M- 冶 十八 年 二 H; 八日 歿， 年 三 

—靜 伊東； »に 嫁す， 明治 四十 三年 八 冃 三日 ST 年 二十 五 


St 七- iJTig 一二 BR、 文化 七 年生、 明 

治 九 年 十 1 r- 六日 CI 刃、 年 六十 

七、 法名 守痴齊 nrssas お 士 

0  .^  K 司 六 M 右 新 門 長 * 

I.  叫冶巧 年 七 H=1B1K 

年 五十 


正弘  

通稱 介 

文 之 進 長男， 天 保 十 

二 年 ssg 元年 一 

H- 十五 U® 死、 年！ 

十五， SB 正 五位 


初 名 a 人 

乃 木 十郞希 次の ei 男 

にして 乃 木 * 典の 弟 

^！-政：兀年生、 冶 九 

年 十 Mr 一十  一 ； の 

»s に S 死、 年 二十 1|「 


-正之 (當 主) 


馬 来 八 K 右衞 M 長女、 

vfelwf  g- 治 二十 八 年 十二  HM 一 

十 ra 日殁， 年 六十 五 


〇 兄 玉 家 


兒玉太 兵衞寬 備- 

安政 六 年 八 tT  二日 殁、 

年 六十 九 

髮、 赤穴1^«兵衞の女 


-祐 之- 


初 之 進、 


 後 兵 is! 門、 

明 冶 八 年 三 H: 八日 ST 

年 五 十五 

妻 芳 

, 初 名 千代、 松 陰の 妹、 

天 保 三年 十  一 H? 十三 日 

生、 大正 十三 年 二 g 一 

日 81、 年 九十 一 一一 


—萬吉 


HS 永 四 年 以前 生 (履歷 1^ 明) 

口 十五 年 十  一 nrfjr 年 三 

ュ-, r- 


十二 以上 


安政 五 年 十二  H- 十五 日 生、 

昭和 八 年 三月 二十 巧 日歿、 

年 七十 四 

I 政 文久 元年 九月 三日 生、 

和 田 氏に 嫁す 

If+I 元 治 元年 二月 十 1 日 生、 

三 谷 氏に 嫁す 

三 ®! 應 三年 九 H- 一日 生、 

大正 十 一 年 六 HM 一日 歿、 年 

五十六、 初 小 田 付 家に 養 は 

れ後吉 田家 も 撮ぐ 


-秀雄 (當 主) 

三 谷 仲 之 助 三男 


〇 栂取家 (小 田 村 家) 


楫取素 彥- 


—篤 太郞  

名 希 家、 安政 元年 八 H? 廿 M 

日 生、 昭 ffl 七 年 三 H 一  日 tr 

年 七十 九 

— タ米 


-有芳 (小 田 村家當 主) 


ニニ 郞 (楫取 家當 主) 
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殁曰作 *?? 

^  、や. の fli; 小 
年' せ 、in 
八大 、松 |寸 

«v 十 正文 fiim 

年 十; 


妹 


g 年 弟 後 
+ 二  、义 
■ /i 小 助 
ほ 十 ft 父 
s 五 健 菜 
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xsi 十 年生、 


名？ « 明， 

按政五 年生、 初ス 助 

とな h -、 後復； r 睏 

治 二十 九 年  一 HM 日 ass 

にて 戰. 处、 年 十九 


S 治 十四 年  一 n 三十日 歿>  年 W 十一 一 1 

後妻 美 和 初 名文、 松 陰 妹 

天 保 十 巧 年生 * 火 正 十 年 九月 ほ、 年 七十 九 


ク. も 〔豕 

久坂義 助  

幼？^1^^^ー加，、 名 は 誠乂は >0 武、 字 

久坂玄 はの ST 

ぉサー 5f IS 治 一" 年 七 a 十九 

0 文 松 a? 妹、 後揖取 素彥に 

Jlifl 年生. 大¥ 年 九 


-道明 

§ は 小 W 村 伊之助の *-aTJ<< 米 一!5- 

^に.. - て 费 壬と なり 後 復歸す 

- 秀次郞 

ほ 名 31; 俊と なむ， 昭和 ヒ年 8、 年 六十 人 

おは 京都 伏 見 w 柳 屋 町、 i^tjl ひ .J- 『ノ 
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衆 戰 

戰 法 

伏 用 
戰 士 

用 守 
間 城 


武教 全書 講章 

武敎 全書 戰法 

武教 全書 は 此の 書の 名目な り。 戰法 は戰の 作法な り。 此の 書、 客戰 よりして 以下 何れ 

など 

も戰の 道を說 いて ある なれ ども、 或は 客戰、 或は 主戰、 又は 山の 戰、 河の 戰杯、 其の 

場處場 處に應 じて 戰 ふべき 作法 を敎へ て あれ ども、 全く 擦つべき 術 はい まだ 言 ひ 及ぼ 

さず。 故に 此の 篇 において、 孫子の 軍 形. 兵 勢 あたりの 篇の 意味 をと りて、 全く 勝つ 

べき 理を といて 戰法 となした る ものな り。 . 

三 戰の事 

三 戰は先 をと ると、 後の 勝と、 横 を 用 ふるとの 三つな り。 大概 合 戰の心 持 は 此の 三つ 

を はづれ ぬな り。 

そな へ 

一、 先 をと る 事。 味方 備 能くして 敵の 立ちた る を 見て 是れを 討つべし。 備を よくす 

武敎 全書 講章  七 九 


武敎 全書 講窣  八 〇 

る は、 人數の 組立 やう、 備. のく ばり 所、 又は 相圖の 約束、 進退 作法、 其の 外 何れも 

理に 中り、 進みて 戰ふ にも 揚げて 退く にも、 一向 さしつ かへ 混雜 する ことのな きを、 

備を よくす ると 云 ふ。 此 くの 如くして 味方より うきたたず、 じっとして をり て、 敵 

の 起り たつを 見て、 圖 をはづ さず 之れ を 討つ を 先 をと ると 云 ふ。 しかれば 敵より さ 

きに 起る を 云 ふので はなし • 戰 をいた さぬ 先き に、 まづ 此の方へ 勝 をと りて をる と 

云 ふなり。 

兵法に 曰く、 「先 づ 勝ちて 後に 戰 ふ」。 是れは 孫子 軍 形の 篇に 出て をれ り。 言 ふ 心 は、 

いくさ 

敵に 勝つ 軍 は 如何様に して 勝つ かなれば、 戰 はぬ 先き にまづ 勝ちて をり て、 其の後 

に戰 ふなり。 それ ゆ ゑ 百た び戰 ひて 百た び 勝つな り。 しかる を 軍の 仕樣が おろかな 

れば、 勝つべき 道理 を も わき まへ ず、 負くべき わけ を もしらず、 何の 了簡 もな しに 

先づ戰 ふなり。 これ は戰を 以て 勝たん とする にて よろし からず、 多く は 敗る る もの 

なり。 夫れ 故に 先 づ勝を 以て をり て、 後に 戰ふ をよ しとす ると 云 ふなり。 

二 1)  を 

又： n く、 「先 づ戰 地に 處 りて 敵 を 待つ 者 は 佚す」。 戰をなして勝利のぁるべき場^！へ、 


歸の 出で さる さきに 我れ 早く 取り 備を 立てて、 敵の 來るを 待ったり。 佚 は 安佚の 

心に て 骨折 苦勞 のな きこと なり。 地の利 を 我れ に先づ うる 時 は、 味方に 苦勞 がな く 

して、 後れて 來る 敵の |ゲ ノれ たる 所 を 討つ 時 は、 則ち 佚 を 以て 勞を 待つ と 云 ふ ものに 

て、 全く 勝つべき 所の 理 あり、 其の上 敵の 樣 もよ くみえ、 討つべき 圖 をはづ さず、 

我が 思 ひ 設けた る 圖へ敵 を 引付けて、 心の；^ に 計らる るな り。 是れが 卽ち先 を 取る 

の 道理に 當れ り。 

、後の 勝の 事。 敵强 くして かたくば、 二三より 是れに 勝つべき 事。 敞强 敬に して 

其の上 備立等 も 堅固なる 時分に は、 4? の 方に 先 を  とる とはいへ ども、 一の 4110」 て. H 

勝たれざる ものな り。 其の 時分に は 先手 一 の 備にて 敵 を 押へ 戰 うて、 二三の 備を以 

て 全く 勝 を 取るな り。 是れを 後の 勝と 云 ふ。 前段の 先 をと ると 云 ふ は、 そこの 勢の 

勝な り。 此の 段 はわ ざの ヒの 勝な り。 一 の 備にて 勝たれ ざれば、 敵の つかれたる 處 

を 二の 備を 以て 全く 勝つな り。 畢竟 一 の 備にて 勝たれざる 時 は 二の 備にて 勝つ、 早 

まらず いそがず、 勝つ ベ き處 にて 勝つ を 云 ふなり。 

武敎 全書 講章  八 一 


武敎全 甞講章  八 二 

兵法に：！ く、 「人に 後れて 人に 先 だつな り。 正 を 以て 合し、 奇を 以て 勝つ。 人 を 致す 

なり」。 

又 兵書に 云へ るに も、 「人に 後れて 人に 先 だつ」 と。 右の 如く 敵强 くして 先勝なら 

後. C て 巧 t、 

ひに 光 だち、 ず。 是れ 人に 後る るな り。 時に 一 の 備にて 押し、 二三の 備を 以て 打 勝つ。 是れ 後れ 

IT, る」 る 

もさす。 SS 六  (二) 

ts~:.-K<st* て 叉 人に 先 だつ 處 なり。 「正 を 以て 合し、 奇を 以て 勝つ」 と は、 一 の備を 以て 敵と 

に 相手 組み 押して 戰ふ。 是れ正 を 以て 合するな り。 二三より 其の 不意 を 討ち 全く 勝つ。 

S? 六お； 1： 九  § 

^-^  -  S 是れ奇 を 以て 勝つな り。 かく 勝 をうる は 「人 を 致す」 ゆ ゑな りと 云へ り。 致す と 云 

wtjli^,. つ。  ォ 

？ハぉ r ； 五 A  ふ は 向 ふに ある 者 を 此の方へ 引付け 致す の 心 持に て、 敵 をお びき 立て. {：1 らおり をお 

5** 照 

こし、 浮 立つ 如くなら しめて、 自然と 彼れ に 疲れの 出で 來る 如くして 後に 是れを 打 

つ を 云 ふなり。 たと へ敵强 敵な りと も、 全く 勝つべき 圖 なしと 云 ふに は 非ず、 先 を 

取る のこと 叶 は ざれば、 後の 戰の法 を 以て 之れ に 勝つ べしと 云 ふこと をい へり。 

1、 横 を 用 ふる 事。 向って 又 橫を用 ふる 事。 橫を用 ふると 云 ふ は、 ー體の おもむき 

において は * 前 没の 二三の 備を 以て 勝つ と 一 K ふ 心 持と 凡そ 同様の ことにて.' 此の 段 


は 正兵 を 以て 敵と 眞 向に 合戰を なして、 奇兵 を 以て 右の 戰の 最中に 敵の 思 ひがけ ざ 

る 所へ 俄かに 横 合より 出て、 眞横 にこれ を 打つ を 橫を用 ふると 云 ふなり。 しかれば 

右 様の ことのみ にか ぎらず、 總 じて 敵の 不意 虚の ある 所 を 打つ か、 又は 敵に おごり 

出來、 怠り 生ずる 如く 致して 後に 之れ を 打つ も、 右の 心 持と 同様なる 故に、 是れも 

亦 橫を用 ふると 云 ふなり。 それ 故 左り に 兵書の 辭を ひき、 敵 を 蹴らし めて 後に 是れ 

を 打つ を 言 ひて 以て、 横 を 用 ふる 所の 心 持 は 加 様なる ものと 云 ふこと を 明かに せり。 

兵法に 曰く、 「敵 人强盛 なれば、 未だ 必ずしも 取らず」。 敵 强く勢 盛んにして 勝ちに 

くき 時 は、 しばらく さしおきて、 是非とも 取らん と は 致さぬ がよ きなり。 

r 須 らく 常に 詞を卑 くし 禮を 厚く して 以て 其の 志 を驕ら すべし」。 まづ 敵と 和平して 

常に 詞を さけ、 へりくだりて 禮義を も 手厚く 致して、 敵方に おごりの 心 生ずる 如く 

致すべき なり。 

ひま うかが 

「其の m を 候 ひ、 乘 じて ー擧に 之れ を 破る」。 左様に 致して 其の 心に おごりが つく 時 は 

自然と ひまが 生ずるな り。 其の 處を うかが ひて 敵の 油 斷に乘 じて 兵 を あげ" 一 さん 
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に 村 破るべし。 さすれば 必ず 全き 勝 を とらる る ものな りと 云 ふ 訣を說 くな り。 此の 

處に 於て は、 强き 敵へ 一 さんに 勝 を 取らん と 致す はよ ろしから ず、 鬼 角 謀 を 以て 敵 

に 油斷の 生ずる 如くして 後に 勝 を 取る をよ ろしと する こと を いふなり。 ^ほ乂 此れ 

以ドに 於て は 五戰其 の 外奇正 虚實な ど のこと を 云って、 戰の 作法 を說 いて あるな り" 

0 に. こに  右 大保十 一 年き ナ月 曰、 初の 上覧に 御對 面の 間に 於て 講釋 す。 

ti: は の 後 

，： fss^ なり。 

勒 より^ W の 

^"ひな 武敎 全書 用士 嘉永ヒ -c 六月 四：！：、 格式 上覽御 書院に 於て 之れ を 講ず。 

こ ^ 年の 

^.^^wp  吉田大 次郞； g 方 

^  人 を 試む る 作法の 事 

1、 常々 同事 を 幾度 も 尋ね、 其の 人 の^ふる il を 聞き、 其の 批判 を 聞きて、 贤き所 を 

計り 知る ベ き 事。 

1、 其の 11 を 聞きて、 其の 才覺 を考 へ、 其の 才覺を 見て、 其の 本と する 所 を はかり- 

を定 むる 察。 


兵法に n く、 「耳 を！^ じて IE を 信ぜざる もの は、 俗の 弊な り」 C 

武教 全書 用士  士は 未だ 仕へ ざるの 稱。 

用 士は士 を 用 ふるに て、 此の 篇、 上 家老より して 下 群臣に Kh. るまで、 其の 中に て 賢す 

を E きき 舉げ用 ふるの 法 を 云 ふ。 士を 擧げ用 ふること 主將 たる 人の 上に ての 急務な り。 

如何と なれば、 主將 何程お 能 ありても 賢才 集まら ざれば、 治に は國を 治め 民 を 安ん ず 

る こと 能 はず、 亂 には戰 へば 必ず 勝ち、 攻 むれば 必ず 取り、 國威を 夭 下に 振 ひ、 大業 

を 後代に 垂 るる こと 能 はざる ものな り。 後醍蘭 天皇 中興の 大業 を 成し 給 ふ は、 大 

の宮を 始め 新田 •  • 名 和. 赤松な どの 名將 多く 集まれば なり。 漢の 高祖 帝王の 業 を 

創め 給 ふ は、 .：^^^ . 蕭何 . 韓信 等の 如き 賢^ 多く 集まれば なり。 

古より 英主 良將 にても、 必ず 賢才 を 待ちて 事 をな し 給へば、 治亂 ともに 用士は 主將の 

急務、 萬楼の 基本な り。 然るに 昧者は 人 を 目 利く こと、 治亂の 不同 ある 様 思 ふべ けれ 

くみがしら ばんが しら も C がしら 

ども、 治平の 諸 役 は 卽ち亂 世の 諸 役 なれば、 治亂 更に 分別せ ず。 組頭 • 番頭， 物 頭 等 

の 役 は 申す に 及ばず、 戰に 臨みて は 其の 組 下 を 指揮す る 重役 なれば、 平素より 威德ぁ 
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りて 人 を 懷け人 を 長れ しめ、 且つ 兵法に 通達して、 一組の 節制 管^ を 初め、 敵に 臨み 

て 千 變萬化 自由自在な るに 非 ざれば 叶 はざる なり。 一人の 頭 役 其の 人 を 得 ざれば、 数 

十數 百の 組 下 悉く 烏 有と ならん。 目附 役の 如き は、 治亂 ともに 人の 是非 善惡を 礼す 役 

なれば、 固より 一 毫の 邪心 を 介み て は 叶 はざる ことなり。 殊に 軍 中に て は、 大將の 御 

旗本より 諸 組へ 差遣 はして、 戰士 働き 様の 甲乙 を見究 むる 職 なれば、 此れ 亦 兵法に 通 

達し、 武道 を 心得た る 人に 非 ざれば 不可な り。 使 番は戰 場に て は 物見 を 勤む る 者 なれ 

ば- 軍の 勝負の 由、 山川 海陸 遠近 廣狹の 地の 理、 城 取. 陣取. 備 立の 善 惡を辨 へたる 

人に 非 ざれば 不町 なり。 町奉行. 代官 等に 至りて は、 軍事と 相關ら ざるが 如しと 云へ 

ども、 一つに は、 敵 を 自國に 引受けて は、 百姓 町人の 女 童 ども 騒ぎ 立ちて は 軍に 勝つ 

べき 理 なければ、 人民 を 治めて 接亂 なから しむる 處 置な くんば あるべからず。 又 一 つ 

に は、 合 戰の時 は 盜贼等 自然 良民 を殘 害する ことの ある 間 敷きに も あらねば、 穷. -文 

弱の 事に て は 叶 はず。 其の 他 治世 にても 諸 沙汰 を 出し 諸事 を 決斷し 役人 を 選 舉陟黜 す 

る 類、 各-其の 役所 あり、 其の 官人 あり、 是れ 等の 類 も 治世 通例の 事 は記錄 前にす が 


りても 調 ふべ けれども、 一 事に 臨みて いかが 處 置し 得ん や。 治世と て Si 劣の 者 をの 

あとかた  - 

み 用 ふる 時 は、 武備 廢 弛して 地に 、おち 跡形 を 失 ふに 至る。 事に 臨みて 俄かに 役替 杯す 

ゆきな り 

れば. - 第一 是れ 迄の 行 形 も 知れず、 何程の 才 ありても 速 かに 事を處 する こと 能 はず。 

官を 免ずな 者 は 失望 を 抱き、 上下 疑惑して 龜間 之れ に乘 ずるに 至る。 抑-事に 臨みて 

用に 立つべき 人 は、 治世 にても 必ず 惡弊を 改革し、 善事 を 興隆し、 國 家の 御 爲め 宜し 

きもの なれば、 旁. -諸 役に 治亂の 分別 はなき ことなり。 是を 以て 用士は 主將の 急務、 

莴 機の 基本な り。 

i  -Jbfe-ufe  右の通り 資才を 集め 用 ふること， 主将の 急務、 萬^の « 本なる 處， 

メを n?a.w る f  iiy 毒 試み ざれば、 人の 不肖 は 知れざる 故に、 其の 作法 も £S  くな り。 

一、 常々 同事 を 幾度 も 尋ね、 其の 人の 答 ふる 詞を 聞き、 其の 批判 を 聞きて、 賢き 所 を 

計り 知る ベ き 事。 

常々 臣下 家老の 様子 善惡、 總 じて 奉公人 近習の 侍の 能 不能 を 知らん 爲 めに、 古人の 

ことば 

事跡 か 又は 今日の 事な ど. - 理の 紛れた る こと を 問 を 設けて、 其の 人の 答 ふる 所の 詞 

合 をき き、 其の 善惡を 批判す る を 聞きて、 其の 人々 の 得 方、 賢き 所 を 計り 知るべし _ 
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常々 人 を 試む る は 何故と .KhA に、 人 を E 利く は：^ だ 難き ことにて、 一朝一夕に 知る 

る ものに 非ず、 故に 常々^ み 置くな り。 職缺 けて 佻 かに 人 を 選ばん とすれば、 心 正 

しからざる 人、 非 を 飾り 惡を掩 ひ、 色々 手段 を 描へ 贿赂 なヒ 通じ、 時の 權勢 あらん 

人に 隱れ 近づき、 其の 人の 稱美 する こと を 求め 杯す るに より、 誤って 小人 を 用 ふる 

こと あり、 故に 常々 試み 置くな り。」 同事 を 幾度 も尋 ぬると 云 ふ は、 或は 辭を 以て 

尊ね、 或は 其の 答 ふる に： きて 推 返して ね、 或は 文題 策 問 等 を 作らせ、 又は 多 

人數を 一 同に 招き 集めて、 互に 議論せ しめて 之れ を閜 き、 或は 一 人別 竊 かに 近付け 

て 問 ひ、 色々 にし て^ぬる ことなり。 何故かく すると 云 ふに、 一 つに は、 主君へ 對 

と- r 

L て 申 上ぐ る 事 は、 . 个斷 心安き 所に て 十 言 ふべ きを も 一 一 一なら では 申し 難き ものな 

み つ きごころ 

わば、 切に 御"？^ ねあって、 其の 人の 見 付 所 を 殘らず 聞し"：： し 給 ふべき なり。 二つに 

など 

は、 .11 ^付き 5« りても、 LJ を 舉り時 を り 同列 を 揮り 杆 して、 具 さに 申 上げざる もの 

も あり、 切に 御 尊ね あれば 申 上ぐ る ものな り。 三つに は、 心 明か なれ ども 辯 舌 分明 

ならず して、 一度にて は 其の 趣 聞 取り 難き もの も あり、 5- に 御 尋ね あれば、 ^後 


の 様子に て J" 趣 分明た る ものな り。 四つに は、 當 座に は 思 ひ 出さず と 云へ ども、 期 

を 延ばして 他 かな る 道 理 を .1. 夫 致 し、 又は 當座 にて 申 卜： げたる 理の 外に 案じ 付く こ . 

とも あり、 故に 旁-幾度 も 問うて 賢き 所、 得 方 を 計り 知るべき なり。 然る 時 は 旁- 

政道の 一助と なること も あるべし。 且つ 總 じて 人々 得手 無 得手 あり。 英雄の 上に も 

無 得手 あり、 お-者の 中に も 得手 あり。 其の 得手 を 知る こと、 人 を 試む るの 要な り。 

ご そん... く  そん けん  ( r) 

三國の 時、 吳の孫 策、 めの 係權に 謂って 曰く、 「江 東の 人數 を擧げ て、 勝負 を 敵 味方 

對陣の 間に：^ し >  犬 下と 權を爭 ふこと は、 卿 我れ に 及ばず。 賢に 任じ 能 を 使 ひて、 

各人々 の 心を盡 さしめ、 以て， 江 束 を 保つ こと は、 我れ 卿に & ばず」 と 云 ふ。 是を以 

ば-つ けんれい .V じょく わい  - 

て 策. 權の 得手 無 得手 見るべし。 叉 唐の 太宗の 時、 房玄 齢. 杜如晦 と 云 ふ 二人の 賢 

臣 ありし に、 玄船は 善く 謀り、 如晦 はよ く斷 ず。 故に 評議 ある 時、 玄齡、 事 を 謀る 

に は 必ず 如晦 ならでは 決斷 する こと 能 はずと 云 へ り。 如晦 至る に 及んで 卒 かに 玄齢 

が 策 を 用 ひしと 云 ふこと あり。 是を 以て 玄齡. 如晦の 得手 無 得手 見るべし。 又秀吉 

ニーン  なかつ かお ほくら 

公 小 田 原陣の 時、 權、 現樣を 始め、 粮 米の 不足 を 氣遣ひ 給 ひしに、 秀吉 公、 長 束大藏 
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九 〇" 


二)  *¥支 へ 

めな の 方 官 


公 seSG 卞、 

春 《:ews 代 

SWS 大夫。 

S 政 を 執 もこ 

十 年， 

も L てお If の 

は なから L* 
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正 家に 兵粮 奉行 を 命じ 給 ひし かば、 少しも 其の 湊 なかり し は、 人 を 用 ふること 得手 

に 中り たれば なり。 叉 漢の宣 帝の 時の 承： 相に 黄霸と 云へ る 人 あり、 民 を 治む る こと 

えいせんた いしゅ  S つ を 5 め. A た 

上手に て、 親 川 太守たり し 時 は 吏 民 共 能く 懐き 治 方 1K 下 一 なりし かど も、 一 相に な 

りて は 評判 も 手際 も 親 川 を 治めし 時より は 劣りし は、 人 を 用 ふること 得 方に 中ら ざ 

(二)  . 

てい し * ん  ひようかん し 

れば なり。 又^の 子產の 政に 從 ふや、 人の 得 方 をみ て 之れ を 使 ふ。 瑪簡 子と 云へ る 

したいし にく  こ 5 そんき 

人 あり、 能く 大事 を決斷 す。 子 大叔と 云へ る 人、 才^^ノじて文ぁり。 公孫 揮と 云へ る 

人 あり、 四方の 國々 の 事 を 委細に 知り、 諸侯 間 且つ 取 遣りの 文通 を 作る こと ヒ 手な 

にい じん 

り。 裨 と： ム へる 人 能く 謀る、 但し 野 はら 人 離れの 靜 かなる 所に て は 能く 謀り、 村 

B11 の鬧 しき 所に て は 得 謀らず。 夫れ 故に 郸國 に何ぞ 諸侯 往返の 事 あれば、 子 產四國 

のこと を 公孫 揮に 問 ひ、 且つ 多く 文通 を 作らし め、 裨 と 野原に 適き て 可否 を 謀ら 

しめ、 ^簡 子に 告げて 決斷 せしめ、 事 成就して それより 子 大叔に 行 はしめ、 {负 客に 

應對 せしめし 故、 事 能く 行 はれたり し は、 人 を 用 ふること 得手に 中り たる 效と云 ふ 

べし。 然れば 没 nr を 申 付く るに は、 先づ 賢き 所 を 計る こと 緊要な り e 


1、 其の 詞を 聞きて、 其の 才覺 を考 へ、 其の 才覺 を觀 て、 其の 本と する 所 を はかり、 

善 惡を定 むべき こと。 

. 前條の 通り 色々 にして 其の 人の 詞を 聞けば、 是非 知ら るれ ども、 詞 計り を 以て 人 を 

取る 時 は 謬り ある もの 故、 其の 才覺 を考 へる とて、 其の 人 平生の 所作 振 を 以て、 此 

の 人 は 如何様の ォ ある、 何様の 事 を 得た ると 一 K ふこと を考 へみるな り。 其の ォ ある 

所、 得た る 所を兒 知りて は、 其の 人の 實事益 "明かなる 故に 人々 の 本と する 處 をし 

るべ し。 本と する 處と は、 俗に 某 は敏、 某 は 賢と 云 ふが 如し、 百行の 本な り。 或は 

此の 人 は 寛 を 以て 本と する、 此の 人 は猛を 以て 本と する、 或は 慈愛 を 以て 本と する 

刻薄 を 以て 本と する 杯と 計り 知るな り。 人々 萬 事 を 取 捌く に 本と する 所 あり、 政治 

S)  Jsi の 上に も 本と する 所 あり、 合戰の 上に も 本と する 所 あり。 孔子の r 齊の桓 公 は 正に 

rasi 第 十五 Is*  つた.： 

t  して 識 ならず、 晉の文 公は譎 にして 正なら ず」 と宣 ひし は、 齊桓. 舒 文の 本と する 

所な り。 漢の文 帝 は 專ら德 を 以て 民 を 化せら ると 云 ふ は、 文 帝の 政治の 本と する 所 

- なり」 後漢の 光武の，^ 道 を 以て 天下 を 治む と 謂 はれし は、 光武の 政治の 本と する 所 
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なり。 又 武田信 玄の北 條氏康 に 逢 ひて、 氏 康の河 越に て兩上 杉の 大軍を 一夜に 破ら 

れし 一件の 物語 を 聞か わて、 其の後 信玄、 氏康の 手段 は. なれ 之れ を 得たり と. ム はれ 

L は、 氏康の 合戰の 本と する 所な り。 苟も 本と する 所 善 なれば、 一 二の 惡き 所作 あ 

りと も 用 ふべ し。 本と する 所. 忠 ければ、 一 二の 善き 所作 ありても 用 ふべ からず。 故 

に 人 を 用 ふるに は先づ 其 の 本 を 計り 知りて、 此の 人 は 此の 役に 善く 此 の 役に は. 忠し、 

.  用 ひて 惡き 杯と は定 むるな り。 旣に詞 を 聞きて 叉〜 覺を考 ふる は、 口 辯 にても 實事 

-., はむ き 

の 出 來ぬ人 も あり、 心 は^ 邪 にても 口に は理 简を說 きて、 t 向 を 飾る 人 も あり、 故 

二)  <1 ほ 公  に 其の. jV 覺を考 へて？^ の實 否を驗 むるな り。 孔子の 辭 にも、 「其の 詞を きいて 其の 

ssts; 篇第十 素 

に リ-っ  行 をみ る」 と あれば、 計りに て 人 を 信ずる は 不可な り。 人 を 知る は： 全って 難き こ 

とに て、 世：^ 人に 交 はるに 或は 同 藝を學 び、 或は 同事 を 共に して、 朝夕 往來 する 中 

にて は、 心の底 迄 互に 掩ひ磁 されず して、 邪 正 賢 否 明かに 兒分 けらる る 答 なれ ども、 

みあ や S 

中には見緣っ て！^^く親しむまじき人を親しみ、 後 iro に 及ぶ こと も あり。 汉ゃ 人君と 

臣下と 尊 a} 'の 分、 .大 地の 離る るが 如し" 人君の ぼ 下を兒 給 ふこと は 折節の ことなり。 


(：じ 邯 iro の 

人、 趙ク， 太+ 

に菲ゼ られ亡 

へ S して の武 

に 仕 ふ。 權 

K も 5!:. りす 頗 

る W に堪 ふ。 

太子 據と反 H 

し武 帝の 病に 

じて 太子 も 

l«s し 後 遂に 太 

子のお め 殺さ 

る 

時の 宰相、 權 

謀 術 救に 富み 

文お：； 辯も以 

て *<.K にと h- 

いり、 當時； S 

官の势 カ大な 

る を 帝と 共力 

して 驅遂 せん 

と 計り 却って 

れて賓 せ 


(£1 六^§の 

ffirgs 篇に 出， つ 


叉 ほ 下 も 兼々 は 如何なる 行 を 爲す者 も、 人君の 前へ 罷り出で て は、 物 毎 敬み 念 を 入 

あやま 

れ、 言語 進退に 至る 迄 過ちな き 如くす る もの 故、 其の； I を 聞く 計りに てに 必ず 終り 

(二)  (三) 

ある ものな り。 漢の武 帝の 江 充を用 ひ、 唐の 文 宗の李 訓を用 ひたる 類 は、 皆 辯 舌 能 

くして 應對 の すばやき のみ を悅 びて、 過って 小人 を^ 用せられ たる ものな り と 古人 

も 論じたり。 然れ ば詞を 聞く 上 は、 才 覺を考 ふること なり。 

兵法に 曰く、 「耳 を 信じて H を 信ぜざる もの は、 俗の 弊な り」〕 

此れ は 古書 を 引きて、 本文の； 1 をき き才覺 をみ るの 證と なせるな り。 耳に きく 所の 

詞 計り を 信仰して、 nz に 見る 所の 行 をば 重んじ、 引當と はせ ぬ は、 世俗の 人 を 用 ふ 

る 者 大概 砦然 り、 大きに 取 間違 ひたる 習な り。 

後世 人を舉 ぐる 二 弊 あり。 一は 耳 を 信じて 又： nr を 信じ、 詞を 聞きて 又 才覺を 見る と S 

5 ろん 

ふこ ともなく、 胡 亂に人 を 用 ひ、 或は 世俗の 譽 むる 所 杯 を 賢と して 之れ を 用 ひ、 其の 

事に 臨む に 及んで は 復た其 の 處置 才能 何 如と 問 はず。 是れ等 は 賢 を 求む るの 名のみ に 

(四 ) 

て • 賢 を 用 ふるの 實 なきな り。 是れ卽 ち 太公望の 所謂 「賢 を 擧げて 用 ひず 一 の 謂な り" 
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二)  i« 

子 trass 十な に 

(••) 菌+ 

SEtSSS  二十 五 

C- に S づ。 仉 

し S の卞 使に 

作る 

(二) 

代の 兵法. sr 

，しが 功名の た 

めに 妻な 》 し 

せし 十 » 

人 も 殺せし. J 

i あり。 後 as 

に 什へ w 河の 

a» びに 

いて 

ると ころと な 

i なる 

維に 仕へ， >  ん、 

少 w{« に： W り 

乂 w¥i なつ 

て は く WW 

も變け ti-K* 
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一 は 人 を 用 ふること 穿鑿に 過ぎて、 某 は 文 ありと も武 なし、 某は武 ありと も 文な し、 

某は才 なれ ども 何の 失 あり、 某は賢なれども何の^^ぁりと 一 々難 じて、 大才を 小 失に 

依って 焚つ る 類な きにし も あらず。 此の 二つ は 人 を 用 ふるの 大弊 なり。 ^し 人 を 用 ふ 

るの 胡亂は (目 ふに 足らず、 唯 だ 穿 に 過ぐ る は、 志 ある 人君 執政 或は 是れを 免 かれず „ 

然る 處梨 人の JI にも、 r 備 はらん こと を 一 人に 求む るな かれ」 と あり、 又 「人 を 用 ふ 

るに 及んで は、 之れ を 器に す」 と 一一 一： ：！ へり。 器と は、 車 は 陸に 用 ひて 水に 用 ふべ からず- 

舟 は 水に 用 ひて 陸に 用 ふべ からざる が 如く、 人々 得手 不得手 ある を 知りて、 之れ を 用 

ふること なり。 吳 起が 如き、 殘 忍の 人 なれ ども、 魏國に 之れ を 用 ひて 西 河の 勳を著 は 

し ^平が おき、 へ rtr 欲の 人 なれ ども、 高祖 之れ を 用 ひて 六た び 奇計 を 出せし となり。 

忍と- 1 はと を 以て 二子 を てて は 不可な り。 古語に も、 「麻 謹の 士を 得る は 易く、 奇傑 

の士を 得る は 難し」 と 云へ り。 小過 を 以て 人を棄 てて は、 大才は 決して 得べ からず。 

め き 

總 じて 人 を 目利き 用 ふる は治亂 ともに 要なる ことにて、 如何なる 善政 良法 も、 gaj 才の 

人あって 是れを 行 は ざれば、 行 はるる ものに 非ず。 なれ ども 戰 « の 時 は 良 將謀士 なけ 


fw) お 鬼と 

す， 甲 州 流 

(六) 時 

代の H8:>  IW 

術に 卞。 SI 

の 招.土 これ を 

迎へ、 それよ 

しも、 »sg を 

信 じて こ れ を 

放逐せ しに， 

それより 齊に 

攻められて 袋 


れば、 歷 然として 戰に 負け 國も 削らる。 是れ あれば 自然と 其の 國 盛んになり、 山 本 勘 

がくき 

助 甲斐に 仕へ て、 信玄の 兵鋒 益. -强 く、 樂毅 趙に奔 りて、 燕の 軍 破らる るの 類、 例 多 

ければ、 主將 たる 人 常々 人才 を 得る こと を專務 とす。 治世に て は、 其の 效 左様に 目前 

に 見えざる 故、 古より 志な き 主 は 怠り勝ちに 成りて、 人を擧 ぐるに も、 其の 詞を 聞き 

才 覺を考 ふる 等の こ ともなく、 視觀 察の 心得 もな く、 或は 資格に 拘 はり、 或は 門地 を 

以て 人 を 舉げ、 賢才 をば 下僚に 沈め * 大臣 宰相な ど 重役に 處る者 も 之れ に效 ひて、 已 

へつら 

が 氣に合 ふ 者、 己れ に 媚び 詔 ふ 者 計り を 上に 進め、 しき は 賄赂を 以て 官を授 くると 

一 K ふ 様に 至り、 遂に は 上の 威 下に 行 はれず、 法度 投も 崩れ 家格 を 取 失 ひ、 邪なる 臣下 

は 權威を 尊ら にし、 民 百姓 は 下にて 愁ひ 悲しむ に 至る、 其の 害 甚大な り。 故に 治亂と 

ゆるが 

もに.. < を 試む る こ と 勿 せに す ベ か らず。 


(七) 森 永 三 

年 


武敎 全書 守 城 嘉永皮 戌 八月 二十 H、 格式 上覽御 書院に 於て 之れ を 講ず。 

吉田大 次 郞矩方 
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武敎 全書 講章  九 六 

籠城の 大將心 定めの 事 

I、 城に 能り 降參 せんと 思 はば 籠城す る ことな かれ、 前方 旗下と なるべし。 链 域いた 

十 上 は、 ft けば 必ず 切腹と 思ひ定 むべ き 事。 

兵法に 曰く、 「之れ を 死地に 陷れて 然る 後に 生く」。 

守 城 

守 城 は 城 を 守るな り。 凡そ 城 を 守る は、 一 に は、 敵勢 强く 味方 勢微 にして、 野合の 合 

戰に利 を 失 ひて、 居城 を 守り、 又は 其の 居城 形勢 險固 にして、 以て 守成 をな すべ くん 

in- で  かひめ のしろ 

ば、 初めより 居城 を 守る こと あり。 二に は、 主君の 爲 めに 取手 • 境目 城 を 守る こと あ 

り。 大小 異なりと 雖も、 其の 守 城た る 事 は 一 なり。 此の 篇、 城 を 守る 所以の 法 を： ムひ" 

、 ^下へ 附く 

敵を拂 ひ、 夜 討 朝懸等 をな し、 總 じて 城 を 守り、 ニ度運命を開くべ き道を；^^けり。 

城の 大將心 定めの 事 

tg^ の 大將は 心 定まらず して 叶 はず.、 若し 大將の 一 心う か/、 するとき は、 其の 下の 


士卒 を 育激勵 し、 兵粮 を 薪へ、 器械 を 具へ、 敵の 虚實强 弱 を審か 

あさがけ 


諸將 何程 智勇 ありても、 智勇 を 施す こと 能 はず、 百 萬の 剛兵 義士 ありと 雖も、 剛義を 

施す こと 能 はず。 况ゃ河 海山 谿の 固き に 於て を や、 況ゃ高 愚 深 池に 於て を や、 P 仇 や 堅 

甲 利 兵に 於て を や。 糧食 山の 如く 積め ども、 孰れ ありて か 之れ を 食 はん、 貨財 g の 如 

^  I.  く聚 まれ ども、 誰れ ありて か 之れ を 守らん。 南宋 髙宗の 朝、 二 帝 蒙. I の 際、 ノ岳 

飛. 韓世忠 等の 諸將輩 出し、 忠肝 義膽、 遠識 大略、 河 東 河北、 忠義の 民兵、 愤懑 奮激 

し、 先を爭 ひて 王に 勤め、 金 兵 連戰利 あらず、 中興の 兆 見るべし。 而 して 高宗の 心定 

まらざる を 以て、 黄潛善 • 秦 檜 等の 和議 を 用 ひ、 遂に 機 會を失 ひて、 國體の 仲ぶ る こ 

と を 得 ざら しむ。 近年 清朝 鴉片の 變に、 東義 fsFW の 民相聚 まりて 團楝 し、 國恩を 報ぜ 

(三) 

きぜん い M- ふ 

ん こと を圖れ ども、 淸主、 琼 善. 伊里 布 等の 大奸 遷を誅 斥す る こと 能 はず、 兵 連り に 

利 あらず、 之れ を 終 ふるに、 鴉片 代 料 二 千 一 百 萬兩を 出して 和 を 講ずる に 至る。 故に 

も 結ぶ" 

2!< の K^s" 明君 賢將 必ず 先づ 其の 心を定 む。 吾が 心 一 び 定まりて、 將吏 士卒 誰れ か敢へ て 從はざ 

(四) 

S 梁 S 王 らん。 孟子に 所謂 斯の池 を ほり 斯の城 を 築きて、 民と 之れ を 守る、 死 を 致して 民 去ら 

下 WIfs 十一 一一 

- 出.. つ  ざる もの、 此れ を棄 てて 豈に他 あらん や。 編者 守 城の 法 を擧げ て、 先づ 其の 心 定め を 

.  武敎 全書 講章  九 七 
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云 ふ、 其の 意 深い かな。 然れ ども 此の 心 定め や、 特に 一 旦 奮激の 能くす る 所に 非ず、 

ちと 

必ずや 心膽 を；. f 養 練す る こと 素 ある ものにして、 能くす る こと ありと す。 故に 太平 

無事の 日に 當 りて は、 尊ら 文學に 志し、 義 不義 忠 不忠の 事、 禮義廉 恥の 行を勵 み、 心 

を鐵 石の 如くに 鍛練し、 尙ほ又 常に 武藝 を玩 び： 山 廳鹿狩 河 漁 等 をな して 身體 を剛驗 

にし、 何時 異變の 事 ありて 風雨 霜雪に 暴露しても、 善く 之れ に耐 ふる 如くし、 大將ょ 

(一)  は 5 

二)  <| お 先 り 士卒に 至る 迄皆此 くの 如くに して、 子路の 言の 如く、 勇 ありて 且つ 方 を 知らし むる 

« 篇第 二十 五  つ 

f  こと 耍 なり。 太平の 久しき、 ゾ  1? 侈 逸樂の 習、 人の 肌骨に 徹し、 衣食住に 榮 耀を盡 し、 

ザん じゃく  もく う しつぶ う 

志氣 卑怯に して 英決 果斷に 乏しく、 身體き 弱に して、 沐雨櫛 風の 困苦 を 忍耐す る こと 

能 はず。 是を 以て 變に 臨む に當 りて、 文武の 官員 重任 を 荷 ふ もの、 命 を 惜しむ こと 山 

の 如く、 敞を畏 るる こと 虎の 如く、 國仇 民怨を 顧みず、 毎々 和 好の 議に 出づ。 然して 

後人 深く 其の 由 を 尋ねず して 妄りに 云 ふ、. 南宋 柔 にして 金人剛 なり、 淸人 弱くして 唤 

夷强 し、 宜 なり 其の 和議に 出づる ことと。 特に 知らず、 心 一 たび 定まれば 弱轉 じて 强 

となすべく、 變じ剛 となすべき こと を。 哀しい かな。 


(二) 後 1  水の 

itwaa の 人. 字 

は 子 明。 少に 

して BE*J. とな 

り. 累進して 

^？州刺史とな 

る。 お «; 力 あ 

ち 騎 して 突す。 

fffi 中號 して 王 

趣 asi いふ。 

「豹 は 死して 

皮 も 留め、 人 

ほ 死して 名 を 

留 む」 は 彼れ 

の  一 IB 雜 にして 

人口に 臉 炙す。 

後に 唐 兵に 捕 

へられ、 屈せ 

すして 殺さる I. 


r 城に 籠り 降參 せんと 思 はば 籠城 十る ことな かれ、 前方 旗下と なるべし。 籠城 致す 

上 は、 負けば 必ず 切腹と 思ひ定 むべき 事。 

く は 

是れ心 定めの 事 を 委しく 云 ふなり。 一先 づ 籠城して、 叶 はぬ 時 は降參 をな すべし と 云 

ふ 様なる 定まらぬ 心に て は、 籠城す ると も、 何ぞ 其の 節を遂 ぐる こと を 得ん や。 是れ 

男子の 膽 なく、 屈 節の 恥辱なる こと を 知らざる ものにして、 此 くの 如くん ば斷 じて 籠 

城す る ことな かれ、 初めより 籠らず して、 面 を かき 撫でて 降 を 乞 ひ、 敵の 旗下と なり、 

國に 在りて は屬國 となり、 邑に 在りて は屬邑 となる の 勝れる に 如かず。 然れ ども 將の 

國を 守り 邑を 守る、 必ず 其の 義 あり。 安ん ぞ義の ある 所 を 顧みず して、 遂に 投降す る 

の理 あらん や。 故に 其の 理勢、 籠城 をな すに 至りて は、 食けば 必ず 切腹と 心を定 むべ 

ニー，"  ち). V：  つ 1 

し。 古人 £.s も、 「兵 敗れ 力 窮まる、 死せ ずして 何 を か 待たん、 豈に 朝に 梁に 事へ 暮に 

晉に事 ふること あらん や」 とい ふ、 卽ち 此の 義 にして、 勝敗 は 兵家の 常 なれば、 楠 公 

の 如き 名將 にても、 時の 勢に ては湊 川の 討死 も ある ものな り。 唯 だ 其の 心 定め は 勝敗 

の 能く 動かす 所に 非ず。 明主 賢將 未だ 曾て 是れ なくん ば あらず。 聖賢の 書を讀 みて 切 
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琢磨す る處、 是れに 出で ず。 是れを 武士の 嗜 みと 云 ふ。」 此の 論 は 徒に 一 城の 事の 

みに 非ず、 天下 國 家に 貧き たる 大 議論な り。 故に 國君 は； 1^ 稷に 死す るの 義を詳 かにせ 

ずん ば 解せ ぬ ことなり。 和漢 共に 世を耱 ぎて 天下 國家 をし ろしめ す 人 は、 天下 國家已 

が 有に 非ず。 乃ち 祖宗 聖明、 天命 を 受け 人心に 順 ひ、 千 辛 萬 苦して 創業す る 所な り。 

後世 子孫よ く 祖宗の 心 を 體し思 ふべ し。 蓋し 天下 國家は 自ら 體統 あり、 苟も 一朝 夕の 

安 を 倫み、 外 夷の 辱め を 受け、 南宋の 如く 夷狄と 敵 國の禮 を 用 ひ、 淸 朝の 如く 初め 唤 

F^^^. 夷 を 指して、 バ ルバ ー レン 夷と 稱せ しに、 後 唤を名 譽の國 杯と 稱 したる 様、 國體を 失 

はば、 たと へ 數十年 國脈を 永く すと も 祖宗 喜ばるべく や。 若しくは 祖宗 以来の 國體を 

確乎と して 變ぜ ず、 たと へ 叶 ひ 難き 合戰 なりと も、 君 を 初めて 臣下と もに 命 を かぎり 

に 討 .t^ し、 少しの 恥辱 を も 蒙ら ずん ば、 たと へ數十 年の 國脈を 縮む とも 祖宗 怒るべく 

や。 國體を 失 ふ もの は、 祖宗 いかばかり 怒らるべし、 恥辱 を 蒙らざる もの は、 祖宗い 

かば かり 喜ばるべし。 是れを 人臣の 事に 比せば 自ら 分明な らん。 若し 暴亂の 世に 仕 ふ 

る もの、 一?:；： が？ i は 先祖 以来の 知行な り、 少しも 傷つけば 不孝な りと て、 面諛 因循して 


苟も 容れら るる こと を 取り、 直諫 讜 言せ ずば、 寵榮 せられて 身 を 全きに 終 ふると も、 

£ る 

聖 道の 容 さざる 所な り。 又 君臣の 義を 重んじ、 忠諫 して 少しも 曲げず、 終に 家 絶え 身 

亡ぶ とも 必ず 云 はん. 世 祿の士 さ こそ あるべき ことと、 國 君の 社稷の 爲 めに する、 人 

臣の國 君の 爲 めに する、 理は 一 なり。 此の 義を詳 かにせ ずん ば、 負けば 必ず 切腹と 思 

ニー) 

ひ定 むべ しと 云 ふこと は 解せ ぬな り。 更に 戰陣に 就きて 叉 一 事 を 添へ て 可な り。 

一 字 原本 棚 外 

にあり  兵法に 口 く、 「之れ を 死地に 陷れて 然る 後に 生く」。 

是れ 孫子 九地 篇の語 を 引きて- 心 定めに 就きて 又 ー步を 進めて 云 ふなり。 大概、 城に 

おそ 

して 陷り、 軍に して 覆へ る もの は、 心 定めな く、 將も 士卒 も 死 を 恐れ 敗 を 虞る るより 

して、 却って 死と 敗と に 至るな り。 今 心 定まる 時 は、 將 より 士卒に 至る まで 苟も 生く 

おとしい  おちい 

るの 念な し。 是れ百 萬の 衆 を^ね て、 是れを 死地に 陷 るるな り。 旣に 死地に 陷り 二念 

まひない 

たき 時 は、 却って 生 を 得、 勝に 至るべし。 南宋の 事の 如き、 金. 元に 赂 して 扱 ひ を 行 

と  しんく わい 

ふ 金 帛を絕 ち、 奪ら 富國强 兵の 圖 をな し.' 器械 を 修め 義勇の 民 を 募り、 秦檜 等が 首 を 

きり， 朝野 君 ぼ 共に 一 致して 必死の 働き をな さば、 金 . 元なん ぞ恐 るるに 足らん。 淸 
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朝の 事の 如き、 鴉片 代 料 二 千 一 百 萬 兩を散 じて、 粤東 義勇の 民に 賜 ひ， 盛んに 大砲 小 

銃 を 51 造し 軍艦 を 造り、 大いに 智謀の 士を 招集し、 埼善 等が 首 を 斬り、 朝野 君臣 共に 

一致して 必死の 働き をな さば、 唤 夷なん ぞ恐 るるに 足らん。 是れ 死地に 陷 りて 然る 後 

二、 

yv. ぱ， 生ずる の 道な り。 斯の道 を 用 ひて 生ずる の 明 験 は、 明の 子^に 如く はなし。 明の 英宗 

し^ *1  に ほ 北 51 の 擁し 去る となる 時に 當 りて、 于謙 直ちに 前んで、 郊王 祁赶を 立てて 帝と し、 iij^ 

* を g 化 * かに 英宗を 尊んで 上皇と 爲す。 廣上 #1 を途 還す る を 以て 名と 爲し、 歷-' 來り； g れり。 

靡と ffi.* 

朝野^^_々 として人に固志なく、 南 遷を言 ふ もの あれ ども、 獨り于 謙 言 はく、 「一 たび 

動けば 則ち 大勢 盡く 去らん、 宋の南渡！^みるべし」。 遂に 聲を大 にして！ ：！ く、 「敢 へて 

邀を： マ ：！ ふ 者 は 斬らん」 とて 群議 を定 む。 其の後 慮 稍 や 兵 を 腿 ひ、 上皇 を 還し、 明の 國 

家 幾ど危 くして 復た 安し。 是れ 死地に 陷 りて 而 して 生く、 心 定めの 落着す る 所な り。 

後の 國 家 を 守る 者、 深く 思 を 致 さ ざ るべ けんや。 

武 敎全甞 衆戰 大勢 を 以て 戰を なす 仕方 を 云へ り。 


大軍を 以て 小勢 を 討つ 謀 功の 事。 

これ は武敎 全書 衆戰 のうちの 一段に て、 總 じて 此の 衆 戰の篇 に 於て は、 大人 數を以 

て合戰 をいた す 道理 を說 けり。 就中 此の 段に 於て 大軍を 以て 小勢 を 討つ 謀を說 きた 

る は、 味方 大 軍たり とも、 敵の 小勢 を 侮りて 卒忽の 攻め 様 をす る 時 は、 多く は 敗る 

る ものな り。 故に 其の 謀を說 けり。 

一、 大を 以て 小 を 討つ に は、 山林 險 阻の 地形 をい とひ、 平 陸の きらくなる 地形 を 用 

ふべ き 事。 

大人 數を 以て 小人 數を时 つに は、 鬼 角 平 陸の 見切の 廣き所 を 用 ふるが 宜しき なり。 

山 や 林 其の 外ぬ ま 河が け 坂な どの 險 阻なる 地形 を 嫌 ふなり，。 險 鼠の 地 は 小勢 を 用 ふ 

るに は 便利 宜し けれども、 大軍を 用 ふるに は 進退が 不自由に なりて 宜しから ざるな 

り o 

兵法に： ：！ く、 「凡そ 戰 若し 我れ 衆に して 敵 塞なら ば、 險 阻の 間に 戰 ふべ からず。 須ら 

く 平易 寬廣の 地を耍 とすべし」。 . 
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尙ほ 又. 兵書に いへ るに も、 すべて 合戰の 上に 於て、 若し 味方 は 多勢に て 敵 は 小勢な 

. らば、 險附 なる 所に て合戰 をせ ぬがよ ろし。 ま づは平 陸の 廣き 場所に て戰 をいた さ 

ん とすべき ことなり e 此の 兵書の 詞 を ひきたる は、 大軍を 以て 險 阻の 地に て 合戰を 

いたす は， 必ず 宜しから ぬと 云 ふわけ を證 したるな り。 

• , せっしよ-  二け じろ むかへ じ. つ 

一、 敵國 切所險 難の 地形なら ば、 先づ付 城. 向 城 を 築き 陳城を 構へ、 敵の 働 を 察し * 

其の 變を 待つべき 事。 

前條 にいへ る 通り、 險 阻なる 所は大 軍に 利 方な し。 其れ故に 敵地 險^ ならば、 付 城 

や 向 城 や 陳城等 を 構へ て 味方に 不意 虚 なき 如く 全く 備へ て、 敵の 働き 仕方 を 能く 察 

して、 其の 討つべき 變の 出で 來るを 待ちて、 其の 圖を はづ さず 討つべき なり。 

ニノ  1!!:? 兵法に S く、 「能く すれば 之れ に 能くせ ざる を 示す」。 

, r:〇 

二.  又 兵書の 詞を ひきたり。 能くす る は 右の通り 味方 をよ く 調へ 備 へるな り。 然れば 敵 

も 又よ く 守り て 出で ざる ものたり。 故に 能くせ ざる を 示す と いふ ことが いるな り。 

敵へ は 我れ に 不意 虚 ありて 軍 中が 全から ざる 様に 見せかけ、 敵が 此の方に 不意が あ 


ると：3^Jして討って來る如くすべし。 左様いた して 十分に 敵 を 引出して 討つ べし。 

そつじ 

一 . 小勢の 方 大方 籠城なる べし。 大軍を 頼み 利を昆 ずして 卒爾に 取卷 き、 攻む ベから 

ざるの 敵 を 引出し 相戰 ふべ き 事。 

大 軍と 小勢と 合戰 をな す 時 は、 大概 小勢の 方 籠城す るな り。 必ず 勝つべき 圖をも 見 

ずして、 我が 大軍 を賴み 大人 數と思 ひて 卒爾に 敵 城 を 取 卷く時 は、 却って 敵の 計 策 

に 落 入りて 敗走す る ものな り。 小勢の 城に 籠りた る は、 狐狸の 穴に 居る を 取らん と 

する 如くに て、 だ 勝利の 得が たきもの なり。 鬼 角 大軍を 以て 小勢との 合戰は 野合 

の 戰に利 多ければ、 計 策 を 用 ひて 敵 を 引出して 戰ふ 如くす るが 宜しき なり。 

兵法に 曰く、 「我れ 衆に して 强 ければ、 爲 めに 怯 弱 を 示して 以て 之れ を 誘 ふべ し。 敵 

- 必ず 輕- しく 來り 我れ と戰 はん。 吾れ 鋭卒を 以て 之れ を 討た ば、 其の 軍 必ず 敗れ 

ん」。 

味方 大軍 にて 勢 ひ 强き時 は 其の 機 を かくして よはし と、 誠にった なく 及ばざる 如く 

に 見せかけ- 敞を おびき 出すべし。 敵 必ず 輕~ しく 來 りて 我れ と戰 ふべ し、 其の 時 
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我れ すこやかなる 士卒 をす ぐり て 敬 を 討つ とき は、 敵 必ず 敗北すべし。 

(伏 戰) 

熨伏を is ぐ 心得の 事。 sifBS 随 はは 「馮き g£」 は ほ。 

是れは 武教 全書 伏 戰の云 ひが かりなり。 覆 伏の 二字 は 前に もい へ ると ほり、 上の- 0 

は 多人數 ふせお く を 云 ふなり、 下の 伏 は 少人數 ふせお く を 云 ふなり。 此の 投は 右の 

伏兵 を ふせぐ 心得 を 云 ふなり。 

一、 覆 伏の 地 を 知りて、 其の 場 を 離れ 行く 事。 

く  *1 むら  か 

山 や 林 其の 外 草 村 村里 杯、 すべて 伏兵 をお くに 便り. ある 地形 を^ 伏の 地と 云 ふ。 加 

樣の 地の 伏兵の 疑 ひ ある 所 をば 離れて ゆきて、 平 陸の 伏の 設けられざる 所 を 行く が 

よきな り。 

一 、 備を たたみて、 くり 懸かる 事。 

伏兵の 疑 ひ ある 處は、 備を たたみて 繰り かかりに して 進む が 宜しき なり。 


て n.u 

ST 手 毎の 物見の 事。 作法 別卷に 之れ を 出す。 

も つみ 

且つ は 何れの 備 よりも 物見 をつ か はして 先 をつ まびら かに さぐり 知りて すすむが よ 

きなり。 作法 別卷に 之れ を 出す と ある は、 右の くり かかりに 備を たたむ 作法 は練陣 

の篇 にいで て をり て、 加 様の 時 は 備を四 行に たたみて 進むな り、 其の こと を 云 ふ。 

一 、 敵の 伏兵 を 味方に とる 事。 

是れは 吾が 備を 全くして 敵の 伏の 得お こらざる 如くす るか、 又は 虚を しめして 敵の 

伏のお こ る處を 吾が 全き 備を 以て 打取る か、 いづれ にしても 伏 を 置きた る詮 のな き 

やうに 役に立た せぬ やうに する を 味方に とる と 云 ふなり。 

一 、 陰陽の 備 あるべ き 事。 

我が 備、 陰陽の 備 正しく 助 救の 理に叶 ふ 如く 全く 設く べし。 是れ 肝要な り。 我が 備 

正しから ざれば、 前の 三 ケ條も 用 ひられぬ ものな り。 

兵法に 曰く、 「伏 を 探す の 法 は、 

是れは 兵書 を ひきて、 伏兵 を さぐる 作法 を 云 ふなり。  > 
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遠く 嘴 地に 入り、 營壘の 生 疎、 道路の 險隘、 

地 は 敵地の こと を 云 ふなり。 營 3| は 陣屋の こと を 云 ふなり。 生 はな ましい と 云 ふ 

なり。 棘 は あらめ なること なり ■。 險隙 はさ かしきせ まきこと なり。 はる./ i\- と 敵地 

へ いりて 陣屋 杯 もし かと 調 はず、 且つ は 道筋に も 切 所 難處が 多く あるな り。 

まさ 

其の 伏を設 くる を 恐れ、 尤も 當に 先き に發 くべ し。 

5$^ は あばく とよみて、 右の通りの 場 處杯敵 が 伏兵 を 設く ベ きかと お そ れの ある 所 は 

肝耍、 先達って さがし あばく がよ ろしき なり。 

伏兵 を發 くこと、 縱 橫の搜 索を將 つてせば 則ち 疎 失な し。  . 

伏兵 を さが 十に はかり そめの ことにて は ゆかぬ ものな り。 誠に たてさ まよこ さまに 

手 投を盡 して さぐり 求める が 宜しき なり。 加 様に すれば 則ち あらめ なる 失が なき も 

のな り。 

蕃く伏 を 捜す 者 は、 必ず 四 捜の 法に 依る。 俎 火 . 核 竹 ♦ 打 石 . 連弩、 

右の 伏 を さぐる に、 よく さぐる 者 は 四と ほりの さぐり やうが ありて、 是れ によりて 


さぐるな り。 四と ほりと 云 ふ は 則ち Iffi 火.： ^竹. 打 石. 連弩の 四つに て、 炬火 はた 

いまつな り、 夜中 なれば たいまつ を 投げ入れて さぐるな り。 媒竹 は、 桓 はつな なり、 

竹の 先へ つな をと りて 四方へ ひかへ て、 それへ のぼりて 高き 處 から 伺 ふなり。 打 石 

は 多く 石 をう ち 込みて 捜る ことなり。 連弩 は、 弩は ゆみの たぐ ひに て、 弓 杯 をし き 

りに い 込みて 捜る ことなり。 

生を拽 りて 死 を 縦す。 

尙ほ叉 伏 を さぐる に 心得が ありて、 伏の にげば 杯 も ある 所 はこ まかしう さぐりて、 

にげば もな き 死地に 伏して 居れば、 あまり こまかし くさ ぐらぬ がよ きなり。 若し 加 

様の 處 をく はしく さぐれば、 たと へ 小人 數 にても いのち を はめて 戰ひ をな す 時 はか 

へ つて 害の 多き ものな り。 先づは 伏の 有無 を しれば 宜しき なり。 

向を搜 りて 背を縱 す。 

是れも 都合 同様の 心 もちに て、 向 は 向 ふ、 背 はう しろに て、 前 を 捜れば うしろ は ゆ 

るして、 一方に にげ 道 を あけて おくが 宜しき なり。 
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ナ、 を 東に 縱 ちて 靜 かに 西を搜 り、 

是れ はさぐ らんと 思 ふ 方角 をお きて、 一方に て 火 杯 放ちて 色めきて、 じっと 伏の 疑 

はしき 方 を さぐるな り。 さすれば 能く しれるな り。 

弩を 左に 發 して 靜 かに 其の 右. ^捜る。 

是れも 间じ心 もちに て、 かたい 方に て 弓 杯 を 放ちて、 伏兵が さぐら れんと 思 ひつく 

處の なきやう にして、 靜 かに 其の 方角 を さぐる と 云 ふわけ なり。 右の通りに すれば 

能く 伏の 有無が わかる ものな り。 

是れを 伏を搜 ると 曰 ふ」。 

右の通り、 其の 處 其の 地に より、 手段 を盡 して さぐる を、 ほんとうに 伏 を さぐる と 

一 K ふわけ なり。 

(用 問) 

しろ！ W め 

計 策の 事。 


是れは 武教 全書 用 間の 篇の まひが かりなり。 此の 段 は 敵の 籠城した る 時、 計 策の 致 

から ぜゎ 

しゃう を 云 ふなり。 敵 戰ひを 好まざる ゆ ゑ、 耍 害へ 引 籠る。 是れを カ攻に するとき 

は、 人數を 多く 損し、 手間 を 取る ゆ ゑ、 鬼. 角 計 策 を 用 ひて 敵の 情 を はかり、 或は 城 

中 を 不和に いたし、 或は 討って 出で、 或は 降參 する やうに する こと、 城攻の 肝要. な 

(一) 孫子 謀 り。 上 兵 は 謀 を 伐つ といへば、 鬼 角 計 策 を 用 ふること 第一 の義 なり。 

攻篇に 5r つ。 

Kii 一 一、 弓. 鐵鉋. 矢. 玉藥計 策の 事。 

おく 

是れ等 は 孰れ も 軍 中 肝要の 入用 物な り。 此の 類 を 城 中 無二の 勇士 良臣の 中へ 餽り遣 

はし、 計 策 をな すなり。 然ると き は 此の 者间 中： J をした る ゆ ゑ、 城外より 送り 來 たる 

と 諸 卒疑ひ を 起し 不和になる ものな り。 勿論 書面の 物に 限らず、 城 中 不足の 武器な 

ど 遣 はし、 城 中 不和に 成る やうに 計る ことなり。  - 

1、 好む 食物、 音信 音物 を 以て、 時の 和談、 其の 口振り を 引き 見る 事。 

たぐ おく 

敵の 諸將 或は 頼みと 十る 所の 家老 杯の 中へ、 其の 好む 所の 食物の 屬ひ截 り、 お とづ 

れて 和談を 致し かけ、 敵の 口振りい ひ 方 を 引き しるべし となり。 たと へ 其の 計なら 

武敎 全書 講章  一 一 一 


dm 
六 
m  ^ 


武 全書 講章  一一 二 

ずと も、 ：ji;j ハの情 はしらる る ものな り。 

おく 

,5^ 歌に n く、 「幾度 も 敵の 陣へは 馬廳ゃ 酒肴 を 餽り計 策 をせ よ」。 

此の 歌の心 持に 致せば、 何ぞ計 策の 便りになる ことが 出来る ものな り。 

fl)  つ ひん 

兵法に！：：  く、 「凡そ 師を 興す こと 十 萬、 出征 千里、 百姓の 費、 公家の 奉、 日に 千金 を 

t^L、 內外騷 動し、 道路に なりて 事 を 操る を 得ざる 者 七十 萬 家、 相 守る こと 数年に 

をし 

して 以て 一 日の 勝を爭 ふ。 而も^ 祿百金 を 愛み て 敵の 情 を 知らざる 者 は 不仁の 至り 

なり」。 

いくさ 

是れは 孫子 用 間の 篇に 出で たる 詞 にて、 軍 をいた す 上に 於て は 間 を 用 ひずして 叶 は 

ぬ こと をい へるな り。 「凡そ 師を與 す こと 十 萬、 出征 千里」 と は、 十 萬の 軍兵 を 興 

し 催して、 本國を 出で 千里 も 隔たりた る 遠國へ 征伐に 働き 行くな り" 一 百姓の 费、 

公家の 奉」 と は、 民より 出す 所の 軍役 もや ひ 公儀の 入 e: なり。 奉 は 奉 養と， ム ひて 軍 

兵 を 養 ふ 扶持 等 をい ふ。 「日に 千金 を 費す」 と は、 右の通り 下 は 百姓の 费ぇ、 ヒは 

公儀の もの 入、 合せて は  一 01 に 千金の 入 目 かかるな り。 r 內外 騒動し， 道路に 怠り 


サ いでん はム 

て 事 を 操る を 得ざる 者 七十 萬 家」 と。 昔 は 井田の 法と 云 ふこと ありて、 其れにより - 

て 軍役 を だすな り。 八 軒して 一 人の 兵 を 仕立てて 出すな り、 或は 又 兵粮 を 運ぶ. たり。 

いくさ 

右の通り 國 中に 殘り 居る 者 も 軍に 外へ 出立つ もの も、 いづれ も骚 動して やむ ひま は 

なく、 軍器 兵粮 を 運びて、 本國 より 其の 軍 中までの 道の 止に 疲れ 苦しみて 事 をと る 

こと を 得ず * 我が わざとす る 肝要の 農業 を 勤む る ことならず、 やめて 居る 者 十 萬の 

軍兵 を 出 十に 七 卜 萬 軒 あるな り。 「相 守る こと 數年 にして 以て 一 日の 勝を爭 ふ」 と。 

右の 卜 萬の 勢 を 以て 敵と 對^ して 數年 脱み 合うて 居る は、 畢竟  一 H 勝利の 期 を 待ち 

I  をし 

て 敵 を 打破 ら ん と 欲する ばか り な り " r 而 も IS 祿 百 金 を 愛み て 敵の 情 を 知ら ざ る 者 

か ス 

は- 个 仁の 至りな り」 と は、 間 をつ か はざる の 軍 中 阈 中の 痛み 難儀に なること を 云 ふ 

.  , わん ゐちビ .S う  . 

なり。 時に 間 をつ かふに は！ Si 祿 金と 云 ひて、 事に よりて は 官位 知行、 或は 金銀 杯 

褒美に 與 ふること あるな り。 間 を 用 ふるとき は 敵の 情 早く 知るべき に、 右の 知行 金 

銀杯 を をし みて 用 ひざる ゆ ゑ >  敵の 情 を 明白に 知る こと 能 はざる と； ムふ訣 なり。 情 

は 軍情な りへ 勝つべき わけ、 負くべき わけの 內 にかくれ て、 外へ 見えぬ 所 を さして 

武， 议 全書 講章  一 一 一一 一 


武敎全 睿^ 章  一 一 四 

軍情と 云 ふなり。 右の通り 間 を 用 ふれば 勝負の 軍情 も 速 かに 知るべき に、 揽 かの 物 

を 杏み て 之れ を 用 ひず、 久しく 對陣 して、 其の 間に これ ある. 通り、 莫大の 費、 國中 

の 民の 疲れ 苦しみ 難儀 を考 へざる は、 不仁の 至り 至極と 云ふ義 なり。 此れ 以下に お 

いても、 やはり 城 攻の計 策を說 いて これ あるたり。 


未 忍 焚 稿 


未 忍 焚 稿 目次 


某氏に ぬ 口 ふる 書 弘化ニ 年  ：  一 二 一 

人の 忠を？ 1: へる に 答 ふ 弘化ニ 年  一二 二 

觀 梅の 記 弘化 一一 一年 二月  ニー 二 

R 黑 新右衞 門の 事 を紀す 弘化 一一！ 年 二月  一 二 四 

山中 新年 以下 詩 九 首 弘化 三年 二月 二十 七日  ニー 五 

海國丘 ハ談跌 弘化 三年 三月 (ち  一三 一 

大. e: 輝 弘の事 を紀す 弘化 三年 三月 (力)  一 三 二 

や の 難ず るに 答ふ幷 びに 序 弘化 三年 春  ニー 一一 一一 

新 夏卽事 以下 詩 五 首 弘化 三年 初夏  一三 四 

異賊防 の 策 弘化 三年 閏 五月 十七 H  一三 八 

甫田 先生に 上る 書 弘化： 一一 年閏 五月  一 四 六 

松 村 文祥を 送る 序 弘化 一一 一年  一 四 八 

*  ^  M  ^  lit 


*  ^  ^  ^  一一  八 

差 物の 事 弘化 三年  ；  一 五 〇 

元 就 公の 富 田 城 を 攻めし こと を紀す 弘化 三年 (力)  一 五 二 

®! の說 弘化 1 一一 年 (力)  一 五一 二 

淪語、 人の 過の 章解義 弘化 三年 (力)  一 五 四 

儉 文！： の辨 弘さ 一一 年 (力)  一 五 五 

隨 筆三條 弘化四 年 八月 一日  一 五六 

戰 法論 疑 一学 水 元年  一 五八 

太平 記 を會讀 する 引 嘉永 元年 二月  二ハニ 

戊 申上聽 前の 草 薬 や 水 元年 七月 中 W 

人に m ハ へ て納 を 約す る 書  一 六 三 

劍の說  一 六 四 

客 巾 以下^ 十一 一首  一 六 五 

^餘の 七 誓 直 解の 後に 書す 嘉永 元年 九月  一七 二 

雑 著 二道 |¥ 水 元年 十一月 同 二 年 二月 二十 二 曰  一七 四 

2^ 玉 君 管 美 鳥 軍事 を拜 する を賀 十る 序 嘉永ニ  41. 閑 四月 七 H   -七七 


講義 存稿 三篇 嘉永ニ 年 五月  一七 九 

葉山銷 軒に m ハ ふる 書 嘉永ニ 年 五月 十五 日  一八 六 

伊藤 某に 與ふ 嘉永ニ 年 五月 二十 五 H   一八 八 

縣世 幾に 與ふ 嘉永ニ 年 六月 十九 H   一八 九 

,$  -  嘉、 水 二 年 .一ハ《- 二十 二； W  一九 〇 

廻 浦存稿 嘉永ニ 年 七 

同 研の 諸兄に 與ふ  一 九 一 

馬關に 伊藤 木工 を訪ふ 以下 詩 三 首  一九 一 

重 il 園の 記 嘉永ニ 年 秋 (力)  了兀三 

倉 江に 濤を觀 るの 記 嘉永ニ 年 秋 (力)  一九 四 

佐伯驪 八の 美 島に 役す る を 送る 序 嘉永ニ 年 十月  一 H   一九 六 

操 習签蹄 稿本 嘉永ニ 年 十月 (力」  一九 八 

問 條 嘉永 三年  二 〇 四 

林亭 夏日 年月 不明  二 〇九 

侍 用 武功 年月 不明  , …… ニー  〇 

未 忍焚搞  ■  一丁 几 


頁？ B  ;U  二お fffl  IS 係 f せ 李 同 牛- 戰 つ 

蓥六篇 i«f お 太子 兵？/! i  1^  * 
照 に な は宗 • 家 は 代 。叶 

： 一: 出 孫 り 夫 李 IM に； a  i!^  ^ 代 孫 
一 づ？" 々衞 子し のの 起齊武 
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二 1 山 一 

»!」， その 始め 

に主本«^ぁり， 

の is- ん- いふ。 

曰く、 

一 . 能-、 人な 

知る ベ 

かにす る * 一 

一 、■ 常に 兵法 J 

なら はす 一 


(en お. ナ H 

國篇 に 出つ 

(五) 本； 衞公 

對下 おに 出 

.っ 


某氏に 答 ふる 書 弘化ニ 年  . 

かたじけな  つつし  • か. な 

前： U 書 を 辱 くす、 敬み て讀 めり。 而 して 論ずる 所予の 意に 合 はざる もの あり。 來書 

に z: く， 「今 は 兵家 者 流 交-' 治國の 術を說 く、 蛇足と 謂 ふべ し。 山 鹿 氏の 書、 始めに 三 

ケ  きけつ 

采幣の 條を繁 くるが 如き も亦然 り」 と。 足下 3 一 兑に兵 道 を 以て 奇譎の 術と 爲 すか、 抑." 

ニー)  いう 

又 單騎の 略と 爲 すか。 古より 兵 を 論ずる 者 多し。 而 して 孫. 吳 • 李 靖は 蓋し 其の t な 

る 者な り。 孫武 曰く、 「主 孰れ か 道. ある、 將 孰れ か 能 ある、 天地 孰れ か 得た る 1 法令 

孰れ か 行 はるる" 兵 衆 孰れ か强 き、 士卒 孰れ か 練れた る、 賞罰 孰れ か 明かなる. - - 吾れ 

此れ を 以て 勝負 を 知る」 と。 吳起 円 く、  r 國に 和せ ずん ば以. て 軍 を 出すべからず， 軍 

に 和せ ずん ば 以て 陣を 出すべからず、 陣に 和せ ずん ば 以て 戰を 進むべからず、 戰に和 

せ ずん ば 以て 勝 を 決すべからず」 と。 是れに 因りて 之れ を觀れ ば、 奇 誠の 術 は 兵の 本 

(五) 


に 非ざる こと 知る ベ し。 李靖 曰， 

未お 焚搞 


「大 にして 之れ を 言へば 君の 道たり、 小に して 之 

一 二 一 


未 忍 焚； _2  一二  二 

れを 言へば 將の 法たり 一 と。 是れに 因りて 之れ を觀れ ば、 單騎の 略 は 兵の 要に 非ざる 

こと 知るべし。 余 を 以て 之れ を 察すれば、 三 采幣の 事、 三 子の 說と 同じき こと 符節 を 

合する が 如し。 足下 以て 何 如と 爲す。  - 


ニ  ー  §^ 

ssu ほ 二十  一二 

巧に 出， つ 

C は «;  S こと 

(； 二)  * は然 

h- とする こと 

は然. -, すと 

する こと、 

て 其の s 

Hi.^ おさ ざ る は 

な *- こと。 0 

典， 《»;• 

な sfs . 藥陶 

s)  £.rff 

&—. C なほ、 

せ 一 六 七 


人の 忠を 問へ るに 答 ふ 弘化ニ 年  . 

或 ひと 問 ひて；：： く， 「忠の 道 如何」 と。 n く、  r 忠の道 は 承 順に 非ず、 趨 走に 非ず、 惟 

だ 中心の み」。 H く、 「中心と は何ぞ や」。 n く、 「實を 以てして 功名の 爲め にせざる の 

-ひ たと；.，  (1> 

謂な り。 縱令 功名 高大な りと 雖も、 實を 以てせ ざれば、 亦 忠と爲 すべから ず。 故に 君 

二-)  -- , . 

子 は，^ して 同ぜず。 昔の 忠 ぼ 皆 然り。 唐 虞の 時、 群臣 相 和； せり。 然れ ども 其の 事 を 

議 する や、 相 命 啡 して 必ずしも 同ぜず と。 蓋し 唐 虞の 臣 善く 忠の道 を盡 せるな り。 孟 

S) 

子：： く、 難き を 君に 责 むる、 之れ を 恭と謂 ひ， 善 を 陳べ邪 を閉づ る、 之れ を 敬と 謂 ふ 

と。 盖し恭 と 敬と は 忠の大 なる ものな り。 夫れ 危 きに 臨みて 命 を^し、 國に殉 じて 象 

を 忘る るに は 則ち 勇 を 以て 行 ふ。 然れ ども 恭敬に 至りて は、 其の 勇 ありて 而も 其の 智 


なくん ば、 則ち 能 はず」。 曰く、 「然 らば 則ち 智 なきと き は 中ん を盡 すべから ざる か」。 

曰く、  rm^ 者 カを盡 すに 亦實を 以てすれば、 卽ち忠 なり。 然れ ども 其の 效、 知者に 若 

(五) 

(五 1 謹 子 く 能 はず。 然 らば 則ち 大忠 を盡 さんと 欲すれば、 當に 大道 を學 ぶべ し。 語に 曰く、 學 

張 篇 第 十三 章 

t 出づ  びて 優 なれば 則ち 仕 ふと。 大 忠を盡 さんと 欲する の 謂な り」。 

田 ig 方再拜 

觀 梅の 記 弘化 三年 二月 

づ つ 

讀 書の 暇、 一 日、 志 某々 と 瓢を携 へ 粮を裹 みて， 栴を某 處に觀 る。 梅樹數 百， 竹に 

倚れる もの あり、 叢に 拔 きん づる もの あり、 溪に 臨む もの あり、 未だ 全く 開かざる も 

の あり、 「しに 全く 開ける もの あり、 千狀萬 姿に して 淸香 掬すべし。 是に 於て か 皆 善し 

と稱 す。 因って 各.' を 分ち て 詩を陚 し、 日暮に 及ぶ も猶 ほ徘， ¥ して 歸 る こと 能 はず _ 

しばら  ば さ 

少 くして 月 東 山の 上 を 離れ >  梅林の 間に 婆娑 たり。 乃ち 殘瓢を 傾けて 敏， 杯を盡 す。 予 

曰く-  r 盃を 舉げて 明月 を邀 ふれば、 影に 對 して 三人 を 成す。 花 間の 置 酒 淸香發 し、 

. 未 忍 焚 稿  ニニ 一一 


•  , ^忍 焚 稿  二： 四 

ひ  二)  いか 

(n  (卞 つて 11|：{ 條を俛 き香雪 を 落す。 太白. 子瞻の 詩な きを 奈何に せん」 と。 皆：： く  * 「太 

T^f  I" - 宋の伊 

ih. 白 • 子 瞻の興 あり、 何ぞ 傷まん」 と。 叉 酌む こと 數杯， 夜 深く して： S る。 歸路相 謂つ 

たけな は  かたむ 

て：：： く， 「花、 闌 なれば 則ち 落ち， 日、 中 すれば 則ち E にく。 人、 壯 なれば 則ち 老ゅ。 

百年の 間， 黽勉の 急 ありて 游 優の 暇な し。 然れ ども 終日 文字に ぎ沒 する も、 白 首まで 

得る ことなければ 則ち 何の 益 あらん。 暇 を 倫み 間に 投じ、 月 を吟じ 花に 迷 ふ も、 ii? も 

得る こと あらば 則ち 亦 可な り」 と。 因って 以て 記す と 一 K ふ。  田矩 方： 冉拜 

目黑 新右衞 門の 事 を紀す 弘化ヨ 年 二月 

かんなべ  まさ 

子 晴久、 神 邊械の 將に陷 らんと する を 聞く や、 乃ち： 新 をして 五 百 餘騎を 率ゐて 

之れ を 1^ けしむ。 IF 久 之れ に 命じて H  く、 「卿. 山 名 氏 政 を 安ん ずる こと 能 は ざれば 

復た相 見る ことな けん一 と。 新、 命 を 受けて 行き、 氏 政に 途に逢 ふ。 氏 政：：： く、 「我 

が 勢 漸く 衰へ、 敞勢 日に 熾ん に 月に 盛んな り 已 むこと を はず、 城を棄 てて 上れり」 

と" 二人 立ちて 時事 を 語る こと 久し。 新、 吿 ぐるに 晴久の 首 を 以てし、 手兵 を 以て 氏 


政に 恩して ：II く、 「我れ 將に 神邊に 赴きて 死 せんとす」。 氏 政 曰く、  一 毋れ、 我れ ヒに 

城を棄 てて 去る、 子 死す る も 亦 何の 签 あらん。 晴久公 も 亦 何 ぞ子命 を 用 ひずと 曰 は 

ん」 と。 新、 聽 かず、 神邊に 赴きて 死す。 新の 死 や、 子の 利た る ことなしと 雖も， 


亦 夫れ 義 なり。 お |擔|, 


田；^ 方： 冉拜 


山屮 新年 以下 詩 九 首 弘化 三年 二月 二十 七： r 

山中 新年 

朝市 山林 もと 同じから ず、 


朝市 山林 元 .个2 

晏起東 窓 日-」 紅 


U 安 起 十れば 東 窓 日已に 紅な. 


isi,^ 風 蕩禅 柳 は 催す 和風 駄荡 の视， 


栴薫駕 語 K 院中 

雪 融鬥^ 泥 方 滑 

氷解 池 寛 水 初 通 


梅 は 薰る鴛 語 W 院の 中。 . 

雪融け て 門 徑泥ま さに 5£ かな. 

冰 解けて 水 初めて 通ず。 


二 五 


吟人 元來閣 無事 

且祝 新年 舉 一 觯 

隔：： 離 以必呼 隣 翁 

斯巾 C 在 有 佳 致 


ぎんじん 

吟 人元來 閑に して 事な し、 

しばら  し 

且く 新年 を 祝 ひて  一 を舉 ぐ。 

離 を 隔てて 何ぞ 必ずしも 隣 翁 を 呼ばん" 

斯 の 中 自ら 佳 致 あ. る あり 。 


早 舂、 分ち て 韻 微を得 

職 破素皇 初解圍 腦 破れて 素皇 初めて 圍を 解く、 

東 君 自在 將 天威 東 君 自ら 在り 天威 を將 ふ" 

ていせい み  ひら 

風 輕庭砌 梅お 咲 風 は輕く 庭砌梅 看る/ \ 咲き、 

日 暧門践 草 未 肥 日 は 暖かに 門蹊草 未だ 肥えず。 

山 近 偏忻^ 喲敉 山 近くして 偏に 忻ぶ赏 嘴數- なる を- 

城 遙轉愛 客來： t 城遙 かにし て轉た 愛す 客 來樣な る を < 

惫呼 筆硯思 詩句 急に 筆硯を 呼んで 詩句 を 思へば. - 、 


メカ，？ 籠 峰 潜夕陣 

〇 

懶赌尙 是貪爐 紅 

未見 春郊 和氣融 

黄卷 時々 披且讀 

c 忻至樂 在斯中 


舂籠峰 を 籠め て 夕 暉潘， 


懶赌 なほ 是れ爐 紅 を 貪る、 

未だ 見ず 春郊和 氣融く る を 。 

ひら 

黄卷 時々 披き 且つ 讀 めば、 

よろこ  こ  うち 

自ら 忻ぶ至 樂斯の 中に 在る を- 


瓶 梅 

野 梅 來托竹 瓶 中 

愛 此瘦枝 欺 臥龍 

幽 粧愛爾 侵寒發 

不引 世間 蝶與蜂 


野 梅 來り托 十 竹 瓶の 中、 

愛す 此の 瘦枝 臥龍 を 欺く を。 

なん ぢ  ひら 

幽粧 愛す 爾寒を 俊して 發 き、 

世間の 蝶と 蜂と を 引かざる を- 


未 忍 焚 稿 


ニー  七 


二) タ IS に 

3E じ， 時 ％ 人 

るる 囊 


未 忍 焚 

舂 

1: 裕雨聲 轉作寒 

小 樓； £ 牛- 發書看 

初覺入 .舂 蘇 方 永 

一 径兵箱 讀易殘 

〇 

細. 响 i ^織. れ日强 

頭久掛 古錦囊 

閱^ 斷無客 叩 門 

淡泊 尙有 書滿牀 

微寒微 暖脾正 美 

諫^^1讀畫^^^,偏長 


四 襟の 雨 聲轉た 寒 を 作す、 

小 樓に祜 坐し 書を發 きて-むる。 

初めて 覺ゅ 春に 入り て 4： まさに 永. 

一 卷の 兵雜讀 んで殘 し 易き を。 

れん .1- ん  KAB- 

細-肉 )1 織と して 五日 强、 

辟 丄頭ク 、しく 掛く古 錦襄。 

2 'き じゃく 

閱寂斷 えてな し、 客、 鬥を 叩く こ. 

淡泊 尙ほ あり、 書、 ^に滿 つる こ 

微寒 微暖、 睡 まさに 美し、 

書 を 讀み畫 を 護み 偏に 長し。 

窓 を 推せば 野 春色 遍く、 


八 


芳草 新 花 暎黄揚 

先 擬新晴 携友去 

烟 深處： 弁 春陽 


芳草 新 花、 黄 裼に暎 ず。 

とも 

先づ擬 す新晴 友を携 へて 去」 

烟^51荣 き 處 春陽 を 弄ばん。 


春 夜卽事 

四 隣人 定夜 不譁 

東 峰 月 出 上窓紗 

讀書 偏；！ -il 魔逼 

立：^ 石 泉 煎 苦 茶 

此中幽 情 亦 非 俗 

筒 是世外 淡 生涯 


四隣 人 定まり て夜譁 しからず、 

東 峰 月 出で て 窓紗に 上る。 

ひとへ  - 

讀書偏 に 睡魔 の 逼 る を 愛 へ 、 

立って 石 を 汲 ん で 苦 茶 を 煎 る - 

此の 中幽情 また 俗に 非ず、 

こ は 是れ世 外の 淡 生涯。 


春 日自咏 

未 忍焚椅 


九 


鈴 

© 


未 ^ 焚 お 

拍々 浮流 击 

-^. 柳 依々 受風斜 

此身 無定處 

杖 隨處是 に —家 


三 〇 


閑 峰 拍々、 流れに 浮んで 去り" 

#- 柳 依々、 風 を 受けて 斜 なり" 

自ら^ ふ 此の 身定處 なく、 

杖！^ 隨 ふ 處是れ 吾 が 家 な る を . 


(SS 居雜詩 

寓居米陌^^3:藤中 

却與 出家 氣味： §： 

月朗 庭^ 香 故 郁 

風 生^馬 響 丁 東 

高！ II 無 客 兌日靜 

故紙 惟中 意何窮 

-1? 墨 時 摸； 代書 


-ぽ 居す 朱 mils: 鹿の 中、 

却って 山家と 氣味 同じ。 

月朗 かに 庭 梅 香^8 郁たり、 

風 は 生ず^ 馬、 響 丁 東たり。 

高樓 客な く竟 B 靜か に、 

故紙 堆巾意 何 ぞ^ まらん。 

■f 磨り て 時 i4M6I, 代— S: 


(二) 孟チ膝 

文 ヘム 下 九 

章に 「孟子 曰 

く、  ！. に 

も-好まん や。 

下已む を 得 ざ 

れ！ 1^ なり」 と 

出， つ 

(二) 樺 朱の 

愛 説 

は！ §の はじめ 

サ； 法 <SJ の-邪 

說義 现の途 を 

菜した る 時、 

s^f 教の復 S: を 

上 言せ り 

(五) ^« 

(六) S 

(七) 孔 

はすと ころの 

® の歷 i 

(八) 論 子 

ぬ 篇に、 孔子 

衞の 人； Z タノき 

を 見て 民政の 

こ とに；； T ひ、 

先， つ 之れ を 富 

i し 次に 之れ 

な 敎 ふべき こ 

とも  一一 S へる あ 

り。 故に ここ： 


諫書頻 慕 古人 風 書を讀 みて 頻りに 慕 ふ 古人の 風。 

癡癖爲 嫌 蹈藤土 瘦癖 ために 嫌 ふ 鹿 土 を蹈む を、 . 

もつ う 

1 ^吟韩 出門 慷 一 械の 呤鞋、 門 を 出づる こと 箭し。 

海國 兵談跋 弘化 三年 三月 (力)  ， 

ニー-  (三) 

夫れ 古の 言 を 立つ る もの は： .」 む を 得 ざり しなり。 揚 墨の 道 盛んにして 孟子の 辯 起り、 

§  §  (六)  ，七) 

義理の 途亂 れて董 子の 說 始まる。 故に 詩 は 其の 志 を 言 ひ、 書 は 其の 事 を 記し、 春秋 は 

其の 名分 を 明かに す、 巳む を 得ざる に 非ざる ものな し。 燒季の 世に 至りて は然ら ず、 

專ら 詩文 を 以て 家に 名 づけ、 筆に 任せて 書 を 著 はす。 而 して 天下 後世に 益な きもの 滔 

滔 として 皆是れ なり。 方今 太平の 久しき、 其の 弊 尤も し。 而 るに 仙 臺の林 子 平 は 則 

ち然ら ず。 慨然と して 自ら 奮 ひて 曰く、 「天下 安し と 雖も戰 を 忘れな ば 則ち 必ず 危し、 

先哲の 明戒、 忽 諸にすべからず」 と。 乃ち 海 國兵談 十六 卷を 述べ、 以て 兵 道 を 論ず。 

其の 書 始めに 外 寇の猖 狂 奸雄惡 むべ く 長 る ベ き を 言 ひ、 次に Li^ 富 敎の耍 を 言 ひ 、 終-に 

未 忍 焚お  一 三 一 


未 忍 焚- m  二 1 ニー 

へいい そしょく 

は とお *  g5-r 校の 制. 君 將の道 • 地 利の 概を言 ふ。 子 平、 人となり 武 を：^ み、 敝 ^竦 食して 以て 

の こと 

.  あ ャ-ら  . 

其の 身 を 習 はし、 遠近に 游麼 して 以て 地 利 を， 祭 かにす、 太平に在りと雖も其の^:!ら52 

n と 

苦す る こと 兵 間に 在る が 若し。 又 嘗て n く、 「親しく 外 夷人. に 接し、 外爽の 情 狀を詳 

かに 十る こと 余に 若く ものな く、 世の 兵書 は 余の 書に 若く ものな し」 と。 余、 子 平の 

こ C  <•  ごと 

人となり を 喜み、 叉 其の 書の 巳む を 得ず して 作る こと， 古の ず を 立つ る ものの 若く、 

而 して 以て 世の 詩文 を 以て 自ら 名づ くる 者， を激. する に 足る を 愛 十。 因つ て 其の後に 题 

十と 云 ふ。  田矩方 拜 

大內輝 仏の 事 を紀す 弘化 三年 三 § 

S リ」 , 水祿 十一 年 十一月 十一 日 * 大 內輝弘 三千 餘^ を 率ゐて 防の 山 口に 入る。 初め 義隆 • 

. 3  ii 陶 某の 弒 する 所と なる。 輝 弘は義 輿の 孫な り、 防は大 內の舊 都な り。 t,l;Ifw 是に 

a  一一)  s) 

( , Si*. 於て 毛 利 氏、 大友 氏に 事 あり。 雲 伯の 兵 概ね 畳の 立 花に 在り。 宗麟 乃ち 兵 を 輝弘 に^ 

み、 ！ し、 之れ をして 其の 間に 乘ぜ しめんと す。 輝弘、 山 口に 入りて 舊 都の； i 转を 兄、 且つ 


(五) Isws 

.sriw 郡に あ， 0 

(さ この 年 

春な K は 林 ほ 

人の 0*" に 萬し 

て 1ポ 皋 も ^ め 

居 たり。 後出 

一 七 二 IB; 「^ 

おの 七 害 直 解 

の 後に gs す」 

，照 

(七) ナ、 

^ち 松 

(八) 論： 恐 ほ 

政 « 第二 十 

M に 「其の 鬼 

に 非す して 之 

れも $K る は 

ふなり」 と 9E 

(九) S. ナ勝 

文 公 下 九 

々： い-、 模 * の S 

_1 ^愛 説の 如き 

は 人倫 を 素す 

邪說 なり。 こ 

の 邪說を 

ち 以て ffi き 防 

ぐ は ffi 人の it 

な h-i"  ？ S 一一 I 

お 1 六 〇頁《 


吉 川の 兵 大いに 至る と 聞き. 心長懷 して 謂へ らく、 久しく 留まる こと 難しと e 乃ち 去 

(5 

る。 吉 川の 兵 之れ を 尾 擊す。 秋穗、 時に 畳の 船な し、 吉 川の 兵 急に 之れ に え 輝弘 

くるし  なんちら よさ つと 

大いにお み、 茶 山に 登り、 從 者に 謂って：：： く、 「汝 曹當に 力めて 璺 後に. tl.^ て汝の 

まさ 

主に 報ずべ し、 我れ 將に死 せんとす」 to 乃ち S 殺せり と 云 ふ。 田 姐 方再拜 

客の 難， f るに 焚 n ふ 丼び に」： t 弘化 三年 赛 

,卅 方、 居に 在りて 災に逢 ひ、 書籍^ 服皆燒 亡せ り。 客、 矩方を 難 じて 曰く、 「佛 

そし 

を 毀る の 罪に 非ず や」 と。 IS 方 之れ を 解く。 其の t 射に：： く。 

客、 田 子 を 難 じて H  く、 「五" れ 聞く、 佛を 毀る 者に は 必ず 佛の罰 ありと。 今ゼ. "子 儒 を 

挾んで 佛を 毀り、 口に 關鍵 なし。 佛の罰 固より なり。 宜しく 佛を拜 して 罪 を 謝すべし。 

いた 

や； ら ざれば 災禍の 格る こと， 飛るべからざる なり」 と。 田 子 曰く、 「吉凶 禍福 は 固より 

たと  一八- 

定数 あり、 佛に 謝する も 亦 何の 益 あらん や。 縱ひ益 ありと も 君子 は爲 さず。 其れ 其の 


鬼に 非ず して 之れ に 事 ふる は ふを以 てな り。 且つ 孟子：： 

未 忍焚搞  i 


ん) 

•  » 匕 匕， 


-言 ひて 楊 墨 を 


>ー. 一 

お 


ョ £ぉ院 

に、 は 

.K ならん l.-i 

も *s し、 心 は 

な...， -ん こ. t 

ヶ^ レ， は 

w な.. ■> ん こと 

tf. 行 は 

方な らん こと 

* 欲す」 と あ 


未 忍 焚 稿  ニー 一四 

ぐ 者 は 聖人の 徒な りと。 苟も 能く 聖人の 意に 合 はば 獨り災 を- # へざる のみならず * 死 

と雖も 之れ に ^=ん ず。 且つ 夫れ 我れ は 天 民な り。 怫は 精神 今に 存 すと 雖も、 何ぞ天 民 

を 害する こと を 5£ んゃ。 ？れゃ 怫の今 を距る こと 幾年 ぞ や- 何ぞ 其の 精神の 今に 存 十る 

はば 

こと あらん や」。 客、 言^み て H  く、 「； r せ 子の 言 は 則ち 善し。 然れ ども 深く 人を责 め、 

淺く 己れ を 貴む る ことなき を 得ん や」 と。 田 子 II  く、 「！？；" れ 常に 心 は 小な らんこと 欲 

し、 g は大 ならん こと を 欲 十の 語 を 愛 十。 居常 恭敬なる は 心 を 持す る 小な らんこと を 

欲 十れば なり。 非なる を 知らば 則ち 直ちに 之れ を 辨じ、 枉 なる を 知らば 則ち 直ちに 之 

おもへ 

わ を^く 十る は、 膽の大 ならん こと を 欲すれば なり。 故に 意 謂ら く、 心 を 持す る こと 

小なる は 則ち 膽の大 なる を 傷らず と。 是れ予 が 志す 所な り。 是の志 一 たび 立ち、 變县 

すべから ず。 願 はく は復た 多言す る ことな かれ」 と。 


新 夏卽事 以下 詩 五 首 弘化 三年 初夏 

新 夏卽事 


(•：)  i< の 玄 

«、 蘇 1« 坡 


竹 窓 靜^: 訥蘇詩 

方 是午眠 始醒時 

淸風掠 座 襟懷淨 

轉覺 一 倍 添 4? 奇 


竹 窓に 靜 坐して 蘇 詩 を：^ す、 

まさに 是れ午 眠 始めて^ むる の 時 „ 

かす  きょ 

淸風座 を 掠め て 襟懐 淨し、 

轉た覺 ゆ 一 倍 句に 奇を添 ふる を。 


さ 一) 妻不士 

保 〔關 傳」 


又 赛士 保の 親に 次す 


園 樹雨過 漱芽 

綠陰疊 々接 軒斜 

吟人迂 計 出門 去 

却 向 涼 林 尋晚花 


"」 / ハ 

一： IK; 


園樹雨 過ぎて 嫩芽 ffi し、 

綠陰 疊々、 軒に 接して 斜 なり。 

吟 人の 迂計、 門 を 出で て 去り、 

却つ て 涼 林に 向って 晚花を 尊ぬ- 


禪房、 榻を假 る 

ちゃうく 

杖 屦吟遊 野 水 東 杖屨吟 遊す 野 水の 東、 

未 忍焚搞  一 


in 五 


偶然 經過梵 王宮 偶然 經過 十梵 王の 宮。 

小 園： 彷々 淨新竹 小 園 密かと して 新竹淨 く、 

幽砌^^35々生^桐 幽砌 々として 桐 生ず。 

.V つじよ 

節 序 忽驚夏 半 逝 節 序 忽ち 驚く 夏 半ば 逝け る を、 

風流 偏愛 涼 方 通 風流 偏 に 愛す 涼 の ま さ に 通ず る を - 

„g ^信 脚聊催 睡 „1牀 脚 を 信べ 聊か 陲を 催す、 

彷彿 夢 魂 逢 遠 公 彷彿の#^魂、 遠 公に 逢 ふ。 


1^-:^ 小摟 

Iwi. お 風月 吟情迷 

鎮 杖奚褒 到處携 

已是 漫遊 終歲誤 

何 論^ M 數時稽 


iiK 風月、 吟情迷 ふ、 

れい V. やうけ いなう 

^^杖奚襄、 到る 處に携 ふ。 

匕 に是れ 漫遊、 終歲を 誤る- 

何ぞ 論ぜん 淺醉救 時の 稽。 


新詩费 句 難 g:- 

香胺 有^ 價自低 

感慨 古今 豪傑 廣 

小 祥舊壁 幾留题 


新 詩 田 心 ひを费 して 句穩か な り難ノ 


かう らうみ, 

^ 念 


香 稳 あり 價 自ら 低し。 

感慨す、 古今 豪傑の 蹺、 

小 祥舊壁 幾た び か题を 留めた る _ 


梅雨、 數 日出で ず 


梅 媒數日 掩柴荊 

^々や 胸中 乃 不平 

竹 杖 芒 韩さ掛 壁 

青柳 几 獨挑紫 

臥 遊 有畫供 風致 

新 句 無 < ^同 細 評 

此裡誰 知 快然處 

未 忍 焚 M 


梅 謀數 日、 柴 荊を掩 ふ、 

i 「客 の 胸中 乃ち 平 か な らず。 

竹 杖 t 鞋空 しく  に 掛け、 

靑 ffi 烏 几 獨り藥 を 挑ぐ。 

臥 遊， 畫の 風致 を 供す る ある も. 

新 句、 人の 細 評 を 同に するな し „ 

此の 裡 誰れ か 知る 快然 の處、 


七 


* 忍焚搞  ， 一 一一 一 八 

自研龍 孫 和漿烹 自ら 龍 孫 を 研して 漿に 和して 烹る。 

異賊防 i- の 策 弘化 三年 閏 五月 十七 日 

兵法に M  く、 「兵 を 用 ふるの 法 は、 其の 來ら ざる を恃 むこと なく、  .f:: が 以て 待つ ある 

を恃 む。 其の 攻めざる を恃 むこと なく、 吾が 攻 むべ からざる 所 ある を恃 む」 と。 方今- 

遠两 獗 なり、 我れ 何の 待つ 所 ありて、 而る後 之れ を恃む や。 Z.  く， 四 あり。 人卞能 

く辨 ず。 器械 能く 利な り。 操 練、 法 あり。 戰守、 術 あり。 凡そ 此の 四 者 は、 國 家の 急 

務 にして、 一日 も缺く ベ からざる ものな り。 

人才 能く 辨 ずと は 何ぞ や。 H  く、 人 各-' 長ず る 所 あり。 其の 長ず る 所に 因りて 職を投 

3 一) 

くと。. 溫 公の 所謂 德行 ある 者 は 敎化を 掌り、 文學 ある 者 は 顧問に 恃 ち， 政 術 ある 者 は 

守 長と なり、 男 略 ある 者は將 帥と なる が 如き 是れ なり。 苟も 其の 長ず る 所 を 知らん と 

欲せば、 士を 取る に 策 論 を 以てする に 如く はなし。 策 論 は 唯 だ 議論の 純粹 なる を 取り 

て 語の ェ 拙に 拘ら ず。 或 ひと！：！  く、 「策 論 を 以て 士を. 取らん と 欲する も、 當 今の 枇、 


代の 帝、 *!e 

は IS の ST 

二  は 高祖の 

功！ にして ss" 

良 • 蘸 何 • 韓 

3 な り 

一 五) wfw の 

衰 ふるや， 王 

莽、 權 も-奪 ひ 

て 新.^  す 

(六) E ず 一 

亡ぼしお る 後 

の 始祖 光武 

帝， この 帝 

助けた る 功臣 

ニト八 人の 像 

も 帝のと. 5 

に く。 

A ニー  十八 將 

(七) 前？ € の 

武帝 • 招 帝に 

«f へ て 財政の 

難局に あたり 

趨の W 賫制ゃ 

平 均 輪の 

法 を 立つ 

(八) 北 * の 

祌宗に 事へ て 

庶政の 大 改革 

1:- たせる 人。 


人な きを 何 如 せん」 と。 殊に 知らず、 上に 賢 を 好む の實 あらば 則ち 人な きを 憂へ ざる 

てん ゆ  <- 四) やさし 

を。 昔秦の 亡びん とする や、 相 率ゐて 詔！^ を爲 す。 而 して 高祖- 赤 幟 を 建てて、 三 傑 

£) まう つ  r 六) 

の 徒 起れ り。 西 漢の衰 ふるや、 相 率 ゐて新 莽に屬 く。 而 して 光武. 義兵 を唱 へて、 二 

十八 將の徒 起れ り。 他な し、 賢 を 好む こと 誠にして 實 あれば なり。 且つ 夫れ 人才 は 之 

れを 育す るに 道 あらば、 則ち 成る ものな り。 或 ひと 叉 曰く、 「策 論 を 以て 士を 取らば、 

則ち 其の 弊 擧げて 言 ふべ からざる もの あらん。 漢の武 帝 は桑弘 羊の 興 利の 說を用 ひ、 

せう ぜん  (<■> 

而 して 犬 下 蕭然、 末年に 盗 起る。 宋の祌 宗は王 安 石の 新法の 議を聽 き、 而 して 犬 下 騒 

然、 國 未だ 嘗て 富まず。 是れ 其の 弊な り」 と。 此れ 亦 思 はざる のみ。 苟も 上に 仁義の 

心 あらば" 則ち 邪說憂 ふるに 足らず。 彼の 二君 は 英明の 資 ありし と雖 も、 外に 征伐の 

よく 

意 あり、 內に 富強の 欲 ありき。 故に 邪 說の惑 は 十 所と なりし のみ。 能く 仁な らん か、 

稅斂を 重く し 杨役を 急に する に 忍びず。 能く 義 ならん か、 其の 有に 非ず して 之れ を 取 

しう れん  > "い 

るに 忍びず。 古より 國 家の 害、 收斂を 最と爲 十。 故に 曰く、 上に 仁義の 心 あらば、 則 

ち邪說^|,*-ふ る に足らずと。 

未 忍 搞  一 三 九 


未 忍 焚 松 


ra〇； 


新法と は _ ^苗 

市 S 法 . S 

法 . W 、甲 法 • 

(一) ？2» に、 

兵法に s くと 

I- て、 ごの： 

引かせられた 

(二)  #s 

の 作 *:a  士  W 

の こ とか 


器； W 能く 利な りと は何ぞ や。 S く、 夫れ 器械 は 兵の 大威 なり。 故に n: く、 「器 ！w 利なら 

あた 

ざれば 卒を 以て 敵に 予 ふるな り」 と。 方今 治平の 久しき、 人々 亂を 忘れ、 器械 を^ 5i 

する こと 率ね 以て 商人に 委し， 粉飾 を 先にして 精 利 を 後に す。 若し  一 n: 兵 變に遭 はば， 

未だ 必ずしも 卒を 以て 敵に 予 へずん ば あらず。 趙 常吉： n く、 「器 を 造る は. 器 を 用 ふる 

の 人に や. ざれば、 未だ 必ずしも 精緻 堅固なら ず」 と。 正に 方今の 弊たり。 若し 夫 わ- K 

府の 器械 は >  患、 該官 茫然と して 造 用の 法 を 知らず、 務めて 節 $ ？に從 ひ、 ^つて 其の 

利 を 失 ふに 在り。 善く 處置 すべきな り。 そ 器械の 利、 守 具 は 愈 ~重 くして 愈-妙に， 

戰具は 愈- 輕 くして 愈. -妙 なり。 一：； し 守 は.，^ 敗の 地に 立 ち て 動 描 せ ざ ろ を 以て 主と 爲 

し、 戰は 敵の 敗 を 失せず して 變 化^られざる を 以て 主と 爲す。 故に 防寇に 在りて は、 

則ち 鋭 砲の 利 は 重大 に して 遠き に 及ぶ に 在り-」 此れ 亦詳 かにせ ざるべ からず。 

操 練 法 ありと は何ぞ や。 n ぐ、 温 公：： く、 「兵 を 養 ふの 術 は 精な らんこと を 務めて、 

多 からん こと を 務めず」 と。 i し 精を務 むる は 操 練に 如く はなし。 夫れ 操 練の 法、 火 

器に ずる^ を 以て 一 卒と爲 し、.，^ 滑. 短 兵に .£K ずる 者 を 以て 通じて 一 卒と爲 し、 1 ソ. 


馬に-お ずる 者 を 以て 通じて 一 卒と爲 し、 ^射の 法 を 習 はしむ。 兵士 は 幾千 萬なる を 論 

ぜず、 分ち て 三 卒と爲 し、 一 人 も 精なら ざる ものな からしむ。 春秋に は、 將軍狩 に 

託し、 兵士 を 率 ゐて操 練を爲 し- 金 鼓 以て 其の 進 止 を 節し、 旌旗 以て 其の 分 合 を 習 は 

し、 十 百の 部隊 をして 一 人 を 使 ふが 如くなら しむ- 

戰守術 ありと は何ぞ や。 曰く、 人才 旣に辨 じ、 操 練旣に 熟し、 器械 旣に 利なら ば.. 則 

ち將に 之れ を 實戰に 施さん とす。 實戰の 法、 喊、 海に 在りて 陸 を 去る こと 十七 八 町な 

かすお S 

らば、 則ち 大銨數 ii を 以て これ を 拒 守す。 十 町內に 近づかば >  則ち 所謂 數 丸なる もの 

を 以て 急に 打 放し、 贼 をして 陸に 上る に 及ば ざら しむ。 屯 丸と 謂 ふ は 數丸を 一 简に裝 

fcs  (三) 

(二)  光、 する を 謂 ふ。 而 して 丸の 點 ずる 所、 廣狹 長短 唯 だ 意の 欲する 所な り。 戚子ド く 「弓 

卞は； ル敬" W 

^火器の 若き に 至りて は 皆 長 兵な り。 力 百 歩に 至るべき もの 五十 步 にして 發し、 力 五 

番」 卜 八卷の 

* あ- リ  十 歩に 至るべき もの 二十 步 にして 發 する、 此れ 亦 長 兵 短 用の 法な り。 長 なれば 則ち 之 

(En  まこと 

(S  S? 兵 れ を勢險 なりと 謂 ひ、 短 なれば 則ち 之れ を 節 短な りと 謂 ふ」 と。 信に 其れ 然る か。 陸 

に 「故に 

swis は〕 の 若き は 則ち 亦 海戰の 法に 照して 打 砲す。 但し 二三 間に 逼 らば 則ち 畏输短 兵 を 以て 

水 忍 i《 0  一四 一 


. ^忍 焚 稿  一 门 二 

て. 其 ；?? 相 刺 撃し、 ^. 討 を 以て 賊陣 の橫背 を衝 く。 竊 かに 按ずる に、 上古の 制、 率ね 騎射 

なり」 t あり。 -,  あ 

0 五一 を 用 ふ。 中古 は， M を廢 して 步を用 ひ、 馬 は 只 だ 行軍の 用と 將 頭の 乘 とに 充 つるの み。 

せんじゃ-、 

因 _M 今日に 至り、 未だ 騎戰 に復 せんこと を 論ずる もの あらず。 故に 士馬 曰に 孱弱 にし 

ろと 

て、 將に戰 に = ^へ ざらん とす。 且つ 射 術 も亦衰 へ、 禮 法に 拘 りて 實 用に 濶し。 然ゎど 

も 操 練 日 あ らば 亦 古に 復す ベ き な け 。 

はんべい  C やう... や-つ  » 

四^ 旣に藉 はりて、 而る 後に 武備；^ るべ し。 之れ に繼 ぐに 藩 S: を a き >  粮 ai" を^し 

篥馬を 飼 ふこと をり： て 十。 ^^^：を置くとは、 猶ほ 古の 軍團の ごとくす。 謂へ らく、 兵 

士 各-隊伍 を 爲し頭 nn を 置き、 邊陲喉 咽の 地 ごとに を營 み、 據 守して 虛攻 むべき 

の 地な からしむ。 兵士 隊伍の 制、 今 は 則ち 五 人 を 伍と 爲し、 十 人 を 火と 爲し、 五十人 を 

^と爲 す。 百 人に 旅 帥 あり、 二百 人に 校 尉 あり。 然れ ども 是れ 民兵 を 結 がする の 制た 

り。 兵士 を 結束す るの 制は考 十る ものな し。 然れ ども 意 を 以て 之れ を 量る に、 ぉ臣多 

き 者 は卽ち 隊長な り、 寡き 者 は卽ち 伍長な り。 戚元敬、^-伍を論じて：=く、「必ず平素 

扣識 る^ を擇 ベ、 畫戰に は 面貌 以て 相 見る に 足り、 夜戰に は聲音 以て 相 知る に 足る」 


ぞゾ； 今 も と 輪 者-つ r_i:: 

P.g 卷 fifi せ 輪 あ 則 '國篇 s-^ 

：-： -、 i> のり S  .\*： 之 ° 
二！） も 二    。姓 原 孫 
六 。以 字松贫 '於 文 了- 
i« 第ても 陰 "~:；1師 は 作 


と。 來伍を 明かに. 十る の 法 は 人數の 多寡に 拘ら ず、 相 親^して 救應に 便な らんこと を 

耍 する のみ。 凡そ 兵士の 燥に 在る や、 事なければ 則ち 兵法 を 講じ 武藝を 習 ふ を 以て 業 

たやす 

と爲 し、 疾病 事故 あるに 非 ざれば 輙く 業を廢 する こと を 許さず。 ^に 在る は 一 歲を以 

ゎづら ひ 

て 期と 爲す。 だ 久しければ 則ち 倦怠の 憂 あり ノ 甚だ 短ければ 則ち 往來の 煩 あり。 一 

歳 を 以て 期と 爲 さば、 其の 中 を 得る に 庶幾 からん か。 夫れ 兵を數 道に 分ち て 人る 者 は 

尤も 防ぎ 難しと 爲十。 新田 義貞の 鎌 倉 を， S れんと する や、 大館宗 氏 • 江 田行義 は極樂 

-,- ぶく ろ や」 か  け は ひざ か 

寺より、 掘 口 廣滿. 大 島守 之 は兒囊 坂より、 義負. 義助 は假粧 坂より、 兵 を 三 道に 分 

ちて 入り、 鎌 倉 陷り北 條氏舉 族誅に 伏す。 元、 .1 木と 約し、 夾攻 して 金 を 伐つ。 宋は其 

の 東南 を圍 み、 元は 其の 西北 を圍 み、 金主 を 獲て 之れ を 殺し、 金 亡ぶ。 此れ 兵 を數道 

に 分ち て 入る を 防ぎ 難しと 爲す 所以な り。 故に：： く、  {仝 虚攻 むべき の 地な からしむ と „ 

(1) 

粮餉を 給す と は、 邊^ の 兵に 給す るに、 粮餉を 以てする を 謂 ふなり。 孫子 曰く、  r 國 

の師に 貧しき は、 (遠く 輸 すれば なり。) 遠く 輸 すれば 則ち 百姓 貧し」 と。 故に 极餉を 

給す るに は 當 に 便利 を 選 ぶ ベ し 。 先づ 兵士 幾人に 粟 幾 M な る を * り、 本綠の 粟を控 き. 

未 忍れ. <  搞  - SU 一一 


近^^の地に於て之れを給すれば、 則ち 遠 輸の窖 に 於て 免 かるる に」 お 幾から んか。 そ 

(一) 兵士 一  人の 食、 日に 脫粟米 一 汁 を 以て 之れ を 量らば、 則ち 百 人 一 斛 なり。 百 人 日に 一 

a にも/力 

むい ifv:- も ^を 食 はば、 則ち ー歲 三百 六十^に して、 粟 一 百 四十 四 斛に當 る。 餘は類 描すべし。 

又-おず るに、 寨 上の 儲 粟 二三 年 を 支 ふるに 非 ざれば、 恃んで 以て 守を爲 すに 足らず。 

(二)  £^  { 木 の趙德 明、 民の 凱うる を 以て、 表 を 上りて 粮を乞 ふ。 王 凡：： く、  r 臣 * 德 明に 詔し 

王 太宗 な. n- 

て.： ム はんと 欲 十、 案 上の 儲 架は與 ふべ からず、 「しに 京師に 於て 百 萬を镜 めり、 自ら 衆 

て 十七 年 M 仕 

へて 4" 名 あり をして 來り 取ら しむべし と」。 德 明界拜 して 詔 を 受けて n く、 「朝廷 人 あり」 と。 亦 儲 

粟 多から ざれば、 恃んで 以て 守を爲 十に 足らざる を 見る。 

耀馬を 飼 ふと は、 近堡の 地に 於て 民間に 馬 を 飼 はんこと を 願 ふ 者に は姆と 飼養の 料と 

を 給して 飼 はしむ る を 謂 ふなり。 夫れ 兵士 飼 ふ 所の 馬 は 固より 以て 戰 ふに 足る。 然れ 

ども 戰 守の 際 死傷な きこと 能 はず。 故に 軍馬 を 民間に 飼 はしめ、 其の 足らざる を 助く 

るな り。 然れ ども 多く 飼 はば 則ち 耕に 害 あり、 只 だ 兵士 百 人に 二三 十 匹 を 飼 はば 足ら 

ん。 おに 在る の 兵士 をして 之れ を 調練せ しめ、 兵士 任 を 去る の 日、 監士 をして 其の 肥 


^c^^ 瘦練 否を檢 せし む。 軍馬の 飼養 調練の 法 は吴子 之れ を 論ずる こと 詳 かなり。 飼養 を 論 

じて n く、 「飲食の 適 を 失するな かれ」。 曰く. 「其の 水草 を 適に し、 其の 飢飽を 節す」。 

や，， i  ひさし 

n: く 「飢に 傷れ ず、 、ゼ ず飽に 傷る」。 曰く、 「冬 は 則ち 廐を溫 にし、 夏 は 則ち 廡を涼 

しくす」 と。 調練 を 論じて 曰く、 「末に 傷れ ずして 必ず 始に 傷る」。 曰く、 「其の 耳目 

を敢 めて 驚駭 せし むるな く、 其の 馳逐を 習 はし、 其の 進 止 を si はし、 人馬 相 親しみて 

然る 後 使ぶべし」 と。 反復 更考 すれば >  則ち 飼養 調練の 法 は此. の 數言を 出で ざるの み" 

し^く ぞく 

夫れ 馬の 性、 給す るに 粟 を 以てすれば 則ち 肥大に して 輕便 ならず、 鮮美 にして 弱 

したた  うつれう し 

なり 易く、 遠 行 すれば 則ち 食 減じ、 急 走 すれば 則ち 汗 滴る。 善い かな、 尉 線 子の 言 や。 

(■ 五)  しう しょく  *- 

^s^m  f 曰く、 「今や 金 木の 性 寒から ざれ ども、 繡飾を 衣、 馬 牛の 性 草 を 食 ひ 水 を 飲め ども、 

寂 粟 を 給す。 是れ治 其の 本 を 失 ふ、 宜しく 之れ が 制を設 くべき なり」 と。 嘗て 之れ を 

聞く、 馬 を 調練す るに は、 春 は 遠き に 行き、 夏 は 水 を涉 り、 秋 は 狩し、 冬は责 む。 一 

日 は 徐行し 一日 は馳驟 し、 或は 大いに 走り 或は 左右 3：: 折し、 ー奔 一止、 ー緊 ー慢、 一 

は 夜騎し 一 は雪騎 し、 或は 風雨 を 俊し 或は 險阻 を經、 此 くの 如くして 日々 休ま ざれば、 
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馬 自ら 储壯 なり。 且つ 人 能く 馬薛を 知り、 馬 能く 人 意 を 知る。 此 くの 如く すれば 則ち 

軍馬の 用に 適すと 云 ふ。 三者 旣に備 はりて 邊防 成るべし。 七 者 夫-だ ーも闕 くべ からす。 

然れ ども 其の 本 を 推せば、 人才 能く 辨 ずる ことのみ。 人^ 旣に辨 ずれば 則ち 六 者 も 亦 

にに ほひ 舉 らん。 又 其の 本 を 推せば、 君 心の 仁義の み。 孟子 曰く、 「君 仁 なれば 仁なら ざるな 

た 1K*£  く， 君義 なれば 義 ならざる なし」 と。 余、 深く 之れ を 信ず。 

^田 先生に 上る 書 弘化 三年 問 五月  、 

ニー」  たて. H つ  n: う  .  二 二) 

JJ^MfgfJt 田 生^方、 書 を甫田 先生の！ W 下に 上り、 再拜 して 白す。 夫れ 擊 鼓の 法， 先師の 論ずる 

ほ  所 三の み。 ll  く 序、 ！：：  く 破、 H  く 急。 行陣の 間、 二 點連擊 十、 之れ を 序 鼓と 謂 ふ。 此 

£ もや 

の 時 行 歩 だ 緩 かなり。 彼已の 隊伍 漸く 近づきて 三 點連擊 十、 之れ を 破 鼓し-謂 ふ。 彼 

己の 施 旅 「しに 逼 りて 四 點連擊 す、 之れ を 急 鼓と 謂 ふと： _ム ふ。 5i 方竊 かに 中古の 戰勢を 

以て 之れ を 論ずる に、 行 陣の際 は 序 鼓 を 撃ち 緩く 行 歩 十。 法に 所謂. れ！： が 陰 節 を^た す 

な o。 其の 勢、 譬 へば^ ほ塘を 築きて 水 を 防ぐ がごと し. - 部隊 漸く 六 七十 歩の 際に 近 


づ くや、 破 鼓を擊 ちて 以て 士氣を 鼓舞す。 此の際に 當り、 未だ 急 鼓 を 撃たざる は、 尸フ 

へ.^ 接すと 雖も、 刀戟 未だ 交へ ざれば、 亦 陰 節を盈 たす の 法な り。 其の 勢猶ほ 水の 塘を 

溢れて 未だ 決せざる がごと し。 旌旗已 に 六 七 間の 際に 逼り、 槍 把 以て 刺し 刀劍 以て 擊 

つ。 此の際に 至り、 鼓 聲ー轉 して 急 鼓と なる。 是に 於て 積盈 の氣發 十。 所謂 之れ を 奪 

ふなり。 其の 勢猶 ほ. を 決して 水 を 注ぐ がごと し。 是れ三 鼓の 別 ある 所以 か。 嘗て 竊 

かに 之れ を 聞け り、 接 戰の機 * 弓 鉄 未だ 接する に 及ばず して 眼前の 砂土 を 撥す るの 時 

.  甚だ 進み 難し。 此の 機 を 過 ぐれば、 則ち Is^ 屍 前に 狼藉た る も 亦 長る るに 足らず。 槍 刀 

まさ 

將に交 へんと する に 及びて 亦 進み 難し。 是に 於て 勇士 之れ に 先んじ 衆 士皆從 へば、 則 

しんし  しば/ \ 

.  ち 斬首 側に 參差 たる も 亦 顧みる に 足らずと。 短 方 を 以て 之れ を 見る に、 鼓 愈. -數、 >  に 

か  fJ と 

して 愈 ~ 急 なり、 愈 ~ 急 なれば 則ち 士氣 愈- "鋭な り。 夫の 進み 難き が 若き に當 りて 鼓 

聲 之れ を 促さば、 士 氣穎脫 して 進む。 是れ三 鼓の 法、 轉 ずる ごとに 愈  >. 急なる 所以 か 

や 而 して 尉子 曰く、 「 一 歩に して 一 鼓す るは步 鼓な り、 十步 にして 一 鼓 十る は趨鼓 なり、 

出.. つ  くこ 

音絕 えざる もの は 驚 鼓な り」 と。 三 鼓の 法の 愈-' 逼り て 愈-' 急なる と 合 はざる が 如く 
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然り。 此れ 方の K 々疑 を 起す 所以な り。 前 U 旣に 高教 を 辱く せり、 然れ ども 未だ 胸 

さと 

に刺然 せず。 敢 へて 書を呈 し、 重ねて 高敎を 下され、 不肖 を曉 されん こと を 乞 ふ。 

されな ば 幸 ±^ なり。 矩方 再拜、 敬み て 白 十。 

へ 1,}  5 つれう し 

此の 書 を 作りて 未だ 甫田 先生に 上らず、 ^~ 治 心氣齋 先生に？？ し、 尉 欲. 子の 疑 難 

の處 を^ ふ。 先生：：： く、 「尉子が 歩 *趨 の ゆ 2、 未だ 嘗て 異ら ざるが 如し。 ^だ趨 

鼓の 際 は 進 足 尤も 早し。 若し 我が 國の序 . 破 . 急の 法と：： ^じう せんと 欲せば、 0 

ち 通ず ベから ず。 文に 依り 之お を 解して 可な り」 と。 予、 是に 於て 胸中に 判然せ 

り。 故に 復た甫 田 先生に 上らず と 云 ふ。 丙午の 夏 * 閱. hf- 月 念五日 識す。 

(二， - 

松 忖文祥 を 送る 序 弘化 三年 

夫れ 農工 商 .M にして 其の 業 を 成さざる 者、 十に  一 二 もた し。 に 彼れ 皆ケ 且つ 知たら 

んゃ。 士 たる 古に して 其の 道に 精し からざる 者、 十」 蓋し 八 九 あらん。 ひ-に 此れ 皆不 

す 不知な らん や。 a?^ し 亦 故 あるの み。 i^™- し士 たる 者 は =1 を 公 に 食み、 ^5^さずして粒 


米 以て 腹を充 たす に 足り、 織らず して 布 以て 身を蔽 ふに 足る。 故に 生れて は 則ち 逸 

し、 復た愛 勤の 心 ある ことなし。 是ゎ 其の 道に 精なる 能 はざる 所以な り。 彼の 農工 商 

賈は 則ち 然ら ず。 一た び 其の 業を墜 さば、 則ち 仰ぎて は 以て 父母に 事 ふるたく、 俯し 

て は 以て 妻子 を畜 ふなし。 故に 其の 此れ を 爲すゃ 志 を 致す。 是れ 能く 其の 業 を 成す 所 

以 なリ。 然 らば 則ち 道の 精なる と 精なら ざると、 業の 成る と 成らざる と は、 志の 立つ 

と 立たざる とに 在る のみ。 故に 士 たる 者 は 其の 志 を 立てざる ベから ず。 夫れ 志の 在る 

所. 氣 も亦從 ふ。 志氣の 在る 所、 遠くして 至るべからざる なく、 難く して 爲 すべから 

ざる ものな し。 松 村 文 一 _肿 は 家、 醫を世 ~ にし II を. 兼ぬ、 厥の 紹、 其れ 念 はざる ベ けん 

や。 儒 や I 鬼神の 幽遠、 性 命の 蔬 奥より して、 下 文章 緒餘の 事に 至る まで 兼ねざる な 

し。 iS? も 其の Si; 冬 ニノ」 れ 純正に せ ざれば、 則ち 上 は 以て 主 心の 非 を 格すな く、 下 は 以て 

同僚の 善 を， 責 むるな し。 醫ゃ、 疾病の 因、 藥 石の 功より 以て 針灸の 細に 至る まで 漏ら 

十 所な し。 苟も 其の 病 を 之れ 審密 にせ ざれば、 則ち 人の 非命 を 致す。 其の 任 亦 甚だ 重 

からず や。 夫れ 重き を 以て 任と 爲す 者、 才も 以て 恃と爲 すに 足らず、 知 も 以て 恃と爲 
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十に 足らず。 必ずや 志 を 以て 氣を 率ゐ、 黽勉 事に 從 ひて 而る後 可な り。 

文祥、 松 下 村 塾に 寓 する こと i ぬに 一年、 常に 燈を 分ち て讀 み、 席 を：： 1: じうして 寢ね * 

朝夕 相警 勵寸。 今將に 去って 醫を 藝に學 ばんと す。 一 別の 餘、 離隔す る こと 其の 幾年 

なる を 知らず。 5;- に 一言の 贈な かるべ けんや。 因って 朋友 切^の 義を慕 ひ、 聊か 思 ふ 

所 を 陳べ、 以て 之れ が 序と 爲マ。 

差 物の 事 弘化 三年 (® 和文) 

V.  ノもハ  か ぺ t  一  V 

差 物 は 近代の 制に して、 天 正 以前に はせ、 の 製な し。 itg^ 古代 は 多く は 笠 印.； m 印 を 

用 ふ。 や」 印 • 袖 印 は 敵 味方 を辨識 する が爲 めに して、 其の 由って 來る こと 久し。 H 本 

*ar  g! 十代- 大武 帝紀 に、 「其の 衆の 近 江の 師 とぎち 難き を 恐れ、 赤色 を 以て 火 卜： に 

著く」 とこれ あり。 淋 II 是れ旣 に 笠 印. 袖 印の 由って 起る 所な り。 其の後 文治 五 年 奥 

六十  一、 二、  * 雀.： t 上 si"  か >.t もし 

州泰衔 征伐の 時、 下 河 邊庄司 行 平、 囊 祖秀鄉 朝臣の 佳例に 依って、 胄 後に^ 檫を 付け 

ける 由 og 是れに 由れば、 承 平の 頃、 旣に 笠. 襟の 名 これ あり， 笠 襟の 名-ま-じ 最も 十：！ しと 


り 原 傅; fSfiSi"! 左 代 
始、 しし 郞 ffi'f の し- 
ふ  本  。 '左 P'l 武 
の朝武兵！^；尉将樣 
著武 fe^ 門の 酒？! ( 
あ ！^；小に i 臣井時 


す。 是 わより 轉じ、 すべて 印の 事に いひ 習 ひし 難 にても 知るべし。 平 治 物語に、 「平 

家 は 赤 はた . 赤 じる し、 日に えいじて かがやき けり。 源氏 は大 はた • こはた、 皆お し 

なべて 白 かりけ り」 と あり。 是に 於て 敵 味方 を辨識 する こと 明かな り。 叉 太平 記卷の 

八、 「笠 印なくて は 同士 討 も 有りぬべし とて、 白 親 を 一尺 づっ 切りて" 風と 云 ふ 文字 

(三 ) 

を 書きて、 錯， の 袖に ぞ 付けさせられ ける」 と あり。 日 夏 繁高云 ふ、 「古代 名 ある 士は 

{ ろ  ころ  お ほか ざ じる し 

皆， 母 衣 を かけたり。 元弘 • 建武の 比より 大笠符 を 用 ふ。 中興 以來差 物 を 印と す」。 fewg 

れ l^lf^sfli し 。文， 文 年間、 武 田家 使番十 二人 蝶の 衆と 云 ふ 事 あり g§ と雖 も、 兵家 

對差 物と は 事替れ り。 天 正 十二 年、 戶田重 政 母」 久差物 を 用 ひ lli^i 大河 內秀 元、 朝 

鮮 にて 三 間 半の しない を 差した る 類、 II 是れ等 皆 人 々各-の 差 物な り。 犬 文 七 年 七 

月 十五 日夜、 北條 氏：^ 川 越の 夜 軍八チ の人數 に、 白紙の 胴 肩 衣 を させた ると あれば、 § 

餘中舆 の 頃 にても、 夜襲 夜戰 等に は 差 物 は 支り となる 故に 用 ひざる とみえたり。 對差 

物と 云 ふこと は 戰國に 見えず、 i 盆し 兵家の 定 むる 所な り。 其の 說に云 ふ、 一手 一手 を 

對 にして 出し (之れ〕 を 以て 誰某 を昆 分く と。 ぉ魏 又 指 物 は 一 己の 印な り。 然れ ども 組 付 
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の士は 一組の 印 あり、 是れに 己々 が 字 を 記す となりと 云 ひ、 i 作 或は^^=旗は主家の記 

橄たりとー1^ふ|甲類、 皆兵 家の 說 なり。 袖 印 • 笠 印 は 夜 討 • 夜 入. 伏兵. 奸兵、 又 ナ、 

戰. 船 戰 • 大風 •  雨の 時、 用 ひて 指 物の 代りと す。 下様の やから は、 中 常の しる 

し と寸 ベ しと 云 ふこ と、 諸家 大抵 同說 なり 。是れ は 戰！： の說に も 吻合 十 るな り。 

元 就 公の 富 田 城 を 攻めし こと を紀す 弘化 三年 S) 

永 祿六年 春、 元 就 公 兵 三 萬 を 率ゐ、 雲の 富 田 城 を 攻めん とし、 城 を 去る こと 四 五 里に 

して 京羅木 山に 陣十。 是れ より 先き、 大內 氏の 此の 城を攻 むる や、 此の 山に tf して 敗 

れ たり。 是を 以て 城 中 喜ぶ こと^しく、 乃ち 兵 を 出して 大いに 戰ふ。 勝 未だ 決せず。 

公 兵 を 退き、 輝 元 公 及び 三 家 を 刀：： して 密謀す。 五六 日 を經、 兵 を 島根に 卻 けしに、 雲 

の 兵 之れ を 尾 ふ。 兩川公 殿たり、 復た 進みて 京羅木 山に 陣し、 且つ 富 を 石 原 山に 築き、 

^^を髙くし壌を深くし- 器械 を 具へ 粮食を 積み、 持久の 勢を爲 す。 元 就 公 は 輝 元 公. 

r「)  おとし，.， 

元淸 公と 虚々 の 寨を陷 る。 七 年、 雲の 兵と 川 を 隔てて 戰ふ。 高野監 物、 山中 鹿 (さ 助と 


5^* 鋒 を 交へ て 之れ に 死す。 A 年、 互に 足輕を 以て 逼る。 伯の 尾 高の 城主 山 名 守重愿 下の 

士品川 狼 助と 自ら 名のる もの、 鹿 (之) 助と 鬪 はんと 欲し、 互に 刀を拔 きて 刺擊 す。 狼 

あた 

助の 刀、 鹿 (之) 助の 股に 中り、 鹿 (之) 助、 狼 助の 肩 を 切る。 諸 兵 競 ひ 進み、 暮に 至りて 

£) 

s〕  n, ポ晴 漸く 解く。 後 四 年に して 城^る。 晴久、 和 を 乞 ふ。 左右 曰く、 「許す ベ からず」 と。 

久  6 

CK) 安藝の 公 曰く、 「tl? 久の 薪昧陋 るるに 足る ものな し」 と。 藝の吉 田に 居らし むと 云 ふ。 

a*IS、 元 就 

^城の あり  .  田矩 方再拜 

雲の 說 弘化 一一 一年 (力) 

夫れ 雲 は陰氣 なり、 地氣蒸 上して 成りし ものな り。 故に 天地の 氣淸 まば、 則ち 俄然 消 

ゆ。 消 ゆる は 其の 氣乾 けるな り。 氣^ らば 則ち 沛然と 興る。 興る は 其の 氣 凝れるな り- 

凝らば 則ち 雨と 成る。 然 らば 則ち 雲 は 氣の爲 る 所に して、 雨の 由って 成る 所な り。 而 

して 其の 聚散 分 合、 無心に して 自得の 狀 あり、 固より 人物と 相關 なきものの 如し。 然 

れ ども 天地の 大 なる * 品物の 多き、 其の 形 を 流く や、 孰れ か 雲 行 雨 施の 恩に 非ざる も 

4;^ 忍. 资搞  一 五三 


仁 二 

七 Si 
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のな らん や。 此れ^だ 君子の 道德を 其の 身に 藏 して、 其の 化の 物に 及ぶ や. 從容 無心 

に 出で て 作爲を 借らざる に 似た る あり。 予、 深く これに 感ず、 因って 其の 說を 作る と 

3 ふ。 

論語、 人の 過の 章解義 弘 化：；： 年 S- 

( 1 )  あや .  ここ 

子 ：！  く、 人の 過つ や 各  >  其の 黨に 於て 十。 過 を 觀て斯 に 仁 を 知る。 

此れ、 人 を觀る 者， 過に 於て 俄かに 之れ を棄 つべ からず、 亦 見るべき 所 ある を： 一!:n へ 

るな り。 a!^ し 過 は 君子 小人 同じく 在る 所に して. 意 を 有ち て爲 すに 非ざる なり。 故 

に 人の 至情 これに 存す。 黨は 類な り。 君子 は 厚に 過ち、 愛に 過ち、 廉に 過ち、 介に 

過ち、 小人 は 薄に 過ち、 忍に 過ち、 へ はに 過ち、 通に 過つ が 如きな り。 〔凡そ 人の 過 

ある や 其の 心に 類す。〕 其の 過の 類す る 所を觀 て、 卽ち 其の 仁 不仁 を 知る。 然れど 

も 人情 は 人の 過に 於て 之れ を棄 てて 觀ず。 1=^ しき は 其の 過の 類す る 所を觀 ずして， 

直ちに 君子 を 非る に 至る。 周 公の 管. 蔡に 於け る、 孔子の 昭 公に 於け る、 其の 過の 


m  ？ g び 下 
-: 論; »i£ 
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類す る 所を觀 る、 卽ち 仁な り。 而 して 陳賈. 陳の司 敗 は 知らず して 直ちに^. 孔を 

非る が 如き 是れ なり。 然れ ども 聖人の 然ら ざる. 過に 於て 棄 てず、 其の 類す る 所 何 

如を觀 るの み。 其の 類す る 所 已に仁 なれば、 則ち 常 日の 仁 知るべきな リ。 人 を觀る 

者、 其れ 詳 かならざる ベ けんや。 

儉夂" の辨 弘化 三年 (力) 

夫れ 儉は 善德 なり。 然れ ども 儉を： んで學 を 好ま ざれば * 則ち 其の 弊 や 杏な り。 然ら 

ろうひ  にん x>:S つ 

ば 則ち 儉 文：： の辨. 審 かにせ ざるべからず。 ：^1^し險は？^費を節するの謂なり、 え：： は眼恤 

を啬 むの 謂な り。 一 一 者 は 其の 跡 を 以てして 峪ぼ 之れ を N ルれ ば， 則ち 大いに 異る 所な き 

S)- 春！ S 時 が 如し。 然れ ども 其の 心 は 則ち 公私の 同じから ざる あり。 故に 曰く、 險 .乂" の辨、 審か 

代、 齊の笾 。 

^^^0 にせざる ベから ずと。 

は  £^  こ きう 

竹林 € 昔晏娑 は齊に 相たり、 ー狐轰 三十 年、 身 を 奉ずる こと 約な りと 謂 ふべ し。 然れ ども 父 

七 8« 人の 一 人， 

はれり f 母の 黨に 於て は、 則ち £A 車馬 給せ ざるな し。 此れ 所謂 公に して 險 なり。 王戎、 家に 
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とざ 

好 李 あり- 則ち 人の 之れ を 得ん こと を 恐 わ、 其の 核 を 鎖す。 此れ 所謂 私に して 女 t なり „ 

是れ 以て 儉 杏の 辨と爲 す 所 か。 夫れ 儉は大 にして は 天下 國 家、 小に して は 一家 一身 > 

處 として 有たざる なかる ベ けんや。 杏 は 是れに 反す。 故に 儉 小なる を 以てする も爲さ 

ざるな く-  v::,^^ なる を 以てする も 之れ を爲す ことな かれ。 凡そ 人の 君た る 是れを 

以て 國を 治め、 而 して 人に 刑と すべきな り。 人の 師 たる 者、 是れを 以て 身 を 修め、 以 

て 後世 を？^ くべき なり。 人の 上と なりて 然らずんば、 下た る もの を 如何せん" 人の 先 

となりて 然ら ず， < ば、 後生 を 如何せん。 乎、 儉 文：： の辨、 其れ 犬なる かな。 


二〕  《の 北 

方 * 中に あ も 

と？ 

つ；. - 蔹 CW 

つ：) 大ぉ 

(5  S. 


二) 


隨 筆三條 弘化四 年 八月  一 H  S 和文) 

(二) 

-. I ...  じ やう さ.：.  は ざ  ひと 

美 島 は^ 固の 海 島、 城砦 を 築きて 巴岐を 守る に齊、 

術 を 得る に 在り。 其の 術 は 互市 を 繁盛に する に 在； 


海防 第 一の 處。 然るに 防ぎ 其の 

何と なれば 海 島 土 壤^# 薄に して. 

：車 兵を遗 はしても * 糧食機がざれば飢餓にl^^-るなり。 夫れ を 互市 を 開き- 上 は 攝府に 

交易し、 下 は 雲 石に 交易し、 有無 移さば、 土壤の i 非 薄 を 憂へ ず、 軍士 も 多く 遣る るな 


(五  >  尉お チ 

武 篇に 中に つ。 

乘 は- kl* にし 

て、 戰^ 徵 s« 

し 兵車 数 

の 《. 少は 4- 地 

の ほ 狭に よる。 

ffi 乘は： 入 子 • 

千！^ は sfas, 

百乘は 卿大夫 

なり。 市 は 交 

易す る埸所 

{ 六) W 族 

(七) 士 にし 

て 嫡男な きた 

め， s-f に 家 

おも 相^せ し 

むる^ は、 定 

樣 により 1^ 祿 

も 減ぜら るる 

もい ふ 

(八) 前文 末 

期减 知の. g 


り. - 尉 欲 子！！：  く、 「萬乘 は 千乘の 助な くんば， 必ず 百 乘の市 を 有す」 と、 是れ なり。 

报て又.；5^士を遣るにはニ年三年位を限り、 驍 勇者 を 撰. びて 遣 はす。 亦 5^ を？ や 4 る こと 

を 許さず。 へ. t 島に 在る 間， 文武の 諸藝 制度 を 立て、 內に 在る よりも 嚴に學 ばし む。 大 

抵水操 大砲 を 要と し學 ぶべ し。 

〇 

(七)  か 

末期 減 知の こと、 少恩に 似 たれ ども、 是 れ亦已 むこと を 得ず。 今 夫の 本人た る、 疾病 

あれば 繼 嗣を變 ふること 生死に 過ぐ。 是 れいつ となく 上の 祿を 重んじ、 己が 身 を輕ん 

ずるの 心、 減 知の こと を 以て 鍛鍊 せるな り。 故に 之れ を 大事に 用 ふるとき に 及んで、 

.-と  60 

義に 死す る^ は 後嗣の 絶えざる こと を喩 すと、 其の 感激 淺 からず。 末期 は 何れの 時に 

始まりつ らん は 知らね ども、 實に 深慮 iff むべ. し、 尊むべし。 

〇 

近習の 者 誓紙 を 以て、 堅く 君德を 世上へ 話す こと を 禁ず、 本 藩の 法と 聞け り。 信に 深 

5^ ある ことかな。 大概の 人 謂へ らく、 君 美を蔽 うて 群 下德を 感ずる こと 淺 からしむ と 

未 忍 焚 稿  一 五 七 
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十。 是れ 深慮 ありて 爲 せる こし 一 を 知らざる. なり。 夫れ 君德を 下に 知れば、 敵國 にも 亦 

聞く。 太平の 時 は 可な り。 亂 世に は 少しも 國 事泄れ ざる を 玄の玄 とす。 我が 國の群 下 

二  - 

かんにん  &  £A- 

二)  5« の 知れば 敵國 にも 聞 ゆと は、 間 忍 あれば なり。 今 世間 を熟硯 十る に 間 忍^ 毛の 如し。 修 

こ と 

行者 • 勸 進 • 畸人. 乞 貧 . 僧侶 . 商 賫人. 我が 國 より 他國へ 行く 者、 他國 より 來るも 

た. T くわ 

の、 皆 々問 忍。 君德は 深く 雜晦 すべきよ し。 

余、 此の間 忍の 事を發 明せ しょり、 lif 々憎々、 雜、 竹に 在る に 同じ。 眼前の 人、 交 

接する 人、 皆々 間なら ざる はなし、 恐るべし、 恐るべし。 然れ ども 見ても 見えす、 

聽 きても 聞えず、 かぐに 香な く- 食に 味なく する の 道、 人君 執政の 心に 在り。 思 ふ 

ベ し。 

• お 三條、 弘化丁 未の 秋 八月， 州、 之れ を 記す。 

戰 法論 疑 亭水 元年 

戰 法論 を 讀む。 謂へ らく、  I 西洋の 賊を 致す の 戰は利 陸戰に 在り。 睦 戰を 欲する 者 は 


務めて 不意 を 示して 之れ を 誘 ふに 在り」 と。 W; 方竊 かに 其の 處 置の た 難き を 疑 ふ。 

おも 

因って 謂へ らく、 是れ 必ず 說 あらんと。 謂 ふ 所の 甚だ 難しと は、 賊 陸地に 上らん と 欲 

い  と  V,- ん *:、 

する、 誠に 下 篇に謂 ふ 所の 若き もの あれば なり。 我が 北邊の 形勢， 丘陵 參錯 すと 雖も， 

はう はう  く は 

沿海 絶えて 人戶 なきに 非ず。 旣 に人戶 あれば 則ち 戌 兵な しと 雖も、 ^の 炮礮 必ず 施 ふ 

る 所 あらん。 贼の炮 礮亂發 して、 我れ 將た 之れ を 拒がん か。 則ち 之れ を 誘 ふの 策 失せ 

ん。 將た 担が ざらん か。 濱 海の 民、 何の 罪ぞ や。 二者 は 恐らく 良將の 取らざる 所、 仁 

人の 刃 やび ざる 所な. らん。 且つ 我れ 其の 炮礮を 縱 にせし めて 應ぜ ざれば、 則ち 賊將に 

我れ の 謀 ある を 察して 逸 越して 去らん とし、 決して 睦 に 上らざる なり。 陸戰を 欲すと 

雖も 恐らく 得が たからん のみ。 且つ 逸 越して 去る は猶ほ 之れ 可な り。 若し 陸に 循 ひて 

海を航 し、 村落 積聚、 所在 粉碎 して 去らば、 被れに 利な しと 雖も、 我れ に 害 ある ゃ更 

ひそか 

に？^ しきもの あり。 故に 私に 謂へ らく、 賊と戰 ふの 法、 一 術 は 正を爲 し、 一 術 は奇を 

し  一一-;' ぐん  け ：• たう 

爲 すに 如く はなし。 正と は、 海岸に 煩 軍 を 置く、 是れ なり。 奇と は、 海上に 輕 糾を戰 

(hi じ 錢は匁 はす、 是れ なり。 凡そ 賊船を 海上に 見た ると き は、 則ち 輕 W 數十夔 各" 三 四十 錢銑數 
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茵を 具へ、 急速 之れ に 就く。 船 を 去る こと 數十 歩の 間にして * 四面より 蚊聚 して 之れ 

を 打つ。 W 船 を 以て 来り 迫らば 則ち 蜂 散して 之れ を 逃る。 要は 之れ を 海岸に 誘 ふの 

み。 旣に 之れ を彀 中に 致さば、 則ち 烦軍锼 を 相、 約に 照し、 ー齊 連發、 命中の 法 を 用 

ふ。 連發 一 囘 終れば 則ち 奇兵 蚊聚 す。 旣 にして 蜂 散 すれば 則ち 正兵 復た 連發 す。 務め 

て奇 をして 後に 據る所 あり て活々 に 便なら しめ、 正 をして 前に 頼む 所 ありて 靜々 に 安 

一, J き 一 ん せしめば、 則ち 海 戰も亦 自ら 利 を 得ん。 加 之， 陸地 預め覆 伏の 設 あらば、 則ち 萬、 

海 戰の利 を 甲に 失ぶ と雖 も、 更に 誘引の 機 を 乙に 得、 是れ 以て 勝 を 全うすべ きなり。 

且つ 砲と 船と に 就きて 之れ を 論ずれば、 海陸と も 利害 ありて 存す。 蓋し 西洋 砲 は 之れ 

を 陸地に 用 ふれば、 則ち 中らず と 雖も害 を爲す こと 大 なり。 之れ を 海上に 用 ふれば、 

則ち 命中し 難く して 而も 害 を爲す こと 小な り" 贼 船^な りと 雖も復 た^ 旋の艱 跪 あり、 

丸 中り 易き の 害 あり、 大 なれば なり。 我が 船^な りと 雖も 更に 進退の 敏捷 あり、 彈 

ゥ-は 丸 中り 難き の 利 あり、 小 なれば なり。 亦 其の 得失 を 見るべし。 然れ ども 嘗て 竊 かに 孫 

の 書を觀 るに、 其の 文簡 にして 其の 意ホ、 し。 但だ 「能く すれば 之れ に 能くせ ざる を 


示し， 用 ふれば 之れ に 用 ひざる を 示す」 と 曰 ふの み。 伹だ 「其の 備な きを 攻め、 其の 

不意に 出づ」 と 口 ふの み。 之れ を 示し 之れ を 示し、 これ を 攻め これに 出づ るの 術に 至 

りて は、 則ち 學者 をして 思 ひて 之れ を 得しむ。 今、 戰 法論、 心 を 用 ふること 當に此 く 

の 如くなる べし。 是を 以て 其の 必ず 說 ある を 知る。 然れ ども 思 ひて 未だ 得 ざれば、 則 

ち從っ て 之れ を 叩かざる 能 はず。 因つ て幷 せて 鄙見 を 質す と爾云 ふ。 

吉田矩 方敬拜 

の 道 は 其の 變 勝げ て 窮 むべ からず。 要は 利に H りて 權を 制する に 在る のみ。 僕 唯 だ 務めて 不 

守 5 を 示して 之れ を 誘 ふと 曰 へ る の みなれば、 我れ の 見る 所に 拘泥し 以て 勝 を 全-つす る の 術と 爲 

£ン 

すべかず。 今 先生の 論ずる 所 も 亦 誘の 中の 事の み。 然れ ども 實 地の 未だ 預 期すべからざる に 託 

して、 徒らに 安然た らん や。 れ 先生の 此の 論 ある 所以なる か。 嗚呼、 有志の 士の國 家の 爲め 

に 慮る や、 終身 ヒ むべ からざる なり、 所見に 拘 るべ からざる なリ。 然らば則ち先生 の？^^ の如き 

-も、 誰れ か當ら ずと 曰 はんや。 且つ 先生 賊 をして 民 口 を 躏せ しむる に 疑 あり。 是れ 固より 仁 

人 良 將の當 に 慮るべき 所な り。 然れ ども 海上の 戰は 其の 勝ち 必 とすべ くんば 則ち 可な り、 若し 

必 とすべ から ざれば、 則ち 陸戰の 全きと 執れ ぞゃ。 夫れ 贼を 陸に 誘 ふ もの は、 彼れ のおす 所 を 
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肆 にせ じめ て猶ほ 且つ 其 か 逸 逸せん こど を 恐る。 豈に 彼れ に 不便に して 我れ に 無害なる の 地 

を 1^ ぶに 暇 あらん や。 民實 に憫， むべ しと 雖も、 而も 我が 軍 を 敗り 其の 錄を 鈍らせば、 何 を 以て 

天下に 對 せんや。 W だ & (後に K をして 其の 所 を 得、 其の 業に 安ん ぜ しむる こと、 有司せ しく 心 

を 5= ふべき のみ。 衡の 栽撣此 くの 如し。 先生 以て 如何と ほす。  山 田 治 心氣效 評す 

太 早 記を會 讚す る 引 事 水 元年 二月  . 

兵-おの 學、 耍を尙 びて 〔几 を尙 ばず、 實を尙 びて K を尙 ばず。 太平 記の 諸 書 は 其の 一 マ；！、 

諺な りと 雖も、 實に耍 且つ 實 にして、 兵 學に關 係す る もの ありて 存す。 而して^^ぁ肌^ 

翰に して 剩 讀に雜 く、 文字 條暢 にして 要を搜 るに 費 ゆ。 行旅 遠 役、 春 花 秋 „^、 風 騒の . 

. -け いか ふ  はたに  -ー ニー  . , 

閑閣の ii 粉. ^褻の 辭、 太 だ 用な きもの 少なし と爲 さず。 因って ii? ろ问 針の 諸兄 

^と 太平 記 を會讀 し、 討論 研究して、 其の 極めて 要と 實の關 係 ある もの を授 り、 一冊 

、r  ひりん-  は. A  .  <.||) 

(ご ル チ に^ 記し、 治 心氣^ 先生の は 臨 を 請 ひ、 以て 取舍を 裁る。 本 月 中二 を 初めと 爲し、 毎 

右 iss:〔M 傅〕 

sil じ 十二 日 月 一 次兪讀 十。 だ 願 はく は 今より 繼 ぎて 綿々 絕 えず、 以て 編 を 成す に 至らん こと を。 

則ち 其の 益 ひに 鉱 なら ざらん や。 然れ ども 五 n が 筆の 意、 人の 爲め にす るに 非ず。 亦 唯 


(マー). iw 

に rt; ぜらる 

る や、 S? に S 乂 

りて これ を受 

けし 故事に 基 

(四) 孔子が 

「久しき かな、 

S れ複た 1^3" に 

周 公 を 見す」 

とい ひ、 莊周 

が Is- に 胡蝶と 

な り しとい ふ 

M しく iSiSi び 

がた きに より、 

かく 独れ てい 

へ るな り 

(五) ssi 

ssss- 十七 章 

麥 K 

(六) ！ „.1 語 先 

池 篇 に、 _^暂 

が 孔子に 對し 

らの志 を述 

ベ たる 語に、 

养 服 をお て壯 

A 少年 各數名 

も携 へ、 水 

に し、 舞？ 

に 涼をとり、 

を 詠 じて； i 

らんとの 怠 あ 


だ 他日 登壇の 資と爲 さんの み。 戊申舂 二月 日、 吉田大 次， 郞藤矩 方 露んで 識す。 

戊 申上聽 前の 草 藁 嘉永 元年 七月 中旬 

人に 與 へ て 納涼 を 約す る 書 

久來雨 ふらず 秋^ 退き 難し。 孔子、 ^公 を 夢み る こと 能 はず、 莊： iH、 蝴蝶に 化 十る こ 

と 能 はずと は、 信に 然り。 足下 近狀何 如。 某日、 僕 同志と 舟 を 某 港に 放ち、 炎 熟の 烦 

惱を 消さん と 欲す。 知らず、 足下 以て 何 如と 爲す や。 此の 游ゃ 外人より 之れ を 觀れば 

恐らく は是れ 文人 詩 客^ を 飲み 詩を賦 し、 傲 を 寄せ 趣 を 飾る と 均し からん のみ。 然れ 

ども 勉强 作爲 し- 炎熱の 中に < せ^して 變 ずる こと を 知らず、 必 ず 詩文 家 者 流 と異 らん 

こと を 求む る も， 亦 自ら 規校 隙狹 ならん。 乃ち 匹夫匹婦の 諒を爲 すと、 兑に大 庭徑ぁ 

らん や。 唯 だ 流れに 沿うて 舟 を 放ち、 舆に乘 じて；^ を 忘れん のみ。 他の 寵辱 利害 を幷 

二  0 

たんぜん  よくき 

せて 一 も， g 中に 存 するな く I 斯の心 をして 洪然虚 明なら しむれば、 乃ち 浴 沂の氣 象 他 

に 求む る を 待たず して これに 在り。 足下 若し 非と 爲さざ わば、 此の 游 必ず 相？ ヒ_ はれよ 

* 忍 焚」 お  一六 三 


未 忍 焚 招 


丄ハ 四！ 


二)  兀 

帝 帝に 仕 

へ Jriiw せ 

ら る、 帝の 

時、 斬 a? の S 

や fl- つて、 S 

ほ «KJ- 斬ら 

んこ i4 上 首 

す 

二) 来の A 

ii。 - に s 

なほ にあ 

* お else 魏 

i-ムに上會して 

！！；^！-斬らんこ 


劍の說 

劍は 一 人 を 之れ 敵と 十る は 非な り。 敵 を 殺し 身 を衞る は、 未だ 以て 劍の 德を盡 すに 足 

らず。 用 ひて 以て 國家を 旣に危 きに 安んじ、 黎民を 旣に溺 るるより 拨 はば、 斯に 以て 

劍の 德を盡 すに 足る。 今 夫れ 匹夫 も劍を 按ずれば 千 夫股慄 す、 勇猛 比な しと 謂 ふべ し。 

然れ ども 是れ身 を衞 るに 過ぎざる のみ。 大丈夫なる 者 起つ て 之れ を帶 ぶる に 至らば、 

ざん ねい 

則ち 其の 在る 所、 隱々 然として 奸邪諧 佞 も 退 縮し- 四 夷八蠻 も長惮 せん。 此れ 以て 國 

を 安んじ、 而 して 民を援 ふべき なり。 苟も 能く 國を 安ん ずれば、 則ち 身 を衞る こと 固 

より； 一一 a ふに 足らず。 徒らに 身 を衞る こと を 知る 者、 安ん ぞ 能く 國 ivK 女ん ぜんや。 二者 

もと  V や 

の 分る る、 其の： g を 要 むれば、 之れ を帶 ぶる 者の 何 如に 在る のみ。 刃の 利 ii、  ^の^ 

n と 

否の 若き、 固より 論ずる に 足らず.。 世人 徒らに 其の 刃 を 利に し、 其の 种を歷 にす る 者 

幾く ぞゃ。 nj: れ 以て 益な しと 爲 す.。 漢の朱 雲 • 宋 の 文！ K 祥は皆 用 ひて 以て；^ 臣を 斬ら 

んと 欲せり。 鳴 呼、 以て 劍の德 を 見る に 足る。 


三年 遊 學寓東 江 

隨觸客 心 毎不降 

芳草 陽春 送 人实 

陰媒遙 夜 讀書窓 

^他 接々 常營利 

羞我區 々徒 守 寮 

負 笈遠來 何 所得 

孀將 消息 報鄉 邦 


三年 遊學、 東 江に 寓す、 

つね 

觸 るるに 隨 ひて 客 心 毎に 降らず。 

芳草 陽春、 人 を 送る の娑、 

えう や 

陰霖遙 夜、 書を讀 むの 窓。 

わら か ぜ うくつ ね 1 ； - - % 

ふ 他の 擾々 常に^ を 營むを 

たう 

羞づ 我れ 徒らに 惑 を 守る を 

笈を 食うて 遠く 來る 何の 得 る 所 ぞ . 

消 を將っ て鄕 邦に 報ずる に 嫌し- 


苦 0 聯ん？ 

句 餘不雨 炎 蒸 酷 

未 忍 焚 稿 


旬餘雨 ふらず 炎 蒸 酷 し、 長 A 


ぶ 焚， お 

上 灘眷： 汁若漿 

風 死更無 涼氣至 

强描圑 US 取 些^ 


キ.. じ やう  ひら  あ V-  ごと  -. 

几 上書 を摊 けば 汗漿の 若し。 ^力 

風 死して 更に 谅氣の 至るな し， -W 友 

强 ひて 團 威 を搖 かして 些か 涼 を 取る。 矩方 


池亭、 ^を觀 る 聯句 

滿池 氣 m め 荷： 開 滿 池の 氣、 碧 _a 開く、  方 

1 片幽 1^ 入席來 一 片の 幽香 席に 人り て來 る。 友 

風 や：！ _w ^頭？^: 藍 動 風は宽 頭に や：！ りて 翠蓋 動き、 信 終 

雨 跳 葉 上 明珠摧 雨 は 葉 上に 跳り て 明珠摧 く。 愧德 

惯杯飮 酒 寄 豪 興 杯 を 傾け 酒 を 飲んで 豪 興に 寄せ、 

顧 lii 赋詩闘 俊才 節 を 匿き 詩を賦 して 俊才 を鬪 はす。 矩方 

淸潔不 爲：. t 泥染 淸潔 にして： 汁 泥の 爲 めに 染まず、 

E 觀何問 日- e;® 相 觀て何 を か 問 はん 曰 西に 額つ。 友 ， 


奔雲掠 日 I? 書帷 

驟授過 門人 四馳 

淸吹無 端 吹來處 

荷 聲千點 響 前 池 


奔雲、 日 を 掠めて 書帷を ^ふ. 

11 接、 門 を 過ぎて 人四馳 す。 

淸吹 端な くも 吹き 來 るの 處、 

荷聲 千點、 前 池に 響く。 


山 行， 雨に 値 ふの 圖 

三 伏 咪炎惱 病 i; 

荷 池 何日 見跳珠 

他人 解 否 吟人意 

靜看山 行 値 雨 §1 


三 伏の 朱 炎、 病 编を惱 ます、 

荷 池 何れの 日に か 跳珠を 見ん。 

二 ころ 

他人 解す る や 否や 吟人 の 意、 

靜 かにお；？ る 山 行 雨に 値 ふの 圆。 


未 忍れ 《稿 


未 忍 焚 

舟 遊 

巿 •£ 紅 埃； 汁 欲 揮 

暮江放 艇避炎 威 

漁歌牧 W 隔洲露 

荷氣 频風拂 お^ 

對月無 端發^ 趣 

釣魚 C 喜 非 煤 機 

M 身當向 斯間老 

勿 問 多年 心事 違 


市 to の 杠坎、 汗 揮 はんと 欲す、 

暮江、 艇を 放ちて 炎 威 を 避く。 

漁 歌 牧^、 洲籠を 隔て、 

荷氣； g 風， 葛 夂を拂 ふ。 

月に 對 して 端なく^ 趣を發 し、 

ぢん *- 

魚 を 釣り て. 0 ら 喜ぶ 澳 機に 非ざる を „ 

閑 身 ま さに 斯の 間に ，问 つ て老 ゆべ し. 

問 ふなかれ 多年 心事 違 ふと。 


C 嘲 

幾^^杜門臥草^ 

世 味 未 全 if 


幾 歲鬥を 社して 草 魔に 臥す、 

自ら 嘲る 世 味 未だ 全く は 竦なら ず- 


八 


さ， .iy 詩文 書畫玩 

案 存甲越 孫吴書 

或 令 童子 抄 韜略 

不必 田園 事芟組 

狂 生竊擬 試嵴臂 

夢裡 未着 應與漁 


意に 絕っ 詩文 書畫 の玩、 

案に 存す甲 越 孫吳の 書- 

たう り やく 

或は 童子 をして 韜略 を抄 せしめ、 

さんしよ 

、ゼ ずし も 田 S に 姿鈕を 事と せず n 

たう ひ 

狂生竊 かに t- 臂を 試みん と擬 し、 

夢裡 未だ 機と 漁と を ^；: ず。 


ぎよた-つ 

秋溪 漁^の 圖に 題す。 題字 を 分ち て 一 g と爲 し、 W の 字 を 得た」 

洲荒 老慕穗 洲 荒れ 蓼 棟 老い、  一 

水 落 富 車 螯 水 落ちて 車 整に 富む。  .  一 

漁 利 尤多處 漁 利 a.? も 多き 處、 

拉楊穀 小 W 楊 を きて 小^ を ぐ。  一 


未 忍焚搞 


1 六 九 


未 忍 焚 稿 

水榭夜 坐、 甜を 分ち て 灰 を 得 

水榭追 涼； 价休後 水榭 を 追 ふ 浴 休の 後、 

碎金 月影 手中 杯 金を碎 くの 月影、 手中の 杯。 

夜 深 入定 比隣 閱 夜 深く して 人 定まり 比隣 阅け. 

荷氣 十分 入座來 荷氣 十分、 座に 入り 來る。 


中 ー兀 

騷人幽 約 恩 中元 

迎月南 樓開小 軒 

幸不 片雲 近 素 影 

恨 無 佳作 展吟魂 

夜 深 隣 人漀細 

nil 


驟人幽 約、 屮 冗に 屬す、 

月を迎 ふるの 南樓. 小 軒 を 開く。 

, 幸に 片雲 素 影に 近づかず、 

恨む らく は 佳作の 吟 魂を展 ぶる ものな し、 

夜 深う して 隣 舍人聲 細く、 

秋 立ちて 庭 叢露氣 ^し。 


四顧 山光將 水色 四顧 すれば 山 光將に 水色な らんと し- 

淸虛 お.. -郸玉 乾坤 淸虛^1《|廓.- 玉 乾坤。 


初秋.' 友に 寄す 

秋風 一 夜 動庭蕉 秋風 一 夜 庭蕉を 動かす、 

艇だ覺 ゆ 山村；： 者氣消 ゆる を" 


剩覺 山村： 者氣消 

自此讀 書惜 分：： お 

要須^^0^到中街 

文章 何必 追時尙 

ii 論 唯 當報聖 朝 

言 志 寄 詩 寓箴戒 

久耍 所貴不 阿！ 1 


此れ はり 讀書分 =tt を 借し み、 

要す ne に對 して 中お に 到る ベ し „ 

t しゃ-つ 

文章 何ぞ 必ずしも 時 尙を追 はん- 

たう ろん  まさ 

護 論 唯だ當 に 聖朝 に 報 ゆ ベ し 。 

志 を 言 ひ 詩に 寄せ 箴戒 を寓 す、 

さ うえう  あ け-つ 

久耍 貴ぶ ところ 阿 1^ にあらず。 


4;^ 忍焚椅 


七 


未 忍焚搞 


一 七 二 


二) 天 保 十 

五 年、 トニ  S 

改： y して 仏 化 

iy 年と なる" 

この 年 九：； Tsil 

はは の is 

に r«- おか fS? ぜ 

(二)  R 經七 

會の 注解に L 


偶 成 

閣 課 初 終 將タ陰 

林間 涼氣 自相尋 

石頭 竹 下着 詩 去 

块我吟 ゆ 擬廊心 


閑 課 初めて 終り 將に夕 陰な らんと す、 - 

林間の 涼氣 自ら 相尋 ぬ。 

石頭 竹 下， 詩 を 着け 去る、 

ら  ぎんが 

ふ 我が 吟哦痕 蹄の 心。  . 

ち あ 

右 * 申 七月 中句- M 具す、 皆上聽 前に 作る 所に 係る と 一 K ふ。 "貼、 余の 詩文 粗 3t な 

る、 一 1 讀を 待たず して 明かな り。 是 くの 如くして 以て 詩文 を學ぶ は、 君 ヒを欺 

V ォ うき  むちう 

くな り。 igi 愧 何ぞ耐 へん。 因って 其の 稿を存 して 自ら 策つ。 吉田大 二 郞矩方 謹 

んで 識寸。 

燼餘の 七 書 直 解の 後に 書す Isli 永 元年 九 

天 保 甲 の廷 試に、 ； S 方特 3：： を 以て 孫子の 虛實篇 を 講ぜり。 公、 嘉 稱し褒 賜す るに 七 


書 直 解 全部 十四 冊 を 以てせら る、 深く 愚頌 を激厲 せらる る 所以な り。 矩 方、 生 K 魯純" 

素より 才性 なし。 而も 當時甫 めて 成 童、 未だ 少しも 學カ あらず ヽ 未だ 少しも 知識 あら 

人 だ  あた 

ず。 唯 だ 諸 老宿師 の 在る あり、 叨 りに 斯の 選に 中れ るの み。 故に 朋友 親戚、 間- 艷稱 

ほまれ  ねん  じんぜん 

して 榮と爲 す 者 あり、 慚 愧に堪 ふるな し。 W 來五稔 の 年、 荏苒と して 逝け り。 何の 功 

を か 成し、 而 して 何の 業 を か 修めた る、 前日の 恩賜に 報 ゆる 所以、 果して 何事 ぞ、 一 

も 言 ふべき ものな し。 矩方 たる もの 其の 心 何如ぞ や。 之れ を ふれば 他な し、 古人の 

如く せんの み。 古より 志士 仁人、 恩に 感じ 報 を圖る や、 往々 一身の カを盡 し、 而 して 

之れ に繼 ぐに 死 を 以てす、 亦 唯 だ 當に厲 精力 を竭 し、 日夜 懈る ことなく、 家業に 孜々 

として 死 を 以て 之れ を爭 ふべき のみ。 則ち 質魯 なりと 雖も、 性 鈍な りと 雖も、 豈に其 

の 萬 一 に 報 ゆべ から ざらん や。 若し 夫れ 々仇々 焉 として 世俗に 混じ、 營々 乎と して 名利 

に趨 らば、 唯に 明主 激 腐の 意に 辜き て 身 顯戮を 免 かれざる のみな らん や、 諸 老宿師 に 

(四」  (五)  くわいろく  あ  わ-つ 

負く 所以 も 亦 深し。 丙午の 歳、 如是 庵に 寓し 囘祿 の： に 這 ひ、 燒亡 粗ぼ盡 し. 裁かに 

一冊 を殘 す。 ；g 方 久しう して 11 易 せんこと を 恐る。 故に 謹んで 當に務 むべき の もの を 

未 忍 焚 稿  一 七  一二 


未 忍 i 入 S£ 


七 四 一 


永 元 

た；、 句 

(一；；) 9 の資 

お にし こ、 e_; 

の. KS<S? 貪 

»< なる も 知 h-, 

こ. C に Sg して 

SP. 土の 命乞 ひ 

もして 成功す 

(E)  * 王 夫 

(五) 伍 r4-\t、 

夫 おな 

の f¥w によ b- 

.n 刃せ 1>  めら 

-六) 共に K 

やに 仕へ て a 

isK 策の 遂：； ： 

に »i 力す 

(七) 竹れ 七 

R 人 C 一  <- 

に 什へ て 

5 す 

(八) S あ 

れ， は、 内 Ji»r 

«s す。 の 


(1) 


卷 尾に 書し >  ;^^々自ら針して以て辜負を免かれんことを欲す。 戊 申 晩秋の 望、 吉田矩 

方 嗽して 揮 書す C 舊槁、 此に錄 す。 二十 一巳 時 


雜著 二道 §1ー| 一 fy^ 十-二 

吳王夫 差、 越 を 夫椒に 敗り、 遙に 越に 入る。 越 子、 甲 桐 五 千 を 以て 會稽を 保ち、 大夫 

しょう  -  ひ  た ひらぎ  (四)  S 

種 をして、 吳の大 宰嚭に 因りて 以て 成 を 行 はしむ。 吳子、 將に 之れ を 許さん とす。 伍 

員：： く、 一  不可な り。 臣 之れ を 聞け り、 . 德を樹 つる は滋 くす るに 如く はなく、 疾を^ 

るは盡 十に 如く はなし」 と。 聽 かれず。 其の後 二十 二 年、 吳 遂に 越に 滅ぼさる。 1^1 

二 9  . (七) ..  そ と *• す 

の 杜預. 張 華、 吳を征 せんと 欲す。 山濤 n  く、 「聖人に 非ざる より は、 外 寧ん ずる 

ゆる. メ八)  .V 

も 必ず 內- £§ ^あらん。 吴を して 外 懼と爲 す、 卷： に算に 非ず や」 と。 遂に 大舉 して 吳を 

お ％  しょ 5. &ん えん 

亡ぼす。 旣 にして 武帝 謂へ らく、， 天下 事無しと。. 侈 縱酣宴 、 盡く州 郡の 武備 をぷ りて. 

經國の 遠謀 あらず。  ■ 

ほどこし 

按ずる に、 二者の 勢 略 似 たれ ども 實は 大いに 異る。 し 句 踐は能 ありて 施を務 む。 施 


月 


(三) 


一九) 三 

の 王なる 孫 § 

もい ふ。 孫^ 

！ r: に 降る、 e 

これに 歸八叩 侯 

の &-ケ 賜. i 


して 人 を 失 はず * 親しみて C カを棄 てず。 且つ 越 國のカ は吳國 之れ 故す。 是を 以て 克ち 

て 取らざる は、 却って 後の 息 を 長ず るな り。 歸命の||復！^は^なる、 且つ 武 帝の 才の經 

國に 短なる、 實に異 る 所以な り。 是れ 事の 概論すべからざる もの、 談 兵家の 宜しく 熟 

味す ベ き 祈な り。 ^巾 十 一 月お 記す。 


二  0) 来客 

あるとき、 食 

«if 中 にても n 

中の 食物 を 吐 

i. 汰浴 中に 

て も髮も Is.. り 

直ちに 出 

迎 ふること。 

周 公が 天 丁の 

S せる 故 * 

(一一) 尉 糠 

子、 K 議 $1 に 

出. づ 


二  0) 

ほ  くだ  まさ. f- ど 

古稱 す、 S 一 ハム は吨を 吐き 髮を 握り、 犬 下の 賢に 下る-こ。 而 して 將 門の 反する や、 秀鄕 

うかが  まさ  くしけ づ  を-^. 

柱いて 之れ を 候 ふ。 將門 方に 髮を梳 る、 遽 かに 喜びて 出で 迎へ、 髮理 むる に逵 あらず。 

秀鄉 大いに 望 を 失 ひ、 以爲 らく、 輕躁 にして 量な く、 大事 を濟 すに 足らずと。 途に貞 

盛に 從 ひ、 共に 將門を 討つ。 

ニー-  つく  もと 

尉 糠 子 曰く、 「人の 死 を 乞 ふに 尊き を 索め ず。 人の カを竭 すに 禮を資 めず。 故に 古 は 

介 育の 士は拜 せず， 人に 己れ が 以て 煩 ふこと なき を 示す」 と。 而 るに 上 總介弘 常、 萬 

餘騎を 統べ、 頼 朝に 渴_ す。 賴 朝見 はず、 土 肥 をして 之れ を讓 めしむ。 弘常 退いて 人に 

謂って 曰く、 「公誠に- 大授 なり、 他日 大將 軍た らんこと 必 せり」 と。 

未 忍焚椅  一七 五 
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夫れ 將 門の 舉動は 周 公の 事に 似た る あり、 而 して 反って 人の 失望 を 致す。 賴 朝の 爲すー 

,  所 は 尉子の 言に 異る. あり、 而 して 12- つて 人 をして 服 心せし む。 二者の 機、 審 かにせ ざ！ 

一 

.  るべ からざる なり。  ； 

蓋し 尚 公 は 天子の 相たり、 而 して 天下の 賢 材は皆 已に舉 用す。 其の 重き こと 固より 在 i 

るな り。 故に 自ら 輕ん じて 人 益 ~ 之れ を 重んず。 將門は 則ち 然ら ず、 其の 身 未だ 重 か 

らず、 衆望 未だ 屬 せず。 材能 秀鄉の 如き ものに 至りて、 其の 重き こと 亦 自ら 在り。 其 一 

の 依 違は將 門の 成敗に 關す、 而 して 將 門の 力、 之れ を 何 如と もす るな し。 故に 自ら 輕ー 

ん じて 人 益-之れ を輕ん ず。 难だ 夫れ 輕重 同じから ず、 終に 異る 所以な り。  一 

にし 尉子の 言、 周 公と 趣 を 同じく し、 賴 朝の 事、 將 門と 勢 を 同じく す。 孫武 曰く、 「怯 は i 

に. 《:! つ 

WI  _ 勇に 生じ、 弱 は强に 生ず」 と、 信なる かな。 輕も亦 重に 生ず、 故に 固に 重く して 自ら 一 

輕ん ずれば、 W ち 人 之れ に 服し、 固に 輕 くして 自ら 輕ん ずれば、 則ち 人 之れ を 侮る。 一 

も 此の 義に 通せば、 則ち 貴 者 は驕を 以て 失 はず、 賤者 は躁を 以て 辱められず。 已 酉 一 

二月 二十 二日 記す。 


に 一) J  ノは a  兒玉君管美島軍事を拜する を賀する^::^ 嘉、 水 二 年 E 四月 七 H 

本ぬ 上の 一 島 はじゃう  ら-  ？ ふ 

-3  城 S 巴 城 は-.^" が 二 州の 首領に して、 陸 は 則ち 四 塞 險絕し 以て 耍を爲 し、 海 は 則ち 島 ST 紫 布 

雜^  -fc.  や 

K  fi.  • し 以て 固を爲 す。 而 して 島 姻の基 布して 寝 や 廣大璺 ir 因って 戍卒を 以て 團を 結ぶ ベ 

み しま 

きもの は， 唯 だ 美 島、 其の 他 は 小々 のみ。 美の 島た る や、 巴 城 十數里 外の 海中に 孤立 

す さ え さき  あか？ がせき 

し、 東北 は須 佐の 江 崎と 相 對し， 两 南 は 赤 馬 關と相 持す。 而 して 內は 則ち 巴 城の 正面 

ベう まん  しょう/ \ こ 

に當 り、 外 は 則ち 渺漫天 を み、 直ちに 韓 地方と 隣して、 外^?,の舶憧々\4^として其の 

間に 往來 す、 則ち 叉 二 州の 要衝な り。 蓋し 美 島. 江 崎. 馬 關の巴 城に 於け る は、 猜ほ 

しんし  や ふ 

唇齒 の 喉 咽に 於け るが ごとし。 It 齒 にして 敗れ ざれば、 何 ぞ 喉 咽 を 傷る こと あ ら ん や 。 

美 島に して 沒せ ざれば、 何ぞ巴 城に 患 ふること あらん や。 則ち 之れ を 要衝と 謂 はざる 

まさ  二う しょ 

ベ けんや。 邊を 保ち 寇に備 ふ、 t も 當に意 を 加 ふべき 所な り。 若し 夫れ 因循^ 且 以て 

nn 前を彌 縫せば、 萬 一 の變 故に は 何 を 以て 之れ を 待たん。 官 蓋し 此に兑 る あり、 向に 

新たに. 史卒を 遣 はして 之れ を 戌ら しめ * 尊いで 砲 を 善くす る 者 數名を 遣 はし、 兒玉君 

未 忍焚槁  一七 七 
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に拜 する に 島の 軍事 を 管す る こと を 以てす。 君 平生 未だ 嘗て 言 辭を 令に し、 樯 勢に 屈 

もと  もと  そ 、-ぅ  ( 1 )  fcw< 

yjs^rhl し- 名眷を 汗め 官 達を耍 めず、 疎宕 質朴 自ら 處り、 唯 だ 永 先生の 徒と に 砲術 を 講究 

の和流«,浙^«  i サ いめ 5 

CSS し 頗る 精妙に 通ず。 其の 徒 日に 衆し。 而 して  一二の 術 家 其の 能を嫉 み、 奸權と 結び 

て 之れ を排 せんとす。 是に 於て 其の 徒 奮然 顧みず して：：： く 、「遇不遇 は： 大 のみ、 我れ に 

於て 何 か あらん。 我れ は 我が 樂 しむ 所を樂 しみ、 以て 傲らざる ことな かるべし。 や 

人の 共に 其の 樂 しむ 所を樂 しむ ある を や」 と。 今朝 議稱 人の 中より 拔 きて 之れ を 起す。 

I-i-. みなら >-  あた  お <** むね 

加 之 砲 を 善くす る を 以て 選に 中る 者、 亦 大率永 先生の 徒 なれば、 則ち 誰れ か 之ん 

てう 

を めて 誰れ か 之れ を舉 げたる、 朝に 必ず 哲人 あらん。 方^に 之れ が爲 めに 躍贺 

を 言 はざる こと を 得， <  や。 方是に 於て 竊 かに 君の 爲 めに 謀る あり。 顧 ふに 君の 術た 

、 る、 之れ を 四 邊に错 きて 而 して 後 可な り。 今 これ を 一 小島に 施さし めんと 欲す、 小 BP 

い て と 謂 ふべ し。 君？： £是 に釋然 たらん や。 然 りと 雖も 朝し し 其の 要衝なる を 以てなら 

*" たり。 S 州 

ifj-2s む ん、 且つ 先づ これ を 小に 試みて 而 して 後 これ を 犬に 施さん と 欲する のみ。 唯 だ 願 はく 

むる に 努めて  、  5 ん  ニー) 

は V を^し 力 を 4^ し、 藉を發 して 惜しむな かれ。 昔 柳 子 政 を 柳に 爲し、 州 人顺敏 


す.」 而 して 觀察使 其の 法 を 他 州に 下せり。 唯 だ 君 小に して 爲 すに 足らずと 爲十 ことな 

くんば. 社稷 蒼 赤、 無 疆の輻 なり。 誠に 能く 斯 くの 如くん ば、 賀 する 所 實に 多し、 豈 

に獨り 君の 爲 めに 賀す るの みならん や。 矩方は 書生に して 官府 の 文法 故事 に 通 習 十 る 

こと 能 はず、 所管の 職 何事 を爲す ゃを詳 かにせ ず。 特だ君 を 以て 之れ と爲 すを觀 て、 

徒然に 非ざる を 知れり。 故に 之れ を： 一一- ：! ふ。 IrA 夏閏 四月 初 七夜 . 

講義 存稿 三篇 嘉永ニ 年 五月 (原 和文) 

二 フ  シク 二 シト 二  シク 二 シ クシ テ 一一  ルニシ テフ  ヲ 二 1 一) 

詩 云、 宜, 兄宜， 弟。 宜， 兄宜 , 弟。 而后 可ユ以 敎ニ國 人？ 大學傳 

とと 0 

章 意 此れ 傳の九 章に して， 國を 泊む る は 其の 家を齊 ふるに 在る こと を 論ずる たり。 

此の. 處に 至りて、 三た び 詩 を 引きて 以て ヒ 文の 事 を；^ 嘆す。 就中、 此の 一節 は、 兄 

弟の 間 友 弟 ありて、 而 して 後、 敎を 施すべき こと を 云 ふ。 

{ 子别 宜は よろしき と 謂ず、 そぐ ひよ きこと なり。 兄に 宜しき は 'なり、 弟に 宜しき 

は 友な り。 敎は卽 ち 友悌を 以て 敎 ふるな り。 國 人は國 中の 人民 を 云 ふ C 

未 忍焚搞  一 七^^ 
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解義 ^！^の小雅、 * 蕭篇 に、 弟た る 者 恭敬 和顺、 以て 其の 兄に せし く、 兄た る 者 慈愛 

にして 敎訓 し、 以て 其のお に 宜しく、 兄お の 交 W 々として 和 悅の貌 ありと 云へ り。 

會子 意へ らく、 吾が 親しき 兄 =5* の 間、 此 くの 如くに して、 其れより 後- 门、 り 行 ふ處を 

以て 國 中の 人民 を敎 へて、 兄た る 者 をして" 力に {且 しく、 おた る 者 をして に {H3 しか 

らし めら るるな り。 若し 自ら 行 ふ、 未だ 至ら ずん ば、 家に 至り 戶に喩 すと 一； ムへ ども- 

民祸ほ 兄に 逆 ひ； S を虐 する 者 多 からん。 

^^パ^；^マ 餘 《1 聖人の 道、 先づ： D れを 正して 而る 後に 人を敎 ふ。 卽 ち孟) 子 所謂 昭々 を 以て 人 を 

i  して 昭々 たらしむ るの 義 なり 。而 るに 世の 權謀 功利の 說を なす il<;:、 これ を， 辻と して 

n く、 「大下 國{豕 を 治む るに 術 あり。 何 ぞ正心 誠意の 說 に^々 たらん や」 と。 是れ 

思 はざる の しきな り。 治 をな 十 こと 固より 術 あり。 然れ ども 善 法 良 術 も 其の 人 を 

待ちて 行 はるる ことなれば、 法 術の 事 は 姑く 措いて 論ぜず。 且つ 先づ T しれ を 正して 

後に 人を敎 ふる の 說を盡 さ ん。 一家 を 以て 譬 へんに、 主 人 c: ら 141^ 食 安 して、 妻子 

俊婢 の^ 勤 を 欲し、 之れ が爲 めに 法制 をな すと も、 ？ 一れ に 欣然と して； 迚奉 せんや。 怒 


ら ざれば 怨み、 然ら ざれば 嗤 ひて 且つ 謗らん。 又 ー官 贫に譬 ふるに、 官 たる 者、 

おそ 

屬の やく 朝して 晏く 退き、 心 カを竭 して 職 事 を 勤めん こと を 欲して、 身 自ら 之れ 

を 3^ み 行 はずん ば、 朝に 呵し 夕に 脊す とも、 詔 諛の徒 は 其の 失 を 正 言せ ざるの みに 

て、 面從 して 後一 百し、 容悅 して 背 憎す る こと 必 せり。 職 事 を 治む るに 於て 何の 益 か 

あらん や。 若し 二つの もの、 一 E: 方 を 換へ轍 を 改め、 己れ を 正して 而る 後に 人に 敎 

.  へば- 亦 孰れ か敢 へて 從は ざらん や。 人情の 從違、 手の 反覆の 如き こと、 大抵 此く 

の 如し。 故に 權謀 功利、 卻 けずん ば あるべからず。 已れを 正す の學、 勤め ずん ば あ 

る ベ か らず。 已酉夏 五月 仲 六 場 

、，： fi>  ニー？ ク ビチ レバ 〈 チ クラシ ヒテ レバ バ * アヤ フシ 

K^^^^ 子 11、 學而不 レ思則 罔。 思而不 レ學則 殆。 

章 意 此の 章、 思 • 學 二つの もの 相 待ちて 功 をな す、 偏 魔すべからざる を 云 ふ。 

$ 學は效 なり。 人の 善行に 效 ひて 之れ を 行 ひ、 善 言に 效 ひて 之れ を 言 ふ を 云 ふ。 

思 は、 深く 其の 理を 思惟す るな り、 かく 行 ふ は 如何なる 理、 此の 言に 依れば 其の 事 

如何 處 すべき 理と、 一 々道理 を 思惟す る を 云 ふ。 罔 はくら しと 謂ず。 其の 理、 心に 
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分明なら ず、 會 得せざる を 云 ふ。 殆は、 其の 事に 習 恨せ ずして あやふや 思 ふ を 云 ふ" 

解義 凡そ 人の 善 言 || 行 を 見て 之れ に效 ひ、 叉 聖賢の 書を讀 みて 前言 往行 を考 へ、 身 

に 行 はんとす る 類、 學 ぶと 云ぶべし。 然れ ども 心 其の 理を 思惟せ ざれば、 善に 依る 

のみに て 曾て 其の 理を 知らず、 之れ を 守る こと 確かなら ず。 且つ 一事より 推して 廣 

く 他事に 施す こと 能 はず. 事に 臨みて. Si 弁なる、 是れ 兼て 其の 理、 心に！； けおば な 

り。 乃ち 學 びて 思 はざる の 致す 所な り。 一事に 由り、 類に 觸れ て、 之れ を 長 じて 他 

事に 及ぼし、 往に 就きて 尋 思推究 して 來に 施す 類、 思 ふと 云 • ベし。 然れ ども 廣く善 

言 颜行を 求め • 遠く 前言 往行 を考 へずん ば、 1K 下の 事 千 緒 萬 端、 理 一 と 云へ ども 分 

殊 なる 故、 事に 臨みて 皆 見慣れず、 聞き 惯 わず、 行 ひ 慣れず、 首 ひ 恨れ ぬ ことにて 

必ず 疑權を 生ずる に 至る。 是れ 其. の 事に 於て 兼て 心に 安ん ず る こ と 能 はざる の 致す 

所な り。 二者 相 待つ こと 此 くの ごとし。 學者 それ 偏廢 すべ けんや。 

$ 今の 學者 ニ大弊 あり。 一は 思 はざる の 弊な り。 博聞 强記を 務め、 古今の 事 

和 の 制度より、 諸子 百 家の 說に 至る まで、 極めざる ことなし。 之れ をして 文 を 作 


( 一 ) 楚け周 

の 時代 揚壬江 

中流 域に あり 

し國。 春秋 時 

代の， 初、 國主 

?i 通 W 稱して 

武. 土と 號 す。 

柳な 《虚 に 移 

す こと 下 文に 

論 あり。 又 左 

傅莊公 十八 年 

の條に 出， つ 

(二) 論語、 

«r 氏篇 首章 


しんとく 

らし むれば、 文 を 善くし、 詩を陚 せし むれば. 詩 を 巧みに す。 而 して 其の^ 行 心得 

如何と 問へば、 一つの 言 ふべき なし。 政道 時務 如何と 問へば、 一つの 用 ふべき なし。 

是れ 他な し、 學 ぶと 云へ ども 聖賢の 言 を 以て 心身に 服せ ず、 古 を 以て 今に 宛てて 思 

ふこと なければ なり。 ニは學 ばざる の 弊な り-。 虚論高 議を宗 とし、 其の 言 を 聞く に. 

E  く、 「我れ 嘗て 某の 一 句を讀 みて 發 明す」。 「某の 一 字、 人 未だ 看破せ ず」 と。 謂 

へらく * 「天下の 事、 一 理 之れ を 贯十、 何ぞ多 首に 在ら ん」 と。 道 を 論ずれば 則ち 

门 く、 「性 命 鬼神」、 兵を說 けば 則ち n: く、 「奇正 虚實」 と。 其れ をして 事に 臨まし 

めば、 一 も 手 を 動かす こと 能 はずして 已 みなん。 此の 二 端は學 者の 大弊 なり。 自ら 

いまし 

警め ずん ば あるべからず。 然ら ざれば 是れに 由り て、 俗吏 をして 學者用 ふるに 足ら 

ずと 謂 ひて， 幷 せて 有用の 學 者を棄 てし むる に 至る e 嘆ず べき かな。. 

念 日 場  吉田矩 方 

(1)  けんな しょ  ， 

楚の武 王、 權を那 處に遷 す。 其の 理非い かん。 

(二)  きた  _ 

孔子 n く、 「遠 人 服せ ざれば 則ち 文德を 修めて 以て 之れ を來 十。 旣に 之れ を夾； さは 

未 忍焚槁  一八 一一 一 
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則ち 之れ を 安ん ず， 一 と。 國家を 治む るの 要、 民心 を 得る に 在り。 民心 を 得る の耍 * 

文 德を修 むる に 在り。 此の 理に 通ぜ ざる 者 は 謂へ らく、 國家を 治む るに 權術を 以て 

二)  すと b 是れ楚 王の 權を： f す 所以な り。 是れ より 先き 武 王、 權に克 ちて、 鬪辦 をして 

後た る »-  d 

な に 《e い 之れ に 尹たら しむ * 以 ゐて叛 く。 圍 みて 之れ を 殺す。 武王 蓋し 此れに 懲りて 謂 へら 

*4 るな り 

く- 權人唯 だ 其の 所 を 安ん ず。 是れ叛 く 所以な り。 彼れ をして 所 を 得 ざら しめば、 

仰 事 俯 育に 暇 あらず、 尙ほ 何ぞ叛 劐を爲 さんや。 顧みる に 民 をして 所 を 得 ざら しむ 

る は 之れ を遷 すに しく はなし。 何と なれば、 攀國の 民人、 父祖 歴世の^ 墓ど舍 てて 

狐 IS の 居に 委し、 货村 米穀の 府^ 倉廩 を委 てて 顧みず、 僅かに 老を 奉じ 幼を携 へて 

遷る のみ。 其の 所 を 得ざる、 何事 か 之れ にしかん。 是れ 以て 叛亂を 制する に 足れり 

と。 是に 於て 斷 然として： f して 疑 はず。 殊て 知らず、 叛と 順と は 民心 離合に 在り、 

而 して 其の 所 を 得れば 則ち 民心 合し、 其の 所 を 失へば 則ち 民心 離る る こと を。 後、 

文 王の 世に 至りて、 C 人 楚に叛 きて 那處を 伐ちて 之れ を 取る。 其の 時 嘗て 那處 に^ 

,il んバろ  よ 5 すゐ およ  ， 

たりし 閬敷尙 ほ 在り， 沛 水に 游 いで 走りし となり e 然れば 其の 間 年月 も 程 久しき に 


は ある まじ。. 且つ 閻效走 りし 有様- 彼れ 此れ を考 ふれば、 蓋し 必ず 前日の 國替に 民 

心 離れし なるべし、 若し 楚王 をして 鬪雜誅 に 伏す るの 後、 其の 土地 人民に 就きて 恩 

信 を 施し、 賦斂を 薄う し、 刑罰 を 省き、 產業を 制し、 務めて 民と 休息せば、 他日 何 

ぞ 棘く 巴人の 辱め を受 くるに 至らん や。 然るに 謀 f に 出で ず、 慘聚 少恩の 事に 安ん 

ここ 

ずる 者何ぞ や。 蓋し 王の 心、 唯だ權 人の 叛 a を 虞れ て、 自ら 省す るに 暇 あらず。 是 

を 以て 乘彝の 良心 是れ、 が" 爲 めに 掩 はれて、 思慮 顚 倒して 然るな り。 故に 未だ 事に 臨 

ちた 

まざる に 方り て、 本心 をして 洪然虚 明なら しむる は 道 學の本 じ：： なり。 武 王の 如き は 

素より 論ずる に. 足らず。 

世の 事 を 解せ ざる 者 は是れ 等の 事 を 以て 兵家 權變の 術 杯と 田 4 ふ は 大いに 非な り。 此 

,  (二).  を さ 

れ 亦辨ぜ ずん ば あるべからず。 三 略に 円く、 「國 を爲 むる の 要は 賢と 民と を 恃むー 

と。 又 z: く、 「軍國 の 要は 衆 心 を 察し 百務を 施す」 と" 兵家の 說、 固より 民 を視る 

こと 楚 王の 如くなら ず *  . 

二十：； n 場  吉田矩 方 

未 忍 焚 稿  . 一 八-五 


未 忍焚搞 


八 六 


二) お 山 

內， 蹈軒は そ 

の 狭。 i^«M 

康の 門下に し 

て 平 njw のま 

老 〔s〕 


葉山錯 軒に 與 ふる 書 嘉永ニ 年 五月 十五 H 

ま-:'  き きう  つ  • 

五月 仲 五. 吉田矩 方再拜 して 白す。 僕 箕裘の 業 を 襲ぎ、 幼に して 兵法 を學 ぶ、 亦 唯 だ 

村識. 劣に して 蹤 跡に 區々 たり、 見聞に 拘々 たり、 一 殿して 古人の 域に 迭る こと 能 は 

よは； S  ぜんさん 

ず。 而 して 犬馬の 齒已に 弱冠な り。 進んで は 善 算を陳 じ、 奇策 を畫 し、 廟 の 萬 一 を 

稗 補す るに 足らず、 退いて は 斯道 を講 明し、 家 學を修 治し、 己れ に 得て 以て 人に 傅 ふ 

ちんせ キ』  とも 

る 能 はず。 而 して 其の 日に 講究す る 所 は 古人の 陳跡 のみ、 其の 與に 交游 する 所 は鄉黨 

しき  こつ ぼつ 

の^ 村の み。 歲月荏 i$、 年齒荐 りに 加 はり、 唯 だ碌々 たる 瓦 石、 遂に 自ら 汨沒 せん こ 

と を 恐る。 僕 久しく 之れ を へ、 居常 書 を讀み 道を學 ぶ、 毎に 良師 友 を 得て 之れ と 問 

難 論議し * 而 して 後、 志氣を 激發し 以て 學識を 長 進すべき を ひ、 而も 未だ 其の 人 を 

得ず。 聞く、 先生 經術 文章 ありて 思 を 兵法に 精し うせら ると。 £1 方 未だ 其の 詳悉を 知 

おも ひ  i- ケ 

るに 及ばず と雖 も、 而も 欽慕 懐に 切なり。 謂へ らく、 一  たび 相 見 ゆる を 得て 精 論 高論 

を 奉ずる あらば、 少しく 鹿 陋の習 を洗潘 する に-:^ 幾 からん かと。 且つ 夫れ 文武の 偏し 


(二)  BT は ほ 

の？ 、りなる ベ 

し。 降 及び 

s« ^は If の 高- 

ffl に 事へ おる 

なり。 前 二者 

は文臣 にして、 

後二^ は 武臣 

なり。 夫々 文 

武狭備 の將相 

には^^ざりき 


易き こと 古より して 然り。 . 陸の 武 なく、 絲 . 液の 文なら ざる、 比々 皆是れ なり。 

てき 今- 

僕適歸 する 所 を 知らず。 今 先生 經 術に 通じて 兵法に 精し と。 是れ僕 欽慕の 切なる 所以 

なり。 近世 酷 虞覬 叙し、 奸情 測り 難し。 廟堂 深慮し、 邊備數 ~戒 む。 是に 於て 天下の 

.7 う/、 

策士 論者 * 時事 を 目撃し  >  嘵々 として 各.， - 見る 所 を 言 ふ。 今 先生 有爲 のす を 抱かれ、 

而も 贲藩は 正に 賊衝 に當 る、 則ち 虜の 情狀に 於て 固より 已に詳 にして 之れ を審 にせら 

さくけ い 

るる こと、 鑑 照して 莢 計す るが 如くな らん。 折衝 禁 侮の 大計に 於て 固より 「しに 講じて 

うちつ  まさ 

之れ を 究め、 中に 藏 みて 胸に 慨 せらる る こと 久し からん。 天下の 論、 將に 先生に 折 15^ 

すると ころ あらんと す。 積年の 疑、 蒙 を 先生に 啓かれん こと を 欲す。 是れ僕 欽慕の 切 

なる 所以な り。 僕 素と 四方 を游歷 する の 志 あり、 先生の 學を 聞き、 欽慕 自ら 止む 能 は 

はんげつ  き 卄っ 

ず。 唯 だ 藩臬嚴 重なるに 覊練 せらる。 他 時、 弊 有司の 許 允 を 得ば、 將に先 づ拜趨 して 

業 を 門下に 受けん とす。 茲に書 を 奉りて 之れ が 先 容と爲 す。 先生 僕の 暗 劣 を 以てせず、 

循々 として 敎 へられな ば 幸甚な り。 時 維れ 暴に 向 ふ、 伏して 惟ん みる、 自重 せられん 

こと を。  矩 方再拜 

未 忍 焚 稿  一八 七 


まて r^,  4« 之：: 
く 战^ « 允 v^^ 
* に 山 、 
の從鹿 素お 
行 出 
を I. 助の 友 


(二)  木 

g1。 s の 

人に I て 本 w 

t!-*! み、 九州 

5?« し、 おめ 

に 多く 名士と 

々X を Si ぶ 〔酮 

傳： 

(：•)  ； w« 人、 

K は 百-. T は 

ほの <_» 父.！ as 

助の fc- 人に 

--こ > 

ぶ. をれ 

に， ft^ft 

£、 お 交 《si 


未 忍 焚 稿  一八 八 

れ.： けい 

リ 刀 啓 

僕の i 先 は 嘗て^ 鹿 藤 介 子に 從 ひて 學び， 素行 先師 著 はす 所の 武敎 全書 其の 他雑述 

数篇を 授かりて 歸る。 雨來 緖を繼 ぎて 僕に 至る  >  「しに 數世 なり。 傳 遠く 業 荒る、 何 

れに往 きて か 正 を 取らん。 而 して 先生 兵を說 かるる、 原と 山 鹿 氏に 本づ くと 聞く。 

乃ち 平生の 疑 難、 將に質 正す る 所 あらんと 十。 僕の 喜び 知るべき なり。 惟 だ 先生 S 

ケ冗 あらん こ と是れ 祈る。 

伊藤 某に 與ふ 嘉永ニ 年 五月 二十 五：：： 

聞く、 足下 K 爽 奮發、 懷慨義 を 好む と。 一 たび 見えて 臂を 交へ、 古今 を剣談 せんと 欲 

して、 而も 得べ からず、 以て 憾みと 爲す のみ。 僕 素と 四方に 游び 家學を 修めん とする 

の 志 あり、 而 して 因循 年 を. k る。 百 非 林 翁 は 僕の 父 執な り。 客歲、 足下の 館に (5 し、 

下が 軒先 生の 人と なれ を稱 道し、 其の 人物 を倬 なりと する を 聞き、 僕 をして 學に 

就かし めんこと を 欲 十。 僕、 にして 爲す あるに 足らず。 然 りと 雖も 素志の 存 


(五) w 文の 

「^山 IS 軒に 

與 ふる 書」 


する 所、 自ら 止む こと 能 はず。 是に 於て 意 を 西遊に 決す。 乃ち 「書 を 作りて 平 戸に 贈 

り、 略 ぼ 欽慕の 意 を 言へ り。 别幅稿 を 具して 附呈 す、 電覽 せられな ば 幸 ^なり。 足下 

義を 好む、 必ず 人の 爲め にす るに 勇な らん。 且つ 先生と 舊 ある、 足下に 若く はなし。 

冀 はく は 足下 僕の 爲 めに 更に 意 を 致されん こと を。 僕 因って 先生に 謁し. 其の 高 辯 偉 

ようぐ.；： ん しれ、.  ら る 

論 を 聞き、 以て 庸頑 を砥勵 する を 得ば、 則ち 足下の^ 大 なり。 ， 勾 々書 を 作り、 觀樓す 

る こと 能 はず。 萬 推-祭 を 祈る。 矩方 おす。 「：^ー！3ま|£ス 


(六) m 縣半 

^. 名 は衡、 

ネは世 ar 後 

の i 六戶 虎。 松 

陰の. 友人 〔關 

傅〕 

(七) 易に 習 

坎の卦 あり、 

^に 曰く、  a 

險な h- と 


つ 七ン 

しふが 


縣世 幾に 與ふ 嘉永ニ 年 六月. r 九日 

足下と 中 路に邂 返し、 傾 蓋 多 時、 丹 赤 相 示す。 語、 僕の 習. 坎： に 及ぶ や、 足下 云 ふ- 

r 是れ 宜しく 心 を 動かし 性 を 忍ぶべし」 と。 時に 僕 以て 然 りと 爲さ ざり さ。 家に 歸り 

て 後、 偶. '王 陽 明の 文 を 取りて 之れ を讀 める に、 懇々 乎と して 此の 意 を 言 ふ。 因って 

おも  てきぜん 

翻然 內に 顧み、 足下の 言 を 念 ひ、 傻 然として 心に 感じて 自ら 止む こと 能 はず、 大いに 

昨の 非 を覺る あり。 蓋し 君子の 心 を 宅め 行 を 制する や、 富貴 貧賤、 夷狄 患難 も 必ず 其 

未 忍焚槁  一八 九 


未 忍 焚 稿  一九 C 

ここ  ま？ 

の 道 あり。 是を 以て 入りて 自得せ ざる はなし。 僕た る 者、 當に 其の 道 何 如 を 顧みる ベ 

しゃう げん 

きのみ。 卽ち心 を 動かし 性 を 忍ぶ の說 なり。 ， 勺 々簡を 修めて 以て；； ：n 言 を拜 す。 書、 意 

を盡 さず， 萬. 面陳を 要す.。 六月 仲 九 . 

漫筆 一 條 事 水 二 年 六 E; 一一 十二  H 

M)  -r_ 

0 長崎聽 役の 選 * 愼 重なら ざるべ からず。 a!i し- &崎 は蠻舶 の^ 湊 する 所， 慮情是 に：^ て 

ん^ する 和^ 

tii 船 より 其の 一端 を MJ- るべ し。 官に g づ くるに 聽を 以てす、 則ち 其の 實扭 るべ し。 明 人：. ム はく * 

魔さ るる^ 報  . 

漂 「慮 を 間 ふに は 之れ を屬 夷に 諜る。 倭 を 間 ふに は 之れ を 朝鮮に る」 し」？.^^;:が國の淸* 

f ョ 

さ v*s* 蘭 を 待つ、 顧 ふに 是の 意の み。 而 して 邦 國の長 崎聽役 ある も 亦是の 意な り。 則ち 志氣 

慷慨、 心性 活潑、 監識 明かに して 機智 敏く * 深く 兵法に 通じ、 博く 古今に 涉る 者に 非 

、i2 に ざるより は、 其の 任に 洪 ふるな し。 且つ 夫れ gi 方の 事 は境內 の事體 と：： Z じからず。 無 

なり， 15 は 注  = と  - 

M^u^^ 學無識 の 人 0 若き は、 言 談舉 止、 亦 以て 五：： が 君 を 辱し むる に 足る。 故に：：： く、 其の 選、 

I  ■ftriK  (一一 

SBCm 卞 おせ  一一 r 一』 しか  0 

にす ベから す 慎重なら ざるべからず と。 或 ひと 云 はく、 「長 崎 聞 役と 雨 云 ふ、 何ぞ 必ず L も とせ 


ん」 と。 吾. e は ヒれを 取るな し。 六月 念 二、 じ時染 す。 


S) 痛 永 二 

年 七 《:、 命に 

より 長 門の 北 

W 岸の 防備 視 

お. 小に 出 SS せ， 9。 

第卜卷 「趣 谏 

紀^」 參照 


«! 浦存稿 嘉永ニ 年 七月 

同 研の 諸兄に 與ふ 

々、船 こ 上り、 面 別す る こと を 得ず、 憾 茶し、 憾^し。 官程期 あり、 二十 曰に して 將 

に歸 らんと す。 然 りと 雖も、 1K に 陰晴 あり、 風に 久止 あり、 潮に 逆顺 あり。 夫の 資 

怒號し 激浪 空を排 し、 寸板も 海に 下る こと 能 はざる がごと くなら ば、 則ち 復た 何ぞ程 

の 期に あらん や。 速 かなるべく して 速 かに、 久し かるべく して 久し。 要は ま 形勢- 

利害 消息. 遠近 險易. 水涸山 阻の 地 利 を詳審 にせん のみ。 唯 だ 僕は蹇 驚な り、 老 宿の 

こ M え ひ、 非 旋 せんの み。 書して 以て 別れ を 言 ふ。 七月 初 四 


(五) 前 出- 

べ  八  頁參照 


馬關に 伊藤 木工 を 訪ュ 

君 懷奇氣 久相傳 君 奇氣を 懐く こと、 久しく 相 傳，. i 
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し 
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(ご m 紀 

*  (《s 十お 一 

-: ハ W)  ^1 

i 一一郎と！ S 人に 

して、 山^ の 

一. お 

の g 名， 想 卿 

は の卞 なら 

ん (《  •  ^何 

ゎも稱 の卞と 

fflffi あ h-)。 

* は 一郎、 

郎ゃ >山» の S 

聿 « の 娘、 

は. y 啓、 字 

は-わ M、  ^BE 

ijg す。 この 

二子 EAS のま 

にして： の 

ご としと い ふ" - 

(以上 fflw 一 

のれ.. 小； i« 

る) 

(二) 下 M の 

W 岸に あり、 

-6- は 市内 C  £ 


未お 焚 稿 

來訪論 心 緒 連 

俗^ 他 時 脫難得 

^逢 今日 定何緣 


1 九 二 


來り訪 ひて 心 を 論ず れば： ft 緒 連る _ 

俗 粋 他 時脫し 得が たし、 

遭 逢 今日 定めて 何の 緣ぞ や。 


伊藤 木工の {で にて 頼德 卿. 頼 藤に 避 返す。 二子 詩 あ」 

を陚 して 德 卿に 示す 

雄 才足振 賴家聲 雄す 振 ふに 足 る賴家 の 聲、 

邂逅 卒然 旰膽呈 返して 卒然 肝 膽を呈 す。 

誰 計 歌 吹 海中 月 誰れ か 計らん 歌 吹 海中の 月、 、 

短^ 豪 與不塵 情 短 蓬 豪與、 塵 情ならず。 


僕 も 亦 此れ 


觀音崎 


壁 立の 危 5^ ^籰を 擁し > 


(二) 松 陰の 

外 五郎 


觀昔 i! 上 呶爲關 觀音崎 上， 喻、 關を爲 す。 

船窓 喜 事 君 知 否 船窓の 喜 事、 君 知る や 否や、 

^得 向津 雲表 山 ^得たり 向津 雲表 の 山。 

重陽 園の 記 亭水ニ 年 秋 (力  - 

久保菊 成 翁、 其の 園に 名 づけて 重 ほと n: ふ。 余、 其の 說を 叩け るに、 翁の ni く、 「直 

る ま 古人 之れ を 菊の 序と 謂 ふ。 余、 居常 菊の 隱逸を 愛す。 故に 取りて 以て 園に 名づく 

るの み。 然れ ども 獨り 重^に 取る は、 仰-亦 說 あり。 世の 菊 を 愛する 者 * 栽培 舞 養、 

心 5 曰 を盡し K 體を勞 し、 花の 艷 ならん ことと 種の 具 はらん こと を 求む。 其の 色 或は 白 

或は 紅、 共の 節 或は 夏 或は 冬。 其の 花 開く に 及びて、 或は 根を撼 かして 以て 盆に 移し、 

或は 枝 を 斬りて 以て 瓶に 插す もの 比々 皆是れ たり。 之れ を 要するに、 其の 天性 を^ 賊 

して：^ 流の 眞趣を 失 ふ。 夫れ 其の 花 黄に 非ず、 而 して 其の 節 重陽に 非ず、 其の 操隱逸 

に 非ず、 而 して 名を與 へて 菊と 曰 ふが 若き は、 抑. -亦 惑へ り。 余， 5; 兑に 之れ を爲 さん 

未お 焚 *M  一九 三 


术忍焚 描  一九 四 

や。 余の 愛する 所 は * 其の 根 は 庭陬に 托し、 其の 生 は 荒 草に 雜 はり、 心智 

を盡し K 體を勞 する こと を烦 はさず、 其の 花 は 必ず^、 其の 節 は 必ず 重^、 其の 拔は 

必ず 隠逸なる もの、 是れ 以て 其の 天性 全くして 眞趣失 はわず。 專ら重 ほに 取る 所以な 

り」 と。 余、 翁の. 一 3 に 因りて 感ずる 所 あり.。 夫の 讒^ 欺： 沖の 巧言、 阿 恥 詔諛 のな リ色は 

世の 愛する 所の 菊な り。 且っ-.=^:れょり之れを觀れば、 詩 家 文人に して、 風流 喊達、 D 

ら高致 を 飾り、 他の 富責利 達と 相 忘る るが 如くに して 而も 內實 然ら ざる 者 も 亦 類な り- 

ひ  こ 更に fj^^a- 一  ：2?i^ にして 利 名に 漠 たり、  而も 能く 晚 節に 處し、 其の 操 を 全うする こと 

翁の 愛 十る 所の 菊に 如く もの あら ざらん や。 是れ 誠に 愛すべき なり。 翁の 意 も 蓋し 亦 

i に 在らん か。 翁の 子 某 は 余が 同社の 友な り。 因って 其の 記を爲 りて 以て 贈り、 且つ 

k げ て：： く、 「翁の 愛する 所の もの、 蓋し 學、 經術 あり、 深く 斯の 道を樂 しむに 非 ざ 

とも  ここ 

るより は、 八. て 及ぶべからず。 願 はく は與に 事に 斯に從 はん」 と。 

^江に？ i を觀 るの 記 嘉永ニ 年 秋 (き 


i に ひ  feQ 

1 日 舟 を 玉 江に 放ちて * 月 を 弄しみ 酒 を 飲み、 詩 を 陚し文 を 作る。 流れに 沿うて 下り- 

くわう くわつ  たうよ-つ  たうし や  しゃう く 

倉 江に 至る や， お を 下して 海を觀 る。 眼 境廣濶 にして 波浪 騰 涌し、 淘沙 舟に 觚れ、 ？ i ！々 

えん  たう/ (^えん 

焉 たり、 輕々 焉 たり。 余、 同舟と 喜ぶ こと^しく、 節を擊 ちて 高歌す る こと.；^. しう す- 

舟 子指點 して 11  く、 「彼の ー帶の 平沙、 一條の 翠松 は相傳 ふ、 古 皆 蒼海な りし も、 歳 

すな よな  ， 

月の 久しき に 及び、 波浪 沙を 淘げ 陸に 揚げて、 漸く 土地 を 成せる ものな りと」 余 乃 

ち 同舟に 謂 ひて：： く、 「此れ 豈に喩 すべき ことな からん ■ や。 凡そ 事の 漸を 以て 成り、 

し -H ら  か 

漸を 以て 變 ずる は、 少 くも 間斷な きを 以てな り。 夫の 浪、 沙を淘 ぐる を觀 るに、 其の 

半日 一 日の 楊ぐ る 所 は 少なき のみ。 然り而 して 間斷 なきの 久しき、 乃ち 能く 彼の 如し- 

今人の 才性^ 1^ なりと 雖も、 書 を 讀み道 を學び •  ；；？ ^々として 息む ことなく、 渐を以 て 

進みて、 近效を 求め ずん ば、 則ち 古人 亦 企つべき なり。 此れ 學者 當に喩 りて 自ら 勉む 

べき 所な り。 夭 下の 事、 制度 文爲， 善き もの も渐を 以て 變 じて 惡 となり、 利 ある もの 

あらた 

も漸を 以て 變 じて 害と なる。 歷 代皆然 り。 人生 知りて 之れ を 革め ずん ば • 則ち 將に其 

ヒ  しばら  ニニ) 

の 弊に 勝へ ざらん とす。 且く學 事 を 以て 之れ を觀ん に、 ！ 正 心の 學， 變 じて-弄 月欧 

求 忍焚椅  た  一九 五 


(一) KB の 


未 忍：^,; w  1 ブナ 

. 陚詩 作文の 具と なる。 此れ 亦學者 當に喻 りて 自ら 勉 むべき 所な り。 凡そ 有志の 士 

の 物 を觀る や、 - おに 徒然に すべ けんや。 余 則ち 是れを 以て 之れ を 觀んと 欲す。 人 各 > 

かたはら 

心 あり、 諸君の 觀る 所以の もの 何 如」 と。 同舟 皆 言 ふこと、 他慨 激烈、 旁に 人な き 力 

若し。 劇談 高論、 滿身 皆是れ なり。 興盡 きて 後歸 るに、 月旣に 西に 流れたり。 其の 明， 

i~ に ii し、 以て 行 言 を 顧みる の 資と爲 すと 云 ふ。  .. 


(二)  4^ 伯 H 

八郎、 *? 利 薄 

L。 松 战の兵 

S ド 


(二) 


1 I 七な 


佐 伯驪八 の 美 島 に 役す る を 送 る 序 嘉永 二 年 十月  一 H 

余 嘗て 戰國 間の 載 紐を讀 みて 謂へ らく、 古の 人、 心剛 にして 氣 勇なる、 其の 件 K より 

然るな り、 今の 人の 能く 及ぶ 所に 非ざる なりと。 旣 にして 又 謂へ らく、 1K の 人 を 生ず 

る、 古今の 殊 なし。 心 は 以て 養 ひて 剛 にすべく、 氣は 以て 習 ひて 勇に すべし。 特だ養 

> と  ことし  り 

の 均しから ざる、 習の 同じから ざる、 乃ち 勇 ii 剛！^ ある 所 W なりと。 今； お 佐： i;! 驪八命 

まさ み しま う えき  •  I 

を 奉じて 砲 を 管し、 將に美 島に 于役 せんとす。 其の 洋 中の 孤島なる を：：^ て 力 ム, く 

長 難の 色 あり。 而 るに 顧 八 は 踊躍 條慨、 胡 を li^ むの 氣、 言譚の 間に 溢る。 余， 驅八を 


帝 ^ 1 こ"^ こ ^3  tTQ 

？:  *    - 孫 m  S 

出 十の は趙 
孝 つ' 八 答 そ 允 的 

宣 史 への 國 i5| 
皇 略し 字、 の 


くわ，："  おもね 

知る こと 久し。 其の 人となり 魁梧奇 偉に して >  m- 一面 鬚 多く、 氣 ありて 阿らず， 貧に 居 

つね  . 

りて 姿 如たり。 其の 剛 ffl^ 猶ほ 古人の ごとし。 5 一 n- に 養の 素 あり、 習の 曰 ありて- 然るに 

非 ざらん や。 s^、 斯の人 をして 洪波大 騰 湃の 間に 往還せ しめな ば、 其の 養 其 

ら) 

の 習 復た前 曰. に 加 ふる ありて、 其の 剛勇 益  >-觀 るべき もの あらん。 昔趙 翁^ 年 七十 餘 

のとき、 諸^^背叛して塞を犯すゃ、 孝宣 之れ を老 として、 御史大 夫丙吉 をして 誰れ か 

將 たるべき 者 を 問 はしめ しに、 乃ち 對 へて 曰く、 「老臣に， J ゆる 者な し、 臣， 願 はく は 

？づ S. 馳 せて 金城に K わ-り、 圖 して 方略 を 上らん」 と。 遂に 兵を發 して 西部 都 尉府に 至る。 馬 

後， *s の 光武帝 .  七  あはれ 

(の 七  1\陵は 文 淵 は 年 六十 二、 武陵五 溪の蠻 夷を擊 たんこと を 請 ふ。 光武、 其の 老を愁 む。 乃ち 曰 

今の 湖南 省に  かう ぶ  -ー 

韆 し-一 兀溪. く、 「臣尙 ほ 能く 甲 を 被り 馬に 上る」 と。 帝、 之れ を 試みし む。 因って 鞍に 據 りて 顧 

一. lis  • れ溪 l-r 

£-11 の？  I し 以て 用 ふべき を 示す。 帝 笑って 曰く、 「*lt たる かな 是の翁 や」 と。 遂に 遣 はし 

し？  か.  らいらく 

て 之れ を征 せし む。 余、 夫の 二子の 言行 を 思 ふに、 磊落 奇異、 人 をして 興起せ しむる 

に 足る。 驪八は i し 深く 斯に 得る ありし 者な らん。 因って 爲 めに 之れ を 誦す。 十月 W 

.1^ 忍焚搞  一九 七 


未 忍 焚椅.  一九 < 

操 習筌蹄 til 本 嘉永云 や 十月 S) 

砲隊 i さ 

いづ ほ "に (； 1: 錢の >M* 輕 き は 十三 四茛、 重き も 二十 赏 のみ C 兒卒三 四 名 なれば 則ち 以て 行軍 十べ 

く、 以て 野戰 すべし。 一門 を 伍と 爲し、 五 伍 を 隊と爲 十。 三隊 にて 通計 十 If ^門、 隊ご 

とに-: i{ あり、 門 ごとに 衞士 一一 一名、 第一 號は 裝藥 及び i; を 主り、 第二 號は 門藥を 装す る 

こと を 主り、 第；： ー號は 照準 及び 點火を 主る。 士 の從卒 ある 者 は 皆 助 乎に 充っ。 之れ を 

二」  J 

s) ばら？.； 肝 戰に用 ふるに は.' 逮 ければ 則ち 實 it を 用 ひ、 近ければ 則ち ll^〕i< を用リ W を 5 & する 

(1 二) 1=-* な 

i こと 以て 卜 町の 外に 於て 十べ く、 又 一町の 內に 於て すべし。 其の 遠き に& び-おき を^ 

w« に 「人に  .> 

irww れ卞 つ こと ：11； 砲に 及ばざる は！： よりな りと 雖も、 唯 だ 以て 山 を 越 ゆべ く，  て 水 を B ゆべ 

5 や しっ^ 分 く、 進退 輕便 * 急に 應じ、 宜しき を 制し、 障礙 ある ことなければ、 則ち 更に これに 過 

ぐる あり。 凡そ 守る に は 巨砲の 遠き に 及ぶ ものに 非 ざれば * 必ず 人に 制せられ、 攻む 

なる かな &な 

,-かな>*！ お る には大^！の^きを穽っ もの に=5^^ざれば、 以て 人 を 制する に 足らざる も、 戰の 一途 は 

に i* る- f;*」  . 

九 なる を 以て 主と 爲す。 便 なれば 則ち 活、 活 なれば 則ち 我れ に 形な くして 以て 人に 形 


あらしむべし。 唯 だ 其れ 然り、 故に 以て 行軍すべく、 以て 野戰 すべし。 

统隊 十 錢统を 用 ふ SF 和 さ. 

s^0.  #(* 一  長. 甲 は 六 伍. 乙 は E 伍- S 伍 五名、 各- 一 長 あり。 伍 兵； f 錢 g 右、 し ^は 六 fs,1J„;;l. ひ * 從授 母な う 後に 

& みお ^ 古^ siF に 輕卒を 用 ふるが 如きに 非-す C 人に 從卒 あり 故に 一 伍 幾 名と 嚴定 する 

St.  Si ぶ W たる、 其の に. び 堅き を 芽つ こと 百 になば す >  而れど Asissis な ルザ 則ち こ，^ _ に-過 Y, る C あ，， -Ln  -、 

^^^%^,^c 先^で！^-人を伍と爲し、 一 伍一 長、 戰に 臨みて は 二 伍 を 合して 二 長 を 立て 

共に 之れ を 指揮す。 一隊 も 亦 幾 伍と 嚴定 せず と 云へ ども、 四 伍より 减ぜ ず、 六 伍より 

過さず.。 一隊 必ず 一長 あり、 伍長 隊長 も 亦 銃 を 打す る は、 古法の なき 所、 決して 用 ふ 

るに 足らず。 臨戰 布置の 法、 一間 半に 六 人 を 雁行に 立て、 二人 宛 組み合せ、 前行. 中 

行. 後 行と す。 每行 二人と 二人との 間、 閑地 一間 宛な り。 ^行の 間、 閑地 半 間」：^ なり。 

打 出す 時 は 前行 二 段 ー辦に 打し、 後 行 二 段、 間 出して 前行の 前に 出で ー齊に 打す。 中 

一 了 又 其の 前に 間 出して 打 十。 故に 循環 筋 まらず、 或は 右の 法に 反して 退きて 打す。 叉 

一法、 進まず 退かず 立ち上りて.' 前行より 循々 に 打って は 伏し、 打って は 伏しして、 

後 行に 至って 又 前行に M る、 或は 張りて 之れ を大 にし >  或は 縮して 之れ を 小に し、 地 

に 因 つ て 形 を 制す， 預め 定め 難し。 

1 し し 

未 忍 焚 稿  ープ ゾ 


未 忍 二 〇〇 

露 

騎、 精なる を 撰ぶ こと を 要と す。 騎 精なら ざれば. 大いに 機 會を失 ふ。 L 儡；^ 三騎 を；：^ と 

爲し、 一 伍 中 t も騎に 善き 者 を 以て 長と す。 數伍を 隊と爲 し、 一隊 中 一 伍長 を椎 して 

そな へば  かけ 

長と す。 敵 隊へ馬 を 入る る 時 は、 從卒は 悉く 備 場に 殘し 置き、 後より 起って 敵 隊へ跃 

入るな り。 馬 入れの 心得、 同 伍 相 失 はず.、 ー齊に 敵中へ 粗 入り、 敵 をして 拒ぐ に 暇な 

からしむ るを務 とす。 

短 兵隊 

短 兵 はパ； ^弓 戟只だ 其の 得る 所 を 以てす >  五 人 を 一組と す。? 數組を 隊と爲 し、 

毎隊ー fi、 大抵 ニ隊や > 組合せて 奇 正の 用 をな す。 上 皆 iaf 列、 從卒 後に 在り、 布置、 一 

まじ  さ 

間に 士 一  名 を 立つ。 sfJiil 剛弱、 相 雑へ て 之れ を 列す。 其の後に 隊. &綺 して. m を 執る。 

短 兵隊の 要務、 人々 其の 身を檢 束して、 手法. 步 法. 身 法 を 能く 調へ、 一：^ 一隊に 至 

りても 其の 法亂れ ずして、 分 合變化 附^せ ざる を 主と す。 


操^の 初め 必ず ー處を 占め、 軍を聚 め、 其の 所より 行軍の 法 を 以て 戰 地に 至り、 ー處 

を 占めて 車 を 居 ゑ 勞を休 ふ 。 

斥候 銃 ……  騎 …… 步 …… 歩…，^^^  i 步：. 「： 

斥候 長 砲 …… 長  長  長  隊長 砲 …… 長  長 

" 斥候 . 銃 ……  騎 …… 步 …… —步 ……  # ……  

m ……  . 

長 砲 ：… 長 

騎  

二) 

二) 萩の 東  合 操 賀臺の 地形 を 以て 言 ふ 

郊救 里の 地に 

^  P,  つろ し 

I 合 操の 法" 總勢操 習 場に 至り、 軍 を 居 ゑて 後、 物： a ケ 岳より 具. 旗の 相圇を 以て 狼煙 

を 上ぐ ると、 候騎 に 鉄隊を 添へ て 出し- 敵 を 見 ざ れ ば候騎 . 銃隊共 に 還 る。 然れ ども 

已に來 敵 を 見る 故に、 銃 隊は松 間に 伏し、 後 圔を爲 す婉を 置き、 候騎は 走り 還る。 隊 

長 之れ を 望んで 乃ち s; をた て 信 旗を擧 ぐ。 旗 隊令を 受けて 推 出す。 一 處 一 字形に 三本 

未 忍 焚搞  二 〇 一 


未 忍徙椅  一 ； 〇 ： ： 

宛 三處に 一字 形に 立て、 三 處雁形 を., 成す。 是れを 目驗 として 砲隊 各-其 3 前に 布 a 

なら 

して 後、 旗 は 伏せ 置く" 而 して騎 歩隊は 山陰に 按べ、 銃； M は 伸縮 往來 して 用に 適す。 

初めは 敵 來り闘 ふ 樣を爲 して 砲 を 連 放し、 鉄 は奇と 成りて 敵の 愤を擊 つ。 旣 にして 敵 

收走 する 樣を爲 して 隊" 长 より 貝. 故の 號 聞き、 奉行 旗 を 立て、 指揮して 靜々 と 砲を舉 

げて 進む こと 五十 間" 旗 伏し 砲， y まる。 是れを 第一 變 とす。 旣 にして 敵 剛 强、 砲隊拒 

ぎ 兼ねて 接戰に 至らん とする 時、 隊長より の 指揮に 因って 步隊 . ゾ M 隊と 凡て 敵の 頭 g 

を衝 き、 ^ilkw 右より 出で 敵の 橫 を 蹄 破す。 t も松邊 の銃隊 は步騎 より 遼遠なる を以 

て、. W に發し 互に 近 敵の 後備 を衝 く。 是れを 第二 變 とす。 縣ぉ IS い S 化^ J は 

至って はおに する に ざ 

れば、 用に！ 8 せす と 云 ふ。 

最後に 敵 を 致す の樣を 操す。 此の 時 は 旗 隊の指 引に 依らず、 各隊 交互に 打 放せし め、 

や ごろ 

交互に 引退 かしめ、 形勢に 據 つて 敵 を. なが 思 ふ 矢彀に し、 三面より 砲 を亂打 十。 旣 

にして 敵 敗走 十る に 依って、 騎歩銃 を 以て 破 急の 鼓 を 打ち 神速に 追擊 す。 砲隊は 左右 

に 押さし め- 追 留めに 至りて 金 を 打ち- 騎步銃 一 齊に， y まる。 時に 一 同に ゾ M を 放ち、 


總勢 一同に 閧を 揚げて、 堂々 整々 列を齊 へ、 砲 を 以て 殿と し歸營 す。 是れ 第三 變：. 

す。 合 操 終る。 

銃隊 布置の 蹈 , ., 


同 銃卒合 編の 圖 

- $  ® 卜  ®, 

I—  ！  0  0 ——  oi 

 ©  ®  0 -—— 

—— 〇—o  010  OIO  II 

oil 1  0  ®  


未 忍焚稻  一 i 一 


未 忍 焚 一： 〇 四 

® は士、  • は 伍長 從卒、 厶は 士の屮 一人 を 撰びて 伍長と す。 〇 は士の 從卒 なり。 

前行 從卒 一名、 屮行ニ 名、 後 行 三 名、 從卒四 名 以下 は 二人組 合せ、 或は 四 名と 六 名と 

組合せ、 五名と 五名と 組合せ、 七 名と 三 名と 合せ、 八 名と 二 名と 合する 時 は、 二人の 

士を とし、 從卒 をして 銃 を 打た しむ、 尤も 便な りと す。 圖 は從卒 なきものに 異ら 

ず、 故に 略す。 

問 條 亭水 三年 (原 和文) 

」4 、戌 五月 初 六 

お、 jv? 

大凡 武士た る もの、 治亂 共に 忠勒の 道、 其の 端 多し。 就屮亂 世に 常り、 戰 に 臨みて. 

, t  • ぶ * がけ しんが n> 

は 軍騎の 本意、 魁. 殿の 二つに 非ず や。 若し 此の 二つの もの を 以て 忠勒を 遂げん と 

欲せば、 平日の 鍛練 修行 如何せば 則ち 可な らん。 

n? し 

？ゴ 

两 お 諸 國水戰 Q 法，^ 戰 、わて 降 を 乞 ふ 時 は、 白旗 を 船 上に 引き 揚ぐ。 又 用を辨 ずるが 


二) 吾が 天 

保 十一； 年。 そ 

の 前年、 林 

則 除， s^, 商の 

阿 ち： 境く。 

こわ 所謂 阿片 

Ig* なり 


S 錄はそ 

の 著 はすと こ 

ろの- ij; 書の 名 

(三) g の將 

れ s»-l,-s; す。 

紀効新 害 を 著 


爲 めに 來る時 は、 脚 船に 白旗 を 建てて 行く。 其の 時は敢 へて 妨害 を 加へ ざる を 式と す 

と 云 ふ。 而 して 辛せ 滿淸の 役に 唤將布 冷 墨兒、 門に 至り 書翰 一 通 を 送らん ため、 白 

旗 を 立てて 備も なき 脚 船 を 以て 陸に 赴かし む。 淸人 無體に 大小 >M を 連 放す。 是に 於て 

益 "咴 人の 怒 を激 す。 案ずる に、 是れ 自ら 外 夷の 法、 我れ に 在りて 必ずしも 知らず、 

卽ち 知る とも、 外 夷の 法 一 々；迚 守す る は 人に 致さる るに 近から ず や。 淸 人の 處 置の 如 

き、 得失 果して 何 如。 且つ 吾が 外 夷 を 待つ に 至って、 其の 當を 得ん と 欲せば 則ち 如何。 

仲 三  . 

(二)  けんろく  (三， - 

物 祖徠の 錄に、 戚元 敬の 鴛翁 陣 の 利用 を 極 首し、 此れ を 五：： が國に 移し 用 ひんと 欲す。 

而 して 或は 其の 事情に 通ぜ ざる を 評る もの あり。 其の 說 是か非か。 若し 徘る もの 是に 

して、 爲鸯陣 果して 用 ふべ からず とせば、 備 さに 其の 條件を 舉げて 示されよ。 

同 

漢土 井び に 西洋 各國 多く 喇叭 を 以て 軍の 相 圖に用 ふ。 而 して 本邦 未だ 之れ を 用 ふ る こ 

と を 聞かず。 夫の 器 小に して 把持に 便に、 其の 音 亦 洞 徹し 易し。 是れを 五：： が 國に用 ひ 

未 忍 焚 稿  二 〇 五 


二) 山^ 

、：.) 林, fa -、 


^  t  ^  二 〇 六 

て 然るべきに 似たり。 然れ ども 相 圖の昔 は， 金の 沈靜、 鼓の 發揚、 亦 兵 勢に る こと 

あるか。 若し 然 らば、 夫の 喇叭なる もの 其の 昔 何 如。 

念 一 

和 淡 古今 何れの 兵法 にても、 軍； 旗な き はなし。 敢 へて 問 ふ、 其の： 本吨最 要の 器に し 

て、 必ずな くんば あるべからざる 所以の 由と. 其の 用、 其の 德と亦 聞く を へき か。 

同 

ゾ バ枪の 五兵 は 皆 軍の 利 a なり。 戰陣の 際 五つの もの を 施 用す るに、 各-切.？ ic な 

. i ら 

る槻會 あるべし。 今 他の 兵 は 姑く 措きて 論せ ず。 だ 刀价ニ 兵の 如き、 其の 施 用の <r 

*L て 何れの 所 ぞ。 

念 四 

二)  ,  (二) 

傅 書の！ に、 夜戰は 敵の 守る 處を 討てば、 其の 詮なし と 云 ひ、 海 國兵談 に 十に 八 九 は- 


夜の 戰は 好まし からざる 事の 由兒 えた. 

と雖 も、 夜 討に 利 あるに 似たり。 何 如 „ 


然ゎ ども 其の 法制 を 善くせば、 敵の 守る 所 


(つ 一) 稻の 

ゑて ある m 乂 

は收模 時の 

らゎたる田も 

a おし 放火し 

て 荒す こと 


林 g 人 

の 子、 松 陰の 

兵 * 門下 〔關 

傅〕 

(五) 孫.. 九 

地 SI に r 諸侯 

.n. り 其の 地に 

戰ふ もの も、 

散 地と はす」 

と あり、 又 「 是 

の 故に 散 地に 

は 吾れ 将に其 

のセ I も 一 にせ 

ん とす」 と あ 

h -。 第六卷 H 

二  In; 麥照 


念 八 

ニー 一)  つか  じ ぎ 

種田^田劍3|^放.^等を用ひて、 敵國 を勞ら かし， 易き に 勝つ の 手段と なす 事、 時宜に 

依りて 之れ ある 由" 傳書 其の 外に 相 見え 候。 然る 處、 地を爭ひ城を^^ふが爲めにして、 

戰に K ら ざる 人民 を殘害 致し 候 段 は， 人心 ある ものの 忍びざる 所な り。 且つ 敵 國の人 

民 を 威さん より は、 是 れを懷 1.^ する こそ * 軍略に おいても 善 謀に て 之れ あるべく、 左 

候 へ ば 種 田^ 田亂暴 放火 等 はいか 樣の 時相 用 ひて 然るべ くやの 事。 

六月 念 四 ，  林 壽之進 

當世異 賊に備 ふる 所の 急務 頗る 多事な り。 中に 就きて 其の 一 をい へば、 我が 地形 は 所 

謂 散 地な り。 兵法に 口く、 「散 地に は 心 を 一 にすべし」 と 云 へ り。 凡そ 事 有る に 至ら 

ば、 父母 妻子 を 忘る る は 勿論 なれ ども、 今や 1； 什 平の 習、 ト： 下 共に 其の 實用は 戰國に 生 

れ たる 樣には ゆく まじき、 當 然の理 なり。 3 れば 兼て 將 たる 者 此の 心得なくて は 叶 ふ 

まじ。 如何にして 其の 憂 ひなく して、 其の 心 を 一 にせし めん や、 請 ふ 其の 說を 聞かん M 

七月 念 四  .  山 田.：. j 右衛門 

未 忍 焚 ia?  二 〇 七 


. ^忍 焚 搞  二 〇 ハ 

に』 St:* 成 南 塘：： く、 「器械 精 利 なれば、 人の g をして 壯 ならしむ j と。 則ち 器械 は.： も 撰ば 

_^ はの ：i 

• ざるべからず。 然れ ども 本邦 功名 を 得る 者、 多く 鈍リを 用 ふること、 戰 記に 見 ゆ、 彼 

此 大いに 齟； g せり。 器械 壯膽と 云 ふ もの 非 か。 其の 說を 聞かん。 

同  同人 

大砲の 器、 本と 西洋より 傳 ふと 云へ ども、 然れ ども 本邦 自ら 一種の 發明 ありて、 遠 達 

と 必中と を 要と す。 其の 弊 や 器 不便に して、 發 する こと も從 つて！ i 緩に 成り 易し。 西 

. 洋の 法、 便利と 速 發とを 要と す。 故に 遠 達と 必中と を 欲せざる に 非ず と 云へ ども、 其 

の 勢 得べ からざる もの あり。 本邦の 法 を 褻し 西洋の 法 を 用 ひん や。 西洋の 法 を廢し 本 

邦の 法 を 用 ひん や。 抑 ~ 本邦 西洋の 二 法、 各 ~ 用 ふる 所 あり や。 請 ふ 其の 說を 聞かん U 

六月 仲 三 

ほしいまま  もとめ よか 

太平の 久しき、 人々 安逸 を 蹄 にして、 奢侈 俗 を 成し、 曰 闲飮食 服 宮 室の 需、 おら 

れ ざるな り。 然れ ども^ 侈の 當に抑 ふべき こと、 論者の 說 旣に備 はれり。 ^だ 武備の 

事、 器械の 具へ に 至りて は、 單騎の 士と雖 も 靡： 膣 を 用 ふ、 而 して 論者 或は 置いて 論ぜ 


ず。 如何。 其の 節 ほの 詳、 蓋し 亦  一 二言の 能く 盡す 所に 非ず。 然れ ども 其の 大意 を攙 

まさ 

りて 之れ を觀れ ば、 其の 當に抑 ふ ベ き を 必ずしも 抑 へ ず。 或は 理當に 抑 ふべ くして、 

勢 抑 ふべ からず。 理 必ずしも 抑へ ずして 勢 當に抑 ふべき、 又 政 抑 ふべ からず して、 敎 

誘 ふべ き 等の 事、 亦 首 ふべ きもの あるべき か。 


林 Xh 夏 年月 不明 

林亭信 可愛 林亭 まことに 愛すべし、 

自足 忘 世 塵 自ら 世 塵 を 忘る るに 足る- 

ビ厶 りょく 

深樹 嫩綠淨 

叢 竹 枝葉 新 

激石 溪韵響 

習 羽 鳥雀馴 

石蹊 凹且凸 

未 忍 焚 稿 


叢 竹 枝葉 新たな り。 

石に 激して 溪韵 響き" 

羽 を 習ね て 鳥喪馴 る- 

石践凹 且つ 4： なり、 


二 〇 九 


未 忍 焚ぬ 

豈 可 容蹄輪 

竹 窓 幽而窄 

豈可容 俗人 

架 書 讽媒睡 

山 雲 常 結 隣 

更喜幽 僻地 

外物 不誤身 

山水 富詩資 

短 衣 忘 家 貧 

寄 ^一一 K 名利 客 

知 否 此中露 


豈に蹄 輪を容 るべ けんや。 

竹窓幽 にして 窄し、 

豈に 俗人 を容 るべ けんや。 

架 書 偶-' 睡を媒 し、 

山 雲 常に 隣 を 結ぶ。 

更に 喜ぶ 幽 僻の 地、 

外物 身 を 誤らず。 

山水、 詩資に 富み、 

短 衣、 家の 貧しき を 忘る。 

言 を 寄す 名利の 客、 

知る や 否や 此の 中の 厲。 


二- -  ョ) 

il^ 用 武功 〇 小身の 士用 ふる 武功な リ 


こころがけ 

小身の 侍、 心掛の 武士、 存 ずべき 心得の 事。 

、 義 不義、 忠 不忠の 事、  - 

〇 義は宜 なり。 己れ に發 して 自ら 盡すを 忠と爲 す。 忠 あれ ども 義を 知ら ざれば、 宜 

に 叶 はぬ 所 あり。 義を 知れ ども 忠 なければ、 盡 さざる 所 あり。 〇 按ずる に、 侍用武 

功の 首に 此の 條を 出す、 其の 旨 深し。 

、 目 付 所の 事。 

〇 戰 場に て 目 を 付くべき 所 を 云 ふ。 左の 五條 是れ なり。 〇 按ずる に、 治亂 共に H 付 

所 あるべ し。 

一 に 敵より 先づ 味方 を 見合す る 事。 

二に 味方の 內 にて 口 を 利く ず" 士 にした しむ 事。 

ぶ へんば か *- 

〇 口 を 利く 勇士と は、 武 邊場數 ある 士を云 ふ。 

「二) 

かぶと ふき かへ し 

三に 甲の 吹 返、 指 物の ゆるぎ 様に 目 を 付ける 事。 

〇 以下、 敵 を 見る 心得な り。 吹 返 動かず、 指 物 ゆるがざる は實 なり。 然ら ざる は 

未 忍焚槁  二 一 一 


, 未 忍 焚 稿  ニー  二 

虛 なり。 

四に^ 色 を 見る 事、 同 長短の 目 付の 事。 

〇銘 先 揃 ひて 前 下りに 見 ゆる は實 なり。 然ら ざる は虚 なり。 鋒 長の 檜 計り 揃 ひた 

る は 長柄 備 なり。 長短 交りた る は 士の備 なり。 

五に 盛衰 を 知る 事。 

〇 敵に も、 味方に も， 備に も、 士卒に も、 大將 にも、 皆 盛衰 あり。 

、 矢 道 を 知る 事。 

〇 矢 丸 繁く來 る 所 を 矢 道と 云 ふ。 味方の 諸 勢の 群り 居る 處、 义は花 麗の物 具 を 着す 

る 人の 所、 必ず 矢 道と なると 云へ り。 

、 場 を 離れざる 事。 

〇 陣屋 にても、 備場 にても、 行軍 にても、 必ず 己が 受場を 離れざる こと 要な り。 

. 時 を 知る 事。 

〇 働くべき 時 あり、 守るべき 時 あり、 進むべき 時 あり、 止まるべき 時 あり、 萬 事 皆 


時 あり。 

一 . 心の 勝、 仕方の 負の 事。 

0 心の 勝と は 我れ 自ら 成さず とも、 人に 成さし めて 手柄と なること ある を 云 ふ。 仕 

方の 負と は 心に 構へ てす るに 非ず とも、 仕方 宜しから ざる 故 後れを取る を 一 K ふ。 

一 、 九 字の 事。 

(二) 

〇 九 字 は 「兵に 臨みて 鬪ふ者 皆 陣列して 前に 在り」 の 文字な り。 此の 語、 戰士 第一 

の 心得な り、 字に 心 を 付けて 見るべし。 

小身の 士 武功の 事。 

一 、 武者修行の 事。 

1 、 死 を 常に 心に， 當 つる 事。 

〇 常に 心に 當 つると は、 日夜 朝 暮服應 して 失 はざる の 意。 

つけた 

一、 勝負の 氣を 常に 心に 置く 事。 付り 養 勇の 事。 

未 忍 焚 稿  ニニ 一一 


未 忍焚槁  ニー  四 

〇 養 男と は 男 氣を養 ひ 育す る を 云 ふ。 勝負の 氣を 常に 心に 置く 時 は、 .B 然！ 氣 長ず 

るな り。 遊 藝逸樂 に 耽る 時 は、 勇氣 消磨す るな り。 

し Jn 'やう-  たち やう 

、 證據の 取樣。 同 證據に 立樣の 事。 

〇 敵の 首級 を 取る 時 は、 必ず 朋鞏 を證 人に 取る ものな り。 取樣は 後に 在る 者 を 頼む 

べし。 おも 一 人に 限らず、 三 四 人 も 取るべし。 立 様 は 身柄 打 死 仕らず ば、 證 人に 立 

つべ し、 t も 脇へ も 頼み 給へ と、 詞を殘 し 答 ふるな り。 

かけやう  うけ こたへ 

, 人に； の 掛樣、 人の 問に 請 答の 事。 

〇 人に 詞を掛 くるに は、 總 じて 臆した る 言 を 云 ふべ からず。 叉 先に 在る 人に， 跡よ 

り 一:^ を 掛けぬ ものな り。 乘 越えて 詞を掛 くべ し。 請 答 は 行々 すべし。 

、 聲を たば ふ 事。 

〇 たば ふと は^の 義と 云へ り。 攻城 野戰の 時、 諸 勢聲を 立つ る こと あり、 其の 時暫 

ザん ぶく 

く聲を 惜しみて、 他の 聲 のた ゆみた る 時 * 吾れ 聲を 立て、 或は 敵 を慚服 さする の詞 

扦遣 ふなり. - 


二) 赛秋戰 

a 趙の趙 括 父 

奢の 兵書 *s 

く  かも 變に 

八：； ふ も 知らす、 

徒らに 座 上 兵 

も談 じ、 遂に 

泰の. a 起に 敗 

れて 射殺され 

し 故事に 基く 

(二) 鎮め 草 

摺 のこと 

(三) 馬 手 差、 

古の 脇差と 同 

じく、 敵の 鎧 

の 透 Si を剌し 

又は 首 も搔き 

などす き 

のために 別に 

腰の 右方に 差 

したる なき 

小 刀 


, 若壯^！^の働、 分^の 事。 

〇 二十 を 弱と n ふ、 血氣 のみに はやる 時 なれば、 萬、 老成 人の 指圖を 受けて 働く ベ 

し。 三十 を壯と ：M ふ、 練れて 剛 なる 時 なれば、 若老を 引き立てて 働くべし。 五十 を 

老と曰 ふ、 筋骨 旣に衰 ふる 時 なれば、 我慢 を 捨てて 血戰を 務めず、 若輩の 士に氣 を 

付けて 働かす る 心得な り。 〇 按ずる に篇 首より 此に 至る 迄、 專ら 戰陣の 事と 心得る 

時 は、 父 書陋讀 すと 云 ふべ し。 

、 太刀 打 心得、 同 組 打の 心得の 事。 

すきま  まびさし 

〇 太刀 打の 心得 は 透 間 を 見て 突く がよ し。 組 打 は 敵の 眉廂 とおと が ひを兩 手に 取， り 


メま 


(5 


て、 我が 體を すゑて 敵 を 下へ 引きす うるな り。 上帶 にても 下 散 にても、 右の 心得に 

すべし。 我れ 敵に 眉廂を 取られた る 時 は、 左手に て 我が 眉厢を 取りた る 敵の 手 をと 

f 三) 

ら へて、 引く に從 ひて 行き、 馬 手指 を拔 きて 敵 を 突くべし。 〇 按ずる に、 以上 數條、 

特だ 其の 端を發 する のみ。 其の 實 空言、 行事の 深切 著明なる に 如かざる を尙 ぶ。 若 

し 親しく 其の 藝を學 ばず して、 徒らに 傳 ふる 所 を 信ぜば、 則ち 先師の 意 を 失 はん。 

未 忍. 焚 稿  ニー  五 


未 忍 焚 稿  二 一 六 

一、 馬上に て鎗 合せ 心得、 同 組 打 心得の 事。 

〇 馬上の 鎗 合せ は 鑰を體 に 添へ て、 腰に て 突く 心に すべし。 組 打 は 鞍 をよ く 救 付け 

ちぶ 

て體の 早く 離れぬ 樣 にし、 引受けて 卽時 燈を敏 つて 乘 出し、 敵 を 引落す 心に すべし。 

1、 馬上に て步行 立の 敵と 仕 合 心得の 事。 

〇 敵 を 討たん より は乘 立てて、 驅け惱 ますべし。 

1、 歩行 立 馬上の 敵と 仕 合 心得の 事。 

〇 歩行 立 は餘り 働かず、 敵、 馬を乘 りかけ 來 らば、 少しよ けて 馬 を 切るべし。 

もちやう 

一 , 備場 にて 偷持樣 の 事。 

〇 直に 立てて 持つべし。 

一 、 馬上に て 鈴の 納め 樣の 事。 同 木立へ 餘 持せ 様の 事。 

ちから が は  あぶみ  -., しづ き 

二) かこが 〇 納め 様 は鎗を 右の 力革の 間へ 前より さし 込み、 1 の 踏 込へ 石 突 を 立て、 大指 にて 

挾み、 燈を踏 出して 立て 置くな り。 又 云 ふ、 假 初の 時 は 泥 障を卷 上げて 架し、 下人 

ぐ i*， しめが 

は  の績 きたる 時、 渡す こと も あり、 木立 を 通る 時 は 枪の鹽 首 を 取って 引き 行くべし。 


ぬ 4c や- フ 

1、 馬上に て 太刀 拔樣の 事、 同 太刀 打 心得の 事。 

〇 太刀 拔樣は 左手に て 手綱 を 取り- 右の 下 へ 押して 其の上より 右手に て拔 くべ し- 

太刀 打 は乘違 ひさ まに 一太 刀づっ 打つ 心得に すべし。 人 を 切らん より 馬 を 切り、 手 

綱 を 切る 心得な り。 

一、 馬上の 敵へ 付く 方の 事。 同 敗軍の 敵 追 ふ 心得の 事。 

〇 敵 太刀 を 持た ば 左、 餘を 持た ば 右へ 付くべし。 敵 を 追 ふに 敵の 身 通 をよ けて 進み、 

敵と 並ぶ 心に 追 ふべ し。 敵の 跡に 引付き て 追 ふべ からず。 

一 、 進退と もに 本道 脇道 心得の 事。 

〇 進退と もに 本道 を 通るべし。 

一 、 父子 所を替 ふる 事。 

〇 恩愛の 情に 牽か れんこと を 恐る る 故な り。 

一 . 組頭 大將 討死の 時- 心得の 事。 

さむら ひだいし やう  ばんが しら 

〇 士大將 討死のと き * 番頭 成り 替 りて 能く 下知し、 亂れ ざる 如くすべし。 

未 忍 焚 稿  ニー  七. 


未 忍焚槁  ニー  八 

1、 引取る 處 にて は 人 を 先き 立てる 事。 

一 、 早帶の 仕樣の 事。 

sg\Lefu^! 〇 帶と は上帶 なり、 二つに して 引き 廻し、 わさへ 引き かけて 結ぶべし。 

もの 


上 


三卷 合本 
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明 倫 館 御 再興に 付き 氣附書 

嘉永 元年 戊 申 十月 四日 g!: にして 御 再興 懸り 船方 三 宅 忠左衞 門へ 持參 致し 候 も 

の  吉田 大次郞 

tf: 几 申年 九月 二十 七 曰、 御城に 於て 明 倫 館 御 再興 方 左の通り 授け 相 成り 候 事。 

今度 明 倫 館 1" 再興 仰 付け られ 候に 付き、 諸 稽古 成立 の 儀銘 々 氣附筋 申出 で 候 様 

に I" れた  卬は ナられ #; 陈、 來月三 曰 迄に 相印符 にして 差 出さるべく 候 事。 

る of 館に して、  ，.1,^  -  ,4 1 . 

^^化ニ年に至 

^^，降 も 企 (ネさ  ■  1 

i 驗 今裹 I 御 再建 仰 付けられ 候 is 气 I 古 成立の 儀、 私共 5f  f 出て 

卬 ナナら. -44; 養、 御 再建の 儀 廟堂に て 深遠 精密の 御評靛 之れ あるべ く 候 へ ば" 

二 年 正 巧 新館  #-t1tl.  f 

黄す  私共 式 申 上げ 候ても 何一つ 御 取 用 ひ 成さるべき 儀 も 御座 ある 間 敷く 候へ ども 古 

上 睿  ニニ 一 


上 書  ニニ 二 

すう ぜぅ i か  *v む 

人 凝 養に^る の 儀、 今の 盛擧に 御座 候に 付き、 若し 默々 仕り 居り 候て は 盛 舉に負 

ひ A がし  けんば ぐ 

き、 却って 如何 敷く 存じ 奉り 候。 且つ 萬 一 御 參考の 端に も 相 成り 候 はば 犬馬の ii 

忠と考 へ 奉.^、 ， 肘藏 なく 左に 箇條書 仕り 差 出し 申し 候 事。 

かんえ う 

. 文武 御 興隆の 干 要 第一 は 全く 賞罰の 二 柄に 之れ あるべく と 存じ 奉り 候。 然る 處、 

賞罰 共に 定格の 事に て は 下に 於て 常の 事と 相考 へ 、 勸懲 仕り 候 事 も 薄く 候に 付き、 

かね とく  ご せんさく  じつ じ  ふヒ 

豫て 得と 勒不 勤の 御 穿 整 仰 付け 置かれ 候て、 實 事に 相 叶 ひ候樣 不時に 賞罰 仰忖 けら 

れ候 はば、 恩に 感激 仕り 威に 恐怖 仕り 候 事 も 一 段 手厚く 候て 總體 迄相勵 み、 一 惡を 

刑して 衆 悪 退き、 一 善 を 賞して 衆 善 進む の 儀と 存じ 奉り 候 事。 

あた  け たい  ぶし やう 

、 總 じて 賞罰 共に 實 事に 中り 申さず 候て は、 出精の 者 も解體 仕り、 無精の 者に は- 3^ 

倖 仕り 候 様相 成り、 賞罰 却って 害と 成り 申すべく 候。 賞罰 は拜領 物、 御 咎め 等 仰 付 

けられ 候 計りに て は 御座な く 候て、 一 語 一 默に 之れ ある ものに 御座 候。 何分と もに 

實事に 中 n 候 儀 干 要に 存じ 奉り 候。 實 事に 中り 候 手段 は、 兼ての 御 穿 整と 依！ W 最貭 

之 わなき とに あるべく と考へ 奉り 候 事。 


， 小； i の 者 にても 素より 豢 養の 御 洪恩を 蒙り 居り 候 事に 御座 候へば、 文武 稽古 出精 

仕り 萬 分の 一 を 報じ 奉るべき 害 勿論の 事に 御座 候。 增 して 大祿の 者に して は 家政 を 

經營し 衣食に 奔走 仕り 候 事 も 御座な く 候へば、 猶更專 一 に 相勵み 申すべき 事に 御座 

へ 1 )  なづ 

候處、 却って 非 分の 持 方に 拘り、 或は 遊戯 風流 等に 泥み 文武 稽古 怠惰 仕り、 御 奉公 

2) 

筋を忽 せに 存じ 候 者 も 間々 之れ ある 様相 聞き 候。 是れ 則ち 沃土の 民は義 ならざる の 

たぐ ひ くみな み 

の 趣 か。 是れ 等の 類は& 並の 諸 役 仰 付けられざる か、 或は 家督 御 預り仰 付けられ 候 

か、 何ぞ 一廉 厳重に 仰 付けられ 候ても 然るべ く 存じ 奉り 候。 又 至って 小祿の 者に て 

困^ 仕り 居り、 妻子 を 育み 候 事 も 成り 難き 中 にても、 能々 取 饍ひ心 懸け 宜 敷く 稽古 

出精 仕り 候 者 も 御座 候處、 是れ 等の 類 は 一廉の 御 稱美仰 付けられ 然るべ く 存じ 奉り 

候。 總 じて 一 日 一は 破格の 賞罰 仰 付けられ、 恩威 相 立ち 候 様 之れ なくて は、 舊 習の 風 

儀 相 改まり 兼ね 申すべく 存じ 奉り 候。 只今にては^^^刻の樣に御座候へ ども、 二三 十 

年の 後に 至り 候へば 自然と 風儀 相 改まり、 武士と して 其の 本職に 怠り 申し 候 者 之れ 

ある 間 敷く、 刑 措いて 用 ひずと 申す 様相 成るべき かと 存じ 奉り 候。 刑 を 無 刑に 期す 


ると 申し 候 も、 是れ 等の 事に て 御座 あるべく と 存じ 奉り 候 事。 

.. つとう  おつ ひえ  ， 一ん  *1 , , 

一、 御赏 美の 儀、 一統に 仰 付けられ 候て は 御 費 多くして、 却って 其の 誇 少なく 御座 あ 

るべ く 候。 拔 群の 者 御 選びに て、 一雨 人 宛 御 賞美 仰 付けられ 然るべ くと 存じ 奉り 候。 

且つ 一同に 多く 御 賞美 仰 付けられ、 或は 又打絕 えて 仰 付けられず 候て は、 下に 於て 

は 御 引 立に 間斷 之れ あるかと 邪推 を 其の 間に 容れ 候 様相 成 る ベく と 存じ 奉り 候 事。 

一、 ー樣に 出精 仕り 候 中 にても 自己の 才能に 誇り 人 を 口口、 或は. t 倫の 道に 背き 候 者 

は 御 抑へ 成され、 篤實溫 厚に して 後進 を 率 ゐ候心 懸け 御座 候 者 は 御 抽赏仰 付けられ 

ご 斗ん ぎ ぶり  卞ゃ ういく 

候 様の 御 詮議 振 御座 候 へ ば、 自然と 才德長 育 仕る ベ き 道 かと 存じ 奉り 候 事。 

1、 當 時の 振 合、 大祿の者の子^^は怠り勝ちに相成り、 稽古 仕り 候 者 も 弓 を 引き馬 を 

馳せ候 位の 事に て、 精神 を盡し 筋骨 を 勞し候 者 少なく、 出精 仕り 候 者 は 多く 小身 困 

レ.^ の 者に 御座 候 様相 見え 申し 候。 是れ國 家の 大 弊に て士氣 の强 弱に 關る 事に 候へば、 

干 要の 儀と 存じ 奉り 候。 人情 富 責逸樂 に 耽り 候へば 自然と 志 も 落ち 候 もの 故、 稽古 

事 を も 苦 に 存じ 候は理 勢の C 然に 候へば、 此の 風 相 改まらず 候て は、 孫子の 所謂 


「愛して 令す る 事 能 はず、 厚く して 使 ふこと 能 はず、 亂れて 治む る 事 能 はず、 譬へ 

ぱ驕 子の ごとし、 用 ふべ からず」 と 云 ふ 類に 至り 申すべく やと 存じ 奉り 候。 然る 處 * 

おもむ  かみ げんけいし： e んぱふ 

人心 一方に おみ 撣る處 御座 候へば 必ず 一方へ 趣き 候 者に て、 上に 嚴刑峻 法 御座 候へ 

ば 自然稽古事^：^り 候者之 れ な き 様相 成り 申すべく 候。 且つ 叉 上 を 見習 ふ 人情に 候へ 

ば、 自身より 一等 上の 者 出精 仕り 候へば 其の 下の 者 は 益 >-勵 み、 上の 者 怠り 候へば 

下 迄 も 是れに 做 ひ 候 ものと 存じ 奉り 候。 且つ 陪臣に 至り 候て は 上の 御 政教 蒙り 兼ね 

申すべく 候處、 大？ i の 者 出精 仕り 候へば 追々 陪臣 迄 も 風 を 被り 出精 仕り、 强 兵の 基 

かと 存じ 奉り 候。 旁.' 以て 大祿の 者 は猶更 出精 仕り 候樣仰 付けられ 然るべ く 存じ 奉 

り 候 事。 

、 文武 共に 至って 年少の 內 見識 未定の 節 は、 如何程. 性に 相 見え 候ても 御 稱美仰 付 

けられ 間 敷き 様 存じ 奉り 候。 元来 年少の 者 は怜悧 らしき 者 も « 量 狭窄に て、 大概 競 

業の 心 少なく 小成に 安 じ 易く、  ：！：^ だ 以て 成立 難き 様相 見え 申し 候。 其の上に 御稱美 

杯 仰 付けられ 候て は 益.' 客氣 生じ、 必ず 大成 仕る 間 敷く 存じ 奉り 候。 總 じて 大人に 


上 書  ニニ 六 

て も 一 の 事に て 御 稱美仰 付けられ 候より は、 練磨の 後 仰 付けられ 然るべ く 存じ 奉. 

り 候 事。 

以上、 賞罰 を 論ず。  ， ， 

一、 此の度 文武 御 興隆の 儀 一 技 ー藝の 末にて は琅 細の 事に て、 大學校 御 再建 立 程の 思 

r:: 筋に も卟ひ 難き 事に 存じ 奉り 候 間、 國 家の 風儀 一 變 仕り 候 様 御座なくて は 相^ ま 

ざる 事に 存じ 奉り 候。 總 じて 太平 續き 候へば、 風俗 華美に して 輕簿に 相 成り 候 は理. 

勢の rt: 然に 御座 候。 是れ を變じ 質朴 篤 實に相 移し 候處、 專ら御 政教と 文武 御 引 立と 

相 兼ね 候て 行 はれ 申すべく 存じ 奉り 候。 稽古事 嚴重御 引 立 仰 付けられ 候へば、 自然 

と 華美 も 輕薄も 相 改まり 候譯 にて 御座 候 へ ども、 華美 輕薄差 仰 へ られ 候は是 れ亦稽 

古 御 引 立の 道 かと 存じ 奉り 候。 稽古場 罷り出で 候 節、 其の 外にても、 成るべき 程 は 

衣服 等質 素に 致し、 大祿 にても 供の もの 減少 致し、 幷 びに 兼て 質素 相 用 ひ 候 者 は 御 

稱 * 成され、 華美 相 用 ひ 候 は 御^ 斥 成され 候て 然るべ く 存じ 奉り 候。 熟 ~ 世 丄を觀 

察 仕り 候に、 { サ貌 • 衣服 . 髮 其の 外 時の 流行に 馳せ候 様なる 心 遣 ひ 仕り 候 者 は 必ず 


武士の 心 懸け 薄く、 叉是れ 等の 末に 心 を 用 ひざる 者 は 文武の 心 懸け 厚き 者に 御座 候。 

ョ 

ほうとう や 5 ば 5  やから  とく 

尤も 蓬 頭 養 望と 申す 族 も 間々 之れ ある ものに 候 へ ば- 此の 段 得と 御辨別 然る ベ く存 

じ 奉り 候 事。 

、 當時 にて 文武 御 興隆 を 害し 御 政教 を 傷り 候 もの は遊藝 風流 奢侈 等に て 之れ あるべ 

く 候 間、 此れ等 は 屹度 御 取締り 御座な く 候て は相濟 まざる 事に 存じ 奉り 候。 此れ等 

嚴重御 取締り 仰 付けられ 候へば、 風儀 自然と 宜 敷く 相 成り、 稽古 成立の 基 かと 存じ 

奉り 候 事。 

、 遊蕩の 中 圍碁. ぉ戲 杯は當 時流 行の 物に て、 別して 少壯の 者の 日 を 費し、 其の上 

子弟に して 父兄の 事を廢 し、 剩へ無 S の藝を 以て 人に 誇 伐 仕り 候 様 の 者 も 之れ あ る 

鲁 

様相 見え 申し 候。 甚だ 以て 如何の 事に 存じ 奉り 候。 何分と もに 厳重 御 禁制 仰 付けら 

.れ 然るべ く 存じ 奉り 候 事。 

、 風流と 名付け 候て 詩歌 • 書畫 . 印刻 • 煎茶 等の 類 枚 舉に暇 あらず 候 間 I 詩歌に 耽 

り 候 者 は 花 を 見、 月 を 望む と號 し、 酒 瓢杯携 へ 候て 徘徊 致し 候 様の 惡風も 間々 之れ 


あり、 有志の 者 長嘆 仕り 候 事に 御座 候。 又 古書 畫の 類、 何の 益 も 之れ なきもの を 高 

ばいと く  しんてい  いつは  ひく 

金に て 買得 仕り 候 者 之れ あり、 其の 人柄の 心底、 K を僞 りて 眞 となし、 賤 きを 以て 

たか ひさ  ひとへ JSV うく わい しんてい 

, 貴く鬻 ぎ、 人 を 欺き 自ら 利し 候 様の 事 を も 常と 致し、 偏に 牛儉の 心體、 有志の 者 長 

嘆 仕り 候 事に 御座 候。 又 茶器 類 其の 外 文 房の 具杯號 し、 土瓶 茶 出し 等 を 始めと して 

古砥 . 寶墨 • 水 入 • 花 生 杯 高 金 無益の 1^ 物 を 以て， ill ら悅び 人に 誇り 候 段、 女 兒の戯 

れに齋 しき 事、 有志の 者 長嘆 仕り 候 事に 御座 候。 尙ほ 又他國 より 風來 仕り 候て 詩 を 

作り 書畫を 書き 或は 印章 を 刻し、 種々 樣々. の 事 を 致し 候て 長 滞留 仕り 口 を 糊し 候 者 

間-御座 候 間>  加 様の 者風來 次第 急に 追 拂ひ仰 付けられ 然るべ く 存じ 奉り 候。 又 高 

金の 玩物等 賫買差 留められ、 或は 御 取 とげ 仰 付けられ 候 はば、 風流の 習氣 改まり 候 

一 端に も 相 成るべく 存じ 奉り 候 事。 

一 、 ^侈の 風俗 行 はれ 候て は 第 一 財 を 傷り 候て" 終に は 稽古事 取績 きも 出來 難き 樣相 

*  だじゃく 

成り 申すべく 候。 且つ 奢侈に 習れ 候へば 人心 ：ま 弱に 陷り、 事に 刻苦 仕り 候 事 も 相 成 

ら ざ る 樣 成行き 申す ベ く 候へば、 表 侈 差 抑 へられの 儀 は 稽古 成立 の耍に 之れ あるべ 


くと 存じ 奉り 候。 奢侈に も 夫々 節目 御座 候 へ ば、 屋宅 • 器械 . 衣服 . 飮食 . 音信 . 

贈答 等 節々 御誡め 之れ なくて は 相 叶 はずと 存じ 奉り 候 事。 

、 右の 諸條 何れも 國 家の 大 弊に て 急に 致すべき 事に 御座 候處、 當時 にて は 別して 風 

流の 害甚 敷く 御座 あるべく と 存じ 奉り 候。 如何と なれば、 風流 仁 中には 少々 書物 端 

ヨ  . 

を も 見 は つ り 聞き はつり 候 者 も 之れ あり、 聖を 蔑し 經を 侮り 候て 道と 申す もの は箇 

様の ものと 心得 違 ひ、 無 識の者 を率ゐ 候に 付き- 學問 仕る と 申す 者 も 多く は 其の 說 

に 惑 ひ、 詩文 を 能く 作り 書畫を 鑑定し 萬 事 博識なる 事 計り 務め、 修齊 治平の 事は斷 

えて 心 を 用 ひ 申さず、 俗人 不學の 者は是 れを兒 候て、 學問も 閑暇の 節は惡 しから ざ 

る 物 數寄杯 申す 様相 成り、 學者も 不學者 も 聖道經 術を輕 んじ視 て、 上國 家の 用に 供 

• しも  .? 

し 下 修齊の 事 を 行 ひ、 大 にして は窮 達、 小に して は 一 言 一 行 須臾 も 離れざる 事と は 

夢にも 知らず、 滔々 たる 俗輩に て 終に 眞 儒と 申す 者 之れ なき 樣 成行き 候 段， - 風流の 

弊、 大方なら ず 存じ 奉り、 慷慨 仕り 居り 候 事。 

以上、 風俗 を 論ず。 


二) 午^s六 

時より • 止 午 十 


(二) 午 ！》 二 

時よ り 六 時 & 

ゆにて せ 


上 書  二  n!〇 

、 諸 稽古 成立の 儀 吃 度 一 定の 規則 之れ なくて は、 一 U; 輿隆 仕り 候ても 其の 期 過ぎ 候 

へば 又々 -零落 仕り 申す ベ くやと 存じ 奉り 候。 若し 時 を 追う て 盛衰 御座 候樣 にて は、 

師. M 中 は 素より 御 家 頼 中 一 統 面目 之れ なき 事に 候. へば、 何分と もに 嚴重 にて 少しも 

, 貸 之れ なき 樣仰 付けられ、 往. -習慣 として 自然と 相 成り 候樣 あり 度き 儀に 存じ 奉 

り 候。 總 じて 上に 姑息の 行 はれ 候 は、 師家の 者 共の 大患に 御座 候 間、 前段に も 申 上 

げ候 通り、 刑 を 刑な きに 期す る譯に 御座 候へば、 如何程 御 嚴重仰 出され 候ても、 本 

涨 御仁 a- の 政道 を 敗り 申し 候 儀 御座な きかと 存じ 奉り 候 事。 

つ いたち  へ  一 _ 

、 ？ IS 稽古 毎月 朔日 • 十五 曰 稽古 休み 仰 付けられ、 稽古日の 節、 朝六ッ 時より 喪 九ッ 

時 迄 稽古 仕り 候樣仰 付けられ、 尤も 早出、 遲 下り、 夕 稽古 等 勝手次第に 仰： tz: けられ 

然るべ く 存じ 奉り 候 事。 

. 夕八ッ 時より 暮六ッ 時 迄 世上に て學問 仕り 候 者 講堂へ 罷り出で、 書生の 中 寮 頭 格 

以上 輪番に して 一 兩人宛 出勤に て 儒 書 會業仰 付けられ、 其の 中に て 一 通り 書 を 解し 

候 者 は選舉 にて 課業の 討論 會へ 罷り出で、 或は 入 學等仰 付けられ 然るべ く 存じ 奉り 


s. しっかへ 

候。 尤も 毎日に て は 差 岡 も 之れ あるべく、 且つ 餘り 多人數 にて は 煩 接に 之れ あるべ 

く 候へば、 旁- '幾 組に も 別ち 候て 何れも 毎月 五 六 度宛罷 り 出で 候樣仰 付け られ 然る 

ベく 存じ 奉り 候。 總 じて 是れ等 q 儀 は 儒官の 事に て 私共 申す ベ き 筋に は 之れ なくと 

,  そ ばう 

相 見え 候へ ども、 元來 文武 ー體 にて 偏 文の 弊 は 柔弱 不振、 偏 武の弊 は 麇暴義 を 知ら 

ず 候 へ ば、 分ち て 一 一とな すべ き 事に は 之れ ある 間 敷く 存じ 奉り 候 故 申 上げ 候 事。 

一 , 兵事 場の 懷は 一 ケ所三 軒 催合に て 三番に 罷り出で、 宿 元 稽古 御 引かせ 成され 候て 

は 此れ迄より 稽古日 數 減少 致し 候處、 御 引 立の 筋に 叶 ひ 難く 相 見え 申し 候。 若し 二 

(s 一一 一人に  ケ听御 立て 成され、 俗に 申し 候 虎の子 番 にて 罷り出で 候樣仰 付けられ 然るべ く 存じ 

て 一； 筒 所 かけ 

f こと もい 奉り 候 事。 

一、 師家 病氣 支り 等に て不 勤に 付き、 稽古 休みに 相 成り 候て は 宜しから ず 候處、 兼て 

こうし. 0-  じょ きん 

功 者の 門？ の內 出精 仕り 候 者 一 兩人助 勤 仰 付けられ 然るべ く 存じ" 奉り 候 事。 

1 、 文武 稽古の 儀 少壯の 者 は 別して 暫く も 怠慢 仕り 候て は相濟 まざる 事に 御座 候へば、 

十五 歳より 三十 歳 迄の 者 は 二三 男に 至る 迄何ぞ 支り 御座 候て 明 倫 館不勤 三日に 及び 

,  上書  二三 一 


候へば、 其の 由 を ：！？ け 出で 候樣御 法に 相 成り 候 はば、 故な くして 不勒 仕り 候 者 之れ 

二」 

なき 樣相 成り 申すべく 存じ 奉り 候。 且つ 度々 不勤 致し 候 者 は 氣分相 等に て 據 たく 

とく 

不勤 致し 候 か、 家政に 迫り 不勤 致し 候 か、 又 傲慢に て不勒 致す か、 得と 寳情御 詮議 

仰 付けられ、 若し 出勤 相 成り 候に 不勤 仕り 候 者 は 吃 度 御 咎め 仰 付けられ 然るべ く存 

じ 奉り 候。 又 困窮に 逼り候 者 を 手痛く 御當り 成され 候て も 少恩 憐む ベ き 事に 御座 候。 

たやす  』 

併しながら 憐 むべ しと 申し 候て 棘く 稽古 御宥免 成され、 或は く 御惠み 成され 候て 

は、 利 を 好む 人情、 銘々 相羡 み、 緣を 以て 哀みを 求め、 却って 奔 競の 風 起り、 遂に 

ナた 

御 法 も 翻れ 申すべく 候 故、 至極 據 なき 者 は 願に 依り 儉約中 三年 五 年と 限り. 非常た る 

仰 付けられ 候 か、 何 ぞ所帶 に 取り て 便利 之れ あり 候 へ ば 又 心外 も 之れ ある 様 仰 付け 

られ候 はば、 成るべき 程 は 刻苦 堅忍 仕り、 自然と 御 法 長久に 行 はれ 申すべく と 存じ， 

奉り 候。 此れ等の 處嚴 にして 刻なら ず、 寬 にして 檢 is- 之れ あり 候 様、 私共 式 測り 

知る 所に て 御座な く、 誠に 明主 能將の 微權に 之れ あるべく と 存じ 奉り 候。 

, 稽古事の iw! は 御 奉公の 基に 御座 候へば、 在役の 者 にても 公用の 暇 成るべき 程 は 私 


― I'l'l 上 一 

九つ' 篇じ 

。第 
'參 第五お 
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(二) 論語 子 _ 

sg*^ 第 十一 一一 章 ■ 


(S)  S 席 者 一 

の 顔 職れ を 調 1 

ベる こと 

(五) wi 

S 勒 *p の名籍 

も甞記 する 役 一 

所 


SF 相 省き 稽古場 罷 り. 出づ べき 害に 御座 候 所、 只今の 行成に て 左様 之れ なき 様相 見 え 

(一一 一.！ クフ  づ とめ 

申し 候 間、 「仕へ て 優 なれば 則ち 學ぶ」 と 之れ あり 候へば、 御 役所 勤 仕り 候に 付き 

稽古事 打 捨て 候て は相濟 まざる 事と 存じ 奉り 候 事。 

、 少壯の 者 は猞更 世事 成るべき 程 は 相 省き、 勤 向 にても 孝涕 忠信 を 缺き候 様の 儀に 

之れ なく 候 へ ば閣き 候て、 專ら 稽古事 相勵み 申す ベ き 様 仰せ 渡され 然るべ く 存じ 奉 

り 候。 孟子に も r 壯者は 暇 日 を 以て 其の 孝涕 忠信 を修 む」 と 之れ あり、 諸 土の 上に 

て 暇 日と 申し 候 へ ば 稽古事の 間 暇に て 之れ あるべく 候 間、 兎角 勤 向の 儀 は 稽古の 暇 

に 仕り 候ても 苦しから ざる 事 かと 存じ 奉り 候。 其の上 世上 名 もな き 勤 向 t おしく、 是 

れ等は 世俗 權門 勢家 へ 奔走 仕り 候 風より 起り 候 事と 存じ 奉り 候 事。 

しょもつ ごと 

、 兵事 場の 儀 は 他と 違 ひ 多く は 書物 事に 御座 候へば、 是れ 迄の 通り 稽古 懸 りお 多 人 

數 廻り 候て は 時に 依り 折角 會講 仕り 候 中 を 妨げ 候 様の 事 も 之れ あり、 3 つ 稽古 懸り 

こまか  めん ュ つやく 

廻り 候ても 業の 能 否へ 細に 氣を附 け 候 様に は 相 見え 申さず 候 間、 若し 面 着 計り ー覽 

めんち やく かた 

dd り 候の みに li^ へば、 兵事 場面 着の 儀 は 面 着 方 役所に て 一 見 仕り 候ても 相濟み 申す 


J 


誓 


二三 三 


べき かと 存じ 奉り 候。 然る 處、 只今の 行 形に て は 稽古 懸り 置かれ 候ても 甲斐 も 御座 

なく 候へば 冗員と 申す ものに て、 却って 御 引かせ 成され 候 方 然るべ く 存じ 奉り 候 事。 

以上、 規則 を 論ず。 

、 劍 槍の 儀 は 他流試合 至極 稽古に 相 成り 候 ものの 樣 承り 居り 候。 此れ等の 儀 新館な 

それみ \  おろ 

れば 殊に 便利 宜 敷く 候へば、 夫々 の 師家 素より 疎かな き 事に 御座 あるべく 候へ ども 

絶えず 師家 へ 仰せ 含められ 然る ベ く 存じ 奉り 候 事。 

、 枪 術の 儀は大 試合と 申す 事 御座 候樣 承り 申し 候 間、 劍槍 共に 御座 候 はば 平常の 試 

合より は 一 投實 用に 近き 事に 之れ あるべき 樣相 見え 申し 候。 習練 場の 內杯 にて 絶え 

ず wltE け られ 然るべ く 存じ 奉り 候 事。 

、 射 術の 儀 は 近時 禮 射に のみ 陷り、 何卒 復古すべき 事に 付き、 具足 を 着して 根 矢 を 

お、 ^物 を K き 候 事 杯 主と すべき 由、 先賢の 論 之れ ある 事に 御座 候。 然る 處、 或は 

復古 致し 候ても 左程の 實用 之れ なく 候へば 暫く 其の 形 を存し 置き 候 計りに て 宜き樣 

申す 者 御座 候へ ども、 縱ひ 無益の 事 にても 師家 立て 置かれ 候 程の 事に 候へば、 等閑； 


にて は相濟 まざる 事と 存じ 奉り 候。 且つ 苟も 能く 實に 復古して 演習 致し 候へば、 決 

し て 實用之 れ あるべく と 存じ 奉り 候。 總 じて 御 興隆と 申し 候 へ ば 出精 人數 多く 上 手 

出來候 計りに て は 之れ なく、 其の 藝 一 變 致し 候 段 御 興隆の 犬なる 處と 存じ 奉り 候 事。 

、 馬術の 儀， 此れ 亦近來 華美に 陷り 古に 及ばざる 様 承り 候處、 御 興隆の 論 之れ ある 

ベく と 存じ 奉り 候。 然る 處、 俄かに 復古 致し 候 事 も 成り 難く 候へ ども、 亂垛 弓當物 

等 絶えず 仰 付けられ 候 はば、 人馬 共に 達者に 相 成り、 物に 馴れ 候て 宜し かるべく と 

存じ 奉り 候 事。 

、 砲 術 稽古場 御 建立 仰 付けられ 候 はば、 稽古の 儀、 简の鑄 造锻造 式、 纷錫 銅鐵の 性、 

たま はう ろく  ぼうび や  や 

薹の 製、 應用諸 器の 製、 玉炮 格. 矢炮 格. 榨 火矢 等の 法、 玉 道 矢 道 丁 間の 遠近、 矢 

ぐら  それん \ 

倉の 高下. 藥 力の 强弱 *留 間の 廣狹 等、 皆 夫々 利害得失 を 具し 候處、 其の 法 其の 理 

精 研 仕り 候 事 修行の 専務と 相 見え 申し 候へば、 平常 其の 傳 書の 講譯 討論 或は 講義 難 

おんかし さげ 

問 等 稽古 仰 付けられ、 叉 兼ねて 御 筒 壹貳挺 御 貸 下 にて 打 方の 式 稽古 仰 付けられ 然 る 

ベく 存じ 奉り 候。 打 方の 式、 一人 は壹 人の 式、 貳人は 二人の 式、 三 四 五六 人 は 三 四 

上  欝  二三 五 


五六 人の 式 御座 候へば、 是れ等 稽古 仰 付けられ 多人數 にても 手 惑 ひなく、 少人數 に 

ても缺 之れ なく、 敏捷に 相 調 ひ 候樣和 成り 候 はば、 大いに 利益に 相 成るべく 存じ 

奉り 候 事。 

とりたて 

一、 右の 諸條 何れも 師家 御座 候へば、 其の 取 立の 微、 巧妙 は銘々 方寸に 蔵し 候て、 他 

もんし やう 

より 測られざる 事に 候へば、 門墻に 入らず して 室 堂 を 論じ 難き 事に 相 見え 候へ ども、 

御 興隆の 大意、 形の 上に て 見 候へば、 前段の 通り 然るべき かと 存じ 奉り 候に 付き、 

非 分 を 撣らず 申 上げ 候 事。 

以上、 諸藝を 論ず。 

1、 赏罰嚴 明、 風俗 谆美、 規則 整齊 にして 諸藝各 "其の 道 を 得 候へば、 文武 曰に 御 興 

隆に 赴き 申すべく 候へ ども、 試 法 之れ なく 候て は尙ほ 一 大缺 事に 存じ 奉り 候。 仉し 

ぁ&. tv た  ヒ やうらん しき ( 1 ) 

試 法と 申し 候ても 格^の 事に て は 之れ なく、 只 だ 古 來有來 りの 上覽式 • 御 參堂御 見 

分の 外にて は 御座な く 候。 勿論 是れ 迄にても 御 試に て 御座 候へ ども、 下にて は 左様 

相 心得ず 候 間、 成否 は 兼て 御 詮議 仰 付けられ 候て、 試に て彌- の處御 決定の 上御赏 


美 等 仰 付けられ 候 はば、 試と 申す 事 一 段 重く 相 成り 申すべく と 存じ 奉り 候 事。 

、 是れ 迄の 上覽差 止められ、 御參堂 遊ばされ 候 計りに 仰 付けられ 候 はば、 諸事 至つ 

て 簡便に 之れ あるべく 候。 總 じて 稽古事の 儀 煩雑に て は 上下 共に 不便の 事 かと 存じ 

奉り 候 事。 

fj ひ どり かた Jst,-  をん みつ 

、 御參 堂の 儀 は 御 日 取 旁-至って 隱密に 遊ばされ、 當日明 倫 館 諸 稽古 S 能り 出で 候 人 

數の中 平日 出精の 者 計り 御覽 遊ばされ、 或は 他流 入 交りに て御覽 遊ばされ、 或は 折 

柄不勒 仕り 候ても 拔 群の 者 は 態 々刀；： 出され 御覽 遊ば され 然る ベ く 存じ 奉り 候 事。 

、 御 見 分の 節、 出精の 者 計り 所作 仰 付けられ、 或は 無精の 者 計り 所作 仰 付けられ 候 

ニー) 

事 之れ あり 候 はば、 八幡 太郞 剛臆 座の 理 にて 勵 みと 相 成， るべ く 存じ 奉り 候 事。 

、 兵書の 儀 は是れ 迄の 上覽 式に て は 城 制の み 專らと 仰 付けられ 候 事故、 兼ての 修行 

筋と 少し 相違 仕り、 御 試に 相 成り 候 事 も 薄く 御座 候處、 講譯. 講義. 史論 . 策 論 等 

かみ， づ  ぢ き/^ 

仰 付けられ、 紙圖差 出し 候 節も圖 面の 趣 直々 申 上げ 或は 書 上げ 仕り 候 様 仰 付けられ 

候へば、 御 試に 相 成り 申すべく と 存じ 奉り 候 事。 


、 兵事 場の 儀 は 御 見 分の 節 杯 手間取りの 儀に 御座 候へば、 殘ら ず講譯 仰：； けられ 候 

も 相 成り 難く 候處、 て 人柄 御 詮議 仰 付けられ 候て 講譯 • 講義 . 論策 等不 に 仰：： ：：： 

けられ 候 はば、 勵 みと 相 成るべく 存じ 奉り 候。 兵 學の儀 は 和漢 古今に 通じ 候 はで は 

孤陋 にして 活用 之れ なく 候へば、 心懸け候者は傳書計りに限らず、孫 •  „4<を始め^1ソ 

明 諸家の 書 迄 も 及び 候樣 仕り 候 へ ば、 講譯 • 講義 共に 傳 書に 限り 候 事に て は 御座な 

く 候。 論策 も 和漢の 將略戰 跡 又は 軍國の 事務 等 を 題と し、 鬮 にして 仰 付け. しれ 然る 

ベく 存じ 奉り 候。 仰 付けられ 候て 出來 兼ね 苦勞 仕り 或は 不調 にても、 全く 御：^ しめ 

わけ 

成され 候譯に は當り 申す 間 敷く 存じ 奉り 候 事。 

、 御 ^ 暇 遊ばされ 候 節、 御 奥に 於て 御 近習の 者 其の 外 當番の 者 不時に 稽古 御 試み 遊 

ばされ 候 はば、 一廉 勵 みに 相 成るべくと 存じ 奉り 候。 總 じて 御 思 5；： の 下に ハ+ ある 處 

多く は 御 近習の 者より 出で 候 事に 之れ あるべく 候 間、 兼て 加 樣の事 仰 付けられ 候へ 

ば、 御 近習の 者 も 稽古事 出精 仕り 候 様相 成り、 自然に 威 重 をぎ 惜 する 風 も 改まり、 

世上の 者曉 然として 御 思な を 存じ 奉り 候て、 稽古 相勵み 候の みならず、 風俗 迄も變 


化 致すべく と 存じ 奉り 候。 且つ 御 近習と 申す 者 は 徒らに 御 使 令の 御 便利に 備 はり 候 

計りに て は 之れ なく、 內は董 i. 陶 の責、 外 は 警衞の 任 之れ あるべく 候へば、 ^して 文 

武相勵 むべ き 害 かと 存じ 奉り 候 事。 

お て あて  そう n ぶ- Z 、う  S きなり 

、 異賊 御手 當 に付き、 夫々 總御 奉行 様 方 御座 候處、 此れ迄の 行 形に て は 第一 將士の 

ヒ やう あ ひ  とく 

情 相 も 通達 致し 難く、 一  手の 內 にても 勇 怯 智愚練 否 勤怠 得と 御存知 成され 難 かる 

ベく 存じ 奉り 候 所、 明 倫 館 或は 御宅に て 時々 御 附屬の 者 計り 稽古 御 試み 之れ あり 候 

はば、 右 情 相 能く 通じ 御 勤勉の 道 も 御座 あるべく 存じ 奉り 候。 且つ 只今の 様子、 下 

わき ま  あなが  とと C 

に 於て は武藝 武備 一 致と 申す 事を辨 へず、 武備と 申せば 强ち 器械 用具 等 調へ 候 事と 

心得、 武藝 は卽ち 武備の 實と 申す 事 をば 存ぜ ざる 者 も 之れ ある 様相 見え 申し 候。 箇 

様の 事 仰 付けられ 候 はば、 人々 武備の 實を 務め 候 様相 成るべくと 存じ 奉り 候。 昔吳 

起、 魏の文 侯に 見えし 時、 甲胄， 車 戟の備 はるを 見て、 「若し 以て 進みて 戰ひ 退きて 

守る に備へ て 能く 用 ふる 者 を 求めず ば、 譬 へば 伏 雞の經 を 搏ち乳 犬の 虎 を 犯す がご 

とし、 鬪心 ありと 雖も是 れに隨 へば 死 せん」 と 申し 候 も 此の 類の 事に 之れ あるべく 
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候 へ ば、 古より 心得 違 ひ 易き 事と 相 見え 申し 候 事。 

、 弓 銑 共に 其の 組 御 預け 成し 置かれ 候 者 は、 自身より 其の 藝 怠り 候て は 組 下の を 

鼓舞す る 事 決して 相 成らず、 叉 自身 出精 仕り 候 へ ば 組 下の 者 迄 自然 風化 仕る ベ く存 

二  ■、 

やきな G たう 

じ 奉り 候。 戚南塘 の 「主 帥た る 者、 苟も 能く 一  身 服 習せば、 凡そ 我れ より 下 一 等の 

者 誰れ か、 位 勢 彼れ の 如く 其れ 尊く 威令 我れ をして 奔走せ しむる すら 尙ほ此 くの 如 

おそ  い <ぎ よ 

し、 我れ 又 何 を 疑 ひ 怯れ て 屑から ずと せんと 曰 は ざらん や」 と 申す 說、 味 之れ ある 

もつ が しら 

事に 候へば、 右 物 頭の 者 共 御 參堂御 見 分の 節、 或は 不時に 御 奥へ l^u 出され 候て 弓统 

の藝御 試み 遊ばされ 然るべ く 存じ 奉り 候。 但し 何れの 御 役所 勤 仕り 候 者 にても、 文 

武 稽古 仕り 候 者 は 右の 拫合 にて 御 試み 遊ばされ 然るべ く 存じ 奉り 候 事。 . 

以上、 試 法 を 論ず。 

、 文武 稽古の 儀 は國の 盛衰の 關る 事に 候へば、 何分と もに 永久にして 萬 歲の後 迄 も 

保ち 候樣 之れ なくて は相濟 まざる 事に 存じ 奉り 候。 總 じて 事の 敗れ は 君子 野に 在り 

小人 位に 在る より 起り 院 へば、 千 要は 選舉の 道に 之れ あるべく と 存じ 奉り 候 事。 ； 


t- 給 六 扶 習 ；; 5 
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とほり  fj たうし よく さ 11;.:,; て AMrh う 

、 御 役人 通 は 勿論 御 當職様 御手 子中總 じて 機密に 預り候 御 役の 儀 は 文武 出精 仕り 候 

ひっしゃ か々： しらべ やく 

中、 別して 文學に 深き 者 仰 付けられ、 其の 外 筆者. 書 調 役 等に 至る 迄 稽古事 出精 仕 

り 候 者の 中、 御 目 利に て 御用 ひ 成され、 何の 藝も 之れ なき 者 父祖の 藤に 依り 或は 奔 

ぼうしん 

走に て 冒 進 仕り 候 者 之れ なき 様 仰 付けられ 候 はば、 奔 競の 習 改まり 謙譲の 風 起り、 

む きふと ほ 9 

御 引 立の 第一 に 之れ あるべく と 存じ 奉り 候。 只今の 弊 無給 通 以下の 者に 至って は、 

筆算の 外 文武の 藝餘り 稽古 仕らざる 者 も 之れ ある 様相 見え 申し 候處、 右樣仰 付けら 

れ候 はば." 是れ 等の 者 も 文武 稽古 仕らず 候て 別に 御 奉公の 道 之れ なき 事と 考へ 相勵 

み 申すべく と 存じ 奉り 候 事。 

、 江戶御 番手の 儀、 此れ 亦 文武の 中 長ず る 所 之れ なき 者 差 上され 候て は 御國を 恥し 

め 候 譯に候 へ ば、 稽古 出精の 中 御 目 利に て 仰 付けられ 然る ベ く  Jtt じ 奉り 候 事。 

以上、 選舉を 論ず。  、 

、 太平 久 敷く 候へば、 上下の 際 次第に 阻たり 候 様相 成り、 御 思 召 筋 も 下へ 通じ 兼ね、 

下の 事情 も 御 聞に 達し 兼ね 候 段、 古今の 通弊に 御座 候處、 此の 弊 改まり 候 段 御 興隆 

上書  二 四 一 


の 第一義と 存じ 奉り 候 事。 

なづ 

1、 太平 久 敷く 候へば、 物 ごと^ 文に 赴き 先例 舊 格に 泥み、 却って 實 事に 竦く 相成リ 

候て 本意 を 失 ひ 候 事 之れ あるべく 候へば、 上覽. 御 參堂等 諸事 簡易 を宗 とし、 時!^ 

の 宜に隨 ふ 事 干 要に 存じ 奉り 候。 但し 簡易と 申し 候ても 太古の 無爲 杯と 申す 譯 にて 

は 全く 之れ なく、 只 だ 虚文を 殺ぎ て實 事に 歸 する のみに 御座 候 事。 

一、 萬 事 速 かに 成れば S 固なら ず、 大器 は； i く 成る の理 にて、 躁 敷き 事に て は 大成 も 

お 久も相 成らざる 事に 之れ あるべく 候へば、 御輿 隆の儀 十 年 二十 年 を 期し 候て、 自 

然と 文武 の 一 一字 上下 の 人の 心に 染 込み 候 所 主意 にて 之れ あ る ベ く 存じ 奉り 候。 併し 

躁 ならず とて 因循 苟且の 事に て は、 又 始終 成就の 時 之れ なく 候へば、 右兩献 i に^ら 

ざる 所 千 要と 存じ 奉り 候。 是れ 孟子の 「忘る る 事な かれ、 助け 長ず る ことな かれ」 

の理と 存じ 奉り 候 事。 

以上、 通論。 

右 3^ 案 仕り 候處相 認め 差 出し 申し 候 中， 賞罰.. 規則. 試 法 等 を 論じ 險 儀、 家學に 


泥み 聖教に 背き、 i!? 刻に して 仁 厚薄き 事 も 之れ あるべく 候へ ども、 古へ 淳朴の 時 

にて 上に 聖人 ありて 治 をな し 給う て さへ、 刑 ？釗 用 ひ られ ざる 事 は 相 成らず 候 へ ば、 

當時 御德化 盛んに 行 はれ 候ても、 法 術 を廢し 候て 輿隆を 致す 事 決して 相 調 ひ 難き 

儀と 存じ 奉り 候 間、 此の 段 御垂察 祈り 奉り 候 事。 


門 門人 門 
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水陸 略 嘉永 一一 年 g 三月 他見 を 禁ず  吉田 大次郞 

御用の 儀 之れ あり 候條、 明朝 五ッ 半時 御城 犀の 間に 御出で 候樣 にと 存じ 候。 

二月 二十 九日  木 原 源右衞 

吉田大 次郞樣  石 川！ 新 

藤 井 庄左衞 

三月 朔日、 犀の 間にお いて 左の通り 木 原 源 右衛門. よ り 相 授け 候 事。 

吉田 大次郞 

ぉ異 賊防禁 に付き、 水陸 戰爭の 便利 相考へ 書面に 相 調へ、 印 封に して 差 出し 候樣 

仰 付けられ 候 事。 

右、 道家 龍 左衞門 • 釵田猪 之 助 . 多 田 藤 五郎 . 大西 喜太郞 . 森 重 政 之 進 • 郡 司 源 

之 允 . 郡 司 次 郞兵衞 同様 仰 付けられ 候 事。 


一一 一月 十七 日、 左の通り 本書 相 調へ 差 出し 候 事。 

(本文) 

此の度 異賊 防禦に 付き、 水陸 戰爭の 便利 相考 へ 書面に 相 調 へ 差 出し 候樣仰 付けら 

(ョ 

に 周 防.  れ 候處- 第一 r 私儀 淺學 不才、 且つ 御 兩國中 御手 廣き 事に て 地理 等 も 兼て 詮議 仕り 

ろう けん 

居らず 候 へ ども、 徒らに 陋 見の 處 かかる 模様 にても 之れ あるべ きかと 存じ 奉り 候 

傣、 眞の 大意 筒 條書差 出し 申し 候。 勿論 さした る 御 評論の 端に も 相 成り 候 儀 は 之 

さ .4.J う 

れ ある 間 敷く と恐惶 仕り 候 へ ども、 兵 道 は 私儀 箕裘の 業に 罷り 居り 候 へ ば、 仰 付 

けら れ 候 趣 不敏 の 故 を 以て 辭讓申 上ぐ ベ き譯 に て 之れ なくと 存じ 奉り、 左の通り 

申 上げ 候 事。 

主 意 

一、 異賊 防禦 御手 當は 邦國 第一 の 急務、 何國も 同様の 事に 候處、 本 藩の 儀 は 三面に 海 

を 引受け、 殊に 西北 邊は 島崛の 障り も 之れ なく、 賊衝 に當り 候へば、 山陽 諸 國の中 

にも 取 分け 防徵 肝要の 儀と 存じ 奉り 候。 然る 處、 世俗の 人情 一 二 年 も 異賊の 船艦往 
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-出， つ。 

く K る。 第 六 

«  二八 OS- 


^i 睿  二 四 六 

來 之れ なき を兒、 且つ 官府より 暫く 警備の 命 下ら ざれば、 異賊 萬々 年 來寇の 患 之れ 

なく、 廟堂に 防 禁の御 計算 之れ なきと 邪推 仕り、 夫れ よりして 武備に 怠り 遊藝 風流 

等に 泥み 候 者 も 間-之れ あり、 此れ等の 儀は國 體の强 弱に も 相 關り候 事に て、 實に 

長大息 仕る ベ き 事と 存じ 奉り 候 事。 

附り、 兼て 武備に. I::- り 居り 候 故、 偶-  一 二 艘の異 船 遠洋に 相兒ぇ 候 樣風說 之れ あ 

り 候へば 又 大いに 物情 騒 敷き 樣子、 異贼 共傳聞 仕り 候 はば 一?:：； が國を 侮り 笑 ひ、 却 

つて 窺 叙の 心 を 長ず ベく も 計り 難く、 實に氣 の 毒の 儀に 存じ 奉り 候。 孫子の 「"； ill- 

の來ら ざる を恃む 事な かれ、 -f;:: が 以て 是れを 待つ 事 ある を恃 め」 と！ ふ 心得、 肝 

要の 儀と 存じ 奉り 候 事。  - 

、 異賊共 來寇の 氣遣ひ は 之れ なき 樣 申す 者 も 間 > 御座 候 處 * 何の 兒 定め を 以て 右 様 

に 申す 儀に 候 や 心得難く 存じ 奉り 候。 抑 ~往 を 以て 來を 知り、 顯を 以て 隱を占 ひ；^ 

處、 拂郞西 • 英吉利の 二 廣歲月 を 追 ひて 西南より 東北に 進み 候樣 子と 相 見え 候。 旣 

に 咴哈利 は 印度 を 取り 豪 斯多辣 利 を 開き、 蘇 門 k ロ剌 其の 外の 海 島に 據り、 年 出 


に 至り 候て は 遂に 滿淸を 亂り候 程の 様子、 且つ 二 慮 共に 度々 琉球 • 朝鮮の 地に 上陸 

致し、 無法 を 行 ひ 候 様の 儀 も 之れ あり、 尙 ほ又魯 西亞窮 北の 地より 起り 止 百 里 ァ亞を 

開き 加 摸沙都 加に 至り、 都府を 構へ 軍艦 を 備へ海 島 を 取り、 我が 奥 蝦夷に 迫り 候樣 

子、 過 慮 仕り 候へば 我が 神州 を 中に して 異賊共 取 園み 候 形に 相 成り 候 故、 窺 鋭の 奸 

情 之れ なしと は 相 見え 難く、 此れ迄 異變 之れ なき は 我が 國に乘 ずべ き虚隙 之れ なく、 

かんく わ 

且つ 干戈 を 動かし 候 名 之れ なき 故にて、 來寇の 儀 之れ なしと は 申し 難き 次第に 存じ 

奉り 候 事。 

、 近世  一 二の 名家 海防 を 論ずる を 見る に- 其の 論 雄偉 正大、 俗 弊に 當り. 候 事 ども 多 

く 候處、 恨む らく は 巨砲 大艦を 以て 賊の長 技と して 是れを 恐れ、 弓 銃 連發を 以て 我 

が 長 技と 自 食し 候 樣の說 にて、 戰爭の 上に さした る 奇策 も 相 見え 申さず 候處、 此れ 

ひとへ  なつ 

等 偏に 我が 國の 砲術に 通ぜ ざると、 甲 越の 古法に 泥み 候より 起る 事と 存じ 奉り 候。 

我が 國 砲術の 精確なる 事 遠く 西洋 夷に 勝り 候譯を 知らず して、 西洋の 術計り 承り 舊 

11 し  きょお 、- 

を 厭 ひ 新に 趨り 候て、 賊砲を 利器と 心得 候に て 之れ あるべく 候。 且つ 叉賊 艦の 躯大 


ほ 實 なる を 恐れ 候へ ども、 砲 家の 說に鉱 大は鍩 犬なる 程；？；： が 的に なり 3^ く 大いに 好 

む 所、 又 何程^ 實 にても 四 五 貫 HI 已 上の 鐵丸を 打 懸け 候へば 賈 かずと 言 ふこと 之れ 

なき は、 他物に 試み 候ても 明かに 知れ 候と 說く者 之れ あり 候處、 左 も あるべき 事に 

存じ 奉り 候。 尙ほ又 弓 銃連發 と 申す は 古 銃 術 未だ 開けざる 以前の 定めに て、 後世 銃 

の 利用 大いに 開け 候 故、 第一 弓 銃 は 町 間の 相違 も 之れ ある 事に 付き、 n ゾは 弓、 銃 は 

銃と^々 に 用 ふべ き 儀に て、 弓と 並べ 用 ひ 候 様の 儀 は^だ 以て 不便 利の 至りと 和考 

へ 申し 候。 且つ 弓 銃の 儀 は 時に 依って 奇兵の 用を辨 ずべき のみに て、 是れを 以て 專 

ら長 技と 相 恃み候 ものに て は 之れ ある 間 敷く 存じ 奉り 候。 右樣數 件の 事 取 間違 ひお 

り 候て は、 戰爭の 得失 議論 仕り 難く 存じ 奉り 候 事。 

私儀 兼て 前段の 論 を 持し 候處、 或 ひと 難 じて 曰く、  r 然 らば 則ち 屮 越の 古法 は當 

今の 用に 立たざる， か、 且つ 子 は 山 本道 鬼の 流派 を 汲む 者に 非ず や、 子が 一一：； ：！ を 見る 

に 先師に 違背せ るに 渉らず や」 と 申す に付き、 乃ち 對 へて：：： く、  r 屮越は 我が 國 

兵家の 師祖、 猜ほ漢 に 孫. 吳 二子 あるが ごとし、 其の 形 は 器械 制度に 依って 時々 


しか Cft なら .*> 

の 異同 ありと も、 理は 古今に； 立り て變 動す る 事な し、 加 之、 追々 先哲の 增補& 

たやす 

經て 事理 兼備す。 豈に後 學輒く 違背すべき ならん や。 唯 だ 能く 其の 理に默 契して 

な-つ 

形に 泥まず、 變化 無窮なる は 卽ち道 鬼の 敎 なり、 甲 越の 法な り」 と 相 答へ 申し 候。 

御 勘合の 端に も 相 成るべき かと 存じ 奉り、 序ながら 申 上げ 候 事。 

. 銃砲 を 初め 戰法 武備に 至る 迄、 近世 西洋の 術 を 我が 國に傳 へ 候て 專ら 一流 を 立て 

こ ろう 

候 もの 御座 候。 其の 輩 我が 國 兵家の 說 を孤陋 杯と 罵り 候 様相 見え、 叉 我が 國の術 を 

學び候 者、 彼の 輩の 本に 背き 候を惡 むより 遂に 互に 己れ を是 とし 人 を 非と し、 其の 

間馨 敵の 如く 一  大溝界 を 成し 1^ 様相 成り 居り 候。 然る 處、 吾が 國は 吾が 國の 長ず る 

所 ぁ り 、 其 の 長 ず る 所 は 卽 ち 吾 が 兵 制 に 叶 ひ ：; が 人 氣 に 宜 敷 き 所 に て 之 れ ぁ る ベ く 

候へ ば、 是れを 捨てて 更に 他人の 長 を 求む ベ き 儀 は 之れ ある 間 敷く と 存じ 奉り 候。 

おも ひ むな 

併し 西洋の 術 吾れ に 合 はざる 事 多し とい へど も、 懷を 虚しく して 是れを 聞く 時 は 間 

間 取るべき 事 も 之れ あるべく、 且つ 彼れ を 知る の 一端に 候へば 更に 其の 間 溝 界を成 

すべき 譯 にて は 之れ ある 間 敷く、 互に 討論 研究 仕り 度き 儀と 存じ 奉り 候。 然れ ども 
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西洋 術 を 唱へ候 根 原 は， 和 流に 背き 別に 一派 を 建て 和 流を壓 落すべく との 私心より 

起る にて 之れ あるべく 候へば、 右樣相 成り 候 は 自然の 勢 か e 然しながら 武備 は國の 

大事 なれば、 其の 事 を 議論 仕り 候 中、 少しも 偏 黨の心 を！^ み 候て 相 成らざる 儀と 存 

じ 奉り 候 事。 

ほしいまま  つ ひえ 

， 太平 久 敷く 繽 き恩澤 に 沐浴 仕り 候餘 り、 上下 共に 奢侈 を 恣 にし 無用の 費 多く 候 

故、 ほ 然に 武備の 心 懸け を 忘れ 候て、 恩 は 身に 奉じ 妻子 を 1«R み飮食 衣服 家居 等の 

爲 めに 立 下げられ 候の みに て、 知行 高に 應じ譜 11^ の 小者 • 若黨等 之れ なくて は 軍役 

相 調 はず、 平日 高 知 を素餐 仕り 居り 候 譯に相 當り候 様の 者 は 之れ なく やに 相兑 え、 

當 今にて は 石高に 應じ譜 第の 者 抱へ 居り 候 者 は餘り 之れ なき 様相 成り、 尙ほ又 武備 

と 申し 候へば^ 胄刀槍 杯の 器械 多く 調へ 候 様の 儀と 相 考へ候 やに 相 はえ 候處、 加 様 

の 儀に て は 實戰に 臨み 候砌 り、 右 調 へ 置き 候 甲胄 を 被り 刀 槍 を帶び 主人と 死生 を： ：！： 

じうす る 小者 . 若黨 多分 之れ ある 間 敷く、 器械 は 無用の 物と 相 成る ベ きも 計り 難く 

存じ 奉り 候。 縱令取 中間. 雇人 等 を驅り 集め 石 通りの 備張 をな し、 胄を 被せ 枪を持 


たせ 候ても、 戰に 臨み 兵刃 旣に交 はるに 至り 候て は 甲 を棄て 兵を曳 きて 走る と 申す 

様の 儀 も 之れ あるべ くやと 存じ 奉り 候。 然れば 右 器械 を備 ふるのみ にて 武備と 心得 

居り 候 は、 偏に 武備の 本 を 知らざる より 起る 事と 相 見え 申し 候。 尤も 譜 第の 者 何程 

多く 抱へ 置き 候ても、 兼て 武藝の 習練な さしめ ざれば 是れ亦 未だ 善を盡 さざる 所 之 

れ あるべく と 存じ 奉り 候。 然れば 第一 小者 • 若黨石 通り 相應に 抱へ 置き、 次に 小 

者. 若黨 とも 武藝 を勵 まし 候 儀 肝要に て、 器械 を 備へ候 様の 事 C 叉 其の後 段に て 之 

れ あるべく 存じ 奉り 候 事。 

何し 右 様の 習 弊 其の 來る事 久しく 候へば、 此の 段 只今 何程 嚴重仰 出され 候ても 少 

しも 其の 效 之れ ある 間 敷く と 存じ 奉り 候處、 操 練 等の 儀に 寄せ 候て、 令せ ずして 

人々 相應に 陪臣 抱へ 置き 候 様の 術 も 之れ あるべき かと 存じ 奉り 候 事。 

總 論 

あら かじ  わき ま 

. 用兵の 法預め 地理 を辨 へず 候て は 戰略も 語るべき 樣 之れ なく 候。 何と なれば、 御 

兩國 海岸 數拾 里の 間に は、 地に 險易 あり、 海に 淺深 あり、 港に 廣狹 あり、 肝要に 守 
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ろべき 所 あり、 必ずと も 守らざる 所 あり、 賊船 着岸すべき 所 あり、 着岸な し 難き 所 

あり、 舟戰 致すべき 所 あり、 舟戰 致し 難き 所 あり、 各-' 其の 地理に 隨ひ 候て 守備の. 

異同、 戰爭の 得失 も 之れ あるべく と 存じ 奉り 候 事。 

, 地 險に港 狭く、 山 谷 高 深に して 平地 少なき 所 は、 異 贼共奇 伏の 恐れ 之れ あり 候 故 

輙く 上陸 も 得 仕らず、 又 遠 淺の所 或は 水底に 瀨杯 之れ ある 所 は、 異賊の 大船 決して 

着岸 得 仕らず と 存じ 奉り 候。 然る 處、 海深く して 異赋 着船 成り 易き 所 は、 大概 地險 

に港狹 くして 異贼 上陸 致し 難く、 又 地 易に 港廣 くして 上陸の 障り 之れ なき 所 は、 大 

ひつじ It う 

概海 も遠淺 にして 着船 成り 難く 候へば、 贼の 必定 上陸 致し 候 場 は 多分 は 之れ ある 間 

敷き 樣相 見え 候。 然れば 時に 依り 所に 伎り、 守備 を 設けず 不意 を 示し 上陸せ しめ 候 

上、 陸戰 にて 全勝 を 遂げ 候揚も 之れ あるべ くと 存じ 奉り 候 事。 

但し 是れ 等の 謀 は 夷 情 を審察 致し 候 儀 第 一 と 存じ 奉り 候。 若し 異賊 共實に 戰爭を 

遂げ 勝負 を 決し 候 主意に 候へば、 尤も 然るべき 事に 候。 又 海 邊を押 通り 候て；？：： が 

情狀を 料り、 吾が 動 靜を伺 ひ 海陸の 樣、 子 を 積り 候の みに て、 未だ 實戰の 心 之： £ 


なく 候へば、 卽 時に 追拂ひ 候て 國威を 外蠻へ 示し 然るべ く 存じ 奉り 候。 徒らに 賊 

の 上陸 を 待ち 居り 候內 出帆 致し 候 様の 事 も 候へば、 將士 共に 遣憾の 至り、 慷慨に 

堪 へざる 儀と 存じ 奉り 候 事。 

yils*f<i 一  , 萩 表 は 申す 能 はず、 御) 貴族 樣方を 初め 大祿の 衆の 御領 地、 其の 外海 岸に て 人民 繁 

田 • 福 原 永代  ほう ナゐ 

5?5 老の 5^ を さ  盛の 所 は、 所々 鋒 燧の約 を 堅く し 應援の 法 を 定め 置き 候へば、 海岸  一 二 里 位 は 守備 

之れ なき 所 之れ あり 候ても 相濟 むべき かと 存じ 奉り 候 *^。 

附り、 此れ等の 處應援 の 法 水陸 共に 相 用 ひ 候へ ども、 船 軍 を 以て 柙 寄せ 候 儀、 尤 

も 便利と 存じ 奉り 候 事。 

一、 水 軍 は 海防 第一 の 要務に て、 水 軍克々 習練 致し 居り 候へば- 異贼 共輙く 吾が 海邊 

へ 漂泊 得 仕らざる 様相 成るべく 候。 若し 水 軍 未練に 候へば、 自然 異賊共 海上に て 吾 

が矢懸 りの 外へ 碇を 卸し、 吾が 動 靜を伺 ひ 候 様の 事 之れ ある 節 にても、 徒らに 切齒 

する のみに て 更に 奇策 之れ なく、 トー 下騷擾 いたし、 公私の 費用 多く- 遂に 國の虚 |g 

にも 立ち行くべく 候。 此れ等の 時、 其の 所々 にて 土 兵 を 以て 船 軍 を 出し、 一時に 驅 
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り 立て 候 樣の謀 之れ なく 候て は 相 叶 はざる 儀と 存じ 奉り 候 事。 

それん-  . 

一、 海上 岛々 の 儀 夫々 御手 當も 之れ あるべく 候へ ども、 若し 異贼 共攻圍 致し 候 様の 儀 

二) 

を^^ 0 之れ あり 候 節、 地が たより 船 軍 差 向け 加勢 後 詰 等 之れ なくて は、 守兵 も 氣カを 失 ひ 

.  申すべく 候。 つ 萬々 一 異賊共 島 を 奪 ひ 取り 據守 致し 候 節 取 返し 候 様の 儀、 おも 

船 軍 之れ なくて は 相 叶 はざる 事と 存じ 奉り 候 事。 

海 戰 附り 海.： t  . 

1、 海 戰は奇 なり、 用な り。 陸戰は 正な り、 體 なり。 戰は奇 なれば 其の 迅速 便利 を 

要する 事 勿論に 存じ 奉り 候。 然れば 本邦 古來 より 用 ひ 來り候 大船 g 艦 は， にし 

て 右 様の 用に 相 立ち 難く 存じ 奉り 候。 先づは 浦々 漁 人の. W 杯 相 用 ひ、 一艘に 四 五 人 

づっ  よち , 1 

位乘 組み 候て、 銘々 二三 拾 HI 玉筒壹 挺宛備 へ、 且つ 賊 船に 攀^ り 候 器械 

？娜 を 揃へ 候て 二三 拾艘も 押出し、 聚散 分 合して 賊 船の 四 五 拾 1? の Si に 近づき 候て、 

賊 船の 銃 窓 を 狙 ひ 打 放し、 旣に 相せ まり 候と 卽 時に 攀 登り、 短 兵 を 以て 船屮を 3 り 

亂 り 候樣の 術、 又は 上荷 舟. 石 舟 等に 炮恪： 卡； 简 を 仕 懸け、 夜中 杯贼船 に^み 近づき 


船腹 を 打 貫き 候樣の 術 之 れ あるべく と 存じ 奉り 候 事。 

恨し 釣 舟 等に て 一 一 三 拾 目玉 筒 數挺打 出し、 叉 は 石 舟. 上荷 舟 等に て 炮烧玉 筒 を 仕 

懸け 打 出し 候 様の 儀、 未だ 相 試み 候 事 之れ なく 候へば、 席上の 空論の みに て實用 

相 叶 ひ 申すべく ゃも覺 束な く 存じ 奉り 候 間、 左様の 儀 試み 度く と 存じ 奉り 候。 且 

つ 縱令實 用 之れ ある 儀 にても 修練 之れ なく 候 へ ば、 決して 實戰に 相 用 ひ 難く 存じ 

奉り 候 事。 

、 海 島の 儀 は 地が たの 藩 屏と相 成り 候 事、 陸地に て 境目 城. 取 出 等 之れ あると 同樣 

に付き、 -f::; れ において は 固く 守るべく、 又 異贼共 も 第一 に 攻め 取るべき 手段 を 運ら 

し 申すべく 候。 且つ 获表 等の 形勢 入海に して 島々 海面に 1^ 布いた し 居り 候 故、 ぎ 

さへ 堅固に 相 守り 候へば、 異賊 共輙く 地が たへ 押 寄せ 候 儀 相 成り 難く 存じ 奉り 候。 

就いては 島々 の 儀 は 港々 に 海岸 守備の 通り 大砲 を 居 ゑ 置き、 且つ 水 軍 陸軍 共に 土 兵 

に て 相 調 ひ候樣 之れ あり 度き 儀と 存じ 奉り 候 事。 

海戰の 儀、 吾が 國の長 技に て 之れ なき 故 用 ひ 難き 樣 申す もの も 之れ あり 侯。 右に 
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ひとかど 

大略 を 述べ 候 儀 も 素より さした る 奇策 も 御座な く 候へ ども、 總 じて 戰の道 一 廉に 

て も 能くせ ざる 所、 便なら ざる 所 御座 候へば、 其の 所 必ず 敵の 乘 ずる 所と 扣 成る 

ベく 候へば、 海戰 の儀捨 置き 難き 儀と 存じ 奉り 候。 且つ 小舟 を 以て 聚散 分 合いた 

L 候 様の 儀 は、 卽ち 吾が 國の長 技に て人氣 にも 相 叶 ふべ くと 存じ 奉り 候 事。 

海岸 守備 

陸戰 戰は 地に 依り 時に より 戰 略の 變化も 之れ あり 候處、 海岸 守備の 儀 は 兼て 砲 

を 居 ゑ 置き 候て 來寇の 時 打 拂ひ候 外 更に 作 略 之れ なく 存じ 奉り 候 故、 砲 家の 說翁 

て 承り 居り 候 事 ども 申 上げ 候。 t も 此れ等の 事 砲術に 精し き 者 へ 御；^ 議を 懸けら 

れ 度き 儀と 存じ 奉り 候 事。 

たまめ 

一 、海岸 守備の 法、 壹ケ所 毎に 和 流の 大砲 玉 目 二三 貫 ほ 已 上の 筒井び に 炮^ 玉 打 出し 

(1)  2) 

II:.  rlKld.Ksa-?TT:.KCN^ 砲«-の說に»*:流ホ|ィッスル砲を和 TSMS^rT モルチ|ル砲も望を除き wbaM-K^  /  、 

二) 樓 38  .^5 ュノ おに J,^ 流の 肇に壮 3^ ざ 用 ふる 法 ありと 云 ふ nH-Jsti 去りて 用 ふべ しとい ふ ^!1?.ネ1^へ お 

Houwltmer  ,  i、 

(nsi 似 ひ I、 く 所の 廣 狭に 應じ、 拾 挺 拾 五 挺 乃至 一 一 拾 挺 計り も豫 て相備 へ 置き 然る ベ く 存じ 奉り 候 

g-*- も ass な i-o 

h. さ，. rtier 


但し ホ. I イツ ス ル砲等 和 流の 仕 懸けに て 打 出し 候 様の 儀、 其の 說を 承り 居り 候の 

みに て 未だ 是れを 試み 候 事 之れ なく 候 間、 砲 家に 命じ 候て 實效を 御 試み 仰 付けら 

れ 度き 儀と 存じ 奉り 候 事。 . 

一、 右數 品の 砲 何れも 町の 遠近に 隨ひ 候て、 夫々 打 初め 候 時 不同 之れ ある 儀に 御座 候。 

大要、 貫目 已 t の 筒 は 賊船ニ 拾 町 以內へ 押 寄せ 候 時より 打 初め、 炮烙 玉 は 十四 五町 

位に て 打 初め、 短筒 は 一 町匕內 にて 賊の旣 に 上陸 せんとす る 所 を 神速に 打ちす くめ 

候 様 約 m 相 定め、 機 會を失 はず 候へば、 賊船を 打 碎き候 事 疑 ひ 之れ ある 間 敷く 存じ 

奉り 候 事。 

附り、 其の 筒々 に 依って 打 初め 候に は 遠近 不同 も 之れ あり 候へ ども、 旣に打 初め 

候て は 敵 間 一 一 一間の 近くに 迫り 候ても、 自在に 打 出され 候 儀に 御座 候 事。 

附り、 西洋に て 船 着の 所 杯へ 大砲 を 備へ候 法、 大概 ホ ー イツ スル . モル チ— ル等 

のみに. て、 其の 用法、 敵の 旣に 着岸す る 所 を 中る も 論ぜず、 徹し も 問 はず， 只 だ 

神速に して 多分 の 玉 を 打 出し 候て、 狼 狼せ しむる を 以て 主 と 致し 候 様 承り 居り 候。 


然る 處、 和 砲. 西洋 砲 は 玉 町の 遠近 異同 も 之れ ある 事に 候へば、 和 流 貰 目玉 以土 

の £ ^備へ fi き 候へば、 大槪遠 町に て賊 船打碎 くべ くと 存じ 奉り 候。 尙ほ 其の上 短 

う *c はづ  ひと 

简備へ 置き 候へば、 萬々 一 遠 町に て 贼船打 外し 候て 岸 近く 迄 押 寄せ 候ても、 又 一 

しほ 

入 西洋の 術 を 兼ね 用 ふるの 道理 之れ あるべく と 存じ 奉り 候。 然しながら 此れ等の 

係 席上の 空論の みに て 習練 之れ なくて は 相 調 はざる 儀と 存じ 奉り 候 事。 

、 右 樣備へ 置き 尙ほ 叉. 陸地に おいて 銃 隊* 弓 隊等竹 木 茂り 場 杯 を 桐に 取り 備へ 置き I 

賊 船お 近く 押 寄せ 候時克 々 矢懸り を相考 へ 弓 銃 打 出し 大砲 手 の 勢力 を 助け、 叉異賊 

共 他の 港より 俄かに 上陸 致し 大砲 隊の後 横に 近づき 候 時 杯、 急に 應じ候 様の 働 之れ 

あるべく と 存じ 奉り 候 事。 

海岸 守備の 儀 は 前段 申 上げ 候^ 要に 守備 を^く ベ き 所と 申し 候處の 儀に て、 總海 

岸 残らず 右 樣相備 へ候譯 にて は 御座な く 候。 若し 總 海岸へ 右 様相 備へ 候へば、 孫 

子の 所謂 「備 へざる 所なければ 則ち 少なから ざる 所な し」 と 申す 儀に 之れ あるべ 

く、 兵家の 取らざる 所と 存じ 奉り 候 事。 


陸 戰 

一、 陸戰の 法、 曠原 平野に て は 大砲 百 目玉 简 より 三百 目玉 筒 尤も 肝要の 器と 存じ 

奉り 候。 右 樣の筒 各 ~ 其の y 玉に 依って 夫々 隊伍 を 分ち、 進退 分 合 自在に 働き、 互 

に奇と 成り 互に 正と 成り 候て 急速に 打 出し、 大利 之れ あるべく と 存じ 奉り 候 事。 

や さき 

附り、 砲 戰の儀 は 敵 味方 共に 互に 矢先に 懸り候 はで は、 勝负を 決し 候 事相 成ら ざ 

る もの 故、 賊猞豫 の 様子 相 見え 候へば、 別して 此の方より 神速に 押 懸け 先 を 取り 

候 儀 肝要に 險處、 此れ等の 處 三百 目玉 已上 重大の 砲に て は 相 調 ひ 難く 存じ 奉り 候 

一、 所に 依り 數拾町 打績き 候曠原 平野 等に て 小高き 場處を 占め、 五 百 目玉 已 上の 砲 を 

居 ゑ 置き、 賊 寄せ 来れば 遠 町に て 其の 先鋒 を 挫き、 賊來ら ざれば 暫く 持久の 勢 を 成 

し、 逆風. 逆 雨. 曉霧. 昏 靄の 助けに 乘じ、 短兵急に 賊の 中堅に 衝き懸 り 切り崩し 

候 様の 戰略も 之れ あるべく 存じ 奉り 候 事。 

1、 山間 迫狹、 道路 阻 隙の 處 にて 合 戰 致し 候 儀 は、 賊は 未熟の 地、 味方 は 熟 地 たれば、 

上書  二 五 九 


上睿  二. 1 ハ 〇 

二： >  . 

伏兵 . 疑 丘べ . 廻し 勢 等の 便利 も 之れ あり 候に 付き， 山澤鳥 雲の 意 を 用 ひ 奇兵の 働き 

を專ら とし、 正兵 を 以て 骨子と なし、 變 化して 贼を 破り 候 謀 之れ. めるべく と 存じ 奉 

り 候 事。 

但し 兵 を 分ち て 三等と す。 一等 正兵の 儀 は 大砲 を 居 ゑ 置き 候て、 高 陽 見切の 場に 

て は 諸隊の 奇兵 を 指揮し、 隙 口にて は賊の 往來を 遮り 候樣の 働き 仕り、 又 一等 奇 

兵の 儀 は 人々 ル銑 を携へ 進退 輕便 にして、 山 を 越して 賊の 後に 出で、 谷に 伏して 

賊の來 る を迎へ 杯して、 不意に 乘じ 不備 を擊 ち、 賊隊を 亂り賊 心 を 惑 はしめ 候 事 

を務 む。 又 一等 百 目玉 筒の 備を 設け、 地に 依り 或は 正と 成りて 堂々 正々 とし、 或 

は奇と 成りて 出 沒開閻 致し 候 様相 定め、 三等の 兵 各-其の 序 を 亂り候 事 之れ なく 

嫁へば、 勝利 之れ あるべく と 存じ 奉り 候 事。 

1、 砲鈇を 以て 合戰 致し 候內、 孰れ 雙方 共に 前進 仕り 候て 武問 迫るべく 候へば、 其の 

時機 <^ を 失 はず 短 兵 を 以て 急速に 切 崩し 候 心得 之れ なく 候て は相卟 はずと 存じ 奉り 

候。 或は 砲 を 以て 戰ひ 候へば、 未だ 武問 迫らざる 以前に 残らず 敵隊 を粉碎 致すべく 


候 故、 銃砲 さへ 之れ あり 候へば 前の 器械 は 不用の もの 杯 心得 居り 候 者 も 御座 候へ ど 

も , 右樣 の 心得に て は 所 に 依り 兵 機 純り 候て 吾が 國の 人氣 に 合 はざる 樣の 儀 も 之れ 

あるべく と 存じ 奉り 候 事。 

右戰 略の 一端 3^ 案 仕り 候處 書記し 差 出し 申し 候。 但し 兵に 廟堂の 勝と 原野の 勝と 

の 差別 御座 候。 右に 述 ぶる 所 は 原野の 事に て、 夫れ より 以前に 廟 勝の 論 之れ なく 

候て は相濟 まざる 儀と 存じ 奉り 候。 廟 勝の 論 は、 第一 政 を 發し仁 を 施し 候 儀、 次 

に 武備 を 全くす るの 儀に て 之れ あるべく 候。 然る 處、 政と 仁と は 當今御 德化旣 に 

國 中に 洋？ ぼ 仕り 候 程の 氣 象に 候 へ ば 申す 能 はざる 儀と 存じ 奉り 候。 次に 武備の 儀 

に 付いて は、 士 氣を勵 まし 操 習 を 輿し 器械 を 備へ候 儀 大綱に て 之れ あるべく 存じ 

奉り 候。 何事に 依らず 士氣勵 まずして は 行 はるべき 樣 之れ なく 候へば、 士 氣の勵 

み 候 儀 は 叉 練習 を 興し 器械 を 僮 ふるの 本と 相 成り 候 故. - 第 一 肝要の 儀と 存じ 奉り 

候。 叉 士氣勵 み 候 上 は 操 練 之れ なくて は相濟 まざる 事に て、 ^^:作.進退.法度. 

よく/ \  くわう ターよ 

號令等 能々 相 定まり、 上下 共に 熟し 居り 候 はで は、 事に 臨みて 人々 狼 识愤遽 仕る 
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ベ きも 計り 難く 候 へ ば、 水 操 • 陸 操 を 初め 錶砲 • 步騎各 - 操 練 之れ あり 度き 儀と 

存じ 奉り 候。 又 操 練 旣に調 ひ 候 上 は、 器械 精緻に して 便利に 之れ なくて は、 此れ 

亦 事に 臨みて 差 岡出來 仕る ベ く、 且つ 大船 • 小船. 大砲 • 小銃. 和 砲. 西洋 砲 ， 

甲胄 • 弓矢 等の 類 孰れ も 利害得失 相備 はり、 合戰 勝負に 關 はり 候 儀 之れ あるべく 

候へば、 敷て 辯 論 取捨 仕り 置き 度き 儀と 存じ 奉り 候。 併し 操 練 を 興し 器械 を備ふ 

る 等の 儀、 上下 共に 費用 多く 候て は 三軍の 士 未だ 戰 はずして 先づカ 屈し 肘^き 申 

すべき も氣遣 敷く 存じ 奉り 候。 右士 氣を勵 まし 操 練 を 興し 器械 を 傭へ 候 儀、 防禦 

の 大綱と 存じ 奉り、 序ながら 條目 計り 申 上げ 候。 且つ又 淺陋の 至りに 候へ ども、 

ye)*,?lf5  私儀お 胄論 ー篇、 且つ 又 先年 江戸 御 番手 S 能り 居り 候 者寫し 贈り 候 某氏 「夷 情 を」：^ 

^...sli  かにす るの 策」 ニ篇、 夫れ に付き 私 返答 仕り 候書牘 ー篇、 私儀 兼て 議論 仕り 候 趣 

の 大略 相 見え、 且つ は 御 勘合 端と も 相 成るべく やと 存じ 奉り、 別紙に 相 認め 差 出 

し 申し 候。 狂 發 仕り 候 投 恐懼の 至りに 存じ 奉り 候 事。 


嘉永四年辛亥ニ月ニ十日支配方_;^1印符にして差出し候控 

他見 を 禁ず  吉田 大次郞 

此の度 大小 身の 面 々往； 怠慢な く 明 倫 館に f 能り 出で、 文武の 諸 稽古 出精せ しめ 候 

様 萬 世 不朽の 御 仕 法 建 仰 付けられ 候に 付き、 猶ほ 下々 に 於て 氣附筋 を も 御 取 用 ひ 

成され 度き 由に て、 其の 33 趣銘々 腹藏 なく 書記し 差 出し 候 様との 御 事、 難 有き 御 

主意の 處 誠に 以て 感激 仕り、 私 輩 何たる 御 取 用 ひに 相 成るべき 氣附筋 も 御座な く 

候へ ども、 愚昧 を 顧みず 左の通り 申出で 仕り 候。 然る 處、 萬 世 不朽と 申す 儀に 付 

いて は 甚だ 容易なら ざる 事と 存じ 奉り 候。 和漢 歷代 良法 美 政 多く 之れ ある 事に は 

on 

候へ ども、 後世に 至りて は 其の 弊 百出 仕り 候。 何とも 心底に 任せざる 段、 明の 方 
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孝孺 が 深慮 論 に も 委曲 相 見え 候 事 にて、 詰り 其の 人に 存 する ものと 相考 へられ 候- 

併しながら；^ に 一策 之れ ある 事に て、 良法 美 政 は 畢竟 風俗 を變化 致し 候 術に 御座 

険。 良法 美 政 人心に 浸ぎ 仕り 候て 風俗 を 成し 候へば、 則ち 萬 世 不朽の 策と 存じ 奉 

ニー) . 

二)  10  り 候。 東漢の 光武-明 帝. 景帝經 術 を尙び 節義 を獎め 候て、 其の 效 にて 獻. 靈の 

ぼり たらん 

J-f ノ fsf,^  時に 至りても 草 莽の間 賢人 多く、 久 敷く 世敎を 維持 致し、 又宋代 太祖 • 太宗 • 眞 

e: 凡) S 帝 (E  ャ 5 

S -， S 、八  宗 • 仁宗 • 英宗等 賢明の 君に て學を 好み 風を敦 うし 候 故、 端宗の 時に 至りても 忠 

代め *^  義を 守り 討死 を 志し 候 人 多 かりし 由、 是れ こそ 御 政道の 御 ：11 へ：^; 1 にて 萬々 世久 敷く 

御 傅へ 成さるべき 事に 候へば、 御 家中 孰 れも 武士道 を 守り 禮儀應 恥の 風 を 成し、 

利 を 恥 ぢて義 に 進み 候 様の 御 政事 深く 御 訟議仰 付けられ 度く 存じ 奉リ候 事" 

がう き ぼくとつ  •  • 

マ、 文武 御 興隆の 大本 は 御 家中 貴賤 を 撰ばず 剛毅 木 酌の 風 を 成し 候 段、 第一義と 存じ 

奉り 候。 左な く 候て は、 假令 何程 文武に 長 じ 候 人材 成就 仕り 候ても、 國家 において 

亳も辨 益 之れ なき 儀と 存じ 奉り 候。 後世風^^日を追ぅて輕薄に趨り候段、 實に 長大 

息に^ へざる 儀に 御座 候。 正 言 t2 論、 道 を 直して 以て 行 ふの 風 少なし、 おに 剛 とい 


ふべ けんや。 男往カ 前、 愤を發 し 行を勵 むの 氣に 乏し、 豈に毅 とい ふべ けんや。 § 

しやび れい ようし なら  く  かう げんれ いじ ほうげい たくみ  とつ 

奢 靡歷、 容 止に 閑 ふ、 木に 非ず。 巧言 令辭、 逢迎に 巧な り、 訥に 非ず。 然る 處、 文 

武御 興隆に 付いて は 恐れながら 御代 始めより 容易なら ず 御心勞 遊ばされ、 是れ 等の 

弊風 も 追々 相 改まり 候 事に て、 只今 兎角と 申 上ぐ るに は 及ばざる 儀に 御座 候 へ ども * 

此の 風 を 挽回 致し 候 一 儀 御 舆隆の 眼 ほに て、 厚く 御！^ 旺議仰 付けられず 候て は 相濟ま 

とく 

ずと 存じ 奉り 候に 付き 默 止し 難く、 儒武の 師家 中 へ 兼て 得と 御 示し 仰 付けられ 度き 

(，3,,:s 首  一 端 を 申 上げ 候。 儒 師の儀 は 素より 誠意 正 心の 道 を 以て 人 を敎導 致し 候 儀に 候へば、 

P に M つ 

右 等の 御 示しに は 及び 申さざる 事に も 候 や。 武藝に 至り 候て は、 師家た る もの も、 

む？ J 

夫々 藝業 さへ 相傳へ 候へば、 己が 職分 相 濟み候 事の 樣 心得 違 ひ 候 向 も 間 > 之れ ある 

やに 相 見え 候。 且つ 門弟た る もの も 武藝師 に 就い て 武士道 を 學び候 心得 は絕 えて 之 

れ なき 様相 見え 申レ 候。 然れ ども 一 己の 小武藝 にても 所謂 剛毅 木 豹の 所より 殺鍊致 

し 候 はで は、 武士道の 大本 相 立たず、 藝 業も隨 つて 成熟に 至らざる 譯に 之れ あるべ 

く、 又 剛毅 木訥の 所より 鍛鍊 致し 候へば" 一已の 小 武藝も 大いに 人の 材德を 長 じ 候 
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益と 扣 成るべく 存じ 奉り 候 事。 

1、 武藝師 の 輩 夫々 藝業 さへ 相傳へ 候へば 職分 相濟 み候樣 心得 違 ひ 候 段、 師 たる もの 

の 不行 は 勿論 の 事に は 御座 候 へど も、 有司の 示し 方に も議す ベ き 所 之れ なきと も 

申し 難く 存じ 奉り 候。 武藝師 等 は 素より 不學無 術の 頑 鈍 ものに 候へば、 其の 職分 徒 

に藝業 を傳へ 候の みに て は相濟 まず、 武士道 を 以て 諸士を 引立て 候 儀 第一 に付き、 

其の 身に 於て 道 を 取 失 ひ 候 事 之れ なき 様に と、 毎々 叮嚀 反復に 仰せ 聞かせられず 候 

て は合點 行き 申さず 候。 併しながら 僅かに 數 行の 書面の み を 以て 彼の 頑 純 もの を 蜜 

か v> とう 

然激勵 仕らせ 申すべし とい ふ は、 俗諺に 所謂 竿頭の 鈴に 御座 候。 然 れば總 奉行 役 時 

くわん ぜん  n げん 

時 武藝師 等 を 呼出し 灌 然として 懷を 開きて 晤 言し、 武士道 相 勵み國 家の 御爲 めを存 

じ 候 人柄 多く 成立ち 候 樣心遣 ひ 申す ベ き 段、 得と 申し 聞かす ベ き 事と 存じ 奉り 候 事。 

附り、 武藝 師の翠 書 を讀み 道を學 ぶの 人に 乏 敷き やに 相 見え 候處、 右 等の 御 示し 

絶えず 之れ あり 候 はば、 自然 志 を 起し 候 様相 成る ベ くと 存じ 奉り 候 事。 

1、 武藝師 の 職分 右 等の 趣、 總 奉行 役より 追々 申し聞かせ、 孰れ も 得心の 上 は 其の 身 


の 武士道 を 責められ 候 儀 第 一 肝要の 事に 付き、 士道 を 取 失 ひ 候 様の 所行 之れ あり 候 

か、 又は 禮儀廉 恥の 行に 勵み候 もの 之れ あり 候 はば- 其の 肺 腸に 徹し 候樣嚴 明の 賞 

ち. a つちよ，、 

罰 黜陟仰 付けられ 度き 儀と 存じ 奉り 候 事。 

、 文 學の士 は 誠意 正 心 修身 齊 家の 學 において 兼て 心 を潛め 居り- 心 術の 工夫 精密に 

して、 他日 官に 臨み 功績 も 立て 申すべく 候處、 武藝 練達の 人 は 兼ての 工夫 粗脫 にし 

て、 治平の 時 御 役 刀；； 仕 はれ 候ても 更に 其の 所詮 之れ なく 候へば、 却って 武藝學 ばず 

とも 吏材 之れ ある 人 御用 ひ 成され 候方宜 敷き 由、 世俗の 通論に 御座 候。 然る 處 * 是 

れ 文武 兩岐と 相 成り、 國風隨 つて！^ 弱に 相 成り 候 根本に 之れ あるべく 候。 且つ 武藝 

練達の 人 刀：： 仕 はれ 候ても 其の 1^ せ 之れ なしと 申す は淺 近の 論に て、 只今 の 有様 を 以 て 

申し 候譯 にて、 畢竟 武藝敎 へ 方學び 方の 宜しから ざる 故に 之れ あるべく と 存じ 奉り 

候。 何と なれば、 武藝は 素より 武士の 心膽を 練り 候 道具に て 候處- 心膽 練れ 候 人な 

れば治 亂の御 奉公 相 整 はずと 申す 事 決して 之れ ある 間 敷く 存じ 奉り 候。 武藝 は心瞻 

を 練り 候 道具と 申し 候譯 は、 一 に は 武藝を 學び候 は 勝 を 好む の 心底 毫末 も 之れ あり 
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候て は 不義の 勝 を 取り 候 事に 至り、 則ち 戰陣 深く 相誡 むる 所の ill に當り 甚だ 憎む 

べき 事に 御座 候。 二に は 武藝を 學び候 は譽を 求む るの 心底 毫末 も 之れ あり 候て は 人： 

の 目 を 掠め 情に 過ぐ るの 譽を 貪る に 至り、 則ち 軍陣 深く 相誡 むる 所の 作り ^ おの 類 

に 似寄り 基 だ 恥づべ き 事に 御座 候。 世に は 間-槍 を輕 うし 竹刀 を 長う し 面 同等に^- 

昧を加 へ 勝ち 易き の H 夫 をな し、 又 試合に 臨みて は 己が 打つ 突は輕 きを も 重き 樣に 

仕な し、 カタ ゲと稱 し 見 苦 敷き 様體 をな し- 人の 打つ 突 は 重き を も 輕き樣 に 言 ひ 募 

り 候 様の 風儀 も 間-之れ ある 由、 ：^」 だ 以て 武士道 を 失 ひ 候 事に て- 眞に武 藝を學 び 

し 人 は 必ず 是れ 等の 心 を 痛く 改め 候 儀と 存じ 奉り 候。 且つ 常住 坐 臥、 死 を 常に 心に 

存し 澄き 候樣 仕らず て は 如何様の 不覺 之れ ある ベ くやと 心 懸け 居り 申す ベ く 候 へ ば、 

惰慢邪 僻 の 氣 生ず ベ き 様 之れ な く、 刖ち經 術 の 敬 を 主と する の義に 相當り 申す ベ く、 

又 働く ベ く控ふ ベ く、 進む ベ く 退く ベ く、 夫々 の 場合 を 兼ね て 穿 整 致す ベ く 候 へ ば， 

義 不義 忠 不忠の 論隨っ て 精し く 相 成り、 W ち經 術の 時 を 知る の 意に 符合 致すべく 候。 

勝ち：^ み 3^ を 求む るの 私 を 去り、 死 を 常に 心に 存し、 敬 を 主と し 時 を 知る の 工夫； H 


り、 義 不義 忠 不忠の 論 を 精し く 致し 候 人柄に 候 はば、 诒亂の 御 奉公 才器に 應じ 其の 

節を遂 ぐべ く 候へば、 武藝 練達の 人 召 仕 はれ 其の 詮 之れ なしと 申す は淺 近の 論に 御 

座 候 事。 

但し 本文の 趣、 武藝 習練の 心得 を 申し 候譯 にて、 畢竟 武藝師 たる もの 右樣 節々 H 

夫 仕り 候樣取 立て 候 儀 は、 書 を讀み 候て 大理 を會得 致し 候なら では 相 成らず、 稽 

古人 數も亦 ほに ，」 丁 を 横た へずして は 決して 合點 行かざる 事に 御座 あるべく 候 へ 

ば、 只今の 行 形に て は 俄かに 行 はれ 難く 候へ ども、 渐を 以てする 時 は 武人 も 自然 

と讀 書に 進み、 右 等の 事 も 成らず と 申す 事 は 之れ ある 間 敷く、 是れ 則ち 文武 を 一 

體 にす るの 要 法と 存じ 奉り 候 事。 

、 劍枪 銃砲 共に 其の 藝を學 び 候へば、 器械の 利害得失 は精究 致し 候 段 勿論の 事に 御 

座 候。 銃砲 は 筒の 鍛-造 鑄 造、 臺の 制作、 藥の 配合 等 孰れ も 習練 仕るべき 事に 候。 殊 

に 劍槍は 尤も 手， 近き 兵器に て、 實用 を盡し 虚偽 を 去り、 萬 一 の 事 之れ あり 候 時不覺 

を 取り 候 事 之れ なき 様に 心懸 くべき 害に 御座 候處、 太平に 浴し 候 人情、 鬼 角 見 懸け 
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立派なる 事に 無益の 費 をいた し 候 儀 間，' 之れ ある やに 相 見え 候處、 器械の 末と は 申 

しながら 武士の 大いに 恥づべ き 事に 付き、 劍槍 を學ぶ もの 毎々 實 用の 論 を 仕り 候樣 

相 成り 候 はば、 是れ亦 士風を 起し 候 一端に 之れ あるべく 候。 是れ等 も 只今 俄かに 行 

はれ 難く 相 見え 候 へど も、 師家 其 の 外 功 者 出精 の 門" S へ 右 等實用 の 論 を 時々 策 問 等 

差 出され 候 はば、 渐を 追うて 心 懸け 相 學び候 人 も 出 來.、 自然に 風儀と 相 成るべく 候。 

且つ 右 樣の論 も對策 等の 節 書面に 相 認め 候 儀は假 初の 事に て は 相 調 ひ 難く、 古 火の 

論な ども 多く 讀み 候て 一 筒の 大 主意 を 立て、 己が 定見 之れ なくて は出來 兼ね、 自ら 

讀 書の 志 をも舆 し候樣 成行き 申すべく 候 故、 是れ亦 文武 を 一 體 にす るの 一 端と 存じ 

奉り 候 事。 

わざむ ま 

、 劍枪 とも 業 向 を 主と し 候へば 理論の 詮議 薄く 相 成り、 又 理論 を 主と し 候へば 業 向 

T と  まへ かど 

の 修行 棘く 相 成り 候 ものの 由に て、 前廉形 計りの 稽古 は 業 向 は 棘く 候へ ども 却って 

现 il 精し く、 近来 試合 稽古に 相 成り 候て は 業 向 は 練れ 候へ ども 理論^く 候 段 承り 及 

び 候。 何卒是 れ 等の 儀偏廢 之れ なき 様 稽古 之れ あり 度き 事に 御座 候。 然れ ども 是れ 


において 先 後輕重 之れ あるべき 事に て、 試合 は 第一 筋力 を鈸ひ 候て 一身の 規模 を大 

.A た  た 

にす る 儀に 付き、 先んぜず して 相 叶 はざる 事に 御座 候。 形 は 骨 節 を 矯め 一身の 綱紀 

を密 にす る 法に 付き、 重んぜず して 相 叶 はざる 事に 御座 候。 然る 處、 只今の 稽古 式 

業 向 を 先んじ 規模 を 犬に すれ ども、 形 を 重んじ 綱紀 を密 にせざる 弊 之れ あるべく や 

み あ ひとう；.' り 

に 相 見え 候 間、 理論の 儀 講習 討論の 盛んに 相 成り 候樣、 劍槍 師家 幷 びに 見合 頭取 等 

へ對し 入々 仰せ 示され 度く 祈り 奉り 候。 左なくて は劍槍 共に 臨 戰の心 懸け 實 地の ェ 

夫に おいて" 聊か 闕如 する 所 之れ あるべく と 存じ 奉り 候 事。 

f? つもん はし 

、 當 時武藝 修行 仕り 候 もの 名聞に 趨り實 用 を 第二義に 致し、 一人の 身に して 諸 稽古 

場驅け 廻. り 衆 藝を學 び • 遂に 一 も 成熟す る處 之れ なき 部 も 間.' 之れ ある やに 候處、 

是れ等 は 素より 論ずる に 足らず 候。 叉  一 ニ藝を 主と し 候 もの も 之れ あり 候へ ども、 

是れ 亦戰場 に て 如何様 の 働き 致すべし との 覺悟 仕り 居り 候 こと も 之れ なく、 徒らに 

*.」 ゥ 

其の 技藝 にの み 成熟 致し 候 心得の 様相 見え 候。 是れ 等の 儀に 就いては 上より 屹と御 

制度 立てられ 度く 存じ 奉り 候。 制度の 大略、 十五 歳より 銘々 力量に 應じ 諸武藝 稽古 
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仕らせ、 十九 歲 迄に 其の 志の 向 ふ 所、 才の 長ず る 所 を 計り、 二 藝宛を 定め 終身の 業 

として、 師家 師家より 明倫航 御用 所迄附 出し 仰 付けられ 然るべ く 存じ 奉り 候。 ニ藝 

と 申し 候 は 遠 間の 勝負と 手； ii 一^の 勝負と にて 御座 候。 近 來太術 盛んにして K 陣强敵 を 

摧 くの 第 一 耍 器に 候へば、 大砲 小銃の 間 是非 一 方 は 習練 仕り 居り 候 はで は 相 叶 はず， 

又 短 兵 は 丑； I が 邦の 長 技に て 勝を遂 ぐる 所 は 必定 斯に 在るべく 候へば、 劍術枪 術の 

是れ亦 一 藝は 習練 仕らず て は 相 叶 はずと 存じ 奉り 候。 其の 餘諸藝 を 兼ね 候 儀 は 其の 

餘カを 以て 習練 仕り 候て 宜 敷きに 付き、 右一 一 藝と科 n 立てられ 度く 存じ 奉り 候 事。 

附り、 御 一門. 益 田. 福 原 は 右 制度 外に 仰 付けられ、 尤も 兵學 砲術 を 以て 終身の 

業に 仰 付 けらるべく 候。 . ^も 砲術の 儀 打 方 等の 業 向 習練 は 第二義に て、 第一 諸 砲 

の 用 所、 諸 彈の功 能 等會得 致し、 將略を 補助 仕り 候 儀 肝要の 事に 御座 候 事。 

附り、 只今 十九 歲已 下の もの 計り 本文の 通り 仰 付けられ、 其れ 「し 上の 年 船の もの 

は 御 宥免仰 付 けらるべく 候。 t も士氣 之れ ある もの は假令 右の 年 船 を 過ぎ 候 も 

其の 意之れ あるべき に付き、 其の 部 は 下より 申出で 候 様 仰 は けられ 度く 候。 Mr, 


lij 後 萬 一 十九 歲已 上に て 右の 定業 之れ なき 樣の不 心 1^ けもの 之れ あり 候 はば、 陪 

役 召 上げられ、 m 並の 諸 役 差 除かれ 候 か、 筆 次 同列 中の 末座へ 落され 候 か、 總じ 

て 其の 心に 恥ぢ候 て 發憤 興起 仕 り 候 様の 御 制度 御 詮議 仰 付け ら る ベ く 候 事。 

附り、 文學の儀は誠正修齊の道にて上下尊.^^に拘らず、 凡そ 人た る もの 相學 ばず 

して 叶 はざる 事故、 本文の 制度に 準じ 申さず 候 事。 

, 御. 冢來屮 嗣子 之れ な； 相 果て 候へば 知行 減ぜられ 候 段、 其の 家筋 を 重んぜられ 候 

に 付いて 據 なき 御 制度に て 御座 あるべく 候へ ども、 小身の もの にても 後な きを 恐 

れ 候より 早く- 赂姻を 結び 室 家 を 有し 候 故、 世事に 追 はれ 英邁の 志 氣も& ：槐 し、 文武 

の諸藝 出精 得 仕らざる 様相 成り 申し 候。 禮記 にも r 三十に して 室 あり」 と 之れ あり 

候へば、 二十歳 迄 は專ら 文武 を 修行 仕り、 三十 歳より 家事 を 營み候 様 之れ あり 度く 

候。 尤も 老母な ど 之れ あり 候て 便るべき 親類 も 之れ なく、 奉 養 行 15 き 難き より 據な 

く 婚娶の 願 出で 仕り 候 部 も 之れ あるべく 候へ ども、 是れ等 も 一 一十 四五歲 以下に て は 

容易に 差 免 さる 間 敷き 儀と 存じ 奉り 候。 右に 付いて は 何卒 末期の 御 制度 相 改められ 
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候 はば、 少壯の 輩 世事に 追 はれ 文武に 怠り 候 様の 弊 之れ なく、 孰れ も 御仁 政の 處深 

く感 戴し 奉る ベ く 存じ 奉り 候 事。 

(一).  ， 

ぶ 2,£ に 在 一、 在役の 面々 御 仕 成の 儀 は 勝々 其の 役相務 まり 候へば 相濟 むべき 事に 相 見え 候。 然 

る fi- に J»l して 

卞哈 する S 給  や， や. - 

るに 役 座に より 餘 分の 御 仕 成 之れ あり、 御 役 相 勤め 候に 付き、 富 を 致し 候樣相 見え 

候。 且つ 顯然 たる 功績 も 之れ なくても 年數を 積み 候へば 御 加 墦等仰 付けられ 候。 右 

に；^^：き、 文武の 稽古 仕り 候 もの も、 常人の 情に て は 富責利 達に 志 を 奪 はれ、 權門勢 

家に 奔走して 官を 求め 候て、 文武の 稽古 次第に 地に t.: ち 候 様 成行き、 た 以てお の 

毒 の 至 り に 御」 I- 候。 之れ に 依り 没 人の 御 仕 成 を滅ぜ られ御 加 M= も顯然 の 功績 を 待 つ 

て 仰 付けられ、 御 役 をして 少しも 望ましき 事 之れ なく、 只 だ 村； ある もの 己が 働き 

を宜 ベ 候爲め に 相勒め 候樣仰 付け られ 度く 候。 左 候へば 御 仕成簿 くと も 御 役 相 勤 め 

候を榮 とし、 一. 入 其の 蛾 を勵み 申すべく 候」 且つ 御國用 とても 御定制 之れ あり 候へ 

ば， 明 倫^ 稽古に 付いて 御 入費 て 御！！ 用の 外 又 候 差 出され 候樣 にて は、 永久に 魅 

け 恐れ多き 事に &: じ 奉り 候 間、 ！？f? 役人 御： tt. 成と 御 加 と を 減ぜられ、 明^^ 御 入費 


へ 御 加入 仰 付けられ 候 はば、 一 舉兩 便の 御 事と 存じ 奉り 候 事" 

一、 後世 風俗 輕 薄に 相 成り 師道 相 立たず 候 段、 第一 師 たる もの 失德 多き より 起る 事に 

て， 更に 咎め を歸 すべき 所 之れ なく 候へば、 師 たる もの 行 を 修め 門弟の 模範と 相 成 

or) 

I 一一のに J£f り 候 外 御座な く 候。 併しながら 師家へ 入門の 節、 其の 外 明暮諸 節句 等 勤 向 仕り 候 段 

さす  一統の 風俗に 相 成り 居り 候處、 此の 段 上より 屹と差 留められ 候 はば、 師家 中の 志 を 

養 ひ 師道 相 立ち 候 一端に て、 武藝師 中に おいても 兼て 願 欲 仕り 候 事に 御座 候。 t も 

禮を行 ひ候爲 めに は 入門 叉 は傳授 事の 節、 靑銅 二百 疋宛遣 はし 候 儀 差 免され、 其の 

外 は 二 禁絕仰 付けられ 度く 候。 元來 武士と して 己れ に會得 仕り 居り 候 武道 を 以て 

同 へ相傳 致し 候 段 は、 浪人 ものな ど 都 會に肆 を 張り 藝業 を傳へ 口 を 糊す ると は 趣 

向 異にして、 相互に 申し 談じ國 家の 御 奉公 其の 節 を 遂げ 奉るべき ための 事な れ ば 、 

敎 ふるもの は 素より 望む 所に して、 勤 向 を 受け 候に 及ぶ 間 敷く、 又學ぶ もの は誠實 

を 以て 其の 師に は從 仕り 候 へ ば 外に 勤 向に は 及ぶ 間 敷く 候 へ ども、 因循の 人情に て 

は 俄かに 改め 苦 敷き 事に 付き、 上より 一統に 差 留められ 然るべ く 候。 且つ 小身に て 
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所^ 闲^ 仕り 候て 子お 多 く 候 もの は、 勤 向 十分 に 相 調 は ざ るより 稽古 出精 S£ 仕ら ざ 

る 向 も 之れ あるべく や も 計り 難く、 叉大祿富有の者は儀物に及ばず禮^！&ー乏しく， 行 

きつじん いさぎよ  し むけ 

道の 受けず 乞 人の 屑し とせざる 樣の 仕向 仕り 侯 部 も 間-之れ ある やに 相兒 え、 何れ 

の 道、 師道 相 立たざる 一端に 付き、 一統 差 留められ 度く 存じ 奉り 候 事" 

、 文武 御 興隆の 要は 選舉 其の 法 を 得る に 之れ ある 儀と 存じ 奉り 候。 選 舉の耍 は 何程 

吏卞 之れ ある もの にても 文武に おいて 一 も 長ず る 所 之れ なきもの は、 決して 御用 ひ 

遊ばさる 間 敷く 存じ 奉り 候。 然る 虔、 選 舉の道 一統に 之れ なくて は、 其の 役所 役所 

の 私； をお 一し うし、 文武の 藝も 之れ なきものに 官を 授け 候 樣の弊 も 之れ ある 事に 相 

考 へられ 候。 之れ に 依り 制度 御 定め 成され、 毎歲舂 秋雨 度 文武と も 功 者 出精の 面々 

師家より S 講を 遂げ、 明 倫 館 御用 所へ 付出し 仰 付けられ、 御用所にて尙ほ又^^！！を 

遂げ、 且つ 當役衆 其の 外 會議の 上 各-付 立 壹通は 御前へ 差 出し、 地. 江戶兩 政府へ 

とと G 

も^  ~豈 通 宛 調へ 置き、 人 村の 選舉 何の 役所たり とも 右人 數の外 絶えて 差 出され ざ 

る樣仰 付けられ 度く 存じ 奉り 候。 左 候 はば 選舉 一統 致し、 な 競の 風； S し 申すべく と 


存じ 奉り 候 事。 

、 後世 奔 競の 風 大いに 武士道 を 妨げ 候 様相 見え 候。 奔 競の 風 を 抑 ふるの 道 素より 一 

端 にても 之れ なく 候處、 當今 弱齢の もの 官途に 登り 候 段、 是れ亦 一 の 弊と 存じ 奉り 

候。 禮 記に 「四十 を强 仕と 曰 ふ」 と 之れ あり 候。 然るに 今人 は 年 僅か 二十 を 過 ぐれ 

いっし はんき ふ 

ば、 權門 勢家に 奔走して 一 資キ級 を 求む る もの も 間" 之れ ある やに 相 え 候。 何程 

聰敏の 人 にても 折角 文武 精究 仕る ベ き 害の 年齢に て、 かく 世事に 汲々 として は 人 村 

の 成立 覺束 なく 候。 就いては 大番士 の 儀 は 三 拾歲已 下にて は 組 並の 諸 役の 外 一 向？ 《: 

仕 はれざる 樣御 制度 相 立てられ 度く 存じ 奉り 候。 其れ 已 下の 者に 至り 候て は 强ち右 

よろし さ 

の制を以て^^し難き事情も之れぁるべ くゃに候 へ ども、 是れ亦 宜 を斜 酌し 御 制度 

相 定めら るべ く 候。 總 じて 智愚賢 不肖に 拘ら ず、 人の 見識 三 四拾歲 ならでは 相 定ま 

ら ざる ものと 相 見え 候。 孔子の 聖 にても 「三十に して 立つ」 と 仰せられ、 叉 「四十 

, .  (四) 

五十に して 聞 こ ゆるな くんば、 是 れ亦權 るるに 足らず」 と 仰せられ、 叉 「年 四 4- に 

して 惡 まるれば 其れ 終らん のみ」 と 仰せられ、 何れも 皆 3^ 識の 定まる 所と 相： a え 候，^ 


二) 左 w や 

公：.： 十 1 年め 

18™ にャ： づ 

4< 夫たら 1め 

ん i せし なり 

(： 一) 子 《 の 


、 £  ；  i  -止 * 

文 小^に 

のす も や 

しめこ、 

SJ お-:' g 人の 

に せし 

め ほ 慮 
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春秋の 時、 鄧の子 皮、 ザ 何 をして n,. 巴たら しめんと 欲す。 子 產：： ： く、 「少し」。 子 皮：：： 

く、 「愿 なり」。 子產 n: く、 「不可な り、 子 美 錦 を 有せば 人 をして 製つ こと を學 ばし 

おも 1- 三) , 

めざらん。 大官大 邑は美 錦よりも 多し。 喬、 學 びて 政に 入る を 聞く も、 未だ 政を以 

て學ぶ もの を 聞かず」。 子 皮 曰く、 「君子 は 努めて 大 なる もの 遠き もの を 知り、 小人 

は 努めて 小なる もの 近き もの を 知る と。 我れ は 小人な り。 夂服附 けて 五： が 身に 在り、 

我れ 知りて 之れ を愼 む。 大官大 邑は身 を 庇 ふ 所以なる に、 我れ遠ざけて之れをs^^ん 

ず。 子の 言な かりせば、 ^れ 知ら ざり しならん」 と。 又 明の 洪武卜 五 年、 吳沈 等の 

萌を 以て 方 孝孺を 刀：： 見す。 太祖 其の 舉止 端整なる を 見て 皇太子に 謂って：：： く、 「此 

の 莊士、 當に 其の 才を 老い しむべし」 と。 禮 して 遣 還し 候 由。 人を用ふるの「：^右樣 

の ものに 之れ あるべ く 候。 广し も戰國 の 時 は弱齡 に し て 奇功 を顯 は し 候 もク々 分 書 に 

相兑ぇ 候へ ども、 人材の 用 ひ 様 治亂の 分別 之れ ある 事に 相 見え 候 十： 0. リ 

、 方今 君 上の 御 美 意 は 素より 申 上ぐ る も 愚かに 存じ 奉り 候。 1^ 有司 も 亦 各-其の 職 

を ig み 御 美 意 を 立 布 せん 事 を 勤め 候 折 柄、 般脈， 根 錯節未 だ 解け 雑 き もの 之れ ある やに 


相 見え 候處、 是れ大 い に 淵源 之れ ある 事と 存じ 奉り 候。 太平 久 敷く 打 續き候 へ ば 萬 

事禮文 制度の みに 拘り、 早晚 となく 上下の 情 薄く 相 成り 候 故 • 君 上の 御 賢慮 を 以て 

仰せ 出され 候 事、 御意の じ S を 以て 仰せ 聞かされ 候 儀 も、 下にお いて は是れ 何れの 役 

所の 詮議な らん、 是れ 何が しが 建白な らんな ど、 區々 の 群 疑 之れ あり 候より 自然と 

御 美 意 下に 通ぜ ざる 譯に 御座 候。 御 美 意 下に 通ぜ ざる 時 は諸臣 たる もの 御 賢慮の 在 

せっかく 

る 所 を 知らず して、 折角 忠義の 志 を 抱き 候 もの も 上書 • 建白. 進講. 對策 等に 依り 

(5 

て" 其の 美 を 承 順し 其の 惡を Iffi: 救 十る 事 も 行 はれざる 譯 之れ あるべき か、 且つ又 階 

級 持 方の 儀に 付いて は 追々 仰せ 出され も 之れ ある 事に 候處、 大臣の 面々 を 始め 此の 

風 未だ 一洗 仕らず、 軍 國の御 制度に 付いて 不叶も 之れ ある やに 相 見え、 相濟 まざる 

事と 存じ 奉り 候。 併しながら 是れ等 も 上 ぼ 下情の 相通ぜ ざるより 起り 候 弊に て 之れ 

あるべく 候へば、 萬 事 御 政道 大節 nn の 事に 至りて は 大臣 を 始め 夫々 の 諸 役 御前に f^:: 

出され 會議仰 付けられ" 群臣の 議論 を も 御 取 用 ひ 遊ばされ、 下々 のじ：： 趣 を も 聞し 召 

し 上げられ、 御 賢慮の 處 委曲に 仰せ 聞かされ 度く 祈り 奉り 候。 總 じて 持 方 等の 儀 多 
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く は 私心より 起る 事に て， 公議へ 出し 論ずべき 事 は 少な かるべく 相 見え 候へば、 右- 

樣仰 付けられ 候 上 は 此の 弊 一洗 仕るべく 候。 且つ 君 父の 命に 違 北 "致し 候 もの は： 大地 一 

の 間に 立ちて 臣子 となるべからざる は、 天下 古今の 通義に 御座 候へば、 御贤慮 仰せ 一 

聞かさ わ 候ても 落着 得 仕らざる もの は 御 暇 願 出で 候 か、 切， 腹 仕り 候 外 御座な く、 上 一 

にも 御 心外ながら 御 先祖 様の 典 刑に 仰 付けられ 然るべき 儀と 存じ 奉り 候 事。 ， 

俱 し是れ 等の 議論、 文武 御 興隆に 付い て關係 之れ なき 事の 様に も相兑 え 候へ ども， 

是れ 則ち 士氣 盛衰の 根源に て 興隆の 大本と 存じ 奉り 候 故、 前後 を 顧みず 中 上げ 候 一 

事 

I 

, 兵學 砲術の 儀 は 一 巳の 小 武藝と 違 ひ、 鬼 角門戶 の^れ 候 様に て は御爲 めせし から 

ずと 存じ 奉り 候 事。 

兵學の 儀、 一流 一派に 拘り變 通 之 わなき 様に ては實 用に 卟ひ 申さず、 第一 經 術に 木 

づ かずして は 義兵： i 兵の 辨も 明かなら ず、 古今の 事 ir 沿革の 次第 を 知らず して は， 一 

二. - 

流儀の 傳 書も趙 括が 父の 書 を 讀み候 様の 弊に 落 入り 申し 候。 孫 。 aK を 始め 漢土の 兵 一 


書 を も 取 用 ひ、 皇國の 神武 を 補 ひ 候 事に 侯へば、 土の 史類 を閱し 彼の 國と 我が 國 

と 風土 人情の 異同 を 存ぜず 候て は 相 叶 はざる 事に 御座 候。 又 近 來外寇 の 事 別して 急 

務に 御座 候處、 右 守禁に 付いて は 西洋 各國戰 守の 略 を も 得と 落着 仕り、 且つ 五大洲 

の 形勢 沿革 を も存ぜ ずて は 相 叶 はざる 事と 存じ 奉り 候。 右の 如く 端緒 多く 候 へ ば、 

讀 書の 功 を 積み、 博 を めて 約に 反り、 癜 よりして 精に 入り 候 儀肝耍 にて、 廣々 の 

門戶 を. 張り 他流と 抵抗 仕り 候樣 にて は： f:^ だ 然るべ からざる 事に 御座 候。 然る 處、 只 

今の 通り 日 割 稽古に て 一 月 八 度 宛の 稽古日に て は、 出精 仕り 候 部も讀 書の 功 を 積み 

候 之れ なく、 且つ 當 今の 振 合に て は 三流 全く 別 體に相 成り 居り 候 間、 いづれ 舊 

,  S 一. > 

習 を 悉く 一  洗 致し 諸 流 を 一 統し、 文學の 如く 居 寮に 仰 付けられず 候て は眞の 兵學者 

は出來 申さず 候。 此の 段 深く 御 詮議 仰 付けられ 度く 存じ 奉り 候。 t も 制度の 詳 かな 

る 事 は此に 略し 置き 候 事。 

砲術の 儀 は 臺筒を 始め 諸器械 流々 異同 之れ ある 由に 御座 候處、 刀 槍 等の 兵器と 遠 ひ 

人々 夂 ni の て 製造 仕り、 他人 へ 通用 相 成らざる 樣 にて は 相濟 まざる 事に 御座 


候。 之 わに 依り 諸 流の 說を？ 此ー t マし、 異同 を 論定 仰 付けられ 度く 候.。 只今 大. g 家 幾 

一. に , 

流 も 之れ あり 候處、 第一 右 諸 流 孰れ も 兼 流 仰 付けられ、 合同して 御 流 俊祌器 M へ 合 

せ、 大砲 家の外 流儀 を 立て 候 もの 幷 びに 西洋 各國 の.， M 術 を も 是れに 混じ 候て、 學識 

之れ あり 兵 道 砲術の 大意 を 心得、 剛直公平にして且 っ品位5^しからざるもの を懸り 

に 仰 付けられ、 >M 術 功 者の もの を 大砲 家 其の 外より 三十 人 計り 選^し、 就屮 兒識 長 

じ 候 もの を 四 人 程 抜 出し、 右の 頭取 仰！ tE けられ、 會曰を 定め、 懸 りの 人 も 一 能り 出で 

1 流に 泥まず 實 用に 叶 ひ 候樣に 稽古の 次第 論定 仰 けられ 度く 候。 砲術の 儀、 打 方 

等 も 只今 大概 全備 致し 候 様に も扣 はえ 候へ ども、 星 場に 臨みての 業 向の みに て變化 

ゅきなり  . 

の 議論に 短く、 且つ 初學の ものへ 稽古 仕らせ 候 法 之れ なく 候。 此の 行 形に て は 何程 

稽古 人數 之れ あり 候ても、 其の 術に 達し 候 人 は 少な かるべく 存じ 奉り 候。 縱 令出來 

立ち 候 人 之れ あり 候ても、 諸 流の 說浞 一 仕らずては益なくして害ぁるに：.^f るべ く存 

じ 奉 0 候 事。 

政 體論 


政に 法 あり、 體 あり。 法 を 論じて 體に 及ば ざれば、 政の 主と する 所な くして 因循姑息 

に 終らん か。 是れに 因り 先 づ政體 を 論ぜ ずん ば あるべからず。 今の 政 は滔々 乎と して 

文の 弊に 趨る のみ。 幸に 今 賢明 上に 在らせられ 候 折 柄、 此の 弊 を挽囘 する 事、 二 州の 

士民 今の 時に 望まず して 何れの 時 か 待つべく や。 伏して 願 はく は 英斷果 毅を御 奮 ひ 遊 

ばされ、 一 は 轍を轉 じて 文の 弊 ある 所 を 改めて 質と なし、 天の 永 命 を 御 祈り 遊ばされ 

タ うせき •  . 

候 はば、 宗 社の 萬 福、 蒼 赤の 大幸、 何事 か 斯れに 過ぎん。 伏して古來の得失を！^て上 

いん しつ たっと  ぶん 

陳 せん。 仰いで 冀くは 御 賢察 遊ばされん 事 を。 夫れ 殷は 質を尙 び、 周 は 文を尙 ぶ。 是 

れ 皆政體 なり。 叉 本朝 霸府の 治 を 見る に、 鎌 倉 は殷に 類し、 室町 は 周に 類す。 夫の 二 

者 交 - 得失 あり 。殷は 三十 代 六 百 五十 年、 鎌 倉 は 源-ぼ 三代、 陪臣 九 代、 通じて 百 四十 八 

年な り。 周 は 三十 六 代 八 百 六十 七 年、 室町 は 十三 代 二百 三十 七 年な り。 國：^ の 長短 を 

たいか ふ たいぼう 

以てい へば、 質なる もの 短く して 文なる もの 長き が 如し。 然れ ども 殷は 太^  . 太 戊 • 

J んかぅ ぶ てい  ちう わう- 

盤 4、 . 武丁 限り ある 賢 君に て 天下 平らかな り、 紂 王に 至りて 暴虐 を 以て 亡ぶ。 北條 家- 

義時 . 泰時 . 時 頼 • 時宗 皆 治に 志 ありて 秕政 なし、 髙 時に 至りて 無道 を 以て 亡ぶ。 然 


(1) 左 

公二 卜 五 年の 

條に屮 Z づ。 文 

ヘム «!• 土に 朗し 

こも も '一. - 

：^" さわす。 SJ_! 

1.- はお-に？ S す 

ろ路 にして、 

は 時の 天 ff の 

»鏺 をい ふ。 

^ちほの 文. ヘム 

はん.. 0 欲せし 

も、 S- の德に 

代る こと 能 は 

す I- て 退け..： 

れれる をさず 

(二) 左 WE 

ヘム：. • 年の JW に 

出づ e 莊王 B 

はん. i 

t て ほの 帝王 

ffl ひ L に、 王 

0$ へ て 曰 

く， 「入 や の 位 

は德 にあ. 9、 

薷 にあら す」 

とて JICF にお 

I の < ^な！ S け 

S 十 6 


h-  0  二八 四 

らば 則ち 殷と鎌 倉 は 短き が 如しと 雖も、 亡ぶ るに 至る 迄 威令 行 はる。 ^は 幽王铽 せら 

れ平王 東遷せ し已後 は、 鍋々 乎と して 絶えざる 事樓の 如し。 宣 王の 中 舆繼ぐ 者な し。 

五霸の 起る、 名 は 王室 を 推戴 すれ ども、 實は 自ら 其の 國を 富强 にせん との 私心な り。 

故に 天下の 强 諸侯 も 王室 は爭 ふに 足らずと して 霸た らんこと を 欲す。 幸に 周 公の 禮を 

(n ナ，； ： (二) か なへ 

制し 置かれし が 人心に 入る 事 深く して、 晉の文 公 隧を請 ひ、 楚の莊 王 鼎 を 問へ ども、 

王と 王 ^ 滿が 一言に 退 縮す。 然れ ども 名器の み 僅かに 存す。 室町 家、 義政弑 せられ 

一三 ：>  - 

ii£ 流 落せられ し 後 は、 微々 乎と して 一 髮千釣 を 挽く が 如し。 義 尙の發 向、 大 下の 治 

に 補な し。 大內義 興 • 織 田 信 長 等 力 を 致して 是 れを拨 くと も、 僅かに 起して，々〕 ち； る， 

1。 り ゆ 今 

何の 成る 事 か あらん。 然れ ども 細川賴 之が 禮を 制し 置きし 故、 流 落の 餘に -4^ リス-低 ほ 

公方 ある 事 を 知る。 然れ ども 是れ あるの み。 然 らば 則ち 周と 室町 は 永き が 如しと 雖 も. 

未だ 亡びざる 數 代の 前より 旣に 威令 行 はれず。 文 質の 得失 判然たり。 此れ を 人に 譬ふ 

ろラ  ゐ ひ  こんば. T 

るに、 二 n 一十 歲 にして 旣 に目瞽 し. 斗 し、 四體 瘦埤 し、 而 して 心 志 も 亦^ 亡し 百餘 

年の 壽を 得る と、 五. ハ十歲 にて：：： 明に. 斗 聰に四 體强^ にして、 心 志 も 亦容敏 にして 忽 


S*5I 焉 として 死す ると、 孰れ か 賢れ る t 然れ ども 因循姑息の 者 は 是れに 暗し、 國體 純柔純 

弱に して、 人に 制せら るる 所以な り" 且つ 夫れ 方今 文の 弊 ある 所 を 改め 質と なし 遊ば 

され 候 はば、 殷. 周. 嫌 倉. 室町の 長ず る 所 を 取りて 其の 弊に 坐せ ず、 實に兩 全の 道 

し f 「みなら タ 

ならん。 何と なれば 1 今や 禮の 人心に 入る 事旣に 室町に 過ぎて 周に 及べり、 加 之、 

鎌 倉 に 過ぎ 殷に 比する の 威令 を 以てすれば なり。 斯 くの 如くん ば國： _#旣 に 巳に 永久、 

か きん 

國體又 益  >. 本 固、 何ぞ御 弓矢の 瑕 谨を御 憂 ひ 遊ばさるべく や。 是れを if す 事、 質に 非 

ずして 將た何 を 以てせん や。 臣 感激 秦勵の 至りに 堪 へず、 敢 へて 死罪 を 冒して 上 言す。 

臣 吉田大 次 郞矩方 


上 ttl  二八 五 


猛省 錄 


二)  ^-はw 

川、 来の 南兖 

の 人" 六經百 

セぬ «„c トの 術に. 

ぶ i で^ば 

ざ る 所な し。 

進上に *■ げら 

れ累 {G して 合 

州に 知た h -、 

後に. e 封 a; 外 

郞に遷 る- 春 

秋 本旨 • W 江 

集の 著 あ h- 

(二) 字 は 希 

文、 朱の 與縣 

の 人。 ；w 閣校 

理 となり、 

下の S を 論じ 

て 身ち 顧みす。 

仁宗の 胡^ 西 

も經 し 

守る 數年、 進 

んで麥 知 政事 

たり。 中外 其 

の 功 を 想望 

す。 文 正と Ji« 

す 

(三) 字 は 明 

允、 老 泉と 號 

す。 二子 軾* 

糠と 共に 宋の 

文 fuss と L て 名 


猛^ 錄 

松 陰 蓬 頭子輯 

〈 1 ^  +- じ. 0  を は り 

〇 從來惟 だ 見る、 何涉 學士、 案 上 惟 だ 一書 を 置きて 之れ を讀 み、 首より 尾に 至る まで 

錯字を 正 校し、 未だ 卷を 終へ ざれば 誓って 他 書を讀 まず。 此れ 學 者の 難しと する 所な 

リ 。 

ニー)  ゆ 

〇 范仲 流、 南都に 之き 學舍に 入り、 一室 を 掃 ひて 晝夜講 誦す。 其の 起居 飲食、 人の 堪 

つと 

へざる 所、 而も 自ら 刻めて 益-' 苦しむ。 居る こと 五 年、 大いに 六經の 33 に 通ず。 

二 11)  fral  くる 

〇 洵、 少年に して 學 ばず、 生れて 二十 五 歳、 始めて 書 を 讀むを 知り、 其の後 困し むこ 

と 益 ^し。 然る 後 古人の 文 を 取りて 之れ を讀 み、 始めて 其の 言 を 出し 意 を 用 ふる も 

と  か  こ 二 

の 己れ と 大いに 異 るを覺 る。 時に 復た內 に 顧みて 其の 才を 思へば、 則ち 叉 夫の 遂に 是 

なう じ つく 

に 止まる のみなら ざる ものに 似たり。 是れに 由り 盡く 其の ft 時爲る 所の 文數百 篇を燒 

(E)  -1 つどん 

き >  論語 • 孟子. 韓子 及び 其の 他の 聖人 賢人の 文 を 取り、 而 して 兀然 端坐、 終日 以て 

猛省 錄  二八 九 


つ な 3C±<8© 藥藥も It の^ 初 の 之 二 

し •  I) は 、？ a; 徒 にも 。m W すめ 人 、 、 5 
：»十はぉ^»!?*に °* 

» の 中る 《 り 1 « <2 よ；' SI » の 字 « 

よ * の 、後 中け h 仲: は ia 

り チ 四の く其大 A; ら校掩 更の陵 K 之 


猛 ^ 錄  二 九 〇 . 

Jy- IS こ 之れ を讀 むこと 七 八 年な り。 

, ,  (1) ほい  たん 

〇 胡投、 布 衣の 時、 孫 明 復* 石 守 道と 同じく 書 を 泰山に 讀む。 攻苦谈 を 食 ひ、 終夜 寢 

<■  二  ：>  5 へ 

ねず。 一 坐 十 年に して 歸ら ず。 家 問 を 得て、 上に 平安の 二字 あれば、 卽ち 之れ を 湖 中 

に 投じ、 復 た展讀 せず。 

〇 范仲 流、 南都の 學 舍に處 り、 畫 夜苦學 して 未だ 嘗て 衣 を 解きて 寢に 就かず。 夜 或は 

^^^すれば、 輙ち水 を 以て 面に 沃ぐ。 

イス パ ニヤ  (三) 

〇 以西 把 m 亞の 古賢、 多斯達 篤と s ふ もの 書 を 著 はすこと 尤も 多し。 壽 僅かに 五^ 有 

二。 著 はす 所の 書籍、 始め 生れて より 卒する に 至る までに 就きて 之れ を 計る に、 一 日 

まさ 

0^^^^ ごとに 當に 三十 六 章 を 得べ し。 毎 ¥ー 干餘 首、 盡く奥 理に屬 す。 後人 彼れ の 像 を綺に 

れば あと は  あら 

b: な.， と 1」 し， 兩 手に 各. • 一筆 を 持た しむ。 其の 勤 敏を章 はすな り。 

h,  fi^  せん はん  あ "ヒ 

(-. 一) 不明 C 王莉 公、 おめて 及第して々 ん判 となる。 書 を讀 むごと に旦に 達する に 至り ヽ 略 ぼ假寐 

へ 5  くわん，？ 

la 、れ ば" す。 日已に 高く 急に 府に 上り、 多く は i- 嗽せ ず。 

It ヘム i いふ  £) 

§ や は S  0 吳^、 始め 少^たり。 ？^！？は則ち公事を治め、 夜 は 輙ち書 を 讚み  >  寐 ねざる こと 二十 


文， 朱の 北海 

の 人 U 仁 { ふの 

時 累な して 登 

問 检院に 判た 

り。 神宗の 時 

い f 使に；！？ 

し 政 i* に. S た 

り。 王 iiC 石の 

新法ち. 趙 せし 

を W て S けら 

る 

(六) W の德 

{-パの^^に諫逮 

入 fc< となり、 

の 矢面に立ち 

し はこの 人な 

り。 然れ ども 

の せら 

るるに 及び、 

上疏 して 裴延 

齡の 好お もい 

ひ 陸 S の 罪た 

きを 論ぜし も 

この 人な り。 

國子司 菜より 

州剌 史に遷 

されて お を：！. S 

むる こ と 家 を 

冶む るが 如く 

な h- き 

(七) 集授殿 

0. 斑の-な 


(六)  ベ 七) 

〇 陽 城、 性學を 好む も • 貧に して 書 を 得る 能 はず。 乃ち 求めて 集 賢の 寫書 吏と なり、 

官 書を竊 みて 之れ を讀 み、 晝夜 出で ざる こと 六 年、 乃ち 通ぜ ざる 所な し。 

〇 司 馬 公 幼時、 記 翻 人に 如かざる を 患 ふ。 群居 講習し、 衆 兄弟 旣に誦 を 成し 遊 息す る 

くだ  (九)  およ 

に、 獨り帷 を 下して 編 を 絶ち、 能く：^ 誦する に 迨んで 乃ち 止む。 力 を 用 ふること 多き 

もの は 功を收 むる こと 遠く、 其の 精訕 する 所 は 乃ち 終身 忘れざる なり。 公 嘗て 言へ ら 

く、 書 は誦を 成さざる ベから ず。 或は 馬上に 在り、 或は 中夜寢 ねられざる 時、 其の 文 

を 詠 じ、 其の 義を 思へば 得る 所 多し と。 

(19 

〇 董 仲舒、 春秋 を 治む る を 以て 孝 景の時 博士と なる。 帷を 下して 講誧 し." 或は 其の 面 

を 見るな し U  ij^i し舍 園を觀 ざる こと 三年、 其の 精なる こと 此 くの 如し。 

〇 柳 子； 永 州の 司 馬に 貶せら る。 居 閣 にして 益.^ 自ら 刻苦し、 記覺を 務め、 詞章 を 

つく  はんらんて いちく  がいし  ほしいまま 

爲り、 汎濫 停蓄、 深 博に して 涯渙 なき を爲 す、 而 して 自ら 山水の 間に 肆 にす。 

〇 太 孺人、 屮歲にして{^^-居し、 日夜 一子の 建立の 時 ある を竣 つ、 儼として 倫 色な し。 

a  ^ 錄  二 九 一 


； 5  ft 錄 


二 九 二 


宗 十； 一-年， 

これ 及 

(八) ffl 公、 

宋の仁{ーポ*|5- 

宗 •  .t 宗 . 0 

宗に K 仔す。 

な. 0 

、九) S 

二 〇) >w の 

武 帝の- 

WBrw 策 ％ 以 

て. び 

り. 後に KS 

王の 相. li り 

(二) 書の 

柳{ や 兀、 子 厚 

は {. ^な. 9。 文 

uec を齊 しく 

す。 £M^S お 

に ；_«■ せられし 

が、 王叔 文の 

熏に  <" して Si 

せ. り わ、 永 州 

a- とな 

州 刺 * に 通さ 

文せ 六 CS- チ 

許 邦 

： な. 9- 


卽し從 遊の 士數. -來 り、 殿 卿 又往々 賸を賴 めて 之れ を迎 へ、 終日 帷を 下して 誦 十る を 

得ざる とき は、 太 人 始めは 猶ほ 客に 對す るが ごとく、 詳 かに 殿 卿 を呵责 する こと を 

爲 し- 之れ を 久しう して 從 遊の 士復た 謝絶せ ざると き は、 太孺人 則ち nl^ もて 門戶に 

^  二とば  あ-つ- メ、  たく か 5 

持し、 ^！を盛んにし^を厲まし、 Jl^ 々として 諸子 を 去らし む。 故 を 以て 殿卿擇 交な し „ 

許邦才 


〇H< 下の 事、 小犬と なく 皆 上に 決す。 上、 衡石を 以て 書 を るに 至る。 日夜 呈 あり、 

呈に 中ら ざれば 休息す る を 得ず。 秦始皇 

OJ. 母 日定課 あり。 幾 鳴に して 起きて より 終日 寫閱 して 小齋を 離れず、 倦めば 則ち 枕に 

就く。 旣に寤 むれば 卽ち 興き、 肯 へて 枕 上に 假 仰せず。 毎夜 必ず 行燈 を-;^ 側に 置き、 

自ら 提げて 案に 就く。 陳環 

(«J)  ょラ さく 

〇Ii! 衔、 學を 好め ども 家 貧しければ、 庸 作して 以て 资 用に 供す。 尤も 精力 人に 過絕 す。 

銜、 學を 勤む るに 燭 なし。 鄰 舍に燭 あれ ども 遠ばず。 衔、 ^を 穿ち 其の 光 を 引きて 之 


「を讀 む „ 


£) 


姓 文 不認は 家 富みて 書 多き に 名 あり。 衔 乃ち 其れが 與に客 作して 惯 


邦才は w の sa 

城の 人， 字 は 

卿：；： 中、 

0S. 一  に 

げらる。 お を 

能くし、 李攀 

能と 友と し 

し 

( 一 ) 始皇 を 

さす 

(二) 程に 同 

じ， 拽定の 分 

鬼のお 

(三) 朱の 

者、 招 S* の 初 

め 太 博士た 

h -、 後に 疎官 

となりお 京の 

g ふべ から Hu 

る を igw す。 

ゆ 了齋 先生 

と 稲す 

S)  ？ S の 東 

^^の人、 人に 

備 はれて 苦 a- 

す。 元 帝の 時 

に 相と なり > 

樂安 侯に 封ぜ 

りる。 求參 

照 

(五) 文 は 姓、 

不識は 名。 大 

は fS 封 5^ の 


を 求めず、 書 を 得て 遍く 之れ を讀 まん こと を 願 ふ。 遂に 大學を 成す" 

(六)  まどろ  か 

〇 孫 敬、 常に 戶を 閉ぢて 書を讀 む。 睡 めば 則ち 繩を 以て 頸に 紫け、 之れ を 梁 上に 懸 く" 

(七) 

〇 愈の 爲る 所、 自ら 其の 至る こと 猶ほ 未だしき を 知らざる なり。 然 りと 雖も 之れ を學 

ぶこと 二十 餘年。 始めは 三代. 兩漢の 書に 非 ざれば 敢 へて 觀ず、 聖人の 志に 非 ざれば 

敢 へて 存 せず、 處 るに 忘す るが 如く、 行く に 遣す るが 若く、 傲 乎と して 其れ 思 ふが 若 

く、 茫乎 として 其れ 迷 ふが 若し。 

〇 秦王、 館 を 開き、 以て 文學の 士を延 く。 杜如晦 • 房玄齡 . 虞 世 南 . 箱亮 • 姚志廉 • 

やつ げんけい  そき よく 

李玄道 . 蔡尤恭 . 薛元敬 . 顔 相 時 . 蘇 n 助 . 于志寧 . 蘇 世 長 • 薛收 . 李 守 素 • 陸德明 . 

孔識達 . 蓋 文 達 . 許敬宗 を文學 館の 學士 と爲 す。 分ち て 三番と 爲し、 更 日直 宿せし む。 

すな は  えんり つ ほん 

王、 暇 日に は 輙ち館 中に 至りて 文籍を 討論し、 或は 夜分に 至る。 閣立本 をして 像を圔 

せしめ、 裙亮 をして 赞を爲 らしむ。 十八 學士 と號 す。 唐太宗 

今兹 四月、 余、 江戶 より 歸り、 一室に； W 處す。 日-古人の 書 を 取りて 之れ を讀 み、 始 

めて 古人の 深 £1- 該博、 大いに 已れに 異るを 知る。 徐 かに 其の 爲す所 を觀、 其の 由る 所 

猛省 錄  二 九 三 


(六) s の 信 

怖の 人， は 

尸 先 なり。 

柳お 《i 本 451 

す 

(七) © 退 之 

(八) 15 の 太 

宗， 初め JW 王 

たり 

二) 長 》 士 

井上 與 £郎 の 

(二) 扑、 * 

st««; に 「ひ 

なお 刑と な 

す」 と あ. 9- 

扑は 打つ こと 


«^  ^  ^  二 九 四 

を考 ふるに、 唯 だ 勤む るの み。 因って 一冊 子 を 置き、 書 を閱し 古人の 學に 勤む る 者に 

？ S ふごと に、 必ず 之れ を摘錄 し、 且つ 名づ くるに 猛省 を 以てす。 名づ くる 所以 は 巧ち 

錄 する 所以な り。 近 『>  友人 „i "上壯 太、 劍を阪 東に 學 ばんと す。 乃ち 一冊 を改寫 して 

鱸 と爲 す。 蓋し 其の 亦 察 を此に 致さん こと を 欲すれば なり。 若し 錄 する 所 皆 IS 處讀蒈 

者の 事、 三千 里 外に 往来して 劍を學 ぶ ものと、 初めより 交涉 なしと 曰 はば、 Iflu れ刖ち 

H はん、 書 ゃ劍ゃ 階の み府 のみ、 階 は 堂に 非ず、 而 して 府は 財に 非ず。 士の士 たる 所 

以は 書に 非ざる なり、 劍に 非ざる なり。 然り而 して 業 博く 惟だ勒 むる のみと。 錄 する 

もの 僅かに 二十 條 * 未だ 敢 へて 博 考^ 拽 せず。 然れ ども 熟讀深 せば、 亦 所謂 扑の敎 

刑た るよりも 嚴 なる もの あらん。 

壬 子 九 年  松 陰 蓬 頭 子識す 


將及私 言 

急務 條議 

海戰策 

急務 策 

急務 則 


將及私 言  、 

謹んで 按ずる に、 外 夷の 息由來 十る 所 久し- 固より 今 曰に 始まる に 非ざる なり。 

然れ ども 今般 亞美 理駕 夷の 事、 實に 目前の 急、 乃ち 萬 世の 患な り。 六月 三日- 夷 

舶浦賀 港に 來 りしより、 日夜 疾走し 彼の地に 至り 其の 狀態を 察する に、 輕蔑 侮慢、 

實に 見聞に 堪 へざる 事 どもな り。 然るに 戰爭に 及ばざる は、 幕府の 令、 夷の 輕蔑 

侮 を せんじ、 專ら事 r お 便 を 主と せられし 故な り。 然らずんば 今 巳に 戰爭に 及ぶ 

こと 久し からん。 然れ ども 往事 は 姑く 置く。 夷人 幕府に 上る 書を觀 るに、 和 友 通 

商、 煤 炭 食物 を 買 ひ、 南 境の 一 港 を 請 ふ 等の 事件， 一 として 許尤 せらるべき もの 

なし。 夷等來 春に は 答 書 を 取りに 來 らんに、 願 ふ 所 一 も 許 允な き 時 は、 彼れ 豈に 

徒然と して 歸 らん や。 然 れば來 春に は 必定 ー戰に 及ぶべし。 然るに 太平の 氣 習と 

して、 戰は萬 代の 後 迄 もな きことの 樣に思 ふ もの 多し、 豈に嘆ずべきの^：^しきに 

將及私 言  二 九 七 


.+.  m  w るに 案 ,'K  n  二 
にし o  。も 上で ' 
作 * 巧； B 引篇 '北 

るお 第 }Silif!f 
は 照 « せ +  IS 輕 

m  。二 ら章 萬に 小 


^及 私霄  二 九 八 

非ず や。 今 H んで 按ずる に、 來春迄 僅かに 五六 月の 間 なれば、 此の際に 乘 じ甞膽 

薪の 思 をな し、 君 Hw 上下 ー體と 成りて 備を なすに 非 ずん ば、 我が 太平 連綿の 餘 

を 以て 彼の 百鍊千 磨の 夷と 戰 ふこと 難 かるべし。 若し 然ら ずし て 安然 日 を 涉る時 

は、 追 ふべ からざる の悔に 及ぶべく と、 竊 かに 國 家の 爲め 痛心し 奉るな り。 故に 

忌 r(t を 悼らず、 」：s ぼの 罪 を 避けず、 當 今の 急務 條を論 列す るな り。 

大 義 

(1) もと  そっかい ひん 

普 犬 の 下 王土に 非ざる はなく、 率 海の-お 王臣に 非ざる はなし。 此の 大義 は 聖經の 明 

^、 孰れ か 知ら ざらん。 然るに 近時 一種の 憎むべき の 俗論 あり。 云 はく、 江戶は S 

」$ の 地 なれば 御旅 本 及び 御 譜代 ノ 御 家門 の 諸 藩 こそ カを盡 さるべし， 國 主の 列^ は 

各  > 共の 本國を 重ん すべ きこ となれば、 必ずしも 力 を 江 戶に盡 さず して 可な りと。 

^呼、 此の 14 唯に 柳 府を敬 重す る こと を 知らざる のみならず、 實に 天下の 大義に 一お 

きものと：： ムふ べし。 夫れ 本！： の 直ん ずべき は 固より なり。 然れ ども 大下は 天朝の 犬 

下にして、 乃ち 天 下の 天下な り、 幕府の 私有に 非ず。 故に 天下の 內 何れ にても 外 


ま さ  -1 ず J 

の 侮り を 受けば、 幕府 は 固より 當に 天下の 諸侯 を 率ゐて 天下の 恥辱 を 清ぐべく、 以 

あた 

て 天 朝の 寢襟を 慰め 奉るべし。 是の 時に 方り、 普 天 率土の 人、 如何で 力 を 盡さざ 

るべ けんや。 小 w ほ 何 ぞ本國 他 國を擇 ぶに 暇 あらん や。 況 や江 戶は 幕府の 在る 所、 天 

下の 諸侯 朝親會 同す る 所なる を や。 此の 義 明白 昭著、 固より 辯を俟 たず。 然れ ども 

やや 

俗論の 呶々、 動もすれば 人 聽を惑 はする に 至る。 故に やむ こと を 得ず 此の 辯に 及ぶ 

なり。 

聽 政 

古 は 人君 聽 政と 云へば、 平明に 朝 堂に 出で て 群臣 を 座 前に 召し、 政事 を 評議し、 又 

臣民 訴訟の 筋 を 聽き給 ふこと なり。 是れを 朝に 臨む と 云 ふ。 朝 を f 能む ると は、 政事 

えんきよ  かんしょ，. 

終り 臣下 退出し、 君に も 燕 居し 給 ふこと なり。 吁食 など 云 ふ は、 朝廷の 政事 を 勤め、 

食事に 後れ 給 ふこと なり、" 故に 古 は 政 停滞す る ことなし。 後世 は然ら ず-」 人君 深宮 

巾に 在りて >  朝 堂に は 臣下の み 評議し， 論定 まる 上に て 僅かに 君聽に 達す。 是れを 

伺 ひと 云 ふ。 是れ より 人君 賢な りと 雖も、 假 にも 旰食 などと 云 ふこと なく、 權 1^ を 

將及私 一 百  二 九九 


將及私 言  三 〇〇 

げて 之れ を權 家に 授 くるに 至る。 然れ ども 平時 は是れ にても 尙ほ 可な り。 今日に 

至りて は 決して 此 くの 如くに て は 武備の 成る こと 難 かるべし。 故に 竊 かに 按ずる に. 

(1) 

たつ C とき  う ic とき 

n)  SA 君 公 毎日 辰 時より 午 時に 至る まで 御 書院へ 御 出 座 遊ばされ、 大臣 以下 執政の 臣は悉 

かう ばん 

く 君 前にて 官 務を處 置し、 外臣 も更番 して 君 前に 侍り、 扨て 群臣へ 上書 請對を 許さ 

れ、 上書 あれば 卽ち君 前にて 披 封し 衆議に かけ、 然る 後 大臣に 付して 是れを 行 はし 

む。 或は 又 上書した る もの を 出し、 座 を 賜 ひて 其の 議論 を 心の に陳 ずる こと を 

得せし む。 總 じて 大事 を 擧げ行 ふ 時 は 必ず 衆議 歸ー の 所 を 用 ふべ し。 是れ 政の 先 著 

なり。 

納 0 

近 來症諫 の 風 地 を^ ひし こと 衰季の 光景、 實に 嘆ず べきの：^ しきな り。 宜しく 急に 

じ や. 5fJ ん 

令を內 外の ほに 下し、 言路を 開き 度き ことなり。 若し 上 言し 度き 事 ありと 云 ふ もの 

あれば、 深更に も 必ず 出 座 遊ばされ、 其の 言 を 聞き 給 ふべ し。 君 相の 身と して は、 

—  0 一」 

^^rtK-  平時 すら 周 公の 吐^ 握！！ ^天 下の 賢に 下る 如くなら ずん ば あるべ からず。 況ゃ今 を や。 


然れ ども 直諫 は 一番 翁よりも 難き こと、 古より 已に然 り。 況ゃ 方今 直諫 地 を 掃 ふの 

,か み  せつ  つぐ めんじ 5 う 

際に 當 りて、 如何ば かり 上 直諫 を 求む るの 意 切なり とも、 尙ほ 人々 口を^み て面從 

ニニ  そじ： S ん 

する こと 必 せり。 故に 人君 深く 茲に思 を 致し 給 ふべ き ことなり。 宋 の蘇拘 曰く、 

「君 能く 諫を 折る とも、 臣 をして 必ず 諫めし むる こと 能 はざる は、 眞に 能く 諫を納 

るるの 君に 非ず」 と。 味 あるかな 此の 言 や。 

內臣 を^し め、 外臣を 親しむ。 

じ- n 

內臣. 外臣 固より ー體 なれば 分つべき 理 なし。 然るに 太平の 弊、 內ほは 日に 益. -柔 

媚を 以て 君 前に 進み、 寵遇を 受け、 外臣は 日に 疎く して、 遂に 內 外相 分れ、 外臣は 

內臣に 交 はるを 恥ぢ、 內臣は 外 臣に交 はるを 賤 しむに 至る、 實に國 家の 一 大患な り- 

かいちょく 

故に 當 今の 急務、 內臣は 特に 戒飭 し、 文武の 藝を 勤勵せ しむべし。 叉外臣 にても、 

しばく 

文武の 藝に 長ず る 者 は、 數> 引見して 其の 優劣 を 比較し、 叉 言 はんと 欲する 所 ある 

者 をば、 座 を 賜 ひて 導き 言 はしむべし。 是れ內 外 を 一致に する の 道な り。 

四 目 を 明に し、 四聰を 達す。 
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二)  S- お 

典に 出， つ 


(二)  ヘム？ 

S お、 年 七— 

にして、 BS 水 

^wh- に 釣し， 

文. f に兑 さ 

れてそ cte と 

なる 

(：- 一) 

の資. -. RW 

t て 仕へ す， 

ャ ヘム は ，<w の 

ftc« に從ふ 
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四 H を 明に し、 四聰を 達すと は * 古聖の 明訓 たり。 而 して 其の 道 二 あり。 IK 下の 賢 

かんぎ うじ ゆうとう  • ， 

能に 交 はり、 天下の 書籍 を讀 むに 過ぎず。 然れ ども 書籍 は 汗 牛充楝 にて 固より. 事 

務に 切要なら ざる も あり、 I： 如で 人君 政務の 繁 なる、 何ぞ 悉く 是れ を修 むる に 暇 あ 

らん や。 但だ 國體を 明かに し、 君 職を審 かにし、 士を養 ひ、 民 を 愛し、 內は 近代 賢主 

づ  もと 

の 政 跡 を 揮ね、 外 は 妖賊動 靜の情 狀を索 めんの み。 此の 六 大事 を 本と せば、 他の..：' 

節：！ II は 自ら 之れ に從 ふべ し。 犬 下の 賢 能に 交 はるに 至りて は、 人君の 尊 を 以て 布 衣 

ニニ) 

ひっぷ  (二)  がいた う 

の 匹夫と 交 はる こと、 文 王の 呂小  1： に 於け る、 晉の平 公の 亥廣に 於け る 如き、 古に 在 

りて は枚擧 する に 暇 あらず。 方今 國家 危急の 際、 宜しく 此の 典 を舉げ 行ぶべし。 竊 

かに 按ずる に、 挽 近 人 村 地 を 掃 ふと 雖も、 天 下の 士 大半 江戶に 集まり 居る 故に、 長 

を 取り 短 を 略し 以て 之れ を 待つ 時 は、 絕 えて 其の 人な きに 非ず。 故に 君 公 自ら 尊嚴 

の體を 下し、 此の W と 朋友の 交 を 綿び 給 はんこと、 實に 深く 仰ぎ 冀ふ 所な り。 常 

俗吏 は 目前の 流 例 死 法に 泥み、 古訓に 暗き もの 故、 此の 事 をば 異論と まふべ けれど 

(5 

も、 恐れ多く も洞舂 公は嚴 島に ては竊 かに 出 本 勘 助に 會 面し 給 ひ、 雲 州に て は 京醫！ 


(五) 一 s 

3c  -兀就 w 中 

にて.： w みし 時. 

きて in  SSL 

!S ゆ 


(5 

道 三に 政道の 得失 を 上 言せ しめ 給 ひし 等 傳說を 承り 及べり。 有志の 君、 千古 一道， 

要は：：；： を 明に し聰を 達する に歸 すると、 竊 かに 感嘆し 奉る 所たり。 

砲 銃 

^！銃は小技藝なり。 隊を 整へ 陣を 張り、 分 合 進退して 戰 をな すは大 術な り。 故に 小 

技藝に 泥み、 大 術に 暗き は必 敗の 道な り。 本邦の 砲術 も强 ひて 是れ を卻 くるに は 非 

ろんてい 

ざ れ ども、 其の 術 多く は 技藝家 の 言 にして、 未だ 兵家 の 論定 を經ざ る も の な れ ば、 

一 ぬに 用 ひ 難し。 西洋 法に 至りて は、 常に 是れを 實戰に 施す 故に、 一 門 砲  一 P 銃の 

論、 其の 精妙 を 極む るの みならず、 戰を なすの 大 術に 至りて、 大いに 然ら ざる こと 

能 はざる もの あり。 故に 大砲 小銃 共に 西洋の 器械 節制に 傚 ひ、 日々 操演 をな すべし 

今日の 事 勢 ^だ 急に し て 猶豫 狐疑す ベ き に 非ず。 其 の 得失の 如き は 筆紙 の 能く 悉す 

所に 非ず、 宜しく 急に 其の 術に 通ず る 者 を N し、 これ を 操 場に 試むべき なり。 

艦の 制、 西洋に 傚 ふの 便なる こと は、 諸家の 說、 累々 なり。 gpill 

將及私 言  三 〇 三 


、 <!； ほ 正 志 

： お 私議， 佐 


將及私 言  一一 一 〇 四 

f ズ  1^111^ 然れ ども 終に 未だ 公然として 其の 說を用 ふる 者 あらず。 或は 其の 志 あり 

て 未だ 果 さず、 或は 果すも 未だ 公然なら ず。 今般、 切に 夷の 計 何れに 出，. つる やと 考 

ふるに、 若し 戰爭に 及ぶ 時 は先づ 第一 に 伊お の 諸島 を乘 取り 足 溜と せんこと は、 猶 

ほ 英吉利の 淸の定 海縣を 取る がごと くなる べし。 夷已に 諸島 をと り、 虚^ あれば、 

我が 沿海の 人畜 を 掠め 屋舍 を燒 き、 殊に 我が 糧 運の 船 を 要 遮して、 一艘 も浦賀 港に 

入る こと 能 は ざら しめん か。 果して 然る 時 は 江戸の 騒授 如何 ぞゃ。 夷 等 此の 時に 乘 

か こ  やや 

じ 再び 前 請 を 申ねば、 國 家の 大體、 華 夷の 名分 を 知らざる もの、 動もすれば 一時 權 

宜の 策に 託し、 國體 を： S し 和議 をな さん 杯い ふに 及ぶべき も 量るべからず、 賞に 寒 

心すべき 事に 非ず や。 此の 時に 方り て "お 艦の 夷人 を 制する に 足る もの を 製し、 糧運 

に 支り なく、 又 應投に 便 ある 如くな さ ずん ば、 何 を 以て 守り を爲 さんや。 因って 恐 

れ 多く も竊 かに 念 を K 力し 一策 を 得たり。 當 今の 勢、 如何にも 列藩 力 を 協す るに 非 ざ 

れば、 角 事 成らざる べし。 故に 仙臺. 會津. 加. 越. 尾. 勢. 肥. 薩 等の 諸 藩侯 

と 商議 遊ばされ、 水府 老公. 福 山 閣老へ 其の 事 を面議 遊ばされ、 或は 蘭人に 命じて 


艦 を 貢せ しめ、 乂は HK に 命じて 新たに 製造し、 並びに 江戶 及び 各藩に て 盛んに 水 

操 を舆す こと を許尤 ある 如く あり 度き ことと、 上 は 恐れ多く も 天朝 • 幕府の 御爲 め、 

下 は 六十 六國生 民の 爲 めに 希 願の 心默 止し 難く 存じ 奉る 事な り。 然らずんば 天下の 

事 如何が 結局 せんか、 未だ 知るべからざる なり。 

馬 法 

馬 兵の 戰に益 ある、 大 なり。 然れ ども 馬 は 物に 驚き 易き もの なれば、 常に 善く 是れ 

ただ  (四) 

を 調練せ ざれば、 徒に 益な きのみ ならず、 其の 害 を爲す も亦甚 し。 吳 子の 所謂 「其 

を さ  なら 

の环 目を敢 めて 驚駭 せし むる ことなく、 其の 馳逐を 習 はし 其の 進 止 を 閑 はし、 人馬 

相 親しみて 然る 後 使 ふべき なり」 と 云 ふ 如き、 一 々實に 其の 事 を 行 ふべ し。 西洋 諸 

國專ら 騎兵 を 用 ひ、 戰に大 利 を 得る ことと み ゆ。 今眞に 是れを 調練す るに 至りて は、 

其の 法 亦 我れ に 行 ふべき もの 多 かるべし。 宜しく 其の 術に 長ず る 者 を 撰び， 大いに 

騎操を 興すべし。 此の 事 亦 急がざる ベ からざる なり。 

至. 誠 

將及私 言  一一 一 0 五 


將及私 言  三 〇 六 

竊 かに 嘗て 聖經賢 傳の大 を 窺 ふに、 天道 も 君學も 一 の 誠の 字の 外な し。 而 して 誠 

せん はつ 

の 一字、 中庸 尤も 明かに 之れ を洗發 す。 謹んで 其の 說を考 ふるに、 三 大義 あり。 一 

に：： く實 たり。 二に 曰く 一な り。 三に 曰く 久 なり。 前に 論 列せ る數 件に 就いて 是れ 

もと 

を 論ずる に、 實 とは虚 の反對 にして、 卽 ち王臣 王土の 大義に 原 づき、 聽政 • 納諫 • 

內ぼを 筋し め 外臣を 親しむ • 四 目 を 明に し 四聰を 達す 及び 砲 銃 • 船 艦 • 馬 法 等の 事 

を虛文 空論と なさず、 卽ち 今日より 實に行 ふこと なり。 古人の 所謂 實心を 以て 寅 事 

を 行 ふと は是れ なり。 一 と は、 二三の 反對 にして、 當 今の 事 勢、 諺に 所謂 師を 見て 

矢 を I？ むる ものにして、 僅かに； fH ハ ヶ月 計りの 間に、 數 百年 來孙 平に 習 ひ 千 戈 を 見 

ざるの 士ぉを 調練して 精兵と なさん とする ことなれば、 此の 事の みに 專ー にして、 

造次 顧^も 是れに 於て し、 他事 を 交へ ざるに 非 ざれば" 个^ なり。 故に SI 政. 納諫の 

0. 小 暇 あれば、 或は 庭 上に 出で て 臣下の 武 藝を閱 し、 或は 兵^に 入りて 器械 を檢 

し、 靜夜閑 S に は 中外の 臣 を？^:: し、 政道 兵法 を推究 し、 其の 他 詩 酒の 宴、 花 月の 會 

おも ひ ここ  や 

にも、 恩 必ず 茲に 離れざる 如くす る を 一と S ふべ し。 久とは 息む ことなき ことにて- 


武備 は 固より 至難 至大の ことなれば、 一 朝 一 クに 成就す べきに 非ず、 故に 實と 一 と 

さくて つ - 

を作輟 なく 幾久しく 行 ふこと、 是れ久 なり。 凡そ 事、 實 なら ざれば 一 ならず、 久し 

からず。 故に 合せて 是れを 誠と 云 ふ。 然れ ども 是れを 行 ふこと 更に 一 工夫 あり、 易 

簡是れ なり。 界 平の 久しき、 禮文 繁緞に 過ぎ、 君臣の 間、 天 淵の 隔絕 をな し、 人君 

しも  はんか かくしき 

下 を 召 見し 給 ひ、 叉 出で て 臣下に 臨み 給 ふ も、 夫々 繁 i 可の 格式 ありて、 上 情 下 通し 

下情 上達す る こと ® だ 難し。 是の弊 一洗せ ざれば、 誠の 字 未だ 行 ふべ からず。 易の 

§1 辭に 曰く、 「易なる とき は 則ち 知り 易く、 簡 なるとき は 則ち 從ひ 易し。 知り 易き 

とき は 則ち 親 あり、 從ひ 易き とき は 則ち 功 あり。 親 あるとき は 則ち 久し かるべく、 

功 あるとき は 則ち 犬なる べし。 久し かるべき は 則ち 賢人の 德、 大 なるべき は 則ち 賢 

人の 業な り。 易簡 にして 天 下の 理 得たり」 と。 

右數條 論ずる 所、 皆 今日 手 を 下す 所に 就いて 是 れを陳 ず。 臨時の 措置、 國 家の 大 

計の 如き は 君 相の 方寸に ある ことにて、 素より 亦 一定の 論 あるべ ければ、 必ずし 

も呶々 せず。 伹だ 小智の 及ぶ 所 を 以て、 竊 かに 其の 大抵 を 論ずる に 三 計 あり。 夫 

將及私 盲  三 〇 七 


將及私 言  三 〇 八- 

れ  有志の 諸侯 を 糾合し、  器械 操 練の 諸 務を精 研し、 君 公 自ら 諸侯の 先と なり、 逆 

夷 を 掃蕩し 給 ふ は 上計なる べし。 カを_^^へ兵を練り、 諸侯の 戰大利 あれば 則ら：！ J 

む、 若し 諸侯 利 を 失 ふ 時 は 徐ろに 起って 是れ を收復 し、 諸侯の  1 殿た る は 中 計な り。 

進んで は 諸侯の 先たら ず、 退いて は 諸侯の 殿たら ず、 ー戰 利な く 辛く して 國に 

り、 然る 後 重ねて 義兵 を 起す は 下 計 たるべし。 此の 三 計の もの、 天朝. 幕府の 爲 

めに 忠を 致し 力 を盡す こと は 一 なれ ども、 功 を 立つ る こと 異同 あれば、 豫め 撰ぶ 

所 を 知らざる ベから ざるな り。 抑. -亦竊 かに 內 外の 狀態を 熟 察する に、 天下の 事 

勢 必ず ー變 十る に 至るべし。 茶 だ 過 慮に 似 たれ ども、 ー變 後の 抬置， 亦 狭め 論定 

せ ずん ば あるべからず。 然れ ども 今 は 未だ 敢へ て 言を盡 さざる なり。 

二  J  fj け にんめ し はな  はぐくみ 

(二 東北 * 私儀 先般 御 咎めの 趣 之れ あり、 御家人 刀 n 放 たれ 杉 百合 之 助 育に 罷り 成り 居り 候處、 百 

亡命の •»* い 

J  合 之 助 よ り軍學 稽古 仕ら せ 度き 段 を 以て 十ケ 年の 間他國 修行 の 儀 御 願 ひ 申出で 差 免 さ 

れ、 雜 き让 合せに 存じ 奉り 候。 右に 付き 當節御 當地滯 ^仕り 候處、 折柄亞 芙理加 一 


件 差 起り、 此の度の 儀容 易なら ざるの 趣に 相 聞き、 誠に 画家の 大變 目前に 来りた ると、 

よるひる 

恐れながら 夜 白 痛心 仕り 候。 然る 處、 徒らに 痛心の み 仕り 候ても 國家 において は 少し 

も 益な く、 且つ 竊 かに 相考へ 候に は、 一身の 事 は 申す に 及ばず、 父祖 累代 國 家の 御 厚 

恩 を 蒙り 奉りた る 事に 御座 候へば、 假令當 時 御家人 召 放 たれ 候と も、 貴て は  一二 ケ條 

おんため すぢ  しゃう きふし げん 

なりと も御爲 筋に 相 成るべき 儀 申出で 度き 存念に て、 將及私 言 一冊 を選述 仕り 候。 然 

る處、 私儀 かかる 身分に て 此れ等の もの を 御前 邊へ差 出し 度く 願 ひ 奉り 候 儀、 上 を 敬 

ふ 事 を 知らざる に涉 り、 實 以て 重々 恐れ入り 奉り 候へ ども、 何分に も前條 の趣默 止し 

難く、 素より 罪と 知りながら 差 出し 候 事故、 鄙衷 さへ 上達 致し 候へば、 其の 餘 何程の 

3  W 相 it 御 嚴罰仰 付けられ 候と も 決して 長 避 仕り 候 事に 御座な く 候 間、 何卒 此の 段 然るべ く 御 

札 兩府の 外に 

ん- 取 計 ひ 成され 下され 候 樣願ひ 奉り 候。 以上。 

徹否、 諸 職の 

§ 戶ポ にが- 1 丑の 八月  杉 百合 之 助 育 吉田 寅次郞 

<ESi に 列席し 

て、 一- (後年. aiK 添書) 

視 L て 藩. fr, に  (一一 •> 

す。 君側  おん ぢ きめ つけ 

CBK な b  右 書面 . 將及私 言 一 同 御 直 目 附八木 甚兵衞 へ 相 渡し 候處、 熟 覽のヒ 御 答に 及ぶ ベ し 

將及私 一 頁  一一 一 0 九 


將及私 言 


1  一一 .ー 0 


( 1 ) *a» (行 

ffi)  S  (H 

相，？ 何. K にも 

手- y 役なる も 

の あり、 こ こ 

は汀戶 方め •*_! 

« の re 下にて 

衆 W な は 現す 

の こ と、 

M^ijn いふ。 

從 つて 移 « し 

**  く， び P- にあ 

り。 郎 

府に對 して" 

被 ％ 仰ぐべき 

il 政の 權 はも 

はす。 it 相 

は 《 老 より 選 

化す 

年 

(2 卜： 痛に 

「此？ お *H 

に 5； す、 

なり。 今 削り 

よる」 i あ も 

も、 *ESS 附 


とて 預り 置き 候。 其の後 兵衞 より 内々 にて 瀬 能 吉次郞 に 申し 候 は、 此の 

！  二) 

書面 は 寅 次郞 へ 差 返し、 將及私 言 は印符 匿名に して 手元 役 中 井次郞 右衛門 へ 相 渡し 

ニニ. 

然るべ く、  t も 君邊幷 びに 相府 をば >^ 細 兵衞取 計. ひ 仕り 候 由 申し 候。 其の後 兵 

衞 より 告次郞 へ 內 々 相 話し 候 趣に て は、 一 應君覽 に 及び 候 上に て 相府迄 下り 候と 申 

きょさい 

す 事に 御座 候。 是れ 等の 事 巨細に 記す も撣り 之れ あり 候へ ども、 記し 置かず 候て は 

後來考 ふる 所 之れ なき 故、 此 くの 如くに 御座 候。 以上。 此の 時 行 相 浦^ 負な り。 

二十  一 M 黄 誌す 


二 ラ 

丙 辰 六月 八日 


附 錄 

(5 

時事に 感じて 作る 以て 序言に 代 ふ 

丄奴遞 書 向 我 期 

國家 安危 正是時 國家 の 安危 まさに 是の 時な り。 

普 天 率土 孰 非 王ぼ與 王土 普 天 率土 孰れ か 王臣と 王土と に 非ざる • 


ぼく ど  ていしょ 

墨 奴の 遞書 我れ に 向って 期す、 


ふ- w て此 


(五) JI 色な 

見て 逆 ..：- はぬ 


協力 當須卻 狡 夷 

如 今上 下 浴 至 治 

紀綱稍 弛 弊咨至 

第 一 可 _ &是 蔡蔽 

臨 朝聽政 久廢棄 

大臣 悠々 不恤事 

小 臣營々 徒 謀 利 

外 ほ 含 W 胸 鬱勃 

內臣承 額 色柔媚 

此弊 一 洗 備始修 

造 砲 購艦非 無謀 

洋人陣 法 稱絕妙 

器械 新ェ絕 匹儔 

將及私 言 


力 を 協せ 當に狡 夷を郤 くべ し。 

如 今上 下 至 治に 浴し、 

紀綱稍 や 弛んで 弊沓り 至る。 

ようへい 

第一 憂 ふべき は是れ 壅蔽、 

朝に 臨み 政を聽 くこと 久しく 廢棄す „ 

大臣 悠々、 事を恤 へず、 

小臣 營々、 徒 だ 利 を 謀る。 

いかり f  うつぼつ 

外 臣愤を 含んで 胸 1^ 勃、 

£)  じ. つび 

內臣顏 を 承け て 色 柔姻。 

そな へ 

此の 弊 一 洗して 備 始めて 修まらん， 

砲 を 造り 艦 を購ふ 謀な きに 非ず。 

洋 人の 陣法、 絕 妙と 稱し、 

ひっちう 

器械の 新 H、 匹 禱を絕 す。 


(ご ffl は s 

*^ の ST  * は 

は ftss の 》r 

% —は _€ 認め .飼 

にして、 由 

に 射 せし む 

-,. こと4 示せ 

二 典： .？，58* 照 

(！ 一) 皮に し 

てな けれ tfvj? 

の ij; やべき な 

く、 大本 失す 

るに 足らざる 

息。 左 WW 公 

十 M 年の 條に 

で- K の as 

射 なり 

f  j 胡鮮京 

坡州 郡に 

あり。 文 二 

年 小 sf 川隱 

«， が朗将 李 

如 松 も 破り し 

i ころ 

(G  .中 ま少 

Jt ん » 門 小 


將及私 1!！ ョ 

艦 兮砲兮 最耍物 

操 浪何須 及此秋 

古 云 達 四 聰明 四 目 

臣是 股肱 與 心腹 

平明 視朝會 群臣 

二し 

都 能吓^ 要輯睦 都 4i 吁啡、 輯 睦を耍 す。 

不然雖 砲 利 矣雖艦 堅 然らずんば 砲 利な りと 雖も艦 堅し- 

皮 之. 个存 毛安屬 皮の 存 せざる、 毛 安に か屬 かん。 

君不聞 蹄 館 下 諸侯 功 

S) 

佐 公 軍 鋒 獨稱雄 佐 公の 軍 鋒獨り 雄と 稱す。 


艦 や 砲ゃ最 要の 物、 

操演但 だ須 らく 此の 秋に 及ぶべし。 

古へ ：！^ふ四聰を達し四目を明にすと" 

臣 は是れ 股肱と 心腹と なり。 

平明、 朝 を視て 群臣 を會 し、 


君 W かずや 碧 蹄 館 下 諸侯の 功、 


我武 當年揚 異域 我が 武當年 異域に. 揚る、 

せんこう はづか 

努力 君 勿お 先 公 努力して 君 先 公 を 忝し むる ことな かれ- 


雖 

も 


(M)  《w 東 

湖 

(六) 名 は忠 

則， 卞 は？！ 5;.ffi。 

大 番頭より 累 

進して 執政と 

なり、 ： 止義派 

の 代表 《。 鹿 

應 凡 年歿， 年， 

一： • 十七 

(七) 名 は 成. 

祐- 環 楚と號 

す。 齊 S. に 見 ■ 

出されて 奧祐 

笨 となり、 ^ 

iSg も 更报 す。 

道 館 創建に 

功 あり、 その， 

他！ を 輔佐 

し て 令名 あり。 

文 久；. 一年 残> 

年 七十 二 

(八) 名 は 共 

a. 止 戈 堂と 

號す。 兵皋者 

にして 潘治海 

防に まり、 齊 

昭 のた め盡な 

する W タパし。 

：大狗 萬の^ 袖 

にして、 ||«應 

化 年、 武 W 耕 

等と 共に 


急務 條議 


第 一 條 君 上水 府 老公と 交 を 結び 給 ひ 度き 事。 

(五〕  f 六)  (七)  3 

附り、 水 府の臣 藤 田 虎之助 . 戶田 銀次郞 • 原 田 兵 介 • 山國喜 八郞皆 有志の 士 にして 

今 燕 邸に あり。 本 藩 執政の 各官 深く 結納 あり 度き 事。 

第二 條 肥 後 藩 は 古より 本 藩と- £H 父 ある ことに 承り 及べり。 君 上 は 勿論、 群臣 も 亦 相 

互に 交り 厚く あり 度き 事。 

肥 後 藩の 大臣 長 岡內膳 • 長 岡監物 • 長 岡 刑 部 • 有 吉市郞 兵 衞等皆 奇特なる 人物の 由 

なれ ども、 當節 孰れ も國に 在り。 今、 藩邸に 在る 有志の 人々、 大臣に は 小 笠原備 前、 

ものが しら  つ づき  -っ をす み 

物 頭に は 都 築四郞 . 魚 住 源 次兵衞 等の よし 承れり。 

第三 條 執政の 各官は 宜しく 天下の 士に交 はり、 1K 下の 事に 通ず べき 事。 

二  0  -  , 

方今； 大 下の 士、 吾が 知る 所 を 以てする に、 佐久間 修理 • 藤 森恭輔 • 羽 倉 外 記. 古賀 


急務 條議 


1 一一 一 llf 


し i  二 》 策せ 改 b に i  ニ¥ おは 1- 
て «  — す！ SL  L  «« (つの 防 '人 森 
； t す レも鵪 つ' 人 がて す 著 お 山 は 
Z  °    »B は 《 後' W  ° あ •  i  ！；么象 

茶 ふ し 防 出 天 Sff 馕 ffi り 
者に » て 私 仕 ffc な 者 堂 言す 乂  • 


2 お 條  一 ；；％ 


H  一  r 


七" 


〔s〕 

二) 以下 111 

人 何れも 松 *8 

友人 〔s〕 

f- じ a 軒と 

的す。 |¥ にし 

ゾ、 《 防！！ SiS 一 

はす 

、：) お？ 

w す。 »府 の 

議ミ 》: あり 


二： 

0  BZ 


謹 一郎 皆 名家な り。 樱 任藏. 齋藤彌 九郞. 松 浦 竹 四 郎等 皆 亦 交 はりて 益 あり。 叉 安 

井 仲 平. 堕. 合 屮藏. 杉 田 成 卿の 如き、 吾れ 未だ 其の 人 を 知ら ざれ ども 皆隱然 たる 一 

家な り。 遍く 是れを 求めば、 其の 他 幾人 も あるべし。 

第四條 大砲の 數の 事。 

砲數、 野 戰には 六 封 度跑六 門、 十五 徒 乙 母 長忽烏 咸都兒 二 門、 海岸 守備に は 二に 四 

封 度 砲 三門、 八十 封 度 砲 一門 を備 へば、 本 藩の 御 人數に は相當 たるべし。 

お ほばん し 

第 五條 大番士  • 御前 警衛 • 水陸 先鋒 隊、 嫡庶 見習の 內 にて 才氣 ある もの を 撰び、 佐 

(六) 

しも そ ね 

久 間修现 . 下付 根 金 三 郎等に 從っ て 西洋 砲 銃の 術を學 ばし め 度き 事。 

第六條 西洋 歩 兵隊 法 *r た 精密、 法と なすべし。 足輕 以下 諸 組の 者に 一統 學ぱ しめ 度 

き 事。 

第七條 は輕 以下に て 其の 人 を 撰び、 小 鋭の 製作、 砲車の 製作 を學 ばし め 度き 事。 

第八條 涨邱 中の 人 數を精 撰し、 老-: 教 幼弱の もの は 悉く 歸國 せしめ、 藩邸 居 合せの 者 

は從^ 雜卒に 至る まで、 一 人と して 歩 兵隊に 入らざる ものな くすべき 事。 


ほ。 砲術 訓 

等の « あ り 

(五) r>l-im 

和鹏 に 於け る 

長さの 單 位、 

* ぼ； g に 等し。 

—五， トイ —ム 

は ロ徑の 長さ 

なり 

(六) 筒井 政 

JS の 子に して 

？ a 式 砲術 »! 


(七) 三本 描 

の 帆 .ys; ノ？ aSi 


(八) 麻布に 

は 毛 利 藩 下屋 

敷 あり、 葛 飾 

に は 同じく 抱 

屋 * あり。 そ 

の 他 毛 利の 諸 

の 屋敷な 戶 

tJ  & 所に あり 


第九條 騎馬の 調 習 最も 急務たり。 縱令騎 戰を用 ひずと も、 君 上 を 始め 大臣. 物 頭 等 

の乘る 所の 馬、 大砲の 聲を 聞きて は 驚き、 軍隊 を 見て は 逸する 樣 にて は 甚 しき 害と 

なる ベ き 事。 . 

第十條 事 場 築 法 を 精し く 研究し、 足輕 中間 等へ 能く 敎へ 置くべし。 野戰 にても 往々 

急速 に 臺場を 築く こ と あれば なり。 

第 十 一條 西洋 製の 軍艦 二 隻御買 入の 儀、 是非とも 御 願 之れ あり 度き 事。 ■ 

西洋 軍艦 大小 數種 あり。 就中 フレ ガット 船と 云 ふ もの、 大 ならず 小なら ず、 甚だ 便 

とす。 

第 十二 條 品 川 海ト： にて 水 操の 儀、 早速 御 願 之れ あり 度き 事。 

附り、 漁船 荷船の 類、 御 人 數相應 に 御 買 入 か、 又は 御國 より 御 取 寄せ 之れ あり 度き 

第 十三 條 麻布. 葛 飾 諸 藩邸に て 砲 石 製造の 事 急速に 初められ 度き 事。 

附り、 人造^石 も 初められ たき 事。 

急務 條議  一一 二 五 


急務 條讓  一一 二 六 

本藩础 石の 御貯 へ も餘程 多分 ある 由 なれ ども、 目今 江戸の^ 石 甚だ 不足の 樣に相 見 

ゆる 故、 本 藩の 用餘り あれば 賫拂 ひに たりても、 孰れ 本邦の 强 みと はなるべき なり。 


二)  I の 

« もい ふ。 巧 

fc.1B んで 纏て 

至る、 S 

れば麵 て 大息 

の 至 もも ^.f 

て s*- ベ.？ こ 

it いふ 


(： じ 正しく 


急務 條議の 後に 書す 

世 道 日 萎 藤 世 道 日に 萎靡、 


妖夷歲 陸 梁 

滔々 世上 人 

幾人 感履霜 

壯士按 劍漫自 許 

馬革 褒屍是 其 常 

多 憂 書生 閑 文章 

還 論 事務 向 廟堂 

如是 而死於 吾足 


妖夷歲 とともに 陸 梁す。 

滔々 たる 世上の 人、 

二) 

幾人 か 履 霜に 感ずる。 

壯士劍 を 按じて 漫り に 自ら 許す. 

馬革 屍を裹 むは 是れ 其の 常。 


多 憂の 書生、 閑 文章、 

i  ニコ 

還た 事務 を 論じて 廟堂に 向 ふ。 

是 くの 如くに して 死せば 吾れ に 於て は 足. 


直諫 先 著 第 一 槍 直諫 先づ 著く 第 一 槍。 

吳々 も 吾が 平生の 心事、 此の 外に 之れ なき 事， 

癸丑 八月 二日 


急 務 ^lui 


七 


^  ^  m  一一 二八 

海 戰 策 

今般、 亞墨利加夷の軍艦七蓬江戶近海に^^泊す。 其の 情 固より 狡點 にして、 其の 狀亦 

頗る 犯嶽 なり。 理、 宜しく 天下の 大義 を 仲べ て、 逆 夷の 罪 を 征討すべし。 然るに 議者 

往々 器械 未だ 備 はらず *  士卒 未だ 練れざる を 以て 辭 とし、 因循 苟且、 一日の 安 を ^ ま 

んと 欲す、 何ぞ 其れ 惑へ. る や。 凡そ 今日の 事、 中國 夷狄の 大義 を 論ずる の 外、 他 はせ c 

It 一に" ふに 足らず。 然れ ども 兵法 は先づ 勝ちて 後に 戰を 求む とい へば、 大義の 在る 所 にても 

勝算な くして 妄りに 戰ふ は、 猪武者の なす 所に して、 兵家の 贵ぶ 所に 非ず。 し 今日 

まさ 

の 事、 大義の 當に戰 ふべき のみに あらず、 兵家の 勝算 も 亦顯然 たり * 何 を 悼り て戰は 

ざる や。 

夫れ 器械の 備 はらざる 士卒の 練れざる * 固より 用兵の 大害 なり。 然れ ども 用兵に 最も 

關係 する もの は 地形に しく はなし。 今 地形 は 五 ：： れ 其の 利 を 得たり。 假と 器械 未だ 跪 は 


らず 士卒 未だ 練れず とも、 何ぞ憂 ふるに 足らん。 況ゃ 器械 曰 を 追うて 瞎 はるべく- 

士卒 日 を 追うて 練れるべき を や。 試みに 今の 地形に 依り 今の 士卒に 今の 器械 を 授けて. 

百戰百 勝す る 術 を 論ぜん。 

今の 戰法は 之れ を先づ する に 海戰を 以てし、 之れ を 終 ふるに 陸戰を 以てする に 若く は 

たし。 海 戰の法 は 相 模* 上總ニ 女房 等の 海濱 にて、 漁船 中の 最も 堅 實快疾 なる もの 五 

くつき やう か こ 

十隻 計りに、 究竟 の^子 を 合せ 雇 ひ、 士卒に 各 ~ 小 銑  一 口 を 授けて 毎 船 十 名 計り を乘 

せ、 就中 大砲 を 善くす る 者 を 撰み、 砲 一 門に 打 手 五名 を 添へ 船に 乘 込ませ、 各船皆^i^ 

と びぐ ち  5 ちかぎ  . 

^口. 長 熊手 • 打 釣. 竹 梯子 等 を備へ 置くべし。 此の 船 已に備 はれば- 耍 港に 隱 覆し 

a き、 夜陰に 乘 じ先づ 二十 艘 計り 乘 出し、 夷 船の 繁泊 する 所の 三 ral 町内 迄乘 付け、 大 

お i まと 

砲 を連發 すべし。 夷 船 は大的 なれば、 吾が 砲の 百 發百中 固より 疑な し。 或は 夷 船の 堅 

實 破り 難き を說 くもの あれ ども、 夷の 船 制を審 かにす るに、 深く 恐る るに 足らず。 船 

內火 起り 夷葷騷 動す る を 見ば、. 小 鉄に て是れ を狙擊 すべし。 叉 脚 船 を 押 寄せ 支 ふるな 

らば、 急に 乘 付け、 長せ？ 口  . 長 熊手 . 打鉤を 以て 引 寄せ 乘 移り、 船中の 夷 輩 を Igl- し 


海^ 策  ！ー ニー  0 

脚 船 を 奪， ふべ し。 又 軍艦 中 騒 接の 様子 見えば、 急に 乘 付け、 梯子 を 架して 乘 移り.、 腰 

て づめ 

刀に て 手 詰に 夷 輩 を 蔡設し 軍艦 を 奪 ふべ し。 軍艦 水上 一間 半 二 間 計り なれば、 三間梯 

てじゥ *g しやり-つ 

子に て攻 登る こと 何の 難き ことか あらん。 軍艦に 攻 登る もの を小鈇 . 手 鉄 . 手柘^ . 

'は  ？"？  * な i た 

价杷を 以て 防ぎ 支 ふること、 固より 夷の 兵法に 見え たれ ども、 .SR 端に 臨みて 防戰 する 

もの をば、 味方 船 上の 小銃に て狙擎 すべければ、 夷 亦 其の 防ぎ を 十分に する こと は 決 

して 能 はざる なり。 又燒 討の 一策 も 時に 隨 つて 施すべし。 其の 法、 百 k! 接 以上の 船に 

、ふ  ひ ぐち 

燒草を 枝み、 油の 古拇を 是れに 交へ.、 4<藥 を 以て 火口と し、 長繩を 以て 五六 集. を 連ね. 

船々 相 離る る こと 十 間 計りに し、 風上より 夷 船へ 乘 掛け 火 を 放ち、 火. 起る を 待ち、 乘 

行く 人 數は脚 船に て乘 還るべし。 夷 船 何十 隻 ありと も、 先づ ー夔 かニ蹇 を攻 むべ し。 

若し 此の 策 を 行 はば、 夷楚 弱く ば 出帆すべし。 其の 時 は 味方 退きて 要地 を 守るべし。 

强 くば 陸地へ 押 掛け 上陸すべし。 是に 於て 陸戰の 勝負と なる。 尤も 船 兵 は 夷人 上陸の 

混 亂に乘 じ、 軍艦 を 奪 ひ 取る か、 脚 船を乘 取る かすべし。 要港に 備 ふる 三十 集の 船 も 

機 を 察して 出で 戰ふ べし。 此の 法、 浦賀 より 內海は 狭隘に して 地 利 を 得た る 故、 今の 


士卒に 今の 器械 を 授けば 事を辨 じて 餘り あり。 陸戰の 法， 其の 策 最も 多し。 大要、 0 

へ € へ りに 兵 を 布 列せ ず、 海より 五六 町 十 町 も 引退き、 山林 を 右 北り にし、 田 澤を前 左 

にし、 高き を 負 ひ 低き に. 臨み、 而も 海濱 へ往來 する に 便なる 所 を擇び 本陣 を 居 ゑ * 其 

の 左右 前に 當り 形勢の 地に 諸 陣を布 列し、 救應を 便に し lit 候 を 多くし、 以て 夷の 來る 

を 待つべし。 是 くの 如きの 地形、 相 州の 鎌 倉. 三 浦 等の 海濱に 究竟の 地： ^ だ 多し。 委 

しく は 其の 地理に 就いて 論ずべ し。 夷の 上陸 を擊 つべき 所 は、 軍艦より 脚 船 を 卸し 睦 

あし 

に 近づく 所、 一 なり。 脚 船より. 上陸し 備を 立つ る 所、 二な り。 備を 進め 砲臺を 築き 足 

溜 を ふる 所、 三な り。 此の 三 ケ所は 或は 砲 銃 を 用 ひ、 或は 刀 抬を用 ふる、 各-' 其の 

便に 隨 ふと 雖も、 勝 を 制する の 易々 たる、 固より 毛 を； g くが 如し。 地形の 利 を 得て 以 

て 夷 を 制す、 何ぞ 今の 士卒 今 の 器械 は 勝 を 取る に 足らずと： 一目 はんや。 今 我が 勝" K ル是く 

の 如し。 但だ 大義 何 如 を 顧みる のみ、 其の 他 は 一 # ふるに 足らず。 然れ ども 深く 憂 ふる 

所 は 一 日の 安 を 倫む の 論 盛んにして、 君臣 將士必 戰の覺 ^未だ 定まらず、 愤然抗 論し 

^^：: を^って 戰を 望む おありと 雖も， に 情 下 通せず 1 下情 上達せ ず、 將に備 はらんと す 

海 1¥ 策  . 三 二 一 


海 K  «  一：； ニニ 

るの 器： r よ. 終に 備 はらず、 將に 練れん とする の 士卒 は 終に 練れず、 ，ながら 收 亡の 邦 

となり、 ， は を 千歳の 後に 傳 へん こと を。 痛恨の 至りに 堪 ふること なし。 

二)  I 此の 策、 (I) 鳥 又兵衞 等，.. 謀り、 i 御 林 主稅に 因りて 竊 かに 君聽に 達す、 お 正月 

上、 松 £5 の 親 

0〕 の 一人 〔M なり。 

(二) 安政： 兀 

年 


急務 策 一 則 


P 一) ほ S 山 

中 筑後守 II 政 

も a る、 SS 永 

e: 年 そ S=Si 状 

午 一江 戶に. 

せる あり、 

御附 老安藤 

^刀 して 

好 菜な 獄に下 

し. 常時 未だ 

つ かす。 

第八卷 六ヒ號 


松 陰 蓬 頭 子 稿 

おも 

草 莽の愚 夫、 竊 かに 古今 を達觀 し、 恭しく 惟 ふに、 皇朝 古より 武を 以て 基 を 建て、 四 

サふ ふ， じ； S んザう  こ C かた 

夷百蠻 をして 懾服别 接せし むる こと、 其の 國體 II より 然り。 然るに 中世 以還 武臣 權を 

偸み、 皇道 明かなら す國體 建たず、 近時に 至り 區々 の 海賊の 爲 めに 輕蔑 侮慢 を受 くる 

こと、 是れ 何事 ぞゃ。 今夏 浦賀の 事、 實 に開陶 「し來 未曾有の 國 辱なる に、 更に 又 長 崎 

の 事 起れ り。 凡そ 皇國に 生れた る 者 何 如に もして、 皇 朝の 武、 古に 復 する こと を 思 ふ 

べき ことならず や。 夫れ 白-ユー 國は 四面 皆 海に して、 所と して 賊衝 ならざる はなし。 就中 

江戶は 征夷 府の 在る 所に して、 賊の 最も 目 を 付く ベ けれども、 天 下の 諸侯の 慕 下に 從 

恩し たれば 姑く 置く。 第一 恐れ多く 思 はるる は上國 なり。 夫れ 京師 は 天 下の 首領 なれ 

とし； S つ 

ば 、 其 の 近國の 警衛た る ベ き 諸國を 考 ふるに、 紀 伊の 國 南海 に 斗 出し 海岸 も た手廣 

きに、 其の 國 不幸に して 內 a あり、 恃 むに 足らず。 若 狹の國 北海の 衝 たれ ども-" 小 諸 

急 ^  ^  三 二  H 


I 


.  三 二 四 

侯 なれば 武備の 事覺^ なし。 特に 慮るべき は大阪 なり。 淡路島と 和.； 紀 伊の 國狹し 

と雖 も、 本邦の 大舶 自由に 通行 すれば、 異舶の ii 入 も 亦 難 かる まじ。 且つ 和 泉の 地 は 

:w だ 平 5: にて、 ^？: の 野 戰礮車 も 自由に 運搬す ベければ、 紀泉， の 境より 贼 一隊 を 上陸せ 

J4 ら  ぢキ. I  , 1 、 

(1) 0£ しめ 水陸 并び 進まば 無人の境に 入る 如くに て、 直に 岸 和 田に 達すべし。 ；？^；：れ會て岸和 

一 S 一 田に 遊びて 其の 士 夫に 交 はるに、. 彼の 潘の奥 論に は、 異船 決して 此の 內 ft に は 入らず" 

海防の 事 は 講ずる に 及ばず、 大ゾ她 小銃 は 習 はすこと を 用 ひずとの 事 なれば、 何 如で 岸 

和 田の 一 城 を 以て 水陸 並進の 逆賊 を I 小ぐ こと を 得ん や。 岸 和 田 旣に陷 らば  一 ^して 大 

阪城を 奪 はんこと  一 二日の 間に あり。 又 淡路島 を 奪 ひ 城 を 築き 砲 を 安んじ、 然る 後大 

じ や C 'ばん 

阪の 財穀に H りて 谊に 天朝 を 上 犯せば、 天下の 大本 動^せん こと 由々 敷き； 火事に 

. いわいめ いひ を，、 

て、 ： 大地 も 之れ が爲 めに 晦 〔乂否 塞し、 四海 廣 しと 雖も 億兆の 民」 化 何れの 所に 足 を 立つ 

る こと を 得ん や。 次に は中國 . 四國 . 西國の 諸侯 江戶に 在る もの 中 路を絕 たれ、 何 如 

すべき や。 因って 思 ふに、 和 泉 • 紀 伊. 淡 路 • 若 狭に 檄を傳 へ 海防 を にし、 幾. s: の 

諸 * に は 陸 戰の略 を 演習せ しめ、 又 其の 人 卞を網 「まして 相 共に、 む を 合せ 力 を 協へ、 聲 


勢 連 終せ しめ、 且つ 中國。 四 國 • 西國の 諸侯 は 士卒 一隊 宛大 阪に備 へしめ、 上に 天 

闕を 守護し、 下 は 江 戶ー戰 の 模様に 應じ助 救せ しむべし。 此れ等の 事件、 上國 目前の 

急務なる べし。 當 今の 勢， 天下の 諸侯の 從屬 せる 征夷 府 さへ 士氣 未だ 奮發 せず、 武備 

未だ 修舉 せず。 今夏の 事 を 以てする に、 僅か 四 集の 賊 艦に 府下の 騒擾 言 はん 方な し。 

二 も- ぶんく. T ふ ぶ 

夫れ をして 砲 銃 交-轟く に 至らし めば、 其の 變 果して 何如ぞ や。 况ゃ上 國文華 不武の 

地、 俄かに 事 起ら ば；^：: れ 其の 禍の 底止す る 所 を 知らざる なり。 是れ 吾が 牽草莽 に 在り 

と雖 も、 身分 を 越えて 此の 妄言 を發 する 所な り。 夫れ 上國 と江戶 との 武備 完全せば、 

あ ひつ  ， 

四方の 諸 藩 も 漸次に 相靠 いで 備を 成し、 區々 の 海賊 を懲 創す るに 於て 何の 難き こと あ 

らん。 推して 是れを 進めば >  皇道 を 明かに し 國體を 建て、 皇 朝の 武、 古に 復す るに 至 

らん。 是れ 五：： が 仰いで 在位の 君子に 望むな り。 

(1 一」  し 

(二)  下 佐  予 能く 之れ を；： r に 出せる も、 而も 未. だ 之れ を 策に 筆す る 能 は ざり き。 子 は 則ち 能く 之れ を^: 

久 問お (象 出) 

原^ 文  筆し、 而も 議論 剑切、 敏 妙の 材を見 るに 足る。 惟 だ 論 大阪を 鞍に して、 兵庫と！！^とに及ばず、 

是れ 憾みと おすの み。 しく 之れ を 追 補して 可なる べし。 啓 

<>4 務策  一一 ニー  E  . 


^勢の 山 田 は 尾 張の 熱 田と 共に 神器の 在る 所に して、 京師に 次いで 嚴に 武備 を g 一はく 

べきの 地な り。 然れ ども 熱 田 は 大藩尾 州の 守衞 あるべく、 且つ 海灣 の四處 にあた る * 

姑く <1 ぜず。 山 田 は然ら ず。 其の 地 南海に 張 出し 賊衝 に當 る。 奉行 あれ ども 小祿 なれ 

ば 武備 を談 ずるに 足らず。 其の 近 國鳥羽 領 あり。 然れども小^^なれば深く頼むに足 

らず。 獨り津 藩 あるの み。 然れ ども 津 より. 一門の，； i 一名の 兵 を 彼の地に 鎖 戌す る こと 

を 聞かず。 津 より 山 田に 至る まで 行程 十 里、 急 を 聞きて 馳せ 赴く * 事に 及ばざる こと 

必 せり。 全體客 兵の 損、 土 兵の 得 は 古今の 通論 なれば、 津も鳥 羽も强 ひて 賴 むべき に 

あらず。 去年 十一月 二十日、 彼の地の 奉行 山 口 丹 州 令 を 下して  一 ふ、 「兩 宮祌 蛾の 輩 

劍術 等の 修行 苦しから ず」 と。 蓋し 亦 土 兵 を 用 ふるに 見 あるな り。 丹 州 は 武事に 心掛 

し 2 つかく 

ある 人 故 かかる 出 格の 令 を も 出された りと 聞 及べ り。 但だ願 はく は 此の 人に 命じ 此の 


地の 祌職を 帥ゐ、 此の 地 を 防禦せ しめたき ことなり。 兩 {M の 神職 五 百 人ば かりこれ あ 

るべ く、 之れ に 炮铳槍 刀の 技 を をし へ、 隊伍 節制の 事 を も 心得させ 置かば、 莴 ー夷贼 

彼の地 を擾亂 する こと ありと も、 神器 を 守護す る だけの こと は 叶 ふべ し。 凡そ 神職 

の 專ら 武家の 風俗 を 好む、 然るべ からざる ことと は雖 も、 神職 は 浮 屠な どと 同日の 

論に も あらず。 且つ 神器 を 守護す る爲 めの 神職 なれば、 炮銑槍 刀 隊伍 節制の 敎 へな 

くんば、 亦 何 を 以て か 守護の 任に あたる こと を 得ん や。 伊勢. 尾 張の 地 は 未だ 賊の來 

泊せ し 例な けれども、 海 濱の地 は 所と して 賊衝 ならざる はなし。 且つ 浦賀の 守備 堅固 

にして 敗る ベ から ざれば、 賊等 直ちに 攻ロ を轉じ 彼の地に 取掛 るべ き は 自然の 形勢な 

り。 贼の計 若し 此に 出づ ると も 他 は 憂 ふるに 足らず。 伹だ山 田 。熟 田の 神器 萬々 言 

ふべ からざる こと あらば、 神州の 神州た る 所以 を 失 ひ、 天地の 晦冥 否 塞、 將た 是れを 

.5 化す -; き や 

嘉永六 癸丑 年  長鬥 吉田寅 次 郞矩方 

急務 則.  .  一！  一二 七 
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自 序 

國 朝の 變、 蓋し 三 あり。 古昔 は臣 たらざる 所 あれば、 海の 內外を 問 はず、 東征 西 伐し、 

に) i 必ず 强植を 鋤き て 止む、 其の 勢 極めて 盛んな り。 其の後 蕃夷 然來り 侵す、 而 して 我 

を さす 

せん あう  た 

れ 兵を發 して 殲 暴す、 古に 非ず と 雖も亦 盛んな り。 今 は 則ち 膝 を 屈 し 首 を 低れ、 夷の 

まか 

爲す 所に 任す。 國の衰 へたる、 古より 未だ 曾て 有らざる なり。 之れ を 太陽に 譬 へんに、 

始めは 赫々 耀々 として 物 能く 之れ に抗 する ことなし。 已 にして 月 之れ に抗 して 克 たず、 

適-' 自ら 蝕缺を 取る のみ。 終り や 遂に 月の 独す る 所と なり" 自ら 照らす こと 能 はず。 

是 れ至變 なり。 鳴 呼、 世 愈 ~ 降り、 國愈. -衰 ふ。 衰 にして 已 まずん ば、 滅びず して 何 

を か 待たん。 蓋し 一治 一 亂は 政の 免 かれざる 所、 一 盛 一 義は國 の 必ず ある 所に して、 

衰 極まりて 復た 盛んに、 亂 極まりて 叉 治まる は 則ち 物の 常な り。 況ゃ 皇國は 四方に 君 

臨し、 天日の 嗣の 永く 天 壊と 極り なきもの、 安ん ぞ 一 たび 衰へ て復た 盛んなら ざる こ 

^闪錄  一 一二 一一 一 


三 1 一！  二 


二)  « 政： 兀 

れて 海に 航し 

艦に 《乘 せ 

I 1. 一 と. ti- さす 

(二) 後出 一. 一 

六 二  P<*TO。 

は.？ 人.：；，： 紀. r 

i 年€ 條 «- 照。 

(H)  *w« 

4>s す 

次郎ハ -^r 

ぶ は .swiij め 


1- リケン しん-.、  こうしょ  けん 

と あらん や。 近年 來、 sfli: 亞. 米 利堅、 お. -々 として 來り逼 る、 而も 官 苟且に して 權 

宜 もて 處 分す。 是れな に 永世 變 ずる ことた からん や。 皇犬、 一?:" が 邦 を J^:tg す、 必ず 將 

に 英主 哲辟を 生じ、 ー變 して 古の 盛に 復 する もの あらん。 是の 時に 方り て、 萬 國の情 

態 形勢 を察觀 し、 之れ が 规畫經 緯を爲 すに、 圖を 按じ 筆 を 弄して さ 論髙議 する 者、 固 

より 此に與 にす る こと を 得ざる なり。 れ 微賤な りと 雖も、 亦 皇國の 民な り。 深く 理 

勢の 然る 所以 を 知る、 義 として 身 家 を 顧 惜し、 默然ゃ 腐して. r 土 恩に 報ぜん こ と を a- は 

ざるに 忍びざる なり。 然 らば 則ち；？；" れの 海に 航せ しこと、 に 巳む を 得ん や。 なづ 事 

蹶き計 敗れ、 退きて 圖を 按じ 筆 を 弄して さ 論高議 する 者と 流 を 同じう す、 何のお， 一 恥 か 

く は  01)  t 

これに 尙 へん。 昔 If^: れ 5„< を讀み て、 敏達 帝日 羅 を 3 還した まふに 至る、 欣 躍して 謂 

へらく、 國復た 盛んな らんと。 其の 贼に 害せら るるに 及んで、 覺 えず 慟^< す。 後の 此 

の 文 を諫む 者、 安 ん ぞ其 の 欣躍 慟哭、 Ifi" れの 日羅に 於け るが 如き ことなき を 知 ら ん や 。 

<■ 四- 

£■{3: 冬  二十 一 间猛士 藤 黄 揮 


外 寇の患 は 古より 之れ あり。 而れ ども 代-能 將 あり、 機に 應 じて 掃蕩し、 大害 を爲す 

に 至ら ざり き。 近時に 至り， 西洋の 諸 夷 更.， -來り 通信 通 市 を 求む、 亦 未だ 大害 を爲す 

05 IS 水 六 能 は ざり き。 嘉永 癸丑 六月、 合 衆 國の舶 四隻浦 賀に來 り、 國書を 幕府に 呈し 切に 要求 

年  二つ 

(.；ハ) 0^^ する 所 あり、 大耍亦 通信 通 市の 二 事に 在り。 故事、 長 崎 を 除く の 外、 夷 舶の來 泊 を 許 

府 来の 制说 

もさす  さず。 浦賀 奉行 諭す に 國法を 以てせし に、 ^？-の：！く、 「我れ 吾が 國の命 を 奉ずる を 知 

S) 時の 裔 るの み" 何ぞ 日. 4 の 國法を 知らん や」 と、 ^傲 益- '^し。 .# 政、 過激 變を 生ぜん こと 

府 老中。 阿部 

f^^Ji 一  を 慮り、 奉行に 命じて 假に 其の 書 を 受けし む。 夷、 報 を 求む る こと 甚だ 迫る。 遂に 明 

年 更に 來 らんこと を 約し、 慰喩 して 去らし む。  - 

是れ より 先き 三 五 年、 合 衆 (國) の 夷人 脚 船に 乘 りて 蝦 夷に 來り、 陸地 を 徘徊す。 松 前 

かんそう 

侯 之れ を 長 崎に 權 送す。 是 くの 如き もの 凡そ 二た びな り。 浦 賀に來 り、 長 崎に 來り、 

かっきう  しば ノ、 

g! 民 を 送還し、 薪水 を丐 求す る こと 又數 i なり。 其の 我れ を 間 謀す る こと、 蓋し 一 日 

•fl 闪錄  一 一二 一 ニニ 


(一) 六り 二 

卜-: 日、 

ぐ。 七 H 

. -p. 水戶齊 

じ- お 防の a 

に 《 與せ しむ 

「じ 直 永 十 

五 年、 《 光 M 

Jj^ に 令 L て 百 

•,c»u 上の 大 

ほ. 六 年 九： IT 

む 五日、 この 

解く 

(en  >^戶 小 

..cw にあり し 

五； 伊 IRa" 

にな h->  s» 府 

Iss 地， 代 iB 

(六) £菴と 

IK す。 *5« 秋 

£門 下の tthg 

K に L て 先 覺 

る) si 

set* 近 i-s 


s 囚錄  三  一一 一 ra 

に 非ず。，， 去年に 及び、 蘭^?.、 合 衆！： 來航の 事 を 報ず。 官 深く 之れ を. まし、 敢 へて 中外 

に宜視 せず。 曰疋に 至りて 事 倉卒に 出で、 衆 情： W だ驟 がし。 

是の 時、 が 將軍薨 じ、 新將軍 初めて 立ち、 水戶 老公 を 起して 防 寇の議 に參與 せし む。 

而 るに 小人 比 周し 公， 議行 はれず、 公 連り に f 能 めんこと を 請 ふ。 幕府 大いに 武備 を 修め. 

先づ 大船の 禁を 除き、 蘭 夷に 命じて 軍艦..^ 輪舶を 致さし め、 浦賀 與カ屮 お三郞 助に 

は-., だい (三-  (n)  に ふや S 

命じて 洋誉に 依りて 軍艦 を 打 造せ しめ、 礮臺を 品 海に 築き、 巨 礮を樱 ^に 1, お f=!l 山 代 

へ 六-  てきよう  「七 J  - (八 ノ  >  » 

官 江川 太 郞左衞 門を權 用し、 髙 島四郎 太夫の 禁錮 を 免じ、 土 佐の 漂 民 萬 次. 岛を" U し 

皆 之れ を、 江川に 屬せ しめ、 特に 夷 書 を 列 侯 群^に 下して 以て 復答す る 所 を 一 i 十。 時に 

.大 下 久しく 治安に 惯れ、 朝野に だり 且の論 多く、 群議 或は 戰を言 ひ、 或は 和 をせ；： ふ も、 

^も 身を拔 きんで て 貴に 任ずる 者な し。 某 侯 奮然 復書 を 持ちて 夷國に 到らん こと を 請 

„. 九)  ご す. C し C へう  „ ト，，  ， „ 

ふ、 報いられず。 論者、 諸 葛亮の 後出 師表 を 引きて 時事 を 痛惜す と 云 ふ 

是 の歲、 ^^西亞も亦長崎に來りて國書を呈し、 北 地の 境界 を議 せんこと を 請 ふ。 官ぉ 

1: 下して ぁ將と 商議す、 而^ども_^^!_;任專らならず、 能く 其の 議を 決する ことなし。 夷. 


•  人 十三 年、 

通 ひて 下獄し、 

後 * 闪を 命ぜ 

fj る 

(八) 後の 中 

次郞。 土 

の 師の子 

にして， 米國 

に Si 流し、 十 

餘 年な て a 

永 五 年 ss« す。 

4»時 の ra/ir 

漂お は siw 後 

禁錮 せらる る 

の 例な h- しも、 

* 常の 1： を設 

けて？ „f: す 

(九) 字は孔 

明、 三國 SSf の 

ほ 相。 魏も討 

たん として 幼 

主に 前後 二！ S 

の 出師 表 を 上 

り， 殊に 後の 

表 は 成敗 利 ji 

も 顧みす 戰は 

んことも.^.!?^" 

す。 壯烈 efw 

も 泣かしむ と 

稱 せらる 

二 〇) 筒井 

0 & . 川路 聖 


らんに よ 

再來を 約して 去る。 明年 正月 >  合 衆 國の舶 九 集 浦 賀の海 關に闌 入し、 直ちに 横 濱に东 

りて 前 報 を 求む。 而 るに 軍艦. 礮臺 一として 成れる ものな し。 幕府 專ら變 を 生ぜん こ 

ほしい £ ま  きんか 

と を 權れ、 寬縱 もて 夷 を 待す、 夷 肆 に 不法の 事を爲 せど も、 官兵 少しも 禁， 1 せず。 

人 皆切尙 す。 應接廠 を 橫濱に 起す、 構造 甚だ 粗な り。 官吏 便服して 饗 待す。 論者 或は 

まさ 

謂へ らく、 夷人 を 待つ に は當に 示す に 莊重を 以てすべし、 或は 之れ を 上野に 引き、 或 

は 之れ を大 城に 引き、 兵を嚴 にして 之れ に備 へ、 宗室. 大臣 法服して 出で て 接すれば. 

則ち 夷 も 亦 長 揮して 怠慢 玩弄 の 態 あ る こと 能 は ざらん、 是れ 夷人 を 重んずる に 非ず、 

乃ち (吾が〕 國體を 重んずる なりと。 三月の 半ばに 及んで、 夷 舶橫濱 を 去り 下田に 至る、 

市 山野、 徘徊 遍 からざる なし。 六月に 至りて 去る。 事 甚だ 隱祕 にして、 世 其の 故 を 

識る ものな し。 或は^へ らく、 通信 通 市 一 に 夷の 求む る 所の 如くし、 定む るに 下田 を 

以て 互市 場と 爲し、 夷人に 縱 して 館 を 量く の 所 を 相 度ら しめしな りと。 

初め 平 象 山 は 松 代の 藩臣 なり、 軍議 官 となり、 藩の 軍に 從 ひて 撗 濱に壘 す。 下田の 議 

おも 

定まる と 聞き、 謂へ らく、 下田 は 我が 邦の 喜 望 峰に して 船舶 必ず 由る の 港、 今 爽の占 

幽 W 錄  三 三 五 


if  w 錄  三  一一 ニハ 

かう そく  た. A  け は 

a ，ザ もさす 據 する 所と ならば 則ち 海路 梗塞 せん。 伊豆の 地 は 山 峻く道 W しく、 下田 は 其の 最南 斗 

r 一  1 ) ゾチ 

I らン  はば 

二-」 0 出の 慮たり。 一 曰： 事 起り、 陸路 もて 兵 を 出さば、 則ち 峻虮 に^まれ、 而も 海路 は 則ち 

C 親. *t 大名 及  一 1 , 

も久 我れ に 堅 艦の 相 敵す る ものな し。 且つ 夷 船 をして 常に 金 川に 在らし めば、 江戶を 去る 

w» 山、 姓 は  ォ  - 二- 

平氏、 65 は こと だ 近く、 自ら 都人 をして 膽を 嘗め 薪に 坐せ しめん。 今 下田に 退く とき は Be ち 人 

夕け ハ JT  /U 

Willi ふお 心 必ず 弛み、 寇寝ゃ 遠ざかれ りと 謂 はん。 殊 えて 知らず、 夷舶の 迅速なる、 金 川に 在 

二)  ij. 八め^ 

ねに- ぱり ると 下田に 退く と、 其の 江 戶の褒 たる や 則ち 一 なる を。 橫^ を 以て 直ちに 互市 場と 爲 

ilj も 窺ふ こと 

すに 如かざる なりと。 

3 鬥人本  Pi へらく！^ E はより 互市 場 C. と爲 すに 如かざる) なりに 至る まで、 象 山改 むる こと 左の 如し 

によ り てこの 

fi へらく、 下《は我が邦の喜5^峰にしてぉ西の船舶必ず^る の港たリ。 令 の占據 する 所と な 

•  .  もば、 其の 害 lil" ふべ かもず。 且つ 大狨 江戸に 在リて 人口 衆多な リ、 米穀 布 吊せ：：！ これ を 海 巡に 

I  i:ty こ  しゅ  あ t 

る。 不幸に して 變 あらば、 海 拽 塞し、 江戸 首と して 其の 禍を 受けん。 ^,:リ：の州たる、 天狨の 

險、 K の 南北 を 隔絶し、 而 して 下田 は 其の 最南 斗 出の 處に 在り。 一 n 一事 起リ、 ^路 もて 兵 を 出 

さば、 砲 隊は險 に 阻まれて 以て 行く ベ かちず、 •？！ も； 路は 則ち 我れ に wf- 乾な し。 他 H 縱ひ 造：； i 

らしな  r 

する を 得と も、 *^には海stの^勝ぁ"て我れは反って之れを喪ひ、 主客 位 を： 1§ ふ、 計に ル ざる 


*  U; 問 * 象 

(£) 吉田寅 

*,、 郎 と共に 象 

山 門 下の 二 虎 

と稱 せらる。 

松 人 門の 際 

. この 人の 取次 

によれ h- 

(五) 牧野 忠 

雅、 長 岡 藩主 

にして 當時老 

中の 一 人お h- 

. (六) 天 保 十 

三年 十 1 月の 

上 を さす。 

港 防と： 大下當 

今の 時務 も 論 

ss^ す 


なリ。 失の 善く 事 を 制する 者 は 常に 其の 利 を 我れ に 在らし め、 其の 害 を 彼れ に 在ち しむ。 今 巳 

む を 得ず して 敵 人に 地を假 さば、 {且 しく 他 曰の 計 を爲し 海陸と も 兵 を 進む る を 得る の處 を擇ぶ 

み  かな  ここ 

べし。 竊 かに 橫濱の 地勢 を覽 るに 甚だ 之れ に稱 ふ。 且つ 夷舶 をして 常に 茲に 在ち しむる とき は、 

江 戸 を 去る こと 甚だ 近ければ、 M ち 人々 膽を 嘗め 薪に 坐す る の 念 自ら 巳む こと 能 はず、 蒈衞防 

禦の方 も 亦 自ち嚴 しう せざる を 得ず。 且つ 親しく 彼れ の 長と する 所 を觀、 以て 速 かに 我れ の智 

巧 を 進むべし。 是れ 其の 利た る 所以な リ。 今 下田に 退く とき は 則ち 人心 必ず 弛み、 宼較ゃ 遠 ざ 

おも 

かれ リと謂 はん。 殊 えて 知らず、 舆舶 の迅疾 なる、 橫濱に 在る と 下田に 退く と、 其の 江 UI 股 心 

の 憂た る は 則ち 間髮を 以てする 能 はざる こと を。 ^濱を 以て^ち に 互市 場と 爲 すの 愈れ リ とほ 

すに 如かざる なりと 0 

A 有志の 士 なり、 師の 見る 所 を 聞き 深く 之れ を然 りと し， 

急に 江 戶に歸 り、 竊 かに 建白す る 所 あり。 其の 門人 長 岡 藩 臣小林 虎三 郞 A 師の 說を以 

見えて 以て 其の， S も 進む。  5, 

て 執政 某 侯の 臣に 語ぐ。 遂に 諸 生 天下の 事を議 する の 罪 を 以て 藩、 國に 還し 就かし む。 

吾が 師平象 山は經 術深粹 なり、 尤も 心 を 時務に 留む。 十 年 前、 藩侯 執政たり しとき， 

(六) 

外 寇の議 を 上り、 船 匠 • 概ェ. 舟師. 技士を 海外より 慵ひ、 艦 を 造り 礮を 躊、 水戰 

を 操し 礮陣を 習 はんこと を 論ず。 謂へ らく， 然らずんば 以て 外 夷 を 担 絕し國 威 を 震 

幽 E 錄 
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二) 米 W を 

指し、 ベリ I 

の * 航 1» を 

いふ 

(：；)  《l、al!l 

nfflsr 示- 

ffi" 起聯ニ 句。 

二の t£ は 第 八 

« 八 s:^*!ra 

中に？，： づ。 iM 

六 年 米 艦^ 球 

に 来り 江戶に 

,M ふとい ふ 情 

報な さす 

(一一！) 甲.； 

作 C 七 律 

W-IJ はせ an ひ 

めが きの 親。 

一：" 戎は卞 要 武 

SE, い « にして 

小；； 來 の 進 

I に 伴 ひて w 

化す、 ，お 孔 

山 は も n 

て、.！ れに充 つ 

f£」 i.^ 

つ の こと は 第 


すな は 


^する に 足らずと。 其の後 遍く 洋書 を 講究し、 專ら 礮學を 修め、 事に 遇へば 顿ち論 

二； 

說 する 所 あり、 或は 之れ を聲 詩に 發十。 話聖 東の 事 起り.、 蘭 夷の 報ずる 所 を 聞けば 


(二〕 


則ち 曰く、 「未だ 見ず 礮臺诲 if を 環ら す を、 南風 四月 甚だ 心に 關 る」。 礮臺を 品 海に 

ニー 一) 

ちう せき  はうて * たよ  げんじ S- つ 

築けば 則ち in く、 「疇 昔の 戯談 呆堞に 憑る、 當 今の 急務 元戎に 在り」。 象 山 叉 復書を 

持ちて 夷國に 到らん と 欲す、 則ち 闩 く、 「微臣 別に 謀 を 伐つ の 策 あり、 安くに か 風 


を 得て 聖 東に 下らん」 と。 蘭 夷に 命じて 軍艦 を 致さし むと 聞きて は 大いに 喜びて 


謂へ らく、 徒 だ 之れ を 蘭 夷に 託する は 未だ 善を盡 さず、 宜しく 俊才 巧 思の 士數十 名 

を 撰び、 蘭舶に 付して 海外に 出し、 其れら をして 便宜 事に 從ひ 以て 艦を購 はしむ ベ 

し、 則ち 往返の 間、 海 勢を識 り、 操 舟に 熟し、 且つ 萬 國の情 形 を 知る を 得ん、 其の 

益た るゃ大 なりと。 因って 竊 かに 建白す る 所 あり.。 然れ ども 官能く 之れ を斷行 十る 

ことなし。 予が 航海の 志、 實に此 に 決す。 

山) 

合 衆 國の舶 金 川に 來 るに 及んで、 松 代 • 小 倉の 二 藩、 應接警 衞の命 を 受け、 象 山 軍 

議官を 以て 車に 從ふ。 喜びて 曰く、 「亦 以て 少しく 國威を 示 十べ し」 と。 已 にして 


六 « 孫 +謀攻 

篇 (三 三 二 頁) 

に 出で、 同じ 

くこの 詩句な 

&陰 引用す 

(五) 原詩 次 

の 如し 

不忠 城下 ほ 盟 

抱お 疑。 伯 ％ 

fsg- 長 崎 港。 

e? 東 瑕 地下 田 

湄。 ai 時 敵 

「し.^^。 今：！ I 

れ 衝知是 誰。 

幽憤 ，-| 胸 無 所 

*。 獄中， 虎 食 

(六) やお 國の 

ぺ ー トル 大帝， 

！^り てお «人 

に 代 ほす。 聖 

東はヮ シン ト： 

ン、 同じく 米 

人に^ ffl す 

(七) 東北 遊 

亡命の 罪に よ 

b 慕 永 五 年 十 

二： 《  士镊を 削 

ら る- 似し 潘 

主 その ォも惜 

しみ 別に 十 筒. 


幕府の 吏と 陣を設 くるの 處を議 し- 論累 りに 合 はず 。蓋し 幕府の 二 藩の 兵 を 用 ふる 

は、 夷 輩が 非 を爲す を禁訶 する に 非ず、 實に夷 輩の 爲 めに 非常 を 警衛す るの み。 象 

ちか ひ 

山 常に 春秋の 義を 引き、 城下の 盟を 以て 國の大 恥と 爲す。 下田の 議を閜 き、 愈，. 益- 

憂^す。 予が 事に 坐して 獄に 下る に 及び、 詩 を 作りて 曰く、 「城下 盟を爲 すの 恥 を 

思 はず、 却って 忠貞を 把ら へて 忌 疑 を 抱く。 伯 映 疆を議 す 長 崎の 港、 聖東地 を假る 

下田の 湄。 異時敵 を輕ん ず已に 計に 非ず、 今日の 折衝 知る 是れ 誰れ なる か を。 幽憤 

も  そそ 

胸に 滿 ちて 泄らす 所な く. - 獄中 血を瀝 いで 兹の 詩を錄 す」 と。 

癸 a 六月、 夷 舶の來 りしと き、 余江戶 に遊寓 す。 警を 聞き 馳 せて 浦 賀に 至り、 親し 

く 陸 梁の 狀を 察し 憤激に 堪 へず。 謂へ らく、 大いに 懲創を 加 ふるに 非 ずん ば、 則ち 

以て 國威 を震耀 する に 足らずと。 江戸に 歸 るに 及んで、 同志と 反復 論辨 す。 是れょ 

(七) 

り 先き、 余、 過 ありて 籍を 削らる、 而 して 官 別に 恩 旨 あり。 深く 自ら 感奮して 謂へ 

な  tx) 

らく、 恩に 報ずる の 日 至れり と。 頗る 分 を 越 ゆるの 一一 目 を 作し、 先 づ將及 私 言 九篇を 

たてまつ  (九)  >s 'き 

著 はし 竊 かに 之れ を 上り、 尊いで 急務 條議を 上る。 叉 夷人 向に 不法の 事 多 かりし を 


幽 錄 
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惡 みて 接 夷 私議 を 作る。 是の 時、 幕府 夷 書 を 下して 言路を 開く。 余、 同志と 議し、 

かな  あは 

苟もニ三の名侯心を^^へカを戮せ* 正 議を發 し 俗 說を排 する もの あらば、 則ち 天下 

(一一) まう  K  (象 S) 

の 論定 まると し、 isr 之れ を 政府に 言す。 政府、 時勢 を 深 察し、 謂へ らく、 天下の 

大、 一藩の 能く 救 ふ 所に 非ず と。 てせ が 黨の論 を 以て 狂 竦 事に 通ぜ ずと 爲す。 余、 平 

象 山に 師事し、 深く 其の 持論に 服し、 事 ごとに 決 を 取る。 象 山 も 亦善視 し、 常に 勵 

あやまち 

まして n く、 「士は 過な きを 責し とせず、 過を改 むる を 貴し と爲 す。 善く 過 を改む 

る は 固より 貴し と爲す も、 善く 過 を 償 ふ を 尤も責 しと 爲す。 國.： 豕 多事の 際、 能く 爲 

し 難き の 事を爲 し、 能く 立て 難き の 功 を 立つ る は、 過を惯 ふの 犬なる ものな り」 と。 

こころ 

象 山に 購 艦の 說 あるに 及んで、 余意に 期す らく、 官 或は 斯の擧 あらば、 自ら 請うて 

役に 從ひ、 萬國の 形勢 情實 を察觀 せん、 亦 過 を惯ひ 恩に 報ずる の 一端な りと。 而し 

(三) 

て 象 山の 說 遂に 行 はれず。 九月 十八 日、 江戶を 去り、 西の かた 長 崎に 到りし も、 事 

意の 如くなる を 得ず、 十二月の 季に 及び、 復た江 戶に歸 る。 明年、 夷舶の 下田に 在 

S)  あら 

る や、 余、 藩 人^ 木 生と 竊 かに 夷 舶に駕 して 海外に 航 せんこと を 謀り、 事覺 はれて 


«s  おも 

捕 へらる。 初め^ 木 生 役して 江 邸に 在り、 余の 西遊 必ず 故 あらんと 意 ひ、 脫 走して 

邸 を 去り、 余を蹤 はんと 欲す。 余の 江 戶に歸 るに 及んで、 來 りて 余が 寓居に 投ず。 

生 人となり 2gj 々たる 小 丈夫の み。 然れ ども 其の 眼 彩爛々 として 不 の 色 あり。 余 固 

より 之れ を異 とし、 悉く 志す 所 を 以て 之れ に告 ぐ。 生 大いに 喜び、 是れ より 事 を 謀 

お ほむ  (六〕 

る や、 勇 能力 前、 率ね 常に 余 を 起す。 余の 西に 遊ぶ や， 象 山 亦 其の 意 を 察し • 詩 を 

作りて 之れ を 送る。 余、 M- に 就き、 官 其の 行 装を收 む。 裝 中に 其の 詩 あり、 因って 

併せて 象 山 を も 捕へ て獄に 下し、 余と 生と 亦 江戶に 送られて 獄に 下る。 三人 並びに 

吏に 對 して 物 せらる。 九月 十八 日、 官、 三人の 罪 を 裁して 曰く、 「意 國の爲 めに す 

と 曰 ふと 雖も實 に 重禁を 犯す、 罪恕 すべから ず」 と。 因って 皆國に 遣りて 禁錮せ し 

む" 鳴 呼、 余 去年 來 謀りし 所、 上 は 國に忠 ならず、 下 は 身に 名な し、 辱 しめられて 

囚奴 となり、 人 皆 之れ を 笑 ふ。 士 として 下才を 以て 斯の 世に 生る、 悲しい かな。 

_ 七〕 

そ つ ビ し 

孫子 曰く、 「率然 は 常 山の 蛇な り。 其の 首 を 撃てば 則ち 尾 至り、 其の 尾を擊 てば 則ち 

首 至り、 其の 中を擊 てば 則ち 首尾 俱に 至る」 と。 夫れ 祌州は 東北 は 蝦夷に 起り、 蜒 


ill- として 西南の かた 對 馬. 流 求に 至る、 長さ 千里に！^ りて 廣さ百 里に 過ぎず。 是れ 

常 山の 蛇に 非ず や。 首 至り 尾 至る、 豈に 其の 術な からん や。 yll し 幾內は 所謂 六合の 中 

心に して 萬國の 仰望す る 所、 皇 京の 基、 萬 世 易 はる ことなし。 故に 吾れ 嘗て 之れ が 策 

を爲 して：： く、 京 を 去る こと 近くして 地の 便と 爲す もの 伏 見に 若く はなし、 宜しく 大 

城 を 起して 冪 府と爲 し 以て 皇京 を衞 るべ し。 西に 攝津. 和 泉 あり、 之れ に備 ふるに 船 

艦 を 以てし、 以て 山 南海. 西 海 を 制し、 東に 伊勢. 尾 張 あり、 之れ に備 ふるに 船 

艦 を 以てし、 以て 東海. 陸 奥 を 制し、 北に 若狹. 越 前 あり、 之れ に備 ふるに 船 艦を以 

てし >  以て 山陰. 北陸 • 出 羽 を 制す、 是に 於て 諸道 を 制する の 本 立たん。 諸道 又備ふ 

るに 船 艦 を 以てす、 是に 於て 諸 夷 を 制する の 具-張らん。 諸 夷、 諸道より 皇 京に 朝し、 

而 して 幕府に 践す、 首 至り 尾 至る も 唯 だ 意の 欲する 所、 以て 進攻すべく、 以て^ 守す 

べし。 夫の 武藏の 專ら海 を 一面に 受け 三面 皆 山に して、 一 たび 贼の爲 めに 海を扼 せら 

れ なば、 海運 爲 めに 絶 ゆるが 若き に 非ざる なりと。 

近世、 舆地を 論ずる 者 或は 曰く、 「山 東に 非 ずん ば 以て 天下 を 制するな し」 と。 是れ 


徒らに 平. 源以還 衰世の 跡 を 知れる のみに して、 古昔 神聖 雄 略の 由 を 知らざる な. り。 

古昔 神聖 常に 雄 略を存 し、 三韓 を驅 使し、 蝦夷 を 開墾した まふ、 固より 四 夷 を 包括 

し 八荒 を幷 呑した まふの 志 あり。 是の 時に 方り て は、 六合の 中 を 卜し 京 を 建て 畿を定 

むる に 非 ずん ば 不可な り。 衰世 は 則ち 然ら ず、 其の 志 小に 其の 略微 なり、 僅かに 六十 

おもへ  よくや  し 

州を定 むる のみ。 故に 以爲 らく、 山 東 八州 は 沃野 千里、 天府の 國 なり、 是れに 若く も 

のな しと。 噫、 後世 常に 見聞に 惯れて 非常に 駭き、 率然の 勢を審 かにせ ず、 亦 何ぞ與 

に 經國の 略 を 講ずる に 足らん や。 

二： 

いなぎ さく じ やう ふる  5 づ たか 

築城の 制、 稻 城. 柵 城は尙 し。 古昔 は 地 を 掘りて 溝と 爲し、 土を堆 くして 壘と爲 す、 

(三) あづち  まじ  や 

其の 制 甚だ 粗な り。 平信 長 安土に 築く に 及んで、 西洋の 法 を參へ 取り、 寖ゃ堅 高た 

(四) (五) 

り。 諸國 摸倣し、 城 制 遂に 大いに 變ず。 北條. 山 鹿の 諸家 出づる や、 更に 城郭 陰陽 

の 法 を 論じ、 規矩 叉 大いに 備 はれり。 然れ ども 時 無事に 篤し、 之れ を實 地に 施す 者 

いくば  はう こう  1-1 一 

幾 くもなし。 近時、 西洋 諸 國專ら 礮擴を 以て 攻守 を爲 す。 是に 於て 築城の 制 大いに 

オラ ンダ  さく.^^^ 

變革 あり。 其の 書 荷 蘭より 傳 はり、 鑿々 として 考ふ べし。 然れ ども 吾れ 謂へ らく、 
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國に異 制 あり、 人に 新 意 ある は：！ よりな り、 1? も 俊才 巧 思の 人 ありて、 諸國を 周遊 

し 名 城 を歷觀 し、 又 彼の 所謂 築城 家なる 者と. 辯 論 講究し、 必ず 至極 を 求め、 然 

ナなは 

る 後に 伏 見の 大城を 起し、 以て 諸道の 模範と 爲し、 其れ をして 稍々 改築せ しめば 斯 

ち 可な り。 然ら ずして 徒らに 二百 年 前の 遺制 を恃 み、 以て 夫の 彈丸雨 集の 衝に當 る、 

亦危 ふからず や。 

大 城の 下、 宜しく 兵 學校を 興し、 諸道の 士を敎 へ、 學校 中に 操 演場を 置きて 儆銃步 

騎の法 を 習 はし、 方言 科 を 立てて 荷 蘭 及び 教西亞 • 米 利 堅 . 英吉利 諸 國の書 を 講ず 

べし。 礮銖步 ^は 本邦の 古法 固より 用 ふべき もの ある も、 更に 荷 蘭 諸 國の法 を 求め 

て、 其の 未だ 備 はらざる 所の もの を 補 ふべ し。 荷 蘭の 學は 大いに 世に 行 はるる も、 

冉西亞 • 米 利 堅. 英吉利の 書に 至りて は、 未だ 善く 讀む者 ある を 聞かず。 見 今 諸國. 

の舶 乂- 吾が 邦に 至る。 吾が 邦の 人 乃ち 其の 方言 を詳 かにせ ずして 可な らん や。 且， 

つ 技藝の 流、 器械の 制、 諸國 各-新法 妙 思 あり、 荷 蘭の 譯撰を 經て來 る もの も亦以 

て 其の 概を觀 るべ し。 然れ ども 何ぞ 各-' 其の 國の 書に 就きて 之れ を 求む るに 若かん 


や。 今 宜しく 俊才 を 各 國に遣 はして、 其の 園の 書を購 ひ、 其の 學術を 求めし め、 因 

つて 其の 人 を 立てて 學 校の 師 員と爲 すべし。 叉 漂 民の 國に歸 り- 夷人の 投 化せる 者 

を 求めて >  亦 之れ を學 校の 中に 置き、 其の 聞 見 知識せ る 所 を 問へば、 則ち 益 を廣む 

るの 方な り。 器械 技藝は 年を逐 ひて 變 革し、 思慮に 始まりて 試験に 成る こと 素より 

【三)  か ナラ  なづ 

華 夷な し、 何ぞ 都鄙 あらん。 然れ ども 遠方 遐陬 は往々 舊を 執り 古に 泥み 頑 鈍 固陋な 

る 者 あり。 故に 諸道の 侯伯 をして 萬 石 ごとに 才士 一  人 を 貢め て 留學三 五 年なら しめ、 

又 巧 思 を 出し 新制 を 創む る 者 あらば、 額 外に 之れ を 貢め て遍く 其の 傳を廣 めしむ る 

も 亦 益を廣 むる の 方な り。 今の 急務、 安ん ぞ 此れに 過ぐ る もの あらん や。 

船 艦の 海國に 於け る は、 之れ を 獸の足 あり 鳥の 翼 あるに 譬ふ べし。 幕府 突 a の 變 に 

懲りて 大船の 禁を 除け る は、 急務 を 知る と 謂 ふべ し" 然れ ども 西洋の 制 は 未だ 遽か 

に 得 易から ず。 洋書に 依りて 之れ を 制する、 形 は 恰も 似たり と雖も 施し 用 ふれば 則 

ち 違 ふ。 蘭 夷に 命じて 之れ を 海外に 購 へる も、 蘭 夷 未だ 速 かに 報いず。 平 象 山 船 K 

を 海外より 储 ふの 説 あり、 人 を 海外に 遣 はし 便宜 事に 從ひ、 以て 軍艦 を購 ふの 說ぁ 

幽囚 錄  一一 一四 五 
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ニ說 並びに 當 今の 急務に して、 未だ 施行 せられず。 今 或は 先づ 一 才俊を 海外に 

遣 はし、 造船 責 船の 所 處を廉 知し、 然る 後に 前の 二 說を行 はば、 事 を 舉げて 敗墜す 

ちか 

る こ となき に庶 からん。 

諸道の 侯伯、 京師に 朝し 幕府に 親す るに 皆 船 艦 を 用 ひて 海路より せば、 則ち 將士は 

海 勢に 習 ひ、 船具 は虚套 なく、 緩急 も 用を爲 すに 足らん。 且つ 諸道 盛んに 船 艦を选 

らば、 則ち 或は 尾大拉 はざる の 慮り あらん も、 今朝 說の日 皆 船 艦 を 用 ふるとき は、 

東海 . 陸 奥の 船 は 半ば 伊勢 • 尾 張の 海に 在り、 山陰. 北陸. 出 羽の 船 は 半ば 若 狭 . 

越 前の 海に 在り、 山^. 南海. 西 海の 船 は 半ば 攝津. 和 泉の 海に 在り、 以て 京師 を 

よそ ほひ  ， 

護り 幕府 を 衞り、 一日： 外征に は 則ち 數 十の 軍艦 徼に應 じて 立ち どころ に艤 し、 其の 

便 以て-: i! ふるもの なし。 或は 謂 はん、 東海. 東 山の 一 一道 は專ら 侯伯 往來の 利 を 仰ぐ 

してん  ： 

今、 侯伯 皆 海路より せば、 驛馬遞 夫、 旅舍 市寢、 一 日； にして 利 を 失 ひ、 群 起して 盜 

となら ずん ば、 流亡して 丐 とならん と。 吾れ 謂へ らく、 船 艦の 備は 必ず 積む に 歳月 

を 以てし、 固より 一 H; にして 具 ふべき に 非ず。 若し 二道の 民 をして 渐に 其の 業 を 移 


(二)  resr< 

皇延 葚 五 年に， 

雜 平等 勅 

も じて 撰し、 

延長 五 年に 上 

る。 寅觀 十一 

年よ h- 延； 5» 七 

年に るせ：； 中 

年中 式， 百 {a 

の 儀 等 其の 他 

國々 の Jra 式 等 

も 記す。 五十 

(ra) 近. び國， 

sil 湖北 岸に 

あり 

(五) m 城！ I、 

今の 淀な り 

(K) 賊の攻 

S* し 來る處 の 

窓 

(七) 汽船 

(八) 阿片 戲 

爭 もさす 

(九) 《^秀 全 

族 を 率ゐて 

興り 太平 天國 

と稱 す。 所謂 

長 te!5 賊の si を 


さしめば、 固より 盜 となり 丐 となる に 至らざる なり。 況ゃ 船艦備 はると 雖も、 陸路 

行 を 絶つ に 非ざる を やと。 

(三， - 

延喜式 を 按ずる に、 諸道の 運漕、 畿內 及び 東海. 東 山 • 山陰 三 道の 諸國は 陸路 を 運 

(四) 

つるが つつ  しほつ 

び、 北陸 道の 諸 國は敦 賀津に 漕し、 敦賀 より 鹽津に 運び、 鹽津 より 大津に 漕し、 山 

き  . 

よ ど C つ  なに は づ 

陽 • 南海 一 一道の 諸 國は與 等津に 漕し、 太宰府 は 難 波津に 漕す。 

皇 和の 邦た る、 大海の 中に 位して、 萬國 之れ に 拱く。 凡そ 地の 勢、 其の 近き もの は 害 

を爲す こと 切に して、 遠き もの 之れ に 次ぐ。 是れ 古今の 通論な り。 古 は 船 艦 未だ 便な 

ら ざれば、 海を恃 みて 險と爲 せし も、 後世 船 艦 日. 'に 巧みに 航海 日-' に廣 く、 古の 恃 

ぞくしょ- ゥ  (■ 七- 

みて 以て 險と爲 せし 所の もの 反って 賊衝 となれ り。 火 輪の 舶 作らる るに 及んで、 其の 

制 益 > 巧みに 其の 行 益- 廣く、 海外 萬 里 も 直ちに 比隣と なる。 是に 於て か 海を隔 つる 

もの 忠を爲 す こと 急に して、 陸 を 接する もの 是れに 反す。 神州の 西 を 漢土と 爲し、 i 

£ 海中の 諸島 及び 亞弗利 加の 喜 望 峰と 爲す。 漢土 は 土地 廣大、 人民 衆多に して、 其の 

00  f 九) 

海 を 隔てて 近き ものな り。 近 ごろ 聞く、 英 夷の 寇 あり、 明 裔の變 ありと。 若し 洋賊を 

幽 S 錄  1H 四 七 
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して 其の 土に «is せしめば、 患 害 勝げ て 言 ふべ からざる もの あらん、 而 して- ^1:: れ 未だ 

其の 歸着 を詳 かに ず、 察せざる ベから ざるな り。 且つ 其れ 廣 東の 互市と 諸島. 喜 望 

峰と は 皆寓國 の要會 たり、 以て 四方の 新聞 を 得べ し。 神州の 東 を 米 利 S と爲 し、 東北 

を. P 摸 察 加と 爲し^ 都 加と 爲す。 神州の 以て 深息大 害と 爲す所 の もの は話聖 東な り、 

西 _亞 なり。 而 して^ 西 亞の阈 都 は 海外 萬 単 極 西北の 地に 在り • 其の 神州 を 謀る に 於 

て 勢 しだ 便なら ず。 然れ ども 其の 東邊は 我れ と 一 水を隔 つるの み。 且つ 近 ごろ.^ 倫舶 

に乘 じ、 来りて 界を議 し 締交を 求む。 安パぞ 之れ を 遠し と 謂 ふ を 得ん や。 其の 無事 今 

日に 至りし は、 其の 地 近し と 雖も荒 寒 不毛、 兵 寡く 艦 少なき を 以ての み。 近 ごろ 開く 

加 摸 察 加 都 加、 稍々 艦 を 備へ兵 を 置き、 隱 然大鎮 となると。 若し 其れ をして 兵 足 

り 艦 具 はらしめば. 其の 禍 固より 踵 を 旋らさ ざらん、 而 して 丑" れ 未だ 其の 要領 を 得ず" 

-  <  0.  ^>  ザん 

察せざる ベから ざるな り。 話 聖東は 則ち 彌利 堅洲 中に 在りて 最もお り、 漸に 比隣 を 1:1 

食し これ を 會盟に 列す。 而 して 其の 地 は 其の 洲の 東邊に 在り、 我れ と 相 隔たる こと^ 

1: 亞 より 遠し。 今や 其の 會盟に 列して 其の 西邊に 在る もの 往々 にして あり、 葛 利.^ 雨 


尼" 亞の 如き 正に 我れ と相對 し、 海 を 隔てて 近き ものな り。 數年來 亦 火 輪 舶に乘 じ歷. - 

來 りて 吾れ に逼 り、 吾れ 卒に地 を假し 貢を容 るるに 至る。 然れ ども 其の 邦 を 造す こと 

古から ざれば、 Ifi" れ 未だ 其の 詳を 得ず。 且つ 其の 洲の廣 犬なる、 南北 極の 間に 1 れば、 

安ん ぞ話聖 東の 如き もの 更に 其の 間に 出づる ことなき を 知らん や。 若し 其れ をして 互 

た！, ハひ  まさ  まさ 

に 來り迭 に^し、 我が 土地 を 貪り 我が 貨財 を 利せ しめば、 則ち 其の 禍將に 魯西亞 に 加 

る もの あらんと す、 察せざる ベから ざるな り。 漆 斯多辣 私の 地 は 神州の 南に 在り、 其 

r 1 ) ま V  むべ  てう も 

二  mf; の 地 海 を^て て S しく は 遠からず、 其の 天 度 正に 中帶に 在り。 宜 なり、 草木 暢 茂し 人 

U と 

民繁殷 し、 人の 爭ひ 取る 所と なる も。 而 して 英夷開 態して 據るも 僅かに 其の 十の 一 な 

り。 1^ 一 いれ 常に 怪しむ、 苟も 吾れ 先づ 之れ を 得ば、 當に大 利 あるべし と。 朝鮮と 滿洲と 

は 相 連り て 神州の 西北に 在り、 亦 皆 海 を 隔てて 近き ものな り。 而 して 朝鮮の 如き は 古 

時 我れ に臣屬 せし も、 今 は 則ち 寖ゃ 倨る" 最も 其の 風 敎を詳 かにして 之れ を復 さざる 

ベ からざる なり。 

くわ 0 ねう  こ * ぬ 

凡そ 萬國の 我れ を環繞 する もの、 其の 勢 正に 此 くの 如し。 而 して 我れ 茫然 手 を 拱きて 

^  錄  三 四 九 
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其の 中に 立ち、 之れ を 能く 察する ことなし、 亦危 ふからず や。 夫れ 歐羅 巴の 洲 たる、 

吾れ を 去る こと 甚だ 遠く、 古 時 我れ と 相通ぜ ざり しも、 船 艦 便 を 得る に 及んで は、 葡 

萄牙. 西 班雅. 英吉利. 拂郞 察の 如き、 乃ち 能く 我れ を 架 願し、 我れ 亦 以て 患と 爲す" 

近時 火 輪の 舶、 國 として 之れ なき はなく、 遠き こと 歐羅 巴の 如き も猜ほ 比隣の 如し。 

況ゃ 前に 稱し 所の 數者を や。 然 りと 雖 も是れ 特だ傳 聞の 得た る 所、 文書の 記す る所然 

りと 爲す のみ。 其の 果して 然る や 否や、 遂に 未だ 知るべからざる なり。 安ん ぞ 俊才 を 

得て 海外に 遣 はし、 親しく 其の 形勢の 沿革、 船路の 通 塞 を 察する に 如かん や。 

ca  か たむ  み  かさ か  おとろ 

日^ら ざれば 則ち eK き. 月盈た ざれば 則ち 膨け、 國隆ん なら ざれば 則ち 替ふ。 故に 

善く 國を 保つ もの は 徒に 其の 有る 所 を 失 ふ こ となき のみならず、 又 其の 無き 所 を！？ 

す こと あり。 今 急に 武備 を 修め、 艦 略 ぼ 具 はり 撒 略 ぼ 足らば、 則ち 宜しく 蝦夷 を 開 

^して 諸侯 を 封建し、 間に 乘 じて 加 摸 察 加 *陝 都 加 を 奪 ひ、 琉 球に 論し、 朝 親會间 

十る こと 內 諸侯と 比しから しめ、 朝 胖を實 めて 質 を 納れ貢 を 奉る こと 古の 盛時の 如 

くなら しめ、 北 は 滿洲の 地 を 割き、 南 は 臺灣. a: 宋の 諸島 を收 め、 渐に 進. 取の 勢 を 


示すべし。 然る 後に 民 を 愛し 士を養 ひ、 愼 みて 邊圉を 守らば、 則ち 善く 國を 保つ と 

5 ごか 

謂 ふべ し。 然ら ずして 群 夷 爭聚の 中に 坐し、 能く 足 を 擧げ手 を搖す ことなく、 而も 

いくば 

國の替 へざる もの、 其れ 幾くなる か。 

(1)  (ニー 

孫 武兵を 論ずる、 專ら 彼れ を 知り 己れ を 知る を 以て 要と 爲す。 之れ を始 むる に 計 を 

以てして 曰く、 「主 孰れ か 道 ある。 將 孰れ か 能 ある。 天地 孰れ か 得た る。 法令 孰れ 

か 行 はるる。 兵 衆 孰れ か强 き。 士卒 孰れ か 練れた る。 賞罰 孰れ か 明かなる」。 之れ 

31)  . 

を 終 ふるに 間 を 以てして 曰く、 「明君 賢將 動いて 人に 勝ち、 功 を 成して 衆に 出づる 

所以の もの は、 先づ 知れば なり。 先づ 知る と は、 鬼神に 取るべからず、 事に 象る ベ 

からず、 度に 驗 すべから ず。 必ず 人に 取りて 敵の 情 を 知る ものな り」 と。 近年 來、 

諸 夷の 舶競 ひて 我が 邦に 至る。 而 して 其の 主 果して 道 あるか、 將 果して 能 あるか、 

天地 果して 得た るか、 法令 果して 行 はるる か、 兵 衆 果して 强 きか、 士卒 果して 練れ 

たる か、 賞罰 果して 行 はるる か、 抑-皆 非なる か。 先づ 知る もの ある ことなし。 是 

れ 徒に 彼れ を 知らざる のみならず、 亦 已れを 知らざる の^しき ものな り。 癸せ の歲、 


二) 孫 f 卜 w 

！？雋 梦 s:。  S 

め な 逆に 

味方に 利 S す 

る こ. C 

0:)  w 力の 

充 W せる もい 

ふ。 次 c« と 

相 SE す 

(： ひ この 1 

句の « は、 

の E 間 は《 が 

實 わの 如何に 

よる も， « れ 

に fth- て は to 

何なる S? 八；： i 

» も |?sc も 川 

ふべ あ b- 
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合 衆 國は彼 理を遣 はし、 稃西亜 は 博 赔丁を 遣 はして 我が 邦に 至らし む。 時に 江 都の， 

人 或は：：： く、 「近世 海外に 三 傑 あり、 而 して 彼理. 博^  丁 其の 二に 居り」 と。 鳴 呼、： 

海外の 事、 茫然と して 辨 ふること なく、 適-来り 間す る 者 あれば 錯愕長 縮し、 皆 傑； 

物な りと 謂 ふ。 慨 くべき かな、 悲しむべき かな。 

軍の 間 を 用 ふる は、 街 ほ 人の 耳目 あるが ごとし。 耳な くば 何 を 以て 聽 かん、 ほな く 一 

ば 何 を 以て 視ん。 軍に 間 を 用 ひずん ば、 何ぞ獨 り視聽 のみな らん や。 我れ 固より 之 1 

れを用 ひ、 彼れ 亦 之れ を 用 ふること、 軍の 常な り。 故に 善く 戰ふ者 は、 我れ の 之れ 一 

を 用 ふること 至らざる を 憂へ て、 彼れ の 之れ を 用 ふる を 恐れず。 今 は 則ち 然ら ず。 ； 

宜しく 間 を 彼れ に 用 ふべ きに、 而も 其の 國事 を：^ ら さん こと を 慮り て敢 へ てせ ず。 

彼れ 問 を 我れ に 用 ふ、 我れ 宜しく 留めて 以て 反間と 爲 すべきに、 而も 其の 阈情を 鋭 

ニー)  一 

はんこと を懺 れて爲 さず。 ^、 何ぞ 其れ 惑へ る や。 我れ 實 ならん か、 彼れ に 百の 間； 

ありと 雖も 亦"，；^；; れを 如何せん、 却って 其の 心 を 攻め 其の 謀 を？^ むに：： 止るな り。 我れ 

f 三) 

^^ならんか、 彼れ に 一 の 間な しと 雖も 我れ 安ん ぞ 能く 永く 存 せんや。 我れ に 在りて： 


は然ら ず。 强者、 間 を 用 ひざれば、 宜しく 趨 くべき 所 を 知らず、 弱者、 間 を 用 ひざ 

ろ-？ 一 

れば、 宜しく 避くべき 所 を 知らず。 今- 人 あり、 己れ の襲瞽 なる を 憂へ ずして 人の 

視聽を 恐れな ば、 人將た 之れ を 何とか 謂 はん。 

通信 通 市 は 古より 之れ あり、 固より 國の秕 政に 非ず。 伹だ當 今の 勢、 力めて 其の 說 

を 破らざる を 得ざる もの あり。 古の 國を 建つ る 者 は 徒に 退い て 守る こと を爲す の み 

ならず、 又 進んで 攻 むる あり。 而れ ども 國を 越えて 之れ を攻 むれば、 財力 疲弊し 國 

• 

ささ  (四) 

S)  S も敏  用 支べ 難し。 故に、 力ず 糧を 敵に 因り、 惯を 人に 取る。 是に於て通市の5^^ぁり。 敵國 

に 因る の  一 ^、 

や ざ 乍 巧 iif こ 

の 人 悉く は設 すべから ず、 降る 者 は 之れ を 納れ、 服す る 者 は 之れ を 用 ひ、 小なる 者 

は 侯と し、 犬なる 者 は 王と し、 其れら をして 我れ に 貢 を 奉り 陚を 致さし む。 是に於 

て 通信の 說 あり。 祌 功の 征韓以 還、. 列 聖の爲 した まふ 所、 史を 按じて 知るべき 

なり。 今 は 則ち 是れ に異れ り。 外夷悍 然として 來り逼 り、 赫 然として 威 を 作す、 吾 

れ 則ち 首 を 俛れ氣 を 好め、 通信 通 市 唯 だ 其の 求む る 所の ままに して、 敢 へて 之れ に 

遠 ふこと なく、 佞人の 利口、 乃ち 或は 之れ を 列聖の 義に附 (きす。 是 くの 如き も 
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の、 吾れ 登に 其の 邪 說を縱 す を 得ん や。 夫れ 水の 流る る や 自ら 流る るな り、 樹の立 

つや 自ら 立つな り、 國の存 する や 自ら 存 するな リ。 豈； に 外に 待つ こと あらん や。 外 

に 待つ ことなし。 ^；ュに外に制せらるる ことぁらんゃ。 外に 制せら るる ことなし。 故 

に 能く 外 を 制す。 

二)  お 

が 黨の事 はこれ を 天下 後世の 公論に 付して 可な り。 何ぞ 以て 深く 意に 窝 くに 足らん や。 今 

此の 錄を觀 るに、 間 ~ 忿 恨の 一 百 ある を 免 かれず。 少壯 銳烈の 氣の乘 ずる 所に 非ざる を 得ん や。 

"； れ^み ざるべ かもざる なり。 

しめ はう おそ 

H んで 案ずる に、 上世 聖皇、 威 は殊方 を攝れ しめ、 恩 は 異類 を^した まひ- 英 

へいえ ラ  むな 

圖雄略 萬 世に 炳耀 す。 而 して 其の 己れ を 虚しう して 物 を 納れ、 人の 長 を 採りて 已 

れの短 を 補 ひ、 彼れ の 有を遷 して 我れ の 無を瞻 した まふ、 曠懐^^度蓋し亦後世の 

宜しく 師法 とすべき 所な り。 余 向に 時事に 感激し、 身 家 を 顧みず、 窗 つて 非常の 

功を爲 さんと 欲す。 而 して； 大道の 容れ ざる 所、 公法の 恕 さざる 所、 5^ 綵に しめ 


(二) 孝 望： 大 

S の 誤 h- なら 

ん 

S 少晃 金 

離 高 陽 • 

帝 g 高 辛 • 帝 

奏陶 8S . 帝舜 

有 を 五 帝と 

稱し、 W の禹 

王 .ia の 湯 王 • 

周の 文 王武王 

も 一一 一王と 稱す 

(en 北 sf 親 


ニー) 


がん W く  くる  ただ 

/A1 れ， 岸 獄に困 しめられ、 特に 生きて 國に 益な きのみ ならず、 又將に 死して 身に 

垢 あらんと す、 亦 悲しむべき のみ。 但だ 平生の 志 磨せ ず 折け ず、 古史 を讀 むごと 

に 愈-益 > 懷慨 す。 是に 於て 其の 所謂 炳耀 し師 法と すべき もの を摘錄 し、 人 をし 

て 上世 聖 皇の爲 した まふ 所是 くの 如く、 固より 衰季 苟且の 論の 如きに 非ざる を 

知らし めんと 欲す。 然れ ども 是れ特 だ 十 一 を 千 百より 舉 げしの み。 若し 其の 詳且 

っ備 はれる もの を 求めん とせば、 史に 就きて 之れ を考 へて 可な り。 

"Z  しん  ( 三〕 

孝 安 1K 皇の 時、 秦、 長生 不死の 藥を 我れ に 求む。 我れ 因って 五 帝 三 皇の書 を 彼れ に 求 

む。 彼れ 皆 送致す。 

按ずる に、 此の 事神皇 正統 記に 載す、 確據 なしと 雖も、 蓋し 亦古來 の傳說 然るな り „ 

而 して 上世の 聖皇 人より 取りて 善を爲 した まふの 意 は 則ち 見る ベ し。 

みまな C くに そな かしち 

崇神 天皇 六十 五 年、 任 那國、 蘇那 易 叱 知 を 遣 はして 朝貢す。 

垂仁 天皇 二 年、 蘇那 叱 知 還る に 因り、 絕を 其の 王に 賜 ふ。 

三年、 新羅 王の 子 1K 日枪 來り歸 す、 之れ を 但馬國 に 置く。  . 


II 一  五 五 
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二.) 

ilLH 九十 年、 田 道 間 守 を 遣 はして 香 菜 を 常世 國に 求めし む * 景行 天皇の 元年に 至 リて還 

.e の 地 とおめ  . 

難き も、 支 る。 

北方 £ 地なら 

ん  蘇 那易叱 知. 天日 槍. 田 道 間 守の 事 を 以て 之れ を 推す に、 罟が 邦の 諸-の 韓國 ある 

を 知れる こと 久し、 固より 神 功の 時に 始まる に 非ざる なり。 

景行 IK 皇 四十 年、 日本 武尊 をして 東夷 を 伐た しめ、 俘に せし 所の 蝦夷 を 以て 神宮に 獻 

じ、 後 これ を畿 外に 分ち 置きた まふ。 是れ播 磨 • 讚岐 . 伊勢 . 安藝 . 阿波の 佐 伯 部の 

祖 なり。 

俘 廣の夷 を 諸國に 分ち 置く こと、 古に 多く 是の事 あり。 一は 以て 夷人の 情 態 を： 

一は 以て 戶 口の 繁殖に 資し、 ー擧 して 兩利存 す。 

仲哀 天皇 九 年、 天皇 崩 じた まふ。 皇 115 親ら 新羅 を征 した まふ。 新羅 降る。 因って 直 

ふう  みし こち  しち 

寶府雕 を 封し、 圖籍 文書 を收 め、 微叱已 知 を 以て 質と 爲す。 髙盤. 百 齊も亦 臣と稱 し 

"に. 入チの 貢 を 奉る。 因って 以て 內官 家を定 む。 

日本 武は 皇子な り、 神 功 は 皇后な り。 而 して 師を 率ゐて 遠征した まふ こと 此 くの 


如し。 然れば 則ち 古の 盛强 なりし 所以 知るべし e 

是の 時、 圖籍 文書 を收 む。 .rfj: が 邦に 書 ありし は 固より 應 神の 前に 在りし なり。 

質 を 納れ貢 を 奉らし むる は、 夷 を 待つ の 法な り。 

祌功 皇后の 攝政五 年、 新羅、 使 を 遣 はして 朝貢す。 徵叱己 知 逃れ 歸る。 葛 城 s£^、 

いた i-li ら G  とりこ  さ ぴ み. P おしう み 

新羅に 詣 り草羅 城を拔 きて 還る。 是の時 俘に せし 所 は 桑原 • 佐糜 . 高宮 . 忍 海の 四邑 

あやひと 

の 漢人が 祖 なり。 ， 

三十 九 年、 使 を 魏に遣 はす。 四十 年、 t おの 使來 る。 四十 三年、 使 を 魏に遣 はす。 

四 卜 六 年、 斯摩宿 誦を卓 谆國に 遣 はす。 

四十 七 年、 新 li. 百濟、 使 を 遣 はして 來 貢す。 時に 新羅、 百 湾の 貢物 を 奪 ひ 相 易へ て 

獻ず。 千 熊 長彥を 新羅に 遣 はして 之れ を責 む。 

あらた わけ かが わけ 

四十 九 年、 荒 田 別. 鹿 我 別 を 遣 はし、 百濟. 卓 谆の兵 を 以て 新羅 を 討ちて 之れ を 敗り、 

ひ じ ミ  あり ひしつから ど， つ, に あ らだら 

遂に 比自休 • 南加羅 . ， 站國 . 安羅 • 多羅 • 卓谆 . 加羅の 七國を 平定す。 五十 年、 荒 田 

^我 別 及び 千 熊 長き 至る。 
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六十 二 年、 新羅、 朝せ ず。 津^ を 遣 はして 之れ を 伐つ。 

師を 興して 三韓の 無禮 を： ちし 事、 冊に 相 望む、 今 悉く は錄 せず。 國 威の 海外に 窗 

ふ、 何ぞ 其れ 壯 なるや。 

應祌 大 皇 三年、 東蜋夷 朝貢す、 役 ひて 厩 坂道 を 作る。 

百濟の K 斯王、 禮を 我れ に 失す。 我れ 紀角宿 糊 等 を 遣 はして 之れ を责 む。 百濟、 王 を 

すな は 

殺して 之れ を 謝す、 便ち 阿 花 を 立てて 還る。 

三韓の 王を廢 立す る こと、 亦  一二なら ず。 

七 年、 高麗. 百 濟. 任那. 新羅の 人來 朝す。 武內 宿： 纖に 命じ、 諸-の 韓人 を 領んて 池 

を 掘らし む、 韓人の 池と 號す。 

十四 年、 百 濟、 裁 縫工 女 を 貢す。 

十五 年、 百濟、 阿直岐 をして 馬 を 貢せ しむ。 因って 之れ を 飼養せ しむ。 阿直岐 善く 經 

う ぢ C わきい らっこ  すす 

典を諫 む。 太子 i_e- 道 稚郞子 之れ を師 とす。 阿直岐、 王 仁をャ む。 十六 年、 王仁來 り、 

論語十5..^3、 千 字 文 一 ^5^を：^ず。 


貢 馬の 使を師 とし、 經 典の 敎を受 く、 古の 益 を 求む る こと 亦 切なり... 

あ ち C お-み  ひ^svゐ 

二十 年、 百濟の 阿知 使 主、 其の 子と 部下 十七 縣を 以て 來り歸 す。 

三十 一 年、 新羅、 能き 匠 者 を 貢す。 是れ猪 名 部の 祖 なり。 

ぬひめ  え ひめ おとひめ くれよ と B- 

三十 七 年、 阿知 使 主 等 を 吳に遣 はして H 女 を 求めし む。 四十 一年、 兄 媛 • 弟 媛. 吳徴 • 

あな はとり  ひ きゐ 

穴 織の 四 ェ女を 以て 還る。 

百 濟の人 を 用 ひて 漢土に 遣 はし、 其の 善く 彼の 國 事に 通知せ る もの を 取れるな り。 

是を 以て 事 を 舉げて 敗る る ことなし。 

まむ だつつ つみ  はたら 

仁德 天皇 十一 年、 堀江 を 開き、 茨田 堤 を 築く。 是の歲 * 新羅の 人 朝貢す。 是の 役に勞 

かしむ。 

夷人 を 役 ひて 道 を 作り 池 を 掘り 堤 を 築く、 豈に特 だ 盛擧を 後代に 示す のみな らん や。 

蓋し 土 功に は 法 あり、 異方 人の 爲る 所、 亦 或は 我れ に 便なる もの あり、 取りて 之れ 

を 用 ふ、 亦 可なら ず や。 

き！？ つぬ C ナ くね  々やうえ さ  くにつ もの 

四十 一年、 紀角宿 禰を百 濟に遣 はし、 其の 國 郡の 疆場を 分ち， 土 物を錄 せし む。 
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允恭； 大皇 三年、 犬皇 久しく 篤疾 あり、 使 を 新羅に 遣 はして 醫を 求む。 醫至 りて 之れ 

を 治す。 未だ 幾くなら ずして？ 思えた まふ。 

そ ふく  ひん ォ ゆう 

四十 二 年、 大皇崩 じた まふ。 新羅の 人 素 服して 呂に會 す。 

二に きし 

雄 略 天皇 五 年、 百濟の 王、 其の 弟 軍 君 を 遣 はし 入りて 仕へ しむ。 

*0 ぴ C かみつみ ち C おみた さ 

七 年、 吉備上 道臣田 狹を拜 して 任 那の國 司と 爲す。 

任那に が 管 地 あり、 府を 建てて 兵 を 置き、 司 を 任じて 之れ を鎮 む。 三韓の 動靜を 

^して 之れ を控 御す る 所以、 ^だ 其の 術 を 得たり。 ， 

む さ C すノり あ を ひ C くま C たみつ. A ひ はかと こ 

八 年、 身 狹村主 靑 • 枏隈民 使 博 德を遣 はし、 吳に 使せ しむ。 十 年に 至り、 吳獻 ずる 所 

の 二つ の鹅を 得て 還る。 

髙邋、 新羅 を 伐つ。 新 雑、 投を 任那の 日本 府に請 ふ。 F" 臣 斑鴻等 新羅 を 救 ひ、 犬い 

に 高歷を 破る。 

十二 年、 身 狭靑. 檢隙博 德を遣 はし、 吳に 使せ しむ。 十四 年に 至り、 吳の 使と 其の 獻 

ずる 所の H 女 を 以て 還る。 


ふみ  お-一したり  あるしたり  さた  むろ 

繼體 天皇 六 年、 百濟 表して 任 那國の 上^！"  • 下， ほ 琍 . ^陀 • 牟类の 四 縣を請 ふ。 ^刚 

べん  お ほと も お ほむら じ 

の 國守穗 精 臣押山 奏す く、 四縣は 保ち 難し、 之れ を 賜 ふ を 便と 爲 すと。 大伴大 連 

金 村 其の 議を 右け、 遂に 之れ を 賜 ふ。 或は 曰く、  二人、 百 濟の赂 を 受けたり と。 

物 失 ひ 易く して 復し 難し、 何 ぞ輙く 擧げて 人に 與 へたる。 是 の後數 年、 朝廷 百方 復 

せんと 欲して 得ず、 遂に 官府 も亦滅 ぶる に 至る。 時勢の 然 らしむ ると 雖も、 抑-亦 

二人の 罪大 なり。 

だん やうに  かう あん も 

七 年、 百濟、 五經 博士 段 楊爾を 貢す。 十 年に 至り、 高 安茂 を 遣 はし 之れ に 代らし む。 

はた ひと あやひと  つど  ：  , 

欽明 天皇 元年、 秦人. 漢人 等 諸 蕃の投 化せる 者 を 集へ、 W 郡に 安置し 戸籍に 編 貫す 

すべ  はた C お ほつ ぢ  はたのと ものみ やっこ 

泰人 凡て 七 千 五十 三戶 なり、 秦大津 父 を 以て 秦 伴 造と 爲す。 

十三 年、 百濟、 怫像經 論を獻 ず。 

佛 法の 我れ を 害する、 固より 甚し。 然れ ども 經 論の 若き は 自ら 棄 つべ からず。 獨だ 

當 時の 議論 精し からず、 擇取審 かなら ざり し を 惜しむ のみ。 若し 邪法の 衆 を 惑 はす 

あやまち 

こと を 以て、 外！： と 通ず るの 過と 爲 さば、 則ち 非な り。 

闹 囚錄.  三 六 一 


^  Z 錄  一 二 六 二 

十四 年、 百濟に 勅した まふら く、 宜しく 醫. 易 • 磨の 諸 博士 をして 更番に 入りて 化へ 

しめ、 ト書. 磨 本. 藥物を 付 達すべ しと。 

十五 年、 百濟、 五經 博士 王 柳責. 僧 暴 惠等を 遣 はして 來り 代らし め、 又醫 .易*  ^の 

諸 博士 及び 採藥師 • 樂師を 貢す。 

二十 三年、 新羅、 任 那を擊 ちて 我が 官府 を 滅ぼす。 新羅 を 討つ。 

三十 二 年、 天皇 崩 じた まふ。 皇太子に 遣 詔した まふら く、 汝須 らく 新羅 を 討ちて 住 

那を復 すべし と。  - 

敏達 天皇 六 年、 百濟、 還 使に 付して 佛經. 僧徒. 佛ェ. 寺 ェを獻 ず。 

ひ C あしきた Q くにつ みやつ こ あ りしと 

二) 火 輩 北 十二 年、 日羅を 濟 より？：：： 還す。 日 羅は火 葦北 國 造 阿利 斯 登の 子な り。 日 級 至る- 

は «5 お^によ 

1 G^^B  .f なら れい みん 

おして 策 を 問 ひた まふ。 曰羅 曰く、 「天下 を 治めた まふに は、 耍ず黎 民 を 護 養した ま 

へ、 何ぞ逾 かに 師を 興す こと を爲 さんや。 宜しく 食 を 足し 兵 を 足し、 上下 富 足り、 然 

る 後 多く^ 舶を 造りて 港津に 列ね 置き、 客 をして 觀て 以て 恐懼 を 生ぜし め、 乃ち 能 

/- • 1 】 wt  n  た、 さへ、 

人」 f き 使 を 以て 百濟王 若しくは 大佐 平 を" して 罪 を 問 ひた まへ」 と。 已 にして 日 羅賊に 害 


せらる。  , 

日羅は 久しく 韓の 地に 在り、 其の 情 狀を習 知す。 故に 特に 召して 策 を 問 ひた まふ。 

而 して 其の 陳 ぶる 所 果して 善く 時勢に 適し、 事務に 切なり.。 其の 說 をして 當 時に 行 

はしめば、 任 那を復 する こ， と 必ず 難から じ。 不幸に して 賊に 害せら る、 惜しむ に 勝 

ふべ けんや。  . 

推 古 1K 皇八 年、 新羅 を 討つ。 

九 年、 新羅の 謀 者迦摩 多、 對 馬に 到る、 捕へ て 之れ を 上野に 流す，^ 

外國 の^者 は 殺さず、 返さず。 上世の 事 法るべき なり。 

0^0 十 年、 百 濟の僧 觀勒來 り、 本 及び 天文 地理 . 遁甲 • 方術の 書 を 貢す。 書生 三人 を 選 

びて 學ば しむ。 皆學 びて 以て 業 を 成せり。 

十五 年、 小 野 臣妹子 を 隋に遣 はす。 十六 年、 還る。 隋、 裴世淸 をして 之れ を 送らし む。 

世淸の 這る や、 復た妹 子 をして 之れ を 送らし む。 時に 學生八 人 を 遣 はす。 

十八 年、 高麗、 僧 曇徵を 貢す。 暴徵は 五經を 知り 且つ 彩色 及び 紙 墨 を 作り、 井せ て碾 

幽囚 錄  一一 一六 一一 一 


(二 大 g の 

ほ， 今の 度 久 

(•：) 和 泉 51 

泉 ゆ 郡の 地な 

らんと いふ 


脚 S 錄 

を 造る。： 

ち 


1 ュ六四 


(二) 

え C1I 


j 十四 年、 被 玖の 人 三十 口：！ 化す、 之れ を朴 井に 置く。 

つづみ ふえ お ほ ゆみ いし はじき  と くさ 

一十 六 年、 髙歷、 隋の虞 二人 及び 鼓 • 吹 *弩* 抛 石の 類 十 物 並びに 土 物 駱駝 を獻 ず。 

易 • "科 • 醫藥. 終 織の ェ、 ェ； 1^ の 流より 鼓 . 吹 •  |^7弓 • 抛 石 . 彩色 • 紙 墨 • 碾！！ の 

(三 ：> 

類に 至る まで 皆 用に 益 あり。 之れ を^ 夷に 取り 會聚 して 用に 供す る は、 中 國の體 な 


(£) 犬 上 W 


舒 明大 皇 元年、 田部連を被？^に遣はす。 

(5 

み た すき 

二 年、 三田？^等を^^に遣はす。 四 年、 ばる。 唐、 高 表 仁 をして 之れ を 送らし め、 學問 

僧 等 從ひ歸 る。 

十二 年、 學問 僧. 學生、 百濟. 新羅の 使に 從 ひて 還る。 

< 上 極 天皇 元年、 百 濟の質 達 率. 長 福 等に 冠位 を授 く。 


越の^^ 內附， 一，。 之れ を 朝に P1 す。 

冠位 を 校け、 饗窗 を^ 夷人に 賜 ふこと、 古 多く 之れ あ」 


蓋し 皇化を 弘め遠 人 を 3^ 


玄 2 雅 5 令ぶ S 
# ば 樂た い 


§ 文武 大 

<s 四 年、 刑 部 

比 等等 莉を奉 

じて 獎び、 大 

i さ兀 年に 至り 

て 成る。 ル 

正： 大. ：！ にの 養； 

二 年、 更に 51 

人 等 勅 を 奉じ 

て改 撰す 

(六) 應 S 埃 

^の こと 

(七) 外國使 

の is 泊 ひ 

に 接待の ため 

に 設けし {t„:<wr 

太 iii^ 府の！ W 多、 

京都の の 

市に 在り 


くる 所以な り。 

孝德 天皇の 白 維 二 年、 新羅の 貢 調 使 知 萬沙； ^等 唐の 服 を 着て 筑 紫に 來る。 朝廷- 其の 

恣. に 俗 を 移す を惡 み、 訶 貴して 追 ひ 還す。 

五 年、 遣 使吉 士長 丹 還る。 其の 多く 文書 寶物を 得た る を 賞す。 

國 朝の 漢學に 於け る、 初め ゃ百濟 をして 博士. 書籍 を 貢せ しめ、 已 にして 隋. ten に 

通じ、 使 往來 し、 叉 書生 を 遣 はして 留學 せし む。 其の 間 ir~ 、の 韓人 歸 化する 者 も 

亦 皆 之れ を 納れて 拒まず。 其の 善く 彼の 文に 通じ、 彼の 學に 明かな りし も 亦 trnl なら 

ず や。 

I？ 樂師 • 高 置樂師 . 百 濟樂師 . 新羅 樂師 . 吳樂師 あり、 各 に I© がり。 • 

かみ  (六)  えんす やう 

頭の 掌る 所に 蕃 客の 辭見 . 識饗 • 送迎 あり、 又 京に 在る 夷狄の ため 當館舍 

の 事を監 す。 ^舍と は鴻臚 館な り。 

幽闪錄  一一 一六 五 


s  s 錄  三 六 六 

大藏省 百 濟の手 部 は雜終 作の 事 を 掌り、 ls，KIS?sls 柏 部 は m 革の 染 作の 事 を 

掌る。 

大宰府 帥の 掌る 所に 蕃 客の 歸化饗 識の事 あり、 壹岐 • 對 馬. 日向. 藤 摩. 大隅等 

の 國守も 亦 赛客歸 化 の 事 を 知す。 

戶べ？ 凡そ 外 恭に沒 落して 還る を 得た る もの、 及び 化 外の 人の 歸 化する 者に は、 所 

(ひ 一 r  ゆた . 〔ニー 

在の！： 郡 衣糧 を 給し、 狀を 具し 飛 驛を發 して 申 奏せよ。 化 外の 人は寬 かなる 國に 貝 を 

ほしいまま 

附 して 安 g せよ。 沒 落せし 人は舊 貧に 依れ。 舊貰 なきもの は 任 に 近親に 於て 莨に 附 

かしめ よ。 並びに 粮を 給して 遞 送し、 前の 所に 達せし めよ。 化 外の 奴婢 自ら 來 りて！： 

ニ亍 

ゆる ，やう 

に投 ずる 者 は 悉く 放して 良と 爲し、 卽ち籍 莨に 附か しめよ。 

賦役 令 凡そ 外 恭に沒 落して 還る を 得た る 者 は、 一年 以上に は復 十る こと 三年、 二 

年 以上に は復 する こと 四 年、 三年 以上に は復 する こと 五 年な り。 外 蕃の投 化せる 者 は 

復 する こと 十 年、 其の 家人 • 奴の 放されて 戶 筲に附 きし 者は復 する こと 三年な り。 お 

外 一. も 得、 郎. V., 放されて 0! に^へ る « は 復 を 賜 ふの 數， 三年 を 

s~ ぐるべ か.. t- す。 其の-眩 も 放されて 良と なり， せらる る 所 多き を W ての 故な. 9* 


238? ろ て裨人 同；^ 

(^搬 2; 同ぬ は 。地; 
i:^ 人 種 碑 我 同 方 

夫 荷 族 t が 色の Iff 
延 物の な 國の歸 01 
喜 の- れに奴 化と 


宮衞令 恭 客の 宴 會辭 見に は 皆 儀仗 を 立てよ。 

公式 令 蕃人の 歸 化せる 者 は 館 を * きて 供給し、 任 に來往 する を 得ず。 凡そ 

遠方 殊 俗の 人 来りて 朝に 入る 者 は、 所在の 官司 各- 圖を 造り、 其の 容狀 衣服 を畫 き、 

ゝ ノ  /[  つぶ  ニハ)  -七ン  しる  を. I 

f$ 一  具 さに 名號. 處所幷 びに 風俗 を 序し、 訖，. るに 隨 つて 奏聞せ よ。 

關市令 凡そ 弓箭 兵器 は 並びに 諸 蕃と市 易す る を 得ず。 凡そ 1^ 客 初めて 關に入 

るの 日に は、 有つ 所 一物 以上 を關 司は當 客の 官人 と共に 具 さに 錄 して 所 司に 申し、 一 

の關に 入りた る 以後 は 更に 檢 する こと を須 ひず。 若し 關 なき 處は、 初めて 經 たる 園の 

つかさ  なら 

^^^^ こ 佳/  0 當 客の 官 人と は^ 客 使な 

iia タ止れ i» ゆへ .5、 所 司と は 治 部 省な り。 

雜令 凡そ 蕃 使の 往還に は、 大路の 近 側に 當 りて、 當 方の 蕃人 を 置く こと、 及び 同 

- J  ,  ^,1  てんまし  えん ふ  たと 

色の 奴婢 を m ふこと を 得ず、 亦傳 馬子 及び 援夫 等を充 つる こと を 得ず。 |& 錢^ 

ざ る が 

如し。 

式、 前 S  二 四 
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阐 s 錄  一一 一六 八 

二-一  (ヨ  S 

(一) 年 a の irr おは 二月 四日、" SIE"^ 六月と 十二月との 十一 日、 祭る 所の 神 は並问 じく、 ョ 

iISS な 祈る^  ^ ベ. 5- み  ま  ii. そ しま  だに ぐく さ 

千 一 百 三十 二 座 あり。 g 詞も亦 同じ。 中に 「皇 神の 敷き 坐す 嶋の 八十 嶋は、 谷 螝の狹 

^る樾 ゆ の 留まる^" iS は廣 く、 さ が 平け く、 嶋の A 十蜓 m つる 事な く」 

お 十 i の 語 あり。 叉 i て 伊勢に ぎ 夭 照お ts あまに ST す i の 中に、 「皇 神の I か 

«- の 十 Inl に  ^き、,  たな チ  おり- <5 むかぶ 

し がの 國は、 ！< の i 立つ 極、 國の 《1 立つ 限、 靑 雲の 霞く 極、 白雲の i.. 半 W 伏す 

1^ 限、 は を i 干さず.、 舭 まの 至り 留まる 極、 大海に 舟滿 ちつ づけて、 陸より 往く 

道 は、 1^%^^ めて、 g きおき 影み さくみ て、 i だ ゆ 至り 留まる 限、 長 道 間な く 立ち 

つづ，^ て、 は廣 く、 峻國は 平け く、 遠國は 八十 綱 打 掛けて 引 寄す る 事の 如く」 の 

語 ぁケ。 

玄蕃ぉ 式 凡そ 諸 赛の使 人 京に 入れば、 國 別に 國司 一人 をして 人夫 を 部領し 防援 

して 境 を 過 さしめ、 其の 路に 在りて 客と 交雜 する こと を 得ず、 亦 客と 人と 曾 語せ しむ 

る こと を 得 ざら しめよ。 經る 所の 國 郡の 官人 若し 事な くと も、 亦-迫らく 客と 相 見る ベ 

、だ  める 

A らず。 停. M の處 にて 客の 浪 りに 出入す る こと を聽 すな 力 わ 


右， 大寶令 • 延 喜 式に 載す る 所、 數條 を摘錄 す、 亦 以て 古 朝廷の 雄 略 偉 度 を 窺 ふに 

足る。 若し 善く これ を 今の 事に 參 すれば、 自ら 其の 得失 を 知る もの あらん。 今 悉く 

は贊述 せざる なり。  . 

ニニ 一  (四) 

せ，； けんの ふ  した レ  かぎ 

余、 獄中 作る 所の *i 賦に云 はく、 「昔 は 聖賢の 靈を樂 しまし むる、 丙 隣に；^ - みて 畫ちず 0 

rj  V- よ  およ  たか  あつ  きみ  もろく お a 

吳 女の 綺 巧に IS! ぶ、 豈に維 だ 夫の 典籍 を鴻 めしの みならん や。 後の 后 承け て祗 敬し、 庶 不一 

13 てん  か；； よ  なん  & 

いに 變 じて K 话す。 王道の 偏る-」 となき に 非 ずん ば、 胡ぞ 文明の 今の ごとき を んゃ」 と。 

義卿 f おく 此の 錄を 寄す。 其の 見る 所 全然 余と 同じ。 嗚呼、 三千 &: 外、 期せず して 余が 賦のほ 

ここ  二 0 たん-? 

めに 此の 疏ゃ』 を 作る、 圖ち ざり き、 神 交の 深き、 終に 此に至 ちんと は。 旃穀 sf 蹈の壯 

甲 寅 九月 十八 日、 江 戶獄を 出で 檻 車國に 送られ、 十月 二十四日 を 以て 获に 入る。 

其の 閒、 短句 五十 七 章 を 得たり。 今 其の 二つ を錄す  ， 

へ 八)  ノ  ノ  ゾテ マラン  ゾラン シ カラ 

去年 雲 外 鶴。 今日 籠 中 幾。 人事 何 嘗定。 皇 1K 甚不， 齊。 

右、 出獄の 日に 作る。 

幽闪錄  1ー1 六 九 


K 七お 一七 w 

に ST つ 

二)  七せ 

二 に 出， つ 


一 I 一七 〇 


龍 水從， 信來。 無情 却 有， 情。 欲， 問 二 故人 事？ 只爲， I 激怒 聲？ 

-i 川 —を. 波 ゆ i,:—  f  . 


いに 門 w: 奴 


いふ 

太子 

す。 宋代 S$ 一 


fs) 

ひ-能く  h 

を：； て il< 

tG し、 必す 

大*?も^"す」 

:T:  一  i£ 


E. 々れ 九月、 江戶 獄を脫 し、 象 山 先生と 別る。 先生 時に 余 を 顧みて 曰く、 一昔 宋、 ^園 

(三)  かんが 

を 追 尊す る 事を議 せし とき、 歐陽 永叔、 經 を^へ 史を證 とし、 持論 極めて 正し。 而る 

に 執政 從 はず、 異 說紛舆 す。 永叔、 晚 (年) に 乃ち 濮議の 一 書 を 著 はすと 云 ふ。 今；！^:: が 

徒、 謀 收れて 法に 坐し、 復た爲 すべき ものな し。 然れ ども 航海 は 今日の 要務、 一 日 も 

ゆる  なん つと 

緩う すべから ざる ものな り、 汝盖ぞ 力めて 之れ が 書 を 著 はし、 本 謀の 然る 所以 を 明か 

にせざる」 と。 余、 再 JilJ: して 命を受 V -。 已に國 に 歸り野 山 獄に囚 せらる。 首め て獄. 

に 請 ひて 紙筆 を 求め、 急に 此の 錄を 成す。 實に 先生の 命 を 終 ふるな り。 後 未だ 三年な 

らず、 世 第^し 已 に 大いに 變じ、 群 夷 交  >  至り、 通商の 禁 弛む。 和 蘭、 其の 舶を獻 じ- 

又 其の 技師 ェ徒を 致 十。 而 して 江 戶には 新たに 武 學の設 あり、 諸 國には 或は 軍艦の 傭 


あり。 促 だ 間 を 用 ふるに 至りて は 未だ 聞く こと あらざる のみ。 余、 幽 辱に 居り 世と 謝 

絶す、 寧ん ぞ 此の 錄を 以て 笑 ひ を 大方に 買 ふに 勝 へん や。 特だ 往昔 を追感 し、 未だ 之 


S ソ 

れを 火に する に 忍びざる のみ。 孫子 曰く、 「上智 を 以て 間者と 爲す」 と。 今、 余の 下 


(六) 丙辰幽 

第 文 Ig に收め 

文の 日附に 5 愚 之れ を 謀る、 宜 なり 其の 過つ や。 丙 辰 十二月 五日 ゆす。 

りて こ こに 

ひた. 9 


に に 


.ー|ー  七 


1 一一 七 二 


二  ) 以下の 

！ に 出 


「に iss 

^に fss や，， a 

はん il- て a£ 

巧い w、 象 出 

の £ゎ る の 

へし もめ • 象 

山の 豳れ .OSS 

S 象 山 も 


將及私 言の 後に 書す (前 巾 us 

急務 條議の 後に 書す (前ャ 

接 夷 私議の 後に 書す へき 

將に 西遊 せんとし、 知 心の 諸 友に 示す (き 

金 川 を 過ぐ (き  . 

十月 朔 日：、 禁闕を 秤し 肅 然として 之れ を賦す (S 


象 山 先生 送別の 韻に 歩して 却呈す 

東方 有 俊 

志 尙素不 群 

常 慕 非常 功 常に 非常の 功 を 慕 ひ、 


一首 


東方に 俊傑 あり、 

ししゃう も  ぐん 

志尙 素と 群なら ず。 


叉 s 非 常 人 

吾 誤 辱知 愛 

不知 其 所 因 

1 別 山河. 邈 

情 懐 訴九旻 

踽々 涼々 者 

ネ立有 誰 隣 

絕海 千萬國 

何以得 新聞 

國家方 多事 

吾生 非不 K 

^ 埃 有益 國 

敢 望 身 後 賓 


又 非常の 人 を 愛す。 

かたじけな 

吾れ 誤って 知 愛 を 辱 うせる も * 

其の 因る とこ ろ を 知 らず。 

一 別、 山河 逸たり、 

びん  ， 

情懷、 九畏 に訴 ふるのみ。 

踽々 涼々 たる 者、 

けつり ふ  と なり 

孑 立す 誰れ あって か 隣 せん。 

海 を 絕っ千 萬の 國、 

何 を 以て 新聞 を 得ん。 

國家 まさに 多事、 

.四 

とさ 

吾 が 生 るる やおなら ざるに 非ず。 

けん あい 

捐埃、 國を 益す る こと あらば、 

敢 へて 身 後の {tt; を 望まん や。 


II 一  七 四 


二) 資人 S 

ほ、 要路の 資 

人お さす 

(二) 松 陰 OH 

.*? ォ. . 


(H) 


〇 

彤軒與 彩 籠 

i? 鶴 各爲群 

中 有 野鳥 在 

唯 啦 語 人 

一朝 被 放 去 

自知禍 幅 因 

展 飛 凌 雲 

蒼 々高 秋畏 

下瞰 一塊 土 

無處不 比隣 

1： 顧復 一 鳴 

欲向舊 聞 


彤 軒と 彩 籠と、 

驚 鶴 各.' 群を爲 す。 

ニー) 

中に 野鳥の 在る あり， 

やう/、  一一とば かまび す 

唯々 たる 語 人に し。 

一 朝 放 たれて 去り、 

ミ  いん 

自ら 禍福の 因 を 知る。 

翼 を展べ 飛んで 雲 を 凌げば、 

蒼々 として 秋畏 高し。 

下瞰 すれば 一 塊の 土、 

處 として 比隣なら ざる はなし。 

11 顧して 復た 一 鳴し、 

舊现 に 向って 聞かし めんと 欲す „ 


別時 叮嚀 敎 

歸期 及丙展 

此 意 吾自銘 

敢後 鴻雁賓 


別時、 叮嚀の 敎、 

歸期、 丙-おに 及べと。 

此の 意 吾れ 自ら 銘す、 

敢 へて 鴻 雁の 賓に 後れん や _ 


吉田義 卿 を 送る (編者 附 載：) 

之 子 有二靈 骨？ 久. 厭 M 蹩ー M 群？ 裔」 衣 萬 a 道。 心事 未 レ語レ 人。 雖ニ則 未 U 語レ 人。 忖度 或有レ 因。 


送 行 出- 郛門？ 孤 鶴 横| 一秋 旻？  m 海 何 茫々。 五州 自爲レ 隣。 周流 究 n 形勢？ 一見 超 一一： 白 聞 

ハブ オル ヲニ  -r クブニ  ンバテ  ノヲ  レ カク セン 

智者 貴レ投 レ桥。 來領レ 及 レ展。 不レ立 M 非常 功？ 身 後 誰 能 { 资。 


一一 


象 山 先生 を 憶 ふこと あり。 去年の 今日 江 戶獄を 出で、 先生と 別る。 大、 昨年 

の 今日 江戶を 去りし 時の 送別の 詩 韻 を 用 ふ。 時に 乙 卯 九月 十八 日な り 

草木 猶有， 類。 禽獸猶 有， 群。 ("下 5 


幽闪錄 


1 一一 七 五 


二) 通 稱％ 

ニ郞， 》»*- 

*E« に改 む。 

m,««±  〔籠 


(二) 1 本に 

は 二十 1 と あ 

り。 《f 七せ 一 II 

<  一 .S0 


W  N  ^  ！ i 一七 六 

佐々 淳 二の 前 田 公の 肖像 を 贈れる を 謝する の と 序 が閣 slilKSSS い 

の 如し。 信 長 記 は 以て 永！ e 51 年 濃 森 部 の戰の 時の 事と 

し、 藩 wsf に はニ說 未だ 何れが 赏な るか を 知らす と 曰へ り。 

じょうやく  ir^f- ラ 

一 ^士 あり、 鞍 傍に 三級 S) を繩 約し、 HE 上に 一 級 を 檜 莨す、 身と 馬と 皆 重 創 

りんり  をけ はざま 

を 被り、 鮮血 淋漓たり。 是れ前 田 公桶峽 より 還る ものに 非ず や。 公 贫て過 あり 人 

ゆつ せき  ひそか 

織 田 右 府の黜 一. if: する 所と なる。 公 深く 自ら 奮 S し、 補峽. の 役に 私に 從 5^ し、 力 

みなごろし  ぬォん ザ *r, 、へ，. r 

闘して 敵を哦 にして 還る。 右府 大いに 悅び 其の 前 罪 を 免じ、 後 遂に 權 でて 赤幌 

き  ニー) 

^と爲 す。 時に 公年 十八な り.。 肥 後の 人 佐々 谆ニは 氣義の 人な り。 せれ 肥に 遊 

よろ-一 

びし とき 相 得て 歡ぶ こと^し。 -五 ：！ れの將 に 去らん とする に 及び、 笑って 此の 圖 

を出し以て-^=バれに贈り て曰く、 「君^に 此に意 あるか」 と。 喧、 ..^n れ 向に 姊 

を 以て 罪 を 得たり。 今や 國家 多事なる、 桶峽の 事の 如き、 亦 他に 求む る を 待た 

よは ひ 

ず。 而も ー五" が條 公より 長ず る こと 已に 六歲、 君の 是れを 以て 贈と 爲す、 其の；；^" 

しかばね つつ 

れを敎 ふること 深し。 尸 を〕 凝む の 日、 敢 へて 公の 像に 愧ぢ ざるな リ、 敢 へて 君 

そむ  い 

の 意に 負かざる なり。 因って 詩 を 作りて 公の 事 を 道 ひ、 以て 君に 報 ゆ。 口 く、 


知 恥 士所重 

償 過 豈 ii:  0 

累々 四 五 級 

容 易 薙 得 還 

滿 身.. r 餘創 

鮮血 濃 未 乾 

友 生 有 深 意 

寅 也 銘諸肝 


恥 を 知る は士の 重んずる ところ" 

過 を 償ふ豈 に 艱き を撣ら ん や 。 

累々 たる 四 五 級、 

容易 に 薙ぎ得 て 還ら ん や 。 

滿 身十餘 f 

鮮血 濃く して 未だ 乾かず。 

友 生 深意 あり、 

寅 や これ を 肝に 銘ず。 


功 を 以て 過 を 償 ふ は 古の 烈士な り、 罪 を 以て 過 を 重ぬ る は 世の 迂夫 なり。 時に 

けんしゅ 

古今な きも 才に 高下 あり。 一 は 成り 一 は 敗る、 功罪の 懸殊 なること、 吾れ と 公 

がん ご，、  い 

と を觀て 以て 見るべし。 今や. 繁 がれて 岸獄に 在り、 谆ニを 見て 舊を道 はんと 欲 

ふ &た 

すれ ども 得べ からず。 復び 此の 圖に對 し、 慨然 之れ を 久しう す。 乙 卯の 二月 重 

ねて 書す。 

^  S 綠  一一 一七 七 


幽 s 錄 


一 一一. K 


き田大  先考の 墳を拜 し、 淚餘詩 を 作る 

治久 邦家 天歩艱 治 久しくして 邦家 天步艱 み、 

才疎自 悼 保 生 難 才棘 にして 自ら It む 生 を 保つ の 難き を- 

髙坑重 祭 又 何日 高 填 重ねて 祭る は 又 何れの 日ぞ、 

好 向 黄泉 苦 問 安 好し 黄泉に 向って 苦ろ に 安き を 問 はん „ 


nl) 


治 心氣齋 先生 贈らる る 詩の 韻に 步 して 懐 を 寄す § 


下田の 獄中に て濉木 生に 示す (WW 

將身試 法 有 誰 同 身 を もって 法 を 試む 誰れ あって 同じう せん、 

相 對相知 一 室 中 相對 して 相 知る 一 室の 中。 

斬 腰 刎 首 任渠作 腰 を 斬り 首 を 刎ぬ 渠れが 作す に 任す、 


と 'rri 十- りむの ぽ人 只 a コ 

あ 等 記て る 膝一 顧 こ- 
り     B  三  港き   'も « t« 
谈 田 河 人に JC  fx に 第 
む 三 後に 苦る へ '"^十 
L 代 風 借 し 其て 兩 卷 


<en 外國の 

(五) 左枉は 

お 物 も 左前に 

るお の 風俗。 

ち 外 國の額 

地と なること 

(六) i« 友 を 

いふ。 

によれば， 佐 

佐 二 郎は金 

と 衣 を 贈り、 

お 部 鼎 Si は 佩 

刀と .i 錢を 贈 


萬 世 唯 期 議論 公 

〇 

隘牢半 間 交 膝 居 

寐無衾 枕 貪 無 魚 

獄卒 有情 憐我志 

假看 野史 數編書 

〇 

始看 夷跡遍 街衢 

更聽洋 元 兌 有無 

豆 州 雖褊亦 王土 

寧 忍捐爲 左衽區 

〇 

故人 於 我 愛 何 深 

幽 R 錄 


萬 世 唯 だ 議論 の 公なる を 期す。 

ニラ 

あいら 5 

隙牢半 間、 膝 を 交へ て 居り、 

い  きんちん  くら 

寐 ぬるに 衾 枕な く 食 ふに 魚な し „ 

獄卒 情 あり 我が 志を憐 み、 

假し 看す 野史 數 編の 書。 


始めて 看る 夷 跡の 街衢に 遍 きを、 

(四) 

更に 聽く洋 元 有無 を 免 ふる を。 

せま 

豆州褊 しと 雖も亦 王土、 

き 

寧ん ぞ捐 てて 左衽の 區と爲 すに 忍びん や" 


故人 我れ に 於て 愛する こと 何ぞ 深き" 


三 七 九 


»ふ の. つ 

な 外 
七 * 讓 《 

K い 遼 に 


一一 一八 〇 


二) 航 おは 

天下 € 入 計に 

して、 .V れに 

： 人 下 しみ 

な. 9。 何. モ 一 

身の 厄に 遍 ふ 

も 《- まん や 

の， 


贈^ 始刀 又赌金 

我菲 t 忽 躓 

1 朝 辜 負 故人 心 

〇 

不審 夷 情 何黻夷 

夷 情深 遠^ 難 知 

航海 誤來： 大下計 

男兒寧 作 一 身悲 

江戶 獄中 作 

計 睐我罪 逮我師 

師 Isi^ 時 不我疑 

上 未聞 問敵國 


,  おく  はなむけ 

鏡 を 贈り 刀 を 始り又 金を赌 す。 

^, 我れ 菲才 忽ち 蹉蹈 し、 

一朝 事 負す 故人の 心。 

夷 情を審 にせ ずん ば何ぞ 夷を駄 せん. 

夷 情深 遠 酷た 知り 難し。 

航海 誤り 來る 天下の 計、 

男兒 寧ん ぞ 作さん 一身の 悲。 


(五 &U 


計 疎に して 我が 罪 我が 師に逮 ぶ も、 

師獨り 時 を 憂へ て 我れ を 疑 はず。 

上智 未だ 敵國 を 間す る を 聞 か ず、 


(一 II) 

の ほ.. f  h にせ 

.9 て 始めて そ 

の 力な 伸ばし 

るに、 ^0 

* なる ％w て 

それ も 能 は ざ 

る は CM ，なら 

んの S な。 神1^ 

は 象 山 も 指す 

(ra) 暗に K 

{„?! の 囚人 象 山 

を S3 す 

(五) It*. 陰 SS 

永； 太 年 邸 を 

亡命して M 化 

遊に S で士搭 

も りれ しも 

特& によって 

十ケ年^?«修 

業 も 許さる 

(六) の將 

眾、 武 帝に 仕 

へ 射 を？ « くし、 

S ほ ssn て 飛 

將 一 Ig す， - 

大小 七十 餘戰 

功 ある も不 3 

- にして 報いら 

れす、 後大將 

BeT 新 に從ひ 

て 匈 伐ち， 

作^ん. 失して 


祌龍 何怪遠 河？ S 

警更柝 響 频驚睡 

隔 辟り K 聲難認 誰 

入定 夜 深 多 感慨 

强排愁 思 和 新 詩 

〇 

吾嘗 有罪 蒙寬有 

■ 签感君恩海^|-深 

李 廣何須 嘆 不遇 

伯 牙 祇欲答 知 音 

人 寰至竟 通 兼 塞 

夭 道元 來^ 有 陰 

已把 死生 附餘事 

^囚錄 


； 1: 龍， 可ぞ 河？ g に 遠ざかる を 怪し ま ん 〈 

か 5 いま-,  たく チゃぅ 

更を警 むる の析 響. 頻りに 睡を 驚かし- 

t 上を隔 つるの 咳聲誰 れと 認め 難し。 

しづ 

人 定まり 夜 深く して 感慨 多く、 

5, ぬひて 愁思 を排 して 新 詩に 和す。 

五)  くわん ぃラ 

吾 れ 嘗て 罪 ありし に寬賓 を 蒙り， 

签. - 君恩 海 塾の 深き に 感ず。 

(六)  もち > 

李 廣何ぞ 不遇 を 嘆ず るを須 ひん 

伯 牙 祇だ知 音に 答 へ んと 欲す。 

じんくわん しき やうつ う モ，、 - 

人 寰至竟 通 塞 を 兼ね 

天道 元来 陽 陰 あり。 

巳に 死生 を 把って 餘 事に 附す、 


一一 一八 1 


と耍 夜す 捉 つつ 

m に' は 'つ かじ 

はふ ） に L  «r 

ぬ 如'' >  4 'て 地 
こく 暗な 《 に 


C 机し お. iy と 

る。 ！^-巾ほ泣 

,、。 I- こ は 他 

人 も^り 來 つ 

て. E らもい ふ 

(七) 春秋 時 

代の ST の g 手， 

己が 心 れ 

る 蹄 や のル 1 

以外 は S 々を ひ 

かざり L 故 «: 


へ  一 に. 一 

W 内： iw てお 一 

る こ iv,l.c む 一 


寧 因榮： ^負 初心 

13^ 山の に 曰く 

〇 

爭利 必於巿 

觀水必 於 海 

坐 井 見 天 者 

如何 能有濟 

^度 作摸捉 

如 遇 月 之 晦 

繩 墨守 舊套 

譬如 保孤壘 

火輪來 巨艦 

耍维 何以待 


一一 一八 二 

寧 ん ぞ榮辱 によって 初心に 負かん や。 

；語を 寄す Si が 門 同志の 士、 榮辱 によつ て 初心に 負く ことた かれ」 

利 を 爭ふは 必ず 市に 於て し、 

水 を 觀るは 必ず 海に 於て す。 

井に 坐して 天 を 見る 者、 

如何 ぞ 能く 濟す こと あらん。 

n 一一 

臆 度して 摸捉を 作す は、 

つ ま くらみ-.! 

月の 晦に遇 へ るが 如し。 

じょ- r!l- く  きうた う 

繩墨 もて舊 资を 守る は、 

譬 へば 孤壘を 保つ が 如し。 

火 輪 巨艦 を來 たらす、 


リ. y 


しん 


- 以て か 待たん 《 


no 一本に 

侮に 作る 


(四) is* に 

同じ， 木^な 


虛聲作 恐嚇 

毎 々 受 其 給 

途令 袁爾虜 

視 1;^" 比 儡 傀 

儡 愧雖視 吾 

將士 尙教怠 

已非伐 謀 策 

叉 非 締親禮 

圍拱失 一着 

終爲全 35 累 

世事 正麵々 

憂 之 忽 見 逮 

弟子 粗 豪 


虚聲 もて 恐嚇 をな し、  . 

_  ：ニソ 

毎々 其の 給を受 く。 

遂に 慮爾 たる 虞 をして、 

S 一 

吾れ を 視て儡 傀に 比しから しむ „ 

儡愧 もて 吾れ を視 ると 雖も、 

將士尙 ま教. sr^ す。 

巳に 謀 を 伐つ の 策に 非ず、 

叉 親を締 ぶの 禮 にも 非ず。 

It やく 

圍拱、 一 着 を 失すれば、 

わ づらひ 

終に 全お の累 となる。 

しか - 

世事 もま さに 爾り爾 り、 

とら 

之れ を 憂 へ て 忽ち 逮 へらる。 

弟子 甚だ 粗 豪、 


1 一一 八  一一 I 


(1) に 

ra じ。 麂キ * 

W!  4.1 いふ 


(-; ) 正しく 

は； srss の S 

(11 一) 法 #0 


幽 W 錄 

師亦逮 せノ罪 

幽闪不 見 天 

荏 _ 舟 日月 改 

通 古 以 策 今 

審己且 知 彼 

萬 願 一， 不遂 

何以經 叔世 

〇 

俗史暗 事 li^ 

文法 W 縛 人 

國家 多難 際 

俗吏 疎 人情 
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およ 

師も亦 其の 罪に 逮ぶ。 

幽囚、 天 を 見ず、 

じんぜん 

サ 任苒、 日月 改まる。 

古に 通じて 以て 今 を 策し、 

己れ を審 かにして 且つ 彼れ を 知らん とす • 

萬 願 一 つ を も 遂げず、 

二) . 

何 を 以て か 叔世 を經 めん。 


俗吏 事務に 暗く、 

文法 もて 人 を 縛す。 

國家 多難の 際、 

槻を失 ふ 果して 誰れ の 因。 

^^*-人情に谏く. 


(2 司 》德 

操が 到 備に 對 

へし 言に、 nss 

生 俗士、 豈に 

^務 を識 らん 

や、 時務 も識 

る 者 は 俊傑に 

在 こ と 


發 ^一 iin 忽 怒 喷 

志 士苦 心事 

茫 然 若 不 聞 

人情 隨遇異 

事務 逐日 新 

今 吾 罹緦紲 

何會愛 一 身 

唯 願 起 俊傑 

1 揮 淸胡塵 

〇 

奇策 致人怪 

忽投 俘囚群 

天地 雖廣大 

幽囚 錄 


言を發 すれば 忽ち 怒嗞 る。 

志士 苦心の 事、 

茫然と して 聞かざる がご とし。 

人情、 遇に 隨 つて 異り、 

事務、 日を逐 つて 新たな り。 

る& せつ かか 

今 吾れ 縲紲に 罹る も、 

何ん ぞ 曾て 一 身 を 憂 へん や。 

唯 だ 願 はく は 俊傑 を 起た しめて- 

一 揮、 胡 塵を淸 めし めん。 

奇策、 人の 怪しみ を 致し、 

忽ち 投ず 俘囚の 群。 

天地 廣大 なりと 雖も、 


一一 一八 五 


付不容 ュ" 人 

人 生 天 地 

亦 無 緣 因 

竭慮謀 時事 

何 不愍 蒼旻 

火 輪 走 海 城 

寓虽蔡 上 隣 

如 今 洋中賊 

振 古所 未聞 

下 則 究 泉 淵 

上 則 測 星辰 

廟箅 不改轍 

何 使洋賊 {负 


曾て 吾人 を容れ ず。 

"五： 人 1K 地に 生る る、 

えんいん  > 

また-八：^ に緣 因な からん や。 

慮を竭 して 時事 を 謀る、 

さ 5 びん あはれ 

何 ぞ蒼畏 に 败 ^ ま れ ざる。 

火 輪 海 城 を 走らせ、 

萬 里 も 比隣と た る。 

によ こん 

如今洋 中の 贼、 

しんこ 

振 古 未だ 聞か ざ ると ころな」 

二) 

しも  ：r ん えん キは 

下 は 則ち 泉 淵 を 究め、 

かみ  せいしん はか 

上 は 則ち 星辰 を 測る。 

てつ 

廟箅轍 を 改め ずん ば、 

したが 

何 ぞ洋贼 をして 賓 はし めん- 


(二)  s«s 列 

. 傅に 出， つ c 字 

は 偉 元、 父の 

* ん叩を 痛み、 

出仕せ すして 

S 側に 朝タ拜 

£^ す  4^ の 生 

SMta をお それ 

しにより、 そ 

の 死後 雷 ある 

度に 墓に 至つ 

て 一お ここに あ 

h- と 云 ふ。 又 

^經 小雅、 0 

の篇中 r 哀 

哀 おる 父母、 

我れ も 生んで 

劬勞 す」 の 句 

も 讀む ごとに 

三複流 すと 

いふ 

(一一 一) 詩經小 

雅の篇 名、 ■ 兄 

の 愛 を 歌 ふ 

* この 1 篇 

Is- 兄 蹐も 

原本と せり 


〇 

故國有 父兄 

常 憂 吾狂癡 

失路 縻在此 

存沒不 相 知 

王 奥 讀 蓼 莪 

三 復 涕淚垂 

今 吾 講常秘 

能 不起 哀悲 

嗚呼 感心 事 

無 若 讀 毛 詩 


故國に 父兄 あり、 

常に 吾が 狂 癡を憂 ふ。 

つな 

路を失 ひ， 縻 がれて こ こに 在」 

ぞん ぼつ 

存沒相 知らず。 

(二) 

わう はう り /、が 

王 衰は蓼 获を讀 み、 

三復 して 涕淚 を垂 る。 

一三； 

じ やうて い 

今 吾れ 常^ を 講ず、 

能く 哀悲を 起さ ざらん や。 

嗚呼、 感心 事、 

まラし  し 

毛 詩を讀 むに 若く はなし。 


獄中より 家兄 伯敎に 上る 書 (安政 元年 四月 二十四日) 
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m  H 錄  三 八 八 

- 二 

はくけ- ウ  *5 

頑^^俎方再拜して伯敎象大兄の座下に白す。 昔 赤 穗の國 難、 義士 四十 七 名 あり、 身 を 

ナ  どうじ ゆ  えんしょう 

舍 てて 仇 を 報ず、 今に 至る も 聲名赫 々として 人の-斗 H に 在り、 童^ 婦女 すら 艷稱せ ざ 

る はなし。 而れ ども 當 時の 拘儒尙 ほ 或は 異議 ありし と 云 ふ。 近時 海賊の 狂なる こと 

日 一 日より # し。、 今春に 至る に 及び、 遂に 城下の 盟を爲 す。 而 して 其の 禍患は 未だ 底 

ここ  そそ 

まる 所 を 知らず。 是に 於て 忠孝 節義の 士皆 慨然と して 淚 下り、 恥 を 雪ぎ 仇 を 報ぜん と 

思 はざる はなし。 矩方鈍 劣と 雖も、 世-祭 養 を 蒙る、 竊 かに 報 效を思 ひ * 遂に 身を以 

て 大典 を 犯し、 父兄の 大憂 となる、 亦 哀しむべき のみ。 然れ ども 竊 かに 謂へ らく、 赤 

と ヒ やうろう へい おきて 

St むの 諸士は 主の 爲 めに 仇 を 報じ、 せんじて 都 城 弄 兵の 典 を 犯し、 方 は 國の爲 めに 力 

いた  らんし 2 つ 

を效 し、 せんじて 海外に 閱 出す るの 典 を 犯す。 而 して 一 は 成り 一 は收 る、 智愚 懸絶す 

と雖も 其の 意 何 を 以て か異 らん や。 世人が 百啄の 誹謗、 "：；^：れに於て何ぞ傷まんゃと。 

矩方 不幸に して 復た 父兄に 見 ゆるに 由な し、 不孝の 罪 何 を 以て 之れ を 謝せん や。 敢へ 

たてまつ  i5  めんばく  ，  I 

て 書 を 上って 永訣 を. 吿す。 矩 方向に 面 縛して 捕に 就き、 輿に 坐して 泉 岳 寺の 前 を 過ぐ 

義士の 事 を 思 ひ 歌 を 作って 曰く、 「かくすれば かくなる ものと しりながら、 やむ にや 


のさに'；?: に '4?： 三;; 5 の 介つ す - 了- な お r.ft  m  ± つ 
こ 5 戌 り よ .時 油- 1 從' し- 31 る はな 古の； r 
の 资 、り 長 郡 ioLiS 之 を 身ら 右一 
m. 第 を 1 守 m に 相な J 木 ：>r 助 以 分ん IS 人 赤 
の 八 K の？!？ ffi あ の 村 にて 足 。門 。■« 
書卷く 地に 命り a 父 i も' 比金輕 寺の 寺 S 


まれぬ やまと だまし ひ」 と。 蓋し 武士の 道 は此に 在り、 願 はく は 私 愛の 爲 めに 大義に 

惑 はるる ことな くんば 幸 なり。 父母 堂に 在せ り、 亦 大兄 書 を 上って 委曲 之れ を 慰め 

やす  き C ふ  かほ 

ら るるに 非 ずん ば、 亦 何 を 以て 尊 念 を 安ん ぜんや。 ^木 生 も 恙なし。 昨 其の 面 を 見し 

に- 氣象 凛々 として 死生 を 以て 念と 爲 さず。 蓋し 寺 岡 平 右衛門に 愧ぢ ざる 者な り。 願 

(三. >  (四) じゅ  へんさい  えう V う 

はく はこれ を淸 介に 告げられよ。 聞く、 大兄 命 を 蒙り 三 崎に 戌す と。 邊 塞の 狀、 遙想 

に堪 ふること なし。 至 痛、 至 痛。 

四 月 二十四日  吉田 寅ニ郞 

杉 梅 太郞樣 

諸君 深く 矩 方の 爲 めに 周旋す。 願 はく は 大兄 深く 其の 狀を審 かにし、 厚く 其の 

意 を 謝せられ なば 幸^な り。 

二十  一 il 猛 士の說  . . 

がハ) 天 保 元 吾れ i) 寅の 年 を 以て 杉 家に 生れ、 巳に 長 じて 吉 田家 を 嗣ぐ。 甲 寅の 年、 罪 ありて 獄に 

闹 W 錄  11 一八 九 


い 下 く し 71 六 る 命 北つ h 
ふ 田 •> て 私 年 ■> に 遊. つ 
の 三 WW 八 二ての 

» は ほ を n は 罪 時 一 
；51^&)も上 >»} せの は 
4' ちま 呈將永 ら亡東 


二) 十と 八 

と 11! に 分解 出 

來、 八；！ して 二 

十 1 となる。 

+3S の {+*- 分 

解す. t ば 二十 

1 Mli なる。 

(二)  is? 次郎 

お S せるな 


下る。 夢に 神人 あ 


幽 S 錄  三 九 0 

いっし 

與 ふるに 一 刺 を 以てす。 ？の) 文に 曰く、  二十 一 同猛士 と。 忽ち 

さ  (1)  かたち 

覺む。 因って 思 ふに、 杉の 字 二十 一 の 象 あり、 吉 田の 字 も 亦 二十 一 冋の象 あり。 冗：： が 

二 了 

とら  サん じゃく 

名 は 寅、 黄 は 虎に 屬す。 虎の 德は猛 なり。 吾れ 卑微 にして 2!w 弱、 虎の 猛を 以て 師と爲 

いづく  こと 

すに 非 ずん ば、 安ん ぞ士 たる こと を 得ん。 吾れ 生來 事に 臨みて 猛を爲 せし こと、 凡そ 

(三)  . ,  そしり 

1 二た びな り。 而 るに 或は 罪 を 獲、 或は 謗 を 取り、 今 は 則ち 獄に 下りて 復た爲 す ある こ 

と 能 はず。 而 して 猛 の 未だ 遂げざる もの 尙ほ 十八 M あり、 其の 貴 も 亦 重し。 祌人 し 

其の 日に 益-' 弱、 日に 益- 卑微、 終に 其の 遂 ぐる 能 は ざらん こと を懼 る。 故に！ K 意 

ひら  あは  や 

を 以て 之れ を 啓きし のみ。 然 らば 則ち 吾れ の 志 を蓄へ 氣を幷 する、 豈に已 むこと を 得 

ん や。 


CTfasT: 十 P 


金子 重 輔行狀  - 

安政 乙 卯 正月 十 一 日、 金子 重輔 病んで 獄中に 死す。 友人 吉田矩 方 已に哭 して 之れ を慟 

(四)  みつ 

す。 乃ち 略 ぼ 其の 行を狀 して 曰 ふ。 蓋し 聞く、  ^にして 秀でず、 秀でて 寳 ら ざる もの 


i 呼；！ 同 も 桶て: お 確:;^ 

fft ん こ 開 町 志 房齋; li 
ふでに のく 河士 のと 
梁 起士  。岸 、人號 新 
山 臥 多當に 江に す 三 
泊 し く 時塾戶 し 。郞 


ひひ  わ. A  - 

ありと は、 其れ 斯の 人の 謂 か。 重輔才 あり 氣 あり、 春秋 r 义 富む。 少 くして 曾て 酒色の， 

あやまち  き ちう.  えき (五)  ほし L まま  i 

5;) 江戶の 失 あり、 已 にして 大いに 悔ゅ。 癸丑の 歲、 役 を 江 邸に 求め 大いに 力 を學に 縱 にせ. 

んと 欲せし も、 惜々 として 志 を 得 ざり き。 會  > '話聖 東の 使舶浦 賀に來 り、 鄂羅斯 の 使. 

舶長 崎に 來る。 九月、 余、 策 を 決して 西 行す。 時に 余 未だ 重輔と 相識らず。 重輔、 吾一 

S  |« が友永^t三平と遊び、 其の 議論 を 喜ぶ。 余が 西 行爲す あらんと する を 知り、 奮って 余 一 

士  〔開 Is 

を縱 はんと 欲せし も 未だ 果 さず。 余、 西の かた 長 崎に 至り 策 を 得ず、 十二月 再び 江 戶_ 

みつぶ 

に 入る。 始めて 重輔を 見、 具 さに 語る に 志 を 以てす。 重輔 大いに 悅ぶ。 是れ より 先き. 

重輔 自ら 謀りて 曰く、 「奇策 を 成さん と 欲して、 而も 藩 籍を帶 ぶ、 事 或は 敗 1^ せば 禍， 

(七) ここ は  (七) e こ  めんけ つ  j 

藩 as ち 長 州 を國 家に 胎 すに 至らん」 と。 決然と して 亡 邸し、 國に歸 り 父母に 面訣 せんと 欲す 甲 一 

なさす  - 

f 八) 

寅の 正月、 話聖 東の 使舶 復た來 りて 金 川に 泊す。 因って 江戶に 留まり、 余と 同じく 鳥 

山 氏に 寓す。 初め 重輔 首と して 學を爲 すの 方 を 問 ふ。 余日く、 「地 を 離れて 人な く、 一 

人 を 離れて 事な し、 故に 人事 を 論ぜん と 欲せば、 先づ 地理 を觀 よ」 と。 重輔 之れ を然 

こ I 一  5  こんよ 

りと す。 是に 至りて 益. '地誌 を讀 み、 句 日に して 其の 要領 を 得。 其の 坤 輿の 大勢 を歷 

幽闪錄  =ー 九 一 


二)  *tsf, 中 

の lis, 支那 

の 山脈 • 水 现 

も 記す 

(：) 史記中 

の  一 JT 頃 1^ 

の Si 事 を 主に 

の 跡 を 記す 

(：) 祌奈川 

條^！？をさす 

(£) 1 

端 開始 

や ザの S を ^ す 

(M)  てよ 

り の ！ t 策郎ち 

(六) 前出ユ 

七 八な W 下 五 

いふ 

(七) 前 》宣 

帝^ 代の 置 者。 

K  、ぬ は！！ 1 時代 

つ. せ 和、 も i 

出， な 

b。 15 人 供に 

下； W せし とさ 

ヒ. r  0.  S 

か..：' す W- する 

用な. りん i い 

ふ。 S リ、 - 


幽闪錄 

指す る こ と 頗る gl くべ きな. 


三 九 二 

、 宜しく 其の 細に 


余 乃ち CI く * 「已に 其の 大を 得た 

二. - 

か しょ らん^^ぅ  う こ 5  ニー  >  5 

及ぶべし」 と。 因って 架 書を亂 柚して、 禹貢 及び 項 羽紀を 得、 余 之れ を投 けて n く、 

「是れ 以て =S 土を觀 るべ し」 と。 重輔叉 之れ を讀 むこと 數日 なり。 三月、 和議 定まり 

(四)  おもん ばか 

すと 聞く や、 重輔 奮って： 11  く、 「1^;: れ 留まりて 今日に 至れる は 或は 事 あらん を 慮 

ぜん さく 

りしの み。 今已に 事な し、 宜しく 速 かに 前 策を果 すべし」 と。 因って 余 を 促す。 余卽 

ち 之れ に從 ふ。 五日、 同じく 江 戶を發 す。 時に 使 舶將に 金 川 を 去り 下田に 往 かんとす。 

とも  かな 

因って 與に 下田に 至る。 二十 七日の 夜、 使舶に 投じて 海外に 出 でん こと を 謀る。 事諧 

はず、 黎明 陸に 登り 捕 へられて 鑑に 就く。 檻の 廣さ半 間、 二人 膝 を 交へ て 居り、 寝ぬ 

きんちん  r 六) 

るに 衾 枕な く 食 ふに 滋味た し。 余 乃ち 詩 數首を 作り 重輔に 示す。 重輔、 意氣 益- 壯な 

り。 時に 獄卒の" f;: が 輩 を憐む もの あり、 野史 數部を 借し 示す。 獄中 無事、 日夜 研 精す。 

(七) 

かこうしより  くわう は 

余 語る に 夏 侯 勝. 黄 霸の事 を 以てせし に、 重輔 大いに 悅ぶ。 四月 十五 日、 江戸に 送ら 

1- 八) 

れ郵： r の獄に 下る。 是れ より^に 梨 がれ 相 見る こと を 得ず。 吏に 對す るの 日、 時に 其 

しばら 

の 面 を 兌る と雖 も、 一一 a を盡す こと を 得ず。 且く目 を 以て 示して n く、 「男兒 死 せんの 


あごぶ  とら 

み」 と。 九月 十八 日、 罪斷 せられて 獄を 出で、 歸 りて 麻布の 邸に 囚 はる、 亦 相 通ず る 

げきりょ  かんよ ひ へい 

こと を 得ず。 國に途 られ 逆旅に 宿す るに 及び、 始めて 濫舆比 並し 僅かに 聲息を 通ず る 

あきらぎ C えき  あくるひ 

こと を 得たり。 未だ 荻に 入らざる こと 二 里、 明 木驛に 宿す。 其の 明、 護 吏 萩に 入る こ 

と を吿げ 亦復た 別に 繁ぐ。 重 輔の郵 街の 獄に 在る や、 疫症を 疾んで 甚だ 劇し。 巳に * 

さう  ぴ 9 う  かん  しば/、 

えし も、 滿身小 瘡を發 し彌留 止まず、 其の 間 死に 瀬す る こと 數  >  なりき。 獄を 出づる 

むしろ  かつ 

の 日、 立ちて 行く こと 能 はず、 席に 載せ 界 がれて 進み、 臥して 吏の 斷罪文 を 讀むを 聞 

ナす  がいそう  ふんい 

く。 巳に 江 戶を發 して 病 益- 渐み、 咳嗽 連り に 起る。 護 吏 甚だ 無狀、 重 輔往々 憤恚 す。 

ナなは  つま づ  ここ 

余輒ち 之れ を 慰めて 曰く、 「事蹶 きて 此に 至る、 命な り。 命 を 知ら ざれば 以て 君子た 

る ことなし」 と。 重輔笑 ひて n く、 「吾が 病 篤く 心 喪 ひて 乃ち 爾り、 爾後 は復 さじ」 と。 

(九) 

是に 至りて 重輔 泣いて 曰く、 「_^|"れ病んで起っべからず。 天下の 事、 吾れ 復た 見る こ 

しかばね さ 5 めい 

と 能 は ざらん。 然れども1^|2れと君と策を決して海に入る。 其の 尸 を 洽溟に 沈め、 骨 を 

さ せき V： ら 

砂 破に 暴す は 固より 辭せ ざり し 所、 捕に 就き 獄に 下りて は 固より 罪 死 を 期し、 病んで 

は 生 を 謀ら ざり き。 今 則ち 此に 至る を 得し は、 是 れ皆餘 命の み。 幸に 生前 一た び 父母 

幽 W 錄  ！ー 一九 一 一一 
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を拜 して 然る 後に 長 、せば、 萬々 憾みな きなり」 と。 余、 時に 重 輔の疾 篤き を 知る。 

しばら  はげ 

然れ ども 未だ 、必ずしも 死せ ずと 爲し、 且く 之れ を勉 ますに 天 下の 事 を 以てす。 重輔 u 

く、 「吾が 命 if きなん。 然 りと 雖も 天下の 事 は 吾れ 敢 へて 忘れ ざらん のみ」 と。 余、 

^^^00^.  ^山の 獄に槃 がれ、 重 輔の槃 がれし 處と相 隔たり、 其の 病狀を 知る こと 能 はず。 然れ 

ども 微かに 官 恩命 あり * 其の 父母に 病 を視る こと を 許し、 醫も叉 心を盡 して 方 を 施し 

たりと 聞き、 謂へ らく、 其れ 必ず 起たん と。 已 にして 遂に 起た ざり き。 重 輔カ舉 不文、 

著述 文章の 世に 表 見す る ものな きも、 江 戶を發 してより 下田に 至りて 捕に 就く まで、 

で 一) なほ ヒ  しる  t じぬ 

共に 米 繮を追 日 ~ 其の晃 聞す る 所 を 記す、 頗る 詳 悉にして 觀る べし。 自ら 其の 首に 著して、 大日 本 

ひし 旅 中の こ 

無二 遊 生と 曰 ふ。 幕吏の 吾が輩の 艘歷を 案ずる、 皆 重輔の 記せし 所を收 めて ょ據 と爲 

- ) 3214 の  ■>.:].  ふう  (二) く  まさ  おも  こと  すな H 

a 中 作の ffii。 せり。 重輔 好んで 詩 を 諷す。 曰晚 れて途 遠く、 余 方に 深く 念うて 言な きとき、 重輔輙 

上の 二ん は 

ち 街 詩を划 誦して n く、 「今夜 知らず 何れの 處 にか 宿す、 沙寓里 W 艇を絕 つ」 と。 

ら 4>IJ がす * 

f お-お 2 鳴 呼、 重輔の 如き *?、 成る 所な くして 死す。 苟も 大手 筆 を 得て 之れ を傳 ふるに 非 ずん 

なる も 兄る」  あきた  しばら 

ば、 亦 何 を 以て か 其の 靈魂を 慰めて、 友 生の 心に 像ら しめん や。 今 姑く 余と 事 を 共に 


s) 現在の 

なり 

(五) 論語 子 

孥 《| に n ほ 寒 

くして 然る 後 

に 松柏の 關に 

後る る も 知 

る」 と あり、 

節操 固き に »- 

(六) 第十卷 

IB 顧^に 賊す 


せし 始末 を狀 し、 以て 其の 採擇に 資すと 云 ふ。 

金子 重 輔は跪 木 松 太郞の 本名な り。 重 輔已に 亡 邸し、 因って 姓名 を變 ず。 其の 先 は 

き  (六 ) 

叉& 寒の 操 を 慕 ふ、 爲 めに 自ら これ を定 む。 投夷 書に 

柿の 實の 跪を帶 ぶる に 取り、 公 は 松に 从ひ省 

ける のみ。  . 


あ ぶ  しぶき 

長 門 阿武の 溢 木 


は； lb 木 公太と 爲 せり。 市 木 は 姉な」 
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解題 

〇 吉田松 陰 年譜 は 松 陰の 自筆 履 歷控を 始め 兄 杉 民 治 作る ところ 0 年譜 草稿 類、 松 陰 曾孫 吉田 

庫三 編 「松 陰 先生 遺著」 所載の 年譜 等 を參考 として、 委員 廣瀨璺 が 從來の 誤り を訂 し、 足ら 

ざる を 補 ひ、 最も 信ずる に 足る ものと して 作製して 舊 全集に 載せた もの を、 今囘 更に 訂正し 

たもので ある。 

〇 家系 參考書 は 元 來關係 文書 に屬 する ものであるが、 本 全集 に 於て は 特に 年譜の 次に 配して、 

系譜 その他 親戚 關係を 明かに せしめた。 そのうち 最後の 「吉 田. 杉. 兒玉. 楫 取. 久坂家 近 

代 略 系」 を 委員 廣瀬豐 が 作製した 以外 は 全部 東京 市吉 田家に 傳存 せられた もので、 家系 繼承 

に關係 ある 公文書 及び その 寫を 始めと して 系 圖等を 編者が 年代順に 輯 めて 一 書と した もので 

ある。 原本 公文書の 加判人 名 及び 宛名 等 は 特種の 書式に 從 つて あるが、 今 は 一 々その 形に 從 

はず、 二人 以上 連名の 場合 は 便宜 省略して、 その 33 を 頭註に よって 示した。 

C 武教 全書 講章は 松 陰が 山 鹿 素行の 著で あり 山 鹿 流 兵 學の傳 書た る 武教 全書のう ち戰法 . 用 

士. 守 城 • 衆戰. 伏戰. 用 間 六 篇の耍 項 を 講義せ る 場合の 草案で、 その 中戰法 • 用士 • 守 城 

1 


二 

の三篇は^^主毛利慶親の前に於て進講した時の講案でぁることは木文にょって明かでぁる。. 

卽ち戰 法篇は IK 保 十 一 年 松 陰 十 一 歲の時 萩 城御對 面の 間に 於て、 用 士篇は 嘉永ニ 年 一 一十 

歳の 六月 四日に 获城御 書院に 於て、 守 城 篇は翌 三年 八月 二十日に 同じ 場所に 於て 講ぜられた 

ものである。 以下の 三篇も 恐らく は 藩主に 進講した ものと 思 はれる が、 今 文 獻の徴 すべき も 

のがない。 

歜法篇 は 家 學を精 承した 松 陰が 甫 めて 十 一 歳の 年少 を 以て 藩主の 前に 講じて、 藩主 をして 

その 巧妙なる に 驚嘆せ しめた ものと して 有名で あり、 その他の 篇の講 も それぐ 感賞を 受け 

たで あらう が、 特に 守 城 篇の時 は、 藩主の 感動 最も 深く、 遂に 山 鹿 流兵學 兼修の 意 を 起させ 

るに 至った ほどで ある。 それ は 固より この 篇 章の 主意に もよ るので あらう が、 一 つに は 松 陰 

の 講說が 直 切 的であった こと、 卽ち實 兄 杉 民 治の 談 によれば、 松 陰 は實際 講演の 場に 臨んで、 

書中の 所謂 大將を 直ちに 藩主の 身に 充てて、 「籠城の 大將心 定めの 事」 と ある 心 定めの 上に 

御の 調 を 加 へ て 御 心 定めと 言った たど、 藩、 主 自ら 現に 籠城して 戰ふ ものと 想定して 適切に 進 

言 した. からで も あらう。 

原本 は 萩 市松 陰 神 tt. に藏 せられ、 ； 5： 紙 標題 紙に 「武教 全書」 と 認め、 後に 「講 章」 の 二字 

が 加へ て あるが 共に 他 筆で ある。 本 全集の 靡に は 便宜 內容の 篇名を 副書した。 木 文 は 二十 行 


群 半紙に 和文 片 假名に て 書かれ、 用 士 • 守 城の ニ篇が 自筆で ある 以外 は 皆 他筆寫 本で ある。 

〇 未 忍 焚 稿 は 松 陰 十六 歳の 弘化ー 一年より 二十 一 歲嘉永 三年 頃までの 漢詩 漢文 を 主と し、 それ 

に 幾つかの 和文 を 集めた 述作 である。 この 期間 は 松 陰が 藩內 にあり て 自己の 修養 並び に 作文 

作詩 等 萬般に 亙っての 修業 時代で あると ともに、 渐 く兵學 師範と しても 一 人前に 赴きつ つ あ 

る 時期で、 文章 も 家 學に關 した もの、 その他 師匠た る 香川甫 田. 山 田 宇右衛門 等の 批評 添削 

を 乞うた ものが 多い。 且つ 同時代の 文 稿 を 含む ものと して 第二 卷に 「未 焚 稿」 が あるから、 

該 書と 相 待って、 當 時の 松 陰の 姿 を 窺知す る ことが 出來 る。 この 書の 題名 は その 字の 示す 如 

く、 未だ 焚く に 忍びない 文 稿の 意味で あり、 從 つて その 命名 も 後年 恐らく は 安政 三年 以後で 

あらう と 思 はれる。 尙ほ 本書の 終りに は 他 書の 抄錄、 卽ち山 田 宇右衛門の 「治 心 氣齋小 稿」 

を 始めと して、 「海外 新 話」 等よりの 拔 書が 附錄 せられて あるが、 今 间 は 省略した。 

原本 は获 市松 陰 神社に 藏 せられ、 標題 は 厚紙 跪 引、 本文 は 無 歸 半紙に して、 標題 本文と も 

に 自筆で ある。 本文に は 他 筆の 攔外 批評が あるが、 これ は 省略し、 詩文 は それぐ 添 側の 跡 

に從 ひ、 排列 も 今 11 新たに 年代順に 並べ かへ、 原本に ない 目次 も それに 從 つて 補った。 

〇 ヒ 書三卷 は、 J 明 倫 館 御 再興に 付き 氣附 書、 3 水陸 戰略 *  g 文武 稽古 萬 世 不朽の 御 仕 法 立 

氣附 書の 三 つ の 上書 を 一 纏めに した ものである。 


四 

H は 卓 保 四 年 萩に 開創以 來持績 的に 藩士の 文武 教育の 場に 當 てて ゐた毛 利 藩校 明 倫； 抓 を、 

涨主慶 親が 學 事の 興隆、 規模の 擴張、 內容の 充實を 目標に、 弘化 三年 再興の 命 を 下し、 荻の 

中央に 新築 館舍の 敷地 を卜定 して H 事 を 進める とともに、 一 方 教育 上の 意見 を 文武の 師員に 

徴 した 際に 於け る 松 陰の 上書で ある。 時に 嘉永 元年 十月 卽ち松 陰 十九 歳、 新築の 學 館が 落成 

十る 三简月 前で、 松 陰に とって は 始めての 上書で ある。 

は 二十 歲の春 卽ち嘉 永 二 年 三月、 公 命に依り 異賊 防禁の 策と しての 水陸 戰爭の 方略 を 問 

はれた 際、 外寇 御手 當 方に 呈上した 書で ある。 因みに 松 陰 はこの 後 間もなく 御手 當御 內用掛 

に 任ぜられ、 七月に は 命 を 受けて 北海 岸の 防備 視察に 出て ゐる。 (ijlij 

§ も 亦 君命に よって 嘉永四 年 二月、 ま 配 方に 提出した 上書で、 明 倫 館敎育 の 根本と なすべ 

き 萬 世 不朽の 策に ついて 述べた もの、 士道 士風を 論じ、 風俗の 谆 美を圖 るべき こと を 教育 目 

的の 原理と して 主張して ある。 

以上 三つの 上書の 自筆 控は合 綴して 萩 市松 陰 神社に 保存せられ、 厚紙 漉 引 表紙の 標题 「上 

害 三卷 合本」 も 自筆で ある。 本 全集に はこれ を 原本と した。 但し 53 の 題名 はもと 原本に ない 

が、 今 は 文 首の 語 をと つて 檫題 とした 「松 陰 先生 遣 著」 の體 裁に 做った。 伹 しその 本文 上欄 

に 五 筒 所ば かり 門人 高杉晉 作の 簡單な 評が あり、 最後に 「安政 已未 十二月 十四日、 門人 高 杉 


春風^ 了」 の 文字が あるが 省略した。 

〇 猛省 錄は嘉 永 五 年 東北 遊 亡命の 罪 を 以て 歸鄕 した 松 陰が、 その 碎居讀 書中に 古人の 勉畢刻 

苦の 跡 を 抄出した ものの 中から、 更に 二十 筒條 を整寫 して 一書に 纏め. 九月に 友人 井上 壯太 

郞が 江戶に 赴く に 際し 贈った ものである。 

この 書の 自筆 本 は 所在 不明で あり、 且つ また 信頼す るに 足る 寫本 も刖に 見られぬ ので、 古 

くより 行 はれて ゐる 木版 本 (51 お S 判) を 原本と して、 書 流 文に 改めた。 

〇3; 將及私 言 は 嘉永六 年 六月 三日 ペリ ー が 軍艦 を 率 ゐて浦 賀に來 た 時、 當時 江戶に 在って 急 

を 聞いた 松 陰が 直ちに 浦賀に 赴い て 實情を 視察し、 歸後 その 八月 藩邸に 呈出した 意見書で あ 

る。 松 陰 時に 二十 四歲、 罪 餘士籍 を 削られた 身分と して 出す ぎ 者な りとの 排誇も 藩邸 S の 

に はあった が、 松 陰 憂國の 至誠 は 一身の 毀譽を 顧みる の 暇な く. 微衷 上に 通 ずれば この 上 如 

何なる 罪 を 受ける もせん ずると ころと て、 一大 勇猛心 を 以て 遂に 直 al 附役八 木 甚兵衞 へ 提出 

した。 結果に 於て は 印符廣 名に して 藩主の 覽に 達した ので あるが >  松 陰 自らが これ を 用 S 第 

一 一 囘と稱 して ゐる ことによ つても、 その 悲壯な 決心と 經緯 とが 窺 はれる。 

, は 急務 條議は 「將及 私 言」 の 趣 33 に本づ いて、 刻下の 急務と して 着手すべき 具 體的事 H 〈を 

简條 書に して、 私 言に 次いで 呈出した ものである。 

五 


1ノ 

海 戰策は 安政 元年 正月 十四日 ペリ ー 再び 來 つて 前年の 囘答を 求め 情勢 渐く 逼迫す る や * 

萬 一 の變を 慮った 松 陰が 海戰 必勝の 策 を 論述して 呈出した もので、 これ 亦竊 かに 藩主の 聽に 

達した ものである。 

^ 急務 策 は 京都が 天下の 首領で あるに 拘らず その 防備 不完全 にして 塞 心すべき 狀 態なる こ 

と を 指摘し、 幾內諸 藩に 戰 時の 訓練 を 施し 且つ その 近海の 海防 充實を 急務と する こと を 主 

した もの、 g 急務 則 は 神器の 所在地た る 伊勢 • 尾 張の 京都に ついで 武備 を嚴 にすべき 重要 地 

なること を 力説し、 神職まで 總 動員して 第一線に 立てるべき こと を 述べた もの、 何れも 嘉-水 

六 年の 作に して、 短文で は あるが その 根 -i^ に は 神州の 神州た る 所以 を强 調し、 皇道の 恢興を 

希求して やまない 熱情が 溢れて ゐる。 

以上の 五 種の 策 論の 原本 は、 急務 策までの 四 策は获 市松 陰 神社に 蔵せられ、 M 顧錄 の附錄 

として ある。 何れも 松 陰 自筆 片 假名 交り 文で ある。 題名 も海戰 策の みが 後人の 命名で あると 

思 はれる 以外 は 皆 松 陰が 附し たもので ある。 

最後の 急務 則 一則 も片 假名 交り 文で 書かれて あるが、 原本 は 萩 市松 陰 神社 所藏の 「爱 書」 

(TlfJSS い §53?^ &田) に附錄 して ある C  m しこの 「爱 書」 は 松 陰の 書 後 が自 

筆で ある 以外 は、 本文. 附錄 (f 翁 1:1 J 共 に 他 筆 で あ る 。 


〇 幽囚 錄は 安政 元年の 晩秋に 江 戶獄を 出て、 萩の 野 山獄に 移されえ 松 陰が- 下田 路 海の ー擧 

を 顧みて、 この 舉の 眞に已 むべ から ざり し 動機と 思想 的根據 を、 當 時の 國情を 述べつつ 解明 

した 漢文. の 著述であって、 松 陰の 述作 中に あって 最も 重要視 せらるべき ものの 一 つで ある。 

こ. の 書 は 松 陰の 跋文に よっても 知られる や-うに、 その 師 にして 連坐 投獄 せられた 佐 久間象 

山の 慫慂 に基づいて 成った ものであるから、 松 陰は翌 安政 一 一年 一 一月 下旬 外 弟 久保淸 太 郞が江 

戶に 行く に 際して これ を 携行せ しめ、 松 代 養 居 中の 象 山へ 贈る こと を 依頼した。 因って 久保 

は 象 山門 下にして 松 陰の 舊友蟥 川 賢 之 助 を 通じて 信 濃の 北山 安世 (fl^gf し). に途 り、 安世の 

手から 象 山に； S けられた。 象 山 はこれ を閱覽 して 添削 批評 を 加へ た。 本 全集に は 萩 市松 陰 神 

社所藏 のこの 象 山 書 入れの 松 陰 自筆 本 を 原本と した。 

原本 は 假^で、 大きさ は 半紙 ニッ折 形、 表紙の 標題 文字 は 他 筆、 本文 は 無 薪 紙に 毎 ーヌ. 十 行 

二十 字 詰に 書かれ、 最後の 紙に 江戶獄 より 歸國 途中の 作詩 二 首が 錄 して ある。 卷 末に 「馬 島 

杏雨 圖 書記」 の 七 字が 擦 印して あるが、 これ は 象 山の 許に 保存され た 原本が 後に この 人の 手 

に 渡った がた めで ある。 杏雨 はもと 會津 の醫師 で、 その 家が 松 陰 東北 遊の 際に 交涉 あった こ 

と は 「東北 遊 日記」 にも 見えて ゐる。 幽囚 錄 原本が この 人の 手 を 經て吉 田家に 復歸 した こと. 

並びに 上述の 象 山へ 贈られた 經路 は、 「吉田 氏藏版 幽囚 錄 例言」 によって 知られる から、 參 

七 


八 

考 のために 次に 揭げて 置く。 

「松 陰 先生 下 S の舉は 安政 元年 甲 宵 三月 二十 七夜に 在り。 I ば 顔 事 敗れて 幕 獄に楚 

がれ、 十月 二十四日 歸 りて 藩 獄に囚 せられ- 獄中 此の 書 を 著 はす。 明年 乙 卯， 會-' 娴戚久 

保 淸太ぴ ^1 一江 戶に 賦役す、 乃ち 詩句 を篇 首に 錄 して 思慕の 意 を. K し、 密かに 托して 象 山 

ハ おに 贈る" 時に 翁 も亦幽 S せられて 鄉に 在り。 淸太、 松 代の 人 北山 安せ に附 して 之れ を^ 

十。 翁、 閱覽 して IP 損する 所 あり、 安世 をして 謄寫 せしめ、 復び淸 太 を經て 先生に 寄せし 

む。 而 して 本 は 則ち めて 翁の 許に 在り。 後. 費人携 へ.^ り、 藏 する 所 を 知らず。 頃ろ 余 

これ を 馬，： dg 某より 購ひ瘦 て、 謹んで 家 斷に納 む。 先生 手錄の 詩に 長門囚 奴と 闩 ひ、 欄 頭 及 

び 末- の 評語 も 翁の 名 を 係け ず、 皆 物議 を 避けし のみ。 鳴 呼、 當時 贈答の 難き こと 此 くの 

如し。 而 して 此の 書尙ほ 幸に 世に 存し、 三十 七 年後に 始めて „1 孫に 歸るを 得た る は 奇と謂 

ふべ し。 乃ち 先生が 家兄 杉 修道の 名 を 用 ひて 淸 太に 與 へし 書 si;^-!? ひ、 中 I 醫 及び 詩文 

の 殊に 此の 書に 關る もの 若干 を 併せて、 剞 糊に 附 すと 云 ふ。 

明治 辛 卯 六月  先生せ 孫吉 田せ li 識」 (is 

右 例言 中、 「詩句 を篇 首に 錄し」 云々 と ある は 本 卷三六 九 頁の 詩 元來稳 首に ありし を、 後に 殺 リ# 、り 

しもの か。 乂棟太に與 へ し眷とは第八卷ー；〇七號書简^^-照ぁリたし。 t 


右の 例言に も 觸れて ある やうに、 この 原本に は 序に も 本文に も！^ 名が なく、 跋文 もない が" 

萩 市松 陰 神社の 藏 本の 中、 別に 門人 等が 安政 五 年に 筆寫 したと 見える 寫 本が 三部あって、 そ 

らには 序践に 署名が あり、 又 別に 附錄が ある。 卽ち吉 田 鹿 三の 例言に も 見える 附錄 のこと 

で、 下田 踏 海 前後の 詩文で ある。 これ は 松 陰の 意に 基いて 加へ たもので ある こと は >  西 征殘 

稿の 序 (IJJg 一) に、 「明年 三月 乃ち 下田の： あり、 其の後 獄に 在り、 往昔 を 追懐して 幽囚 錄を 

作る。 而 して 前日の 歌 詩、 日夕 口角 を 離れざる もの 尙ほ軟 首 あり、 これ を附 錄に牧 む、 自ら 

謂へ らく 此れに 盡 くと」 と あるに よって 明かで ある。 又 安政 元年 ト 一 月 二十 三日 附兄 梅太郞 

よりの 書簡 (？^ ：^き 一) 中に も、 この 附錄に 入れる 詩文に ついての 問合せが 見える から、 兄が 附 

錄の 編輯 を 助けた ことが 知られる。 因って 本 全集に は序跌 並びに 附錄は 右の 門人 本に よって 

補った。 但し 附錄の 詩で 他の 著述 中に 重複して 出る ものの み、 その 皆 を 註して 省略した。 

〇 以上 本 卷には 年譜 並びに 家系 參考書 を 除いて は 初期の 述作 を收 めた が、 これが 書 流し 及び 

校：：^頭註等は、 「未 忍 焚 稿」 を 委員 玖村敏 雄が 擔當 した 以外 は、 何れも 委 眞 廣瀬 畳が 擔當し 
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小 tS 卞： K 物 巾* 萬 一 不完全な 品 ST  -  ars が あり i し- 節 は，. 御 *. 數 乍ら S! れな， 

御 巾 出 下さる 事 も 御 願 ひ 致し ます。 たと へ 御. f" 後で あ り4 しても、 早速お 取 致します。 


(岡 山 製本) 
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